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東京都地方独立行政法人の平成２８年度における業務実績評価について

東京都地方独立行政法人評価委員会は、地方独立行政法人法第２８条の規定に

基づき、東京都が設立した地方独立行政法人である公立大学法人首都大学東京、

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター及び地方独立行政法人東京都

健康長寿医療センターについて、平成２８年度における業務の実績に関する事業

年度評価を行いました。 
 
地方独立行政法人は、中期目標の期間における業務の実績に関する評価と、各

事業年度における業務の実績に関する評価の２つの評価を、評価委員会から受け

ることとされています。  
今回実施した事業年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成

した中期計画及び年度計画の進捗状況を確認し、評価結果を示すことにより、法

人の自主的な業務改善を促すという意義があります。 
 
３つの地方独立行政法人は、事業形態が互いに大きく異なることから、事業年

度評価に当たっては、各法人の特性に応じた評価基準・指標を設定し、法人の活

動を的確に把握するよう努めました。 
 
本評価書では、東京都地方独立行政法人評価委員会が地方独立行政法人東京都

健康長寿医療センターから提出された業務実績報告書及び法人からのヒアリン

グ等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について全体評価、

項目別評価の順に掲載しています。 
 
平成２９年度は、地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターにとって、現

中期目標期間最後の年度となります。東京都地方独立行政法人評価委員会では、

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターが、この評価結果を積極的に活用

することにより、残された中期目標期間において目標の着実な達成を図るととも

に、平成３０年度から始まる次期中期目標期間を見据えた法人運営を行い、高齢

者のための高度専門医療及び研究を通じて、都内高齢者の健康の維持及び増進に

一層寄与することを期待します。

平成２９年７月２７日

東京都地方独立行政法人評価委員会

委 員 長 矢﨑 義雄
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Ⅰ 全体評価
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１ 総 評

全体として年度計画を順調に実施しており、概ね着実な業務の進捗状況にある。

・ 平成２８年度は、第二期中期目標期間の４年目であり、目標期間も残すとこ

ろあと１年であるが、単年度計画に対する実績という点でも、また第二期中期

計画全体の進捗という点でも、着実に成果を上げていると評価できる。

・ 病院事業については、３つの重点医療（血管病、高齢者がん、認知症）にお

いて、最新の機器と高度な技術を活用した難易度の高い鑑別診断や低侵襲な治

療の提供に努めた。また、救急医療から在宅医療に至るまで、地域の医療機関

等との連携に基づき、高齢者が地域で安心して生活できるよう、医療体制を強

化した。

・ 研究事業については、病院と研究所を一体的に運営する法人の特徴を活かし

た研究が進められ、臨床応用や実用化につながる成果が現れている。中でも、

福山型筋ジストロフィーを含めた糖鎖合成異常症の系統的な解明と新しい糖

鎖の発見に対し日本学士院賞の受賞が決定するなど、難病の根本的な治療法開

発への寄与が期待される成果が得られたことは大いに評価できる。また、高齢

者が安心して生活するための社会環境づくりに関して、様々な視点から研究に

取り組み、成果を還元している。

２ 都民に提供するサービス及びその他の業務の質の向上

に関する事項

＜高齢者の特性に配慮した医療の確立と提供、地域連携の推進

・ 血管病医療について、最新機器の活用と高度な技術により、低侵襲で効果的

な治療を着実に実施するとともに、経カテーテル的大動脈弁置換術の実施施設

としての認定を受けるなど、引き続き高度かつ多様な治療を提供する体制を整

備した。



－ 4－

 
 

・ 高齢者がんについて、低侵襲な鑑別診断や治療を推進し、ＮＢＩ内視鏡検査

実施件数を大幅に増加させるとともに、がん診療連携協力病院として対象とな

るがん種を増やすなど、がん診療体制の強化を図った。

・ 認知症医療について、最新の機器と高度な技術により、早期診断の推進及び

診断精度の向上を図るとともに、多職種により構成する認知症ケアチームの体

制整備を進め、認知症ケア加算の算定を開始するなど、認知症対応力の向上を

図った。

・ 東京都ＣＣＵネットワークや東京都脳卒中救急搬送体制に参画するなど、重

症度の高い患者も含め、救急患者の積極的な受入を行った。

・ これらの取組により、高齢者の急性期医療を担う病院として、その役割を果

たしていることは高く評価できる。

＜高齢者の健康の維持・増進と活力の向上を目指す研究＞

・ 病院と研究所が連携して研究を行い、指定難病であるミトコンドリア病のコ

ンパニオン診断薬の定量キットを開発した。

・ 筋ジストロフィー症の発症に関わる糖鎖の構造を解明したほか、その糖鎖合

成に関わるＩＳＰＤ遺伝子変異型の筋ジストロフィー症に対し、薬物治療の可

能性を示した。

・ 高齢者の就労支援に関する調査・研究の成果をまとめた書籍を刊行したほか、

絵本の読み聞かせを行う世代間交流研究において海馬萎縮の抑制効果が見ら

れ、同プロジェクトの区市への普及を図るなど、広く社会に還元した。

・ 病院と研究所が一体化した法人であるメリットを活かし、臨床応用や実用化

につながる研究成果を挙げていることは高く評価できる。
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＜高齢者の医療と介護を支える専門人材の育成＞

・ 医療の質及びサービスの向上を図るため、認定医や認定看護師などの資格取

得の支援を行ったほか、事務職員に対する医療従事者向け研修を実施するなど、

職員の専門性の向上に努めた。

・ 研修医等に対する高齢者医療に関するセミナーの開催や連携大学院からの

研究生の受入、外国人医師臨床修練の受入など、次代を担う人材の育成に貢献

した。今後も、地域の医療・介護を支える人材や次代の高齢者医療・研究を担

う人材の育成に取り組んでほしい。

３ 法人の業務運営及び財務状況に関する事項

・ 診療情報の分析や経営戦略について検討を行う医療戦略室を新たに設置し、

経営改善に向けた組織体制が整備された。

・ 病院部門における新入院患者の確保や新たな施設基準の取得、研究部門にお

ける積極的な外部資金獲得などにより収入の確保に努めた。

・ コストの縮減に向けて、後発医薬品の採用促進や、ＳＰＤ受託業者と運用方

法を定め効率的な材料管理に努める等の取組を行った。

・ 今後も、経営分析の結果を活用し、更なる効率化に向けて取り組んで欲しい。

４ その他

（中期目標・中期計画の達成に向けた課題、法人への要望など）

・ 平成２９年度は、第二期中期目標期間の最終年度であり、その達成状況が問

われる。

・ 高齢者医療・研究の拠点として、その役割を着実に果たすとともに、第三期

中期目標期間を見据え、センターの医療、研究を取り巻く状況を踏まえながら、

地方独立行政法人の特性を活かして経営基盤の強化を図り、職員一丸となって

目標達成に向けた一層の発展を期待する。



 
 

◆
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Ⅱ 項目別評価
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項目別評価に当たっては、法人から提出された業務実績報告書の検証を踏まえ、事業の進捗状況及

び成果について、年度計画の評価項目ごとに以下の５段階で評価を行った。

評

定

Ｓ … 年度計画を大幅に上回って実施している

Ａ … 年度計画を上回って実施している

Ｂ … 年度計画を概ね順調に実施している

Ｃ … 年度計画を十分に実施できていない

Ｄ … 業務の大幅な見直し、改善が必要である



－ 10 －

 

 
 

項目別評定総括表

年度 年度 年度 年度 年度

(ｱ) 血管病医療 Ｓ Ａ Ａ Ａ

(ｲ) 高齢者がん医療 Ａ Ａ Ａ Ａ

(ｳ) 認知症医療 Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｓ Ｓ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

(ｱ) より質の高い医療の提供 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

(ｲ) 医療安全対策の徹底 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

(ｱ) 安心して生活するための社会環境
  づくりへの貢献

(ｲ) 災害時における高齢者への支援

Ａ Ａ Ｓ Ｓ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

エ　先進的な老化研究の展開・老年学
  研究におけるリーダーシップの発揮

オ　研究成果・知的財産の活用

Ｂ Ａ Ｂ

カ　患者中心の医療の実践・患者
  サービスの向上

（２）高齢者の健康の維持・増進と活力
    の向上を目指す研究

ア　トランスレーショナルリサーチの
  推進（医療と研究の連携）

イ　高齢者に特有な疾患と生活機能障害
  を克服するための研究

ウ　活気ある地域社会を支え、長寿を
  目指す研究

１　都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置

中期目標
期間評価

中期目標（中期計画） 年度評価
評定
説明

備考

（１）高齢者の特性に配慮した医療の
    確立と提供

ア　三つの重点医療の提供体制の充実

オ　安心かつ信頼できる質の高い医療の
  提供

エ　地域連携の推進

ウ　救急医療の充実

イ　急性期医療の取組（入退院支援の
  強化）
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年度 年度 年度 年度 年度

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ａ Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

１　都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

中期目標（中期計画） 年度評価
中期目標
期間評価

評定
説明

備考

（３）高齢者の医療と介護を支える専門
    人材の育成

ウ　地域の医療・介護を支える人材の
  育成

イ　次代を担う医療従事者及び研究者
  の養成

ア　センター職員の確保・育成

（２）適切なセンター運営を行うための
    体制の強化

（１）地方独立行政法人の特性を活か
    した業務の改善・効率化

（２）コスト管理の体制強化

（１）収入の確保

２　業務運営の改善及び効率化に関する事項

３　財務内容の改善に関する事項

９　その他業務運営に関する重要事項（センター運営におけるリスク管理の強化）
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１ 都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置

（１）高齢者の特性に配慮した医療の確立と提供

ア 三つの重点医療の提供体制の充実

センターが重点医療として掲げる血管病・高齢者がん・認知症について、研究所と連携しながら、

高齢者の特性に配慮した低侵襲な医療の提供及び患者が安心できる医療体制を推進する。

項目 年 度 計 画

ア 三つの重点医療の提供体制の充実

ｱ 血管病医療

○ 造影装置を使用しながら低侵襲外科手術が行えるハイブリッド手術室や心臓の検査・治

療専用の血管造影室などの活用により、関連診療科が連携して高齢者の血管病に係る検査

及び治療を提供する。

○ 腹部並びに胸部大動脈瘤治療（ステントグラフト内挿術も含む）など、効果的な治療を

提供する。また、急性大動脈スーパーネットワーク等からの積極的な受入れのため、胸部

ステントグラフト内挿術（ ）の複数指導医体制を整備し、緊急 の施行体制を強

化する。

■平成 年度目標値 腹部大動脈瘤手術件数（ステントグラフト内挿術を含む）

件

ステントグラフト内挿術（胸部）実施件数 件

○ 経カテーテル的大動脈弁置換術（ ）を関連診療科の協力体制のもとで着実に開

始するとともに、植込型補助人工心臓治療を開始する。

■平成 年度目標値

心臓大血管外科手術（開心術）件数 件（植込型補助人工心臓治療施設基準）

○ 閉塞性動脈硬化症の重症患者に対して、先進医療である末梢血単核球細胞移植療法の実

施体制を維持し、カテーテル治療やバイパス手術、内服薬治療を含めて、個々の患者に適

した治療を提供する。

○ 東京都脳卒中救急搬送体制における 治療可能施設として、病院独自の 時間体制

脳卒中ホットラインを活用し、 治療及び緊急開頭術、血管内治療術など、超急性期脳

卒中患者治療を積極的に行う。

■平成 年度目標値 治療実施件数 件

脳卒中ホットライン受入数 件

○ 脳血管障害に対するより低侵襲で効果的な血管内治療（脳動脈瘤に対するコイル塞栓術、

急性期脳動脈閉塞に対する血栓回収術、内頚動脈狭窄症に対するステント留置術など）を

推進する。

■平成 年度目標値 血管内治療実施件数

コイル塞栓術件数（脳動脈瘤） 件

ステント留置術件数（内頚動脈狭窄症） 件

○ 入院患者の状態に応じて心臓リハビリテーションなどの疾患別リハビリテーションを早

期に実施するとともに、廃用萎縮防止ラウンドや、土曜日にもリハビリを実施するなど、

病院全体の廃用萎縮防止を推進する。

○ 糖尿病透析予防外来やフットケア外来の診療を推進するとともに、フレイル外来におい

て、糖尿病患者の血管合併症のみならずフレイルを含めた総合的評価を行う。

○ 研究部門との連携により、重症心不全疾患における心筋再生医療の実現に向けた幹細胞

移植医療研究を継続して行う。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ ハイブリット手術室を活用し、腹部並びに胸部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿
術など、低侵襲で効果的な治療を着実に実施した。 

○ ＴＥＶＡＲ（胸部ステンドクラフト内挿術）の複数指導医体制を確立し、緊急ＴＥＶＡ
Ｒの施行体制を強化した。また、経カテーテル的大動脈弁置換術（ＴＡＶＩ／ＴＡＶＲ）
の実施施設として承認されるなど、個々の患者に適した高度で多様な治療を提供した。 

○ 東京都脳卒中救急搬送体制に参画し、病院独自の脳卒中ホットラインを活用して、ｔ－
ＰＡ治療（血栓溶解療法）や血管内治療など、超急性期及び急性期の脳卒中治療を積極的
に行った。 

⇒ 血管病医療について、最新機器を活用した治療の提供に加え、ＴＥＶＡＲの複数指導医
体制の確立や新たな施設基準の取得など、高齢者の多様な症例に対して低侵襲で効果的な
治療の提供に努めたことは高く評価できる。 
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項目 年 度 計 画

ア 三つの重点医療の提供体制の充実

ｲ 高齢者がん医療

○ 内視鏡を用いて消化器がんの早期発見に努めるとともに、コンベックス内視鏡を活

用し、膵がんや悪性リンパ腫などの鑑別診断を積極的に実施する。

■平成 年度目標値 コンベックス内視鏡下穿刺術（ ）実施件数 件

内視鏡検査実施件数 件

○ 超音波内視鏡を活用し、正確かつ低侵襲ながん（消化器・呼吸器）の鑑別診断を積極的

に行う。また、日本呼吸器内視鏡学会の認定施設として認可を取得し、気管支鏡専門医の

育成環境を構築する。

○ 早期食道がんや早期胃がん、早期大腸がんに対し、内視鏡下粘膜下層剥離術（ ）によ

る治療を推進する。また、胃がんリスク検診を実施し、無症候性胃がんの発見に努める。

■平成 年度目標値 内視鏡下粘膜下層剥離術（ ）実施件数 件

○ 胃がん、大腸がんに対する腹腔鏡下手術や内視鏡手術、肺がんに対する胸腔鏡下手術な

ど低侵襲ながん治療を推進する。

○ 内視鏡的逆行性胆道膵管造影術（ ）を積極的に実施し、膵がんによる閉塞性黄疸や

高齢者の総胆管結石などの診断と治療を行う。

■平成 年度目標値 内視鏡的逆行性胆道膵管造影術（ ）実施件数 件

○ 早期乳がんに対するセンチネルリンパ節生検を推進し、事前に転移を確認することで切

除範囲を限定した患者負担の少ない手術を提供する。

○ 地域医療機関との病診連携を強化しながら、化学療法や放射線治療などの手術以外のが

ん治療法を充実させ、患者の状況や希望に合わせた医療を提供する。

■平成 年度目標値 外来化学療法実施件数（診療報酬上の加算請求件数） 件

○ 高齢者血液疾患に対して、臍帯血移植を含む造血幹細胞移植療法など安全かつ効果的な

治療を推進する。

■平成 年度目標値 造血幹細胞移植療法実施件数 件

○ 前立腺がんや尿路系悪性腫瘍に対する 検査を積極的に行うとともに、悪性腫瘍に対

する保険収載 検査を推進する。

■平成 年度目標値 悪性腫瘍に対する保険収載 実施件数 件

○ 東京都がん診療連携協力病院として設置する「がん相談支援センター」を活用し、院内

外のがん患者やその家族並びに地域住民や医療機関からの相談に対応する体制を構築す

る。

○ 連携医や地域医療機関からの鑑別診断依頼や内視鏡治療に柔軟かつ迅速に対応し、地域

のがん診療に貢献する。

○ 東京都がん診療連携協力病院（胃、大腸、前立腺）として、専門的がん医療を提供する

とともに、地域におけるがん医療の一層の向上を図る。

○ 緩和ケアチームが治療の初期段階から関わることで患者とその家族の意向を適切に把握

し、緩和ケア病棟において身体的・精神的苦痛に対する症状緩和のための医療を提供する。

また、緩和ケア病棟に専任の栄養士を配置し、患者の状況に合わせた食事内容を検討する

ことで、 の向上を図る。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ ＮＢＩ内視鏡や超音波内視鏡を活用したがんの鑑別診断を推進し、ＮＢＩ内視鏡検査実
施件数が大幅に増加したほか、日本呼吸器内視鏡学会の認定施設となり、気管支鏡専門医
の育成環境を構築した。 

○ 早期の胃がんや大腸がんに対し、内視鏡下粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）や内視鏡的粘膜切
除術（ＥＭＲ）を実施し、低侵襲な治療を推進した。 

○ 化学療法や放射線治療など、手術以外のがん治療も着実に実施し、外来化学療法の実施
件数が増加した。 

○ 大腸がんに加え、胃がん、前立腺がんについてもがん診療連携協力病院として認定され、
専門的がん医療を提供するとともに、がん相談支援センターを活用し、院内外のがん患者
やその家族並びに地域住民、医療機関からの相談に対応した。 

⇒ 高齢者がん医療について、低侵襲ながんの鑑別診断、治療を推進したほか、がん診療連
携協力病院として対象となるがん種を増やすなど、がん診療体制の強化を図ったことは高
く評価できる。
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項目 年 度 計 画

ア 三つの重点医療の提供体制の充実

ｳ 認知症医療

○ 認知症診断 （ ）を推進するとともに、関連診療科と研究所が共同で症例検討

を行うことで、認知症の診断向上に努める。

■平成 年度目標値 認知症関連 実施件数 件

脳血流 実施件数 件

○ の統計解析を取り入れ、 及び の機能画像との比較検討を行い、その結果を

日常の診療で活用することで、認知症早期診断の精度の向上に努める。

○ 認知症診断の精度を向上させることのできる を先進医療として着実に提供す

る。

○ 認知症診断の専門外来である「もの忘れ外来」において、精神科・神経内科・研究所医

師が連携して診療を行う。また、認知症に関する研修を受講した各病棟のリンクナースを

中心に、認知症を持つ内科・外科患者の 向上を図る。

○ 外来患者とその家族に対する相談会を行うとともに、家族教育プログラムや家族交流会、

集団療法などのサポートプログラムを提供することにより、支援体制を充実させる。

○ 地域医療機関等への広報活動を行い、軽度認知障害の外来通院リハビリテーションの実

施を継続する。

○ 東京都認知症疾患医療センターとして、多職種チームが各々の専門性を活かした受療相

談を実施するとともに、地域連携機関の要請を受けて認知症高齢者を訪問するアウトリー

チ活動を行う。

■平成 年度目標値 専門医療相談件数 件

認知症症例についての地域との多職種症例検討会実施件数

件

○ 認知症支援推進センターにおいて、東京都内の認知症サポート医、認知症疾患医療セン

ター相談員、認知症支援コーディネーター等への研修や島しょ地域への訪問研修等を実施

し、地域の認知症対応力の向上を図る。また、都内の地域拠点型認知症疾患医療センター

が実施する各研修について評価・検証を行うワーキンググループ事務局として活動を推進

する。

○ 板橋区認知症支援連絡会への参加を継続し、板橋区の認知症支援体制構築に貢献する。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ ＭＲＩ、ＳＰＥＣＴ、ＰＥＴ等の検査を着実に実施するとともに、ＭＲＩ画像の統計解
析を行い、その解析結果とＰＥＴ等の機能画像との比較検討により、認知症診断の精度向
上に努めた。 

○ 多職種により構成する認知症ケアチームの体制整備を進め、精神科・緩和ケア病棟を除
く全病棟において認知症ケア加算の算定を開始するなど、認知症対応力の向上に努めた。 

○ 認知症支援推進センターとして、認知症ケアに従事する医療専門職等を対象に研修等を
実施した。 

⇒ 認知症医療については、最新の機器と高度な技術を活用して早期診断の推進及び診断精

度の向上を図るとともに、認知症患者に対するケア体制の整備を進め、認知症対応力の向
上に努めたことは高く評価できる。
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項目 年 度 計 画

イ 急性期医療の取組（入退院支援の強化）

高齢者の急性期医療を提供する病院として、重症度の高い患者を積極的に受け入れるとと

もに、退院後の の向上を目指し、地域包括ケア病棟の設置を検討するなど、患者一人ひ

とりの病状や環境に応じた医療の提供と入退院支援を行う。

○ 東京都 ネットワークに引き続き参加するとともに、急性大動脈スーパーネットワー

ク緊急大動脈支援病院として、急性大動脈疾患に対する適切な急性期医療を提供する。

■平成 年度目標値 急性大動脈疾患受入件数 件

○ 東京都脳卒中救急搬送体制の 治療が可能な急性期医療機関として、病院独自の

時間体制脳卒中ホットラインを活用し、急性期脳梗塞に対する 治療の迅速な実施に努

める。

■平成 年度目標値 治療実施件数（再掲） 件

○ 特定集中治療ユニット（ ）や冠動脈治療ユニット（ ）を効率的かつ効果的に運用

し、重症患者の受入れを積極的に行う。

■平成 年度目標値 稼働率（実動） ％

○ 適切な入退院支援及び退院後の を確保するため、高齢者総合評価（ ）の考えに基

づいた医療を提供する。

■平成 年度目標値 総合評価加算算定率 ％

※総合評価加算算定率＝総合評価加算算定件数 退院患者数

○ 入院の早い段階から患者の病状に応じた疾患別リハビリテーションを実施するととも

に、土曜日にもリハビリを実施するなど、重症化予防と早期回復・早期退院につなげる。

○ 回復期リハビリテーションを実施している医療機関等への医師の派遣や紹介・逆紹介等

を通じて地域連携体制を強化し、退院後も継続的に治療が受けられる環境の確保に努める。

○ 入院が長期化する要因を分析し、病棟ごとの退院支援カンファレンスや退院支援チーム

による退院困難事例への介入などにより、患者の状態に適した退院支援を積極的に行う。

○ 退院前合同カンファレンスや地域連携クリニカルパスを活用し、退院後も継続して治療

が受けられるよう、地域の医療機関や介護施設との連携を図る。

○ 訪問看護師の受入れや訪問看護ステーションとの意見交換や研修会などを通じて、地域

の在宅医療機関等との連携体制を強化する。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

〇 東京都ＣＣＵネットワークや東京都脳卒中救急搬送体制に参画し、重症度の高い患者の
積極的な受入に努めるとともに、特定集中治療ユニット（ＩＣＵ）や冠動脈治療ユニット
（ＣＣＵ）の効率的な運用により、急性期医療を提供する体制を整え、重症患者の受入が
増加した。 

〇 高齢者総合機能評価（ＣＧＡ）に基づき、それぞれの患者に適切な治療、早期リハビリ
テーションを実施し、早期離床、早期退院を図るとともに、退院後のＱＯＬの確保につな
げた。 

〇 入院初期からの介入や看護師、ＭＳＷ等による多職種カンファレンスの実施など、早期
退院に向けた取組を実施するとともに、地域の医療機関や訪問看護師との連携を強化し、
退院後も継続して質の高い医療、介護を受けられる環境の整備に努めた。 

⇒ 急性期患者、重症患者を積極的に受入れ、早期リハビリテーションの実施や地域の医療

機関等と連携した入退院支援を行うなど、急性期病院としての役割を果たしたことは高く
評価できる。
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項目 年 度 計 画

ウ 救急医療の充実

や を効率的に運用し、重症度の高い患者を積極的に受け入れるとともに、救急診

療体制の充実や職員の育成に努め、高齢者の救急医療を担う二次救急医療機関として、都民

が安心できる救急医療を提供する。

○ 救急隊や地域の医療機関との意見交換を通じて、救急診療体制の改善を行い、より良い

体制の確保に努める。

■平成 年度目標値 救急患者受入数 人以上

○ 救急症例のカンファレンスを継続して行い、研修医の教育・指導体制を充実させるなど、

救急医療における医師や看護師などのレベルアップを図る。

○ 東京都地域救急医療センターとして「救急医療の東京ルール」における役割を確実に果

たすとともに、断らない救急のため、より良い体制の確立と積極的な救急患者の受入れに

努める。

○ 急性大動脈スーパーネットワーク及び東京都 ネットワーク、東京都脳卒中救急搬送

体制に参加し、急性期患者を積極的に受け入れる。

■平成 年度目標値 患者受入数 人

評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ スマートフォン等で医用画像が閲覧できるシステムを導入し、院外にいる専門医の意見
を即時に伝えるシステムを構築するなど、救急診療体制の強化を図った。 

○ 地域の医療機関との連携体制の構築により、患者の症状に応じた早期の退院を推進し、
救急患者受入体制の確保を図った。 

○ 全看護職員を対象とした急変時シミュレーションの実施、エマージェンシーコール発生

事例を用いた分析を行いスキルの向上に努めるなど、救急医療に関わる職員の育成を行っ
た。 

⇒ 救急診療体制の強化や救急医療に関わる職員の育成などの取組により、救急患者受入数
やＩＣＵ／ＣＣＵ患者受入数が目標を上回っており、二次救急医療機関及び東京都地域救
急医療センターとして都民が安心できる救急医療を提供したことは高く評価できる。 
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項目 年 度 計 画

エ 地域連携の推進

○ 医療機関への訪問や連携会議、研修会等を通じてセンターの連携医制度をＰＲし、連携

医療機関及び連携医との関係を強化する。

○ 地域医療連携システムを運用し、 を通じて連携医からの放射線検査、超音波検査の

依頼を受け入れる体制を構築する。

○ 医療機関・介護施設からの紹介や紹介元医療機関等への返送、地域医療機関等への逆紹

介を推進し、診療機能の明確化と地域連携の強化を図る。

■平成 年度目標値 紹介率 ％

返送・逆紹介率 ％

○ 高額医療機器を活用した画像診断や検査依頼の受入れ、研修会、各診療科主催のセミナ

ー、公開 （臨床病理検討会）などを通じて、疾病の早期発見・早期治療に向けた地域

連携の強化を図る。

■平成 年度目標値 各診療科セミナー・研修会及び公開 開催数 回

○ 脳卒中や大腿骨頸部骨折などの地域連携クリニカルパスを活用し、患者が退院後も安心

して医療を受けられるよう、医療連携体制の強化を図る。

○ 高齢者が安心して在宅療養を継続できるよう、在宅医療連携病床等において患者の受入

れを行う。また、東京都在宅難病患者一時入院事業の受託を通じて、都民の安定した療養

生活の確保に貢献する。

○ 退院前合同カンファレンスや認定看護師の講師派遣等を通じて、地域の医療機関や介護

施設等との連携を強化するなど、患者が安心して地域で医療等が受けられる環境の確保に

努める。

○ 「クローバーのさと」や地域の関係機関と連携し、患者及び家族に対して医療から介護

まで切れ目のないサービスを提供する。

○ 二次医療圏（区西北部）における災害拠点病院として、発災時の傷病者の受入れ及び医

療救護班の派遣等の必要な医療救護活動を適切に行えるよう、定期的な訓練の実施と適正

な備蓄資器材の維持管理に努める。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

〇 センターの各診療科の特徴をまとめた「診療科案内」の作成やＷＥＢを通じて連携医が
検査を依頼できる地域医療連携システムの運用など新たな取組を行い、連携医、連携医療
機関数は着実に増加した。 

〇 公開ＣＰＣや各診療科による医療関係者向けセミナーを開催し、実施回数、参加者数と
も増加するなど疾病の早期発見・早期治療に向け、更なる地域連携の強化に努めた。 

〇 訪問看護ステーションとの間で看護師の交流を行い、意見交換会やシンポジウムの開
催、専門相談窓口での対応など、質の高い在宅療養の実現に貢献した。 

⇒ 連携医療機関や連携医を着実に増やし地域連携を強化するとともに、公開ＣＰＣや診療
科セミナーなどを開催し地域医療の水準の向上に努めたこと、訪問看護師に対する支援を
行い、安心して地域で医療を受けられる環境の確保に努めたことは評価できる。 

  今後も、さらなる地域連携の強化に努めてほしい。 
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オ 安心かつ信頼できる質の高い医療の提供

センターの特性を活かした質の高い医療を提供するとともに、組織的な医療安全対策に取り組み、

安心かつ信頼して医療を受けられる体制を強化する。

項目 年 度 計 画

オ 安心かつ信頼できる質の高い医療の提供

ｱ より質の高い医療の提供

○ フレイル外来、もの忘れ外来、骨粗鬆症外来、ロコモ外来、さわやか排尿外来などの専

門外来を実施し、高齢者特有の症候群・疾患を持つ患者の 向上を目指す。

○ オーダーメイド骨粗鬆症治療を推進するとともに、がん・生活習慣病をはじめとした種々

の疾患に対する個別化医療の推進に向けて取り組む。

■平成 年度目標値 オーダーメイド骨粗鬆症診療システム新規エントリー件数

例

○ 薬剤師による入院患者持参薬の確認を行うとともに、薬剤師を病棟に配置し、投与前の

薬剤確認から退院後の服薬指導まで一貫した薬剤管理を行うなど、専門性の高い医療を提

供する。

■平成 年度目標値 薬剤管理指導業務算定件数 件

○ 栄養サポートチーム、退院支援チーム、精神科リエゾンチーム、認知症ケアチーム、緩

和ケアチームの専門的知識・技術を有する多職種協働によるチーム医療を推進し、患者の

早期回復、重症化予防に取り組み、早期退院につなげる。

○ 高齢者のうつ病をはじめとした気分障害、妄想性障害などの精神疾患の診断・治療を充

実するとともに、近隣医療機関との連携に努める。

○ 高齢者の特性に合わせた最適な医療を提供するため、研修や勉強会を実施し、医師・看

護師・医療技術職の専門能力向上を図る。

○ 各委員会を中心に、 データやクリニカルパスなどの分析及び検証を行い、医療の標

準化・効率化を推進することで、医療の質の向上を図る。

○ 「医療の質の指標（クオリティインディケーター）」を検討・設定し、センターの医療の

質の客観的な評価・検証を行う。その結果を反映した改善策を迅速に実行することで、さ

らなる医療の質・安全性の向上、職員の意識改革につなげる。また、全国自治体病院協議

会の「医療の質の評価・公表等推進事業」に参加し、様々な臨床指標を公表し他病院と比

較するなど、センターにおける医療の質向上を推進するためのベンチマークとして活用す

る。
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評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 高齢者特有の疾患に対応した専門外来において、専門性の高い医療を提供するととも
に、在宅におけるケア継続を支援した。 

○ 経口摂取開始のためのチャートを全病棟において導入し、多職種が協働して入院早期か
らの経口摂取開始に取り組み、患者の早期回復や重症化予防を図った。 

○ クリニカルパスの分析及び検証を行い適宜パスを見直すとともに、新規のパスを作成す
るなど、医療の標準化と効率化を推進した。 

⇒ 経口摂取開始のためのチャートを導入するなど、質の高い医療の提供に努めたことは評
価できる。 

  今後も医療の質の客観的な評価・検証を行うなど、より質の高い医療の提供に努めてほ
しい。
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項目 年 度 計 画

オ 安心かつ信頼できる質の高い医療の提供

ｲ 医療安全対策の徹底

○ 安全管理委員会を中心に、医療安全に対するリスク・課題の把握と適切な改善策を実施

することで、医療安全管理体制の強化を図る。また、研修や講演会等を通じて、職員の医

療安全に対する意識の向上に努め、事故を未然に防ぐ体制を確立する。

○ 転倒、転落の防止として、回避・軽減に有効な手法を検証し、高齢者に必要かつ安全な

療養環境を整備する。

■平成 年度目標値 転倒・転落事故発生率 ％以下

○ 感染防止対策チームを組織する医療機関と定期的な協議を実施するなど、地域ぐるみで

感染防止対策に取り組む。

○ インシデント・アクシデントレポートなどでセンターの状況把握・分析を行うとともに、

院内医療事故調査委員会を立ち上げ、事故発生時に迅速かつ適切な対応を行うことができ

る体制を確立する。

○ 平成 年 月に施行された医療事故調査制度について、院内事故調査体制を確立し、

医療事故調査・支援センターへの報告など適切に対応する。

○ 感染対策チーム によるラウンドを定期的に実施して院内感染の情報収集や分析を

行い、効果的な院内感染対策を実施する。また、全職員を対象とした研修会や院内感染に

関する情報をメールや院内掲示板を活用して職員に周知し、感染防止対策の徹底を図る。

■平成 年度目標値 院内感染症対策研修会の参加率

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

〇 医療事故調査制度の開始に伴い、関係規程の整備を行ったほか、新たに外部委員を含む

院内事故調査委員会を設置するなど、医療安全体制の更なる強化を図った。 

〇 地域の医療機関と感染防止対策連携カンファレンスを定期的に実施するなど、地域全体
で感染防止対策に取り組んだ。また、院内ラウンドの内容を見直し、確実に実施するなど、
感染防止対策を徹底した。 

〇 インシデント・アクシデントレポートの分析を行い、再発防止策についてセンター内に
周知徹底を図り事故防止に取り組んだ。 

⇒ 医療事故調査制度に確実に対応する体制を整備し、適切な運用を行った。また、院内ラ
ウンドをより実効性のあるものへと見直し、着実に実施するなど、感染防止対策を徹底し
た。 

  今後は、院内感染症対策研修会の参加を徹底し、職員の意識向上を図るとともに、転倒・
転落事故防止の取組をさらに進めるなど、医療安全対策の強化に努めてほしい。
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項目 年 度 計 画

カ 患者中心の医療の実践・患者サービスの向上

院内の療養環境をはじめとする患者アメニティの向上及び患者・家族の立場に立ったサー

ビスの提供に努める。

○ インフォームド・コンセントを徹底し、患者の信頼と理解、同意に基づいた医療を推進

する。

■平成 年度目標値 入院患者満足度 ％

外来患者満足度 ％

○ 患者が十分な情報に基づき、様々な選択ができるよう、セカンドオピニオン外来を実施

するとともに、セカンドオピニオンを求める権利を患者が有することについて、院内掲示

等により更なる周知を図る。

○ 接遇に関する研修計画を策定し、外部講師による研修や自己点検を行うことで全職員の

意識と接遇を向上させる。

○ 職員文化祭（アート作品展示）や院内コンサートの実施、養育院・渋沢記念コーナーの

充実など、療養生活や外来通院の和みとなる環境とサービスを提供する。

○ センターが提供する医療とサービスについて、患者サービス向上委員会を中心に検討し、

ご意見箱や患者満足度調査などを活用しながら患者ニーズに沿った改善を行う。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 新たに 2つの診療科でセカンドオピニオン外来を開始し、患者やその家族が治療の選
択・決定を医療者とともに主体的に行うことができるよう支援した。 

○ ご意見箱に寄せられた要望や患者満足度調査の結果を踏まえ、改善策の検討を行い、患
者ニーズへの迅速な対応に努めた。 

⇒ セカンドオピニオン外来の充実により、患者の選択を一層尊重するよう努めたことは評
価できる。引き続き、患者満足度の向上に向けて、患者中心の医療の実践と取組状況の検
証に努めてほしい。 
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（２）高齢者の健康の維持・増進と活力の向上を目指す研究

項目 年 度 計 画

ア トランスレーショナルリサーチの推進（医療と研究の連携）

○ トランスレーショナルリサーチ（ ）研究採択課題の実用化を促進するために、センタ

ーとして 推進室の支援を行う。

・ 新たな健康増進法及び次世代の治療法や診断技術に繋がる基礎技術の育成を図るとと

もに、実用化を重視した新規 研究課題の募集を行う｡また､これまでに支援してきた課

題の適正な評価と実用化を目指す。

・ 病院部門と研究部門双方からの研究活動の取り組みを啓発するために、 情報誌の定

期発行やセミナー等を開催し、センター内に周知を図る。

■平成 年度目標値 研究課題採択数 件

情報誌発行回数 回

○ 研究所及び病院の両部門の職員が論文発表､研究活動及び研究費の獲得を効率的に促進

できるよう、支援体制を整える。

■平成 年度目標値 研究支援セミナー開催数 回

○ で開催する研究交流フォーラム等を通じて、センターの研究内容や研究成果を広

く多方面に情報発信するとともに、外部機関とのネットワークを構築し、共同・受託研究

につなげる取組を推進する。

■平成 年度目標値 研究発表数（講演、ポスター発表） 件

外部資金獲得件数 件

外部資金獲得金額（研究員一人あたり） 千円

共同・受託研究等実施件数（受託事業含む） 件

○ 東京都、板橋区、医師会等と認知症の医療サービス強化と地域包括ケアシステム構築に

関する政策科学的研究を引き続き遂行する。

○ 精神科と連携し、うつ病、妄想性障害など、高齢者の難治性精神疾患の病態解明と治療

法の開発に関する臨床研究を実施する。

○ 部門と放射線診断部門が連携し、認知症診断､がん診断及びその他の高齢者疾患の診

断や治療に有効な候補化合物を絞り込み、当センターでの実施を目指した評価を行う。

○ 高齢者の頻尿や尿失禁の防止に効果が認められた「非侵襲的皮膚刺激手法｣の普及に向け

て､その最も効果的な実施プログラム作成を目指す｡

○ 病理部と連携し、認知症の超早期 画像診断として､ を用いたタウイメー

ジングを実施し､評価のためのデータを蓄積する。

○ 外部有識者からなる外部評価委員会において、学術的な独創性・新規性や計画実現の可

能性及び研究の継続の可否についての評価を行う。また、外部評価委員会での評価結果を

ホームページ等で公表するなど、透明性を確保する。

○ センター内部の委員からなる内部評価委員会において、研究の計画・成果及び継続、進

行管理等についての評価を行う。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ 指定難病であるミトコンドリア病のコンパニオン診断薬について、汎用型自動検査装置
に適合した定量キットを開発した。 

○ 乳がんの早期発見に有効なＰＥＴ薬剤について、短寿命放射性薬剤臨床利用委員会にお
いて臨床使用の承認を受け、臨床試験を実施する体制を整えた。 

○ 病院と研究所の連携により、骨代謝状態を画像化するＰＥＴ製剤について、骨代謝変化
の検討を開始し、客観的評価基準の策定に向けて症例を蓄積した。 

⇒ 病院と研究所の連携した研究により、臨床応用に結びつく成果が出てきたことは高く評
価できる。 
今後も、更なる研究の進展と得られた成果の普及還元に、より一層努めてほしい。
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項目 年 度 計 画

イ 高齢者に特有な疾患と生活機能障害を克服するための研究

○ 心臓の組織幹細胞の潜在能力を利用した心臓組織再生治療の実現に向け､分子・細胞レベ

ルの基盤研究を行う。

・ 心血管病の病態解明に向けた分子・細胞レベルの基盤研究を進める。

・ 心臓組織幹細胞が有する組織再生機構を解明し、再生を人為的に誘導する有効な治療

法の開発を目指す｡

○ がんの発生の要因となるテロメアの変化とゲノムの異常を解析する｡

・ 諸臓器の構成細胞のテロメア長短縮、遺伝子変異や遺伝子発現を解析し、老化とがん

の関連性を明らかにすることで、高齢者がんの予防、診断と治療に有用な技術の確立を

目指す。

・ 近年、社会の高齢化とともに患者数が急増している前立腺がんの診断・治療標的を同

定し、その病態メカニズムを明らかにするとともに、がん増殖並びに治療抵抗性の抑制

方法を検討する。

○ ブレインバンクやモデル動物を作製･活用し､認知症の発症機構を解析するとともに､診

断薬や記憶障害改善治療に資する技術基盤を構築する。

・・ 認知症患者の脳中で発現変化を示すマイクロ の機能解析を行う｡

・・・ シトルリン化 （ ）に特異的に反応するモノクローナル抗体を用いた

システムを構築し､高齢者ブレインバンクの生体試料を用いて、その有用性や特異性を検

証する。

・・ プルキンエ細胞特異的に が機能欠損したモデル動物を作製し､小脳に依存した記

憶のメカニズムの解析を行う｡

・・ 神経変性の髄液バイオマーカーとしての髄液中 ペプチド（ の分解産

物）の高感度測定システムの確立を目指す。

・・ 脳内コリン作動系活性化のメカニズムの解析を進める。

・・ 大脳基底核起因病態モデルマウスの電気生理学的解析を進める。

・・ アルツハイマー病における （アミロイド前駆体タンパク質）に特有の糖鎖構造及

びそれを形成する糖転移酵素の解析を行う。

○ プロテオーム解析により、動脈硬化、糖尿病及び糖尿病合併症、健康長寿に関連するタ

ンパク質とその分子修飾を解明し、疾患・健康長寿バイオマーカーを探索する。

・・ 動脈硬化及び動脈中膜変性症において変動するタンパク質及びその翻訳後修飾につい

てのプロテオーム解析を進める。

・・ 糖尿病患者及び糖尿病モデルラットの腎組織の 化プロテオーム解析から共

通する変化を抽出し､糖尿病及び糖尿病合併症マーカーを探索する。

・・ 長寿モデルと考えられる 歳以上の超百寿者血漿サンプルを用い、グライコプロテ

オミクス解析（糖タンパク質のプロテオーム解析）を進めるとともに､レクチンを用い

て濃縮した低分子糖ペプチドの解析も併せて行う｡

○ サルコペニア及び神経筋難病に焦点を当て、早期診断のバイオマーカーの解析を行い､

運動機能低下の予防法や治療法開発の基盤研究を進める。

・・ 運動神経細胞や筋細胞株を樹立し、機能の維持機構及び代謝調節の分子機構の解析を

進める。

・・ モデルマウスや剖検例のゲノム及びエクソーム解析によって、新規の骨粗鬆症や高齢

者疾患に関連する遺伝子を探索する。
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○ 加速度計付身体活動測定器で測定された日常身体活動と老年症候群との関係について、

健康長寿に最適な生活習慣を解明する。

・・ 高齢者における日常身体活動と、体温、睡眠、メンタルヘルス（うつ病）及び生活機

能（自立度・ ）との関係を統計学的手法を用いて解析し、普及方法を検討する。

○ 認知症の早期診断法・発症予測法を確立し、客観的な介入効果判定法も開発する。

・・ 健常老年者（ 名）の による追跡を継続する。

・・ レビー小体病とタウオパチー症例における 画像の蓄積と解析を行う。

○ アミロイドイメージングに加えて、認知機能と関連が深いとされる神経伝達機能や神経

可塑性・神経保護作用に着目したトレーサー（病態を画像化する際に体内に取り込んで追

跡する物質）の新規開発及び導入を行い、認知症やうつ病の病態生理を解明する。

・・ グルタミン酸受容体サブタイプ１ のリガンドである を用いた

の イメージングを蓄積し､神経変性疾患の診断指標としての有用性を検討す

る｡

・・ タウオパチーに対する新規トレーサー（ ）の初期評価を行う。

○ がん診断のためのトレーサーの新規開発及び導入を行い、がんの病態生理の解明に貢献

する。

・ 臨床応用を見据えた （ ´ ）の初期評価試験を行う。

○ 乳がんにおける女性ホルモン（エストロゲン）受容体の定量的評価法の確立を目指し、

エストロゲンのフッ素 標識体（ ）を用いた 臨床試験を実施する。

評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ アルツハイマー病患者の脳で特異的に観察されるシトルリン化タンパク質を同定し、こ
れを指標とした認知症診断薬への応用の可能性が示された。 

○ 老化に伴う筋力低下や筋委縮に伴い、神経筋接合部の分子構造が変化することを明らか
にした。 

○ 多施設共同研究や国際治験の実施によって、病理診断と同等の診断精度を有し、認知症
の早期診断法の標準化を可能にするアミロイドイメージング読影法を確立した。 

⇒ 重点医療を始めとする高齢者に特有な疾患や生活機能障害の研究を着実に推進してお
り、機序解明や臨床応用につながる成果が現れてきたことは高く評価できる。
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項目 年 度 計 画

ウ 活気ある地域社会を支え、長寿を目指す研究

ｱ 安心して生活するための社会環境づくりへの貢献

○ 地域高齢者の社会参加活動や社会貢献活動を促進するコーディネート・支援システムの

モデル開発・評価に向けた取組を推進する。

・ 世代間交流活動やソーシャル・キャピタル ）について多面的に行った検証結果を基

に、社会参加や社会的孤立対策の社会実装に向けた手法を提案していく。

・ 都内及び都内近郊のコホートにおいて、高齢者の社会的孤立に関する調査・予防、疫

学研究を継続し、新たな社会参加プログラムを提案する。

・ 高齢者の社会参加を地域の重層的子育て支援に活用するための高齢者社会参加プログ

ラムの開発に着手する。

○ 地域高齢者における虚弱化のプロセスの解明に関する縦断研究を継続するとともに、そ

の成果を公表していく。

・ 縦断研究データに基づいて虚弱化の類型化をさらに進めるとともに、類型化された虚

弱のパターンごとにその進行に関わる要因について分析する。

・ モデル地域（非都市部）における虚弱化予防の実証実験結果を踏まえ、健康寿命を支

える地域社会システムの都市部（都内）への展開を進める。

○ 認知症の 維持・改善及びサルコペニック・オベシティ 予防に効果的な包括的介

入プログラムを開発する。

・ 認知症高齢者が尊厳をもって在宅生活を継続できる認知症ケアモデルの構築に向け、

都内特定地域での認知症有病率や生活状況等を把握するための生活実態調査を実施し、

診断後支援を行う。

・ 認知症総合アセスメント（ ）を含む包括的尺度を用いた認知症初期支援体制の有

用性検証を継続し、区市町村レベルでの地域の特性に応じた認知症支援体制構築を支援

する。

・ 乳製品摂取の認知機能維持･改善への効果を明らかにするため、脳由来神経栄養因子

の血中濃度等を追跡する （無作為比較試験）介入研究を実施する。

・ これまでに実施した包括的健診データを用い、 と尿失禁・転倒との関連性について

解析する。

○ 生活機能低下を防ぐリハビリテーション、看護技術、心理社会的支援、生活指導、権利

擁護の実態調査を継続して実施する。

○ これまでの研究で明らかとなった「ライフデザインノート」の検証結果を踏まえ、実践

における課題を組み入れた新たな終末期意思決定支援システムの構築に着手する。

○ 福祉施設での良質な看取りの実現に向け、これまでの「反照的習熟プログラム」研究の

効果を検証し現場への還元を継続するとともに、より汎用性の高いプログラムを開発する。

○ 地域包括ケアシステムに係る課題とその対応策を検討するため、地域単位で医療・介護

ニーズを分析・検討する。

ｲ 災害時における高齢者への支援

・ 被災地のニーズを把握し、被災地に居住する高齢者を対象とした介護予防講座等の実

施や、福祉サービスの再建に関わっている専門職への支援活動を継続する。

・ 保健・医療・福祉従事者を対象としたインタビュー調査によって得られた被災体験談

をもとに、震災の影響によって発生した困難課題や専門職としての業務上の課題等を整

理し、震災記録集として取りまとめる。
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・ 被災地の実情に応じた認知症支援体制の構築に向けて、実現可能性と有用性を継続的

に評価する。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 高齢者の就労支援に関する調査・研究の成果をまとめた書籍を刊行したほか、絵本の読
み聞かせを行う世代間交流研究において海馬萎縮の抑制効果が見られ、同プロジェクトの
区市への普及を図るなど、広く社会に還元した。 

○ 都からの委託研究事業である「認知症とともに暮らせる社会に向けた地域ケアモデル事
業」において、大都市に暮らす高齢者の認知症有病率と生活実態を明らかにすることを目
的とした調査を実施した。 

○ 認知症支援推進センターにおけるＤＡＳＣ-21（認知症評価シート）を用いた研修の実

施や都内自治体において認知症初期支援体制の構築支援を行うなど、研究成果を広く社会
に還元した。 

⇒ 都市型認知症ケアモデルの構築に向け、生活実態調査を実施し、研究を着実に推進した
ほか、高齢者の社会参加活動等を促進するシステムの社会への普及・還元に努めたことは
評価できる。引き続き研究を進め、高齢者が安心して生活するための社会環境づくりに貢
献してほしい。
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項目 年 度 計 画

エ 先進的な老化研究の展開・老年学研究におけるリーダーシップの発揮

○ 老化制御や健康維持に重要な遺伝子やタンパク質を同定し､その機能や作用機構を解明

する｡

・ 老化制御や健康増進に資する化合物を同定し、その有効性について解析を進める｡

・ 老化制御や老化関連疾患に関連する遺伝子を同定し､診断や治療への応用を探る。

・ ビタミン 並びに酸化ストレスと脂質代謝との関連の解明を目指す。

・ 水素分子の抗炎症作用等の作用機序の解明及びその投与の有効性について検討する。

○ ミトコンドリア病に対するピルビン酸ナトリウム療法の第 相臨床試験を実施し、成人

における安全性を確認するとともに、患者への有効性の評価を行う。

○ 老化関連疾患の病態解明を目指し、遺伝子発現やタンパク質発現及びタンパク質修飾の

制御と病態形成との関連を解析する。

・ 廃用性及び脱神経による筋萎縮及び筋ジストロフィー症などの筋疾患モデルマウスで

特徴的に発現する糖鎖構造を解析し、筋萎縮や病態形成との関連を解明する。

・ 動脈硬化、骨粗鬆症、高血圧、肺気腫及び腎不全等の老化関連疾患を発症し短寿命と

なる マウスにおいて、特徴的なタンパク質の糖鎖構造と、 タンパク質の

機能変化との関連性について解析する。

・ グライコプロテオミクス解析法（糖タンパク質のプロテオーム解析法）によって

歳以上の超百寿者血漿サンプルを分析し、超百寿者に特徴的な糖タンパク質を抽出し､

その糖鎖構造を解析する｡

・ ミトコンドリア病の診断マーカーとして同定した について、高齢者コホートを

利用し死亡率や健康状態との関連を包括的に解析する｡

○ 高齢者剖検例における全エクソン領域機能的（タンパク質アミノ酸置換を伴う 万個

の）遺伝子多型の解析を行い、アルツハイマー病、パーキンソン病及び骨粗鬆症などの高

齢者に特有の疾患の原因遺伝子の解明を進める。

○ ブレインバンクネットワークの拠点として、国内外の研究機関等と共同で脳老化・アル

ツハイマー病・パーキンソン病研究などを進め、高齢者ブレインバンクの充実を図る。

○ 病院と研究所が一体であるセンターの独自性を発揮し、ブレインバンクを基盤に髄液、

血清等を組合せたオリジナリティの高い、世界にも類のない高齢者コホートリソースを構

築し、学術研究と臨床研究の発展に貢献する。

■平成 年度目標値 高齢者ブレインバンク新規登録数 例

バイオリソース共同研究数（高齢者ブレインバンク含む）

件

○ 診断確定した消化管リソースを蓄積し、新規バイオマーカーの探索や既存のバイオマー

カーの組合せによる新規診断法の確立を目指す。

・ 剖検診断確定例を用いた 新版（ 画像の解析支援システム）のアルツハイマ

ー病診断における有用性の検討を行う。

○ アルツハイマー病克服に向けた国際研究に参画するなど、国内外の多くの施設と連携し、

アミロイドイメージングに関する研究や、世界で開発が始まったタウイメージングに関す

る研究を推進する。
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○ 国内外の学会等において、研究成果の発表を着実に行うとともに、学会役員としての活

動や学会誌の編集活動等により、老年学に関連する学会運営にも積極的に関与する。

■平成 年度目標値 論文発表数 件

学会発表数 件

○ 科学研究費助成事業など、競争的研究資金への積極的な応募により、独創的・先駆的な

研究を実施する。

■平成 年度目標値 科研費新規採択率 ％（上位 機関以内）

○ 民間企業や大学、自治体等と連携し、老年学における基礎・応用・開発研究に積極的に

取り組む。

○ 老年学関連の国際学会等での研究成果の発表や海外研究機関等との共同研究を促進する

など、国際交流を図る。

○ 連携大学院等から若手研究者を積極的に受け入れるとともに、指導やセミナーを通じて、

次世代の中核を担う若手研究者の養成を図る。

評 定 ： Ｓ（年度計画を大幅に上回って実施している）

○ 日本人の慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）患者の血漿ビタミンＣ濃度は同年齢の健常者と
比較して低いことが明らかとなり、この結果からＣＯＰＤの治療にビタミンＣが有用であ
る可能性が示唆された。 

○ 筋ジストロフィー症の発症に関わる０-マンノース型糖鎖の完全な構造を解明したほ

か、その糖鎖合成に関わるＩＳＰＤ遺伝子変異型の筋ジストロフィー症に対する薬物治療
の可能性を示すなどの成果を挙げた。 

○ 高齢者ブレインバンクの新規登録を着実に進め、国内外の機関とネットワークを構築

し、病理組織リソースセンターとして、国内外の研究の発展に貢献している。 

⇒ 老化研究や老年学研究については、中期計画及び年度計画を踏まえ着実に実施し、福山
型筋ジストロフィーを含めた糖鎖合成異常症に係る研究成果が日本学士院賞を受賞する
ことが決定するなど、高い成果を上げた。さらに、高齢者ブレインバンクについても、リ
ソースを着実に蓄積し、広く研究に活用されていることは大いに評価できる。
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項目 年 度 計 画

オ 研究成果・知的財産の活用

○ 臨床と研究の両分野が連携できるメリットを活かした、「東京都健康長寿医療センター老

年学・老年医学公開講座」を実施する。また、将来の科学者となりうる中・高校生を対象

とする、サイエンスカフェを実施する。

■平成 年度目標値 老年学・老年医学公開講座 ４回 出席者数 人

科学技術週間参加行事 １回 人

（講演会・ポスター発表）

サイエンスカフェ １回 人

○ ホームページを活用し、研究所の活動や研究内容及び成果を都民、研究者、マスコミ関

係者などに広く普及させるとともに、外部機関との共同研究等も視野に入れ、研究シーズ

集を引き続き公開する。

■平成 年度目標値 ホームページアクセス数（研究所トップページ） 件

○ 研究所の広報誌「研究所ＮＥＷＳ」や各種講演集及び出版物を通じて、研究所の活動や

研究成果を普及させる。

○ 国や地方自治体、その他の公共団体の審議会等へ参加し、政策提言を通じて、研究成果

の社会還元に努める。

○ 研究成果のさらなる特許取得や実用化を目指すとともに、先行特許等の調査や特許事務

所との調整等、保有特許を適切に管理し、権利化による費用対効果を再検討する。

■平成 年度目標値 特許新規申請数 件

○ 介護予防主任運動指導員養成事業の運営を通じて、センターが有する介護予防のノウハ

ウを普及させるとともに、指導員資格取得後のフォローアップ研修の充実や自治体などへ

の広報を行う。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

〇 定期的な講演会の開催や研究所ＮＥＷＳの発行など、研究所の研究成果や取組につい

て、都民へ普及を図った。 

○ 職員が委員を務める各種学会において、研究所のデータを活用し、「高齢者糖尿病の血
糖コントロール目標（ＨｂＡ1ｃ値）」の公表や新たな高齢者の定義の提言を行った。 

○ 国や都の審議会等に委員として職員が参加し、研究成果の社会還元に積極的に取り組ん
だ。 

⇒ 各種講演会や広報誌などを通じて研究成果の普及に努めたことや、研究所のデータが重
要な指標や政策提言に貢献したことは評価できる。 
引き続き、様々な手段や機会を活用して、研究成果の普及や社会還元に努めてほしい。
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（３）高齢者の医療と介護を支える専門人材の育成

都における高齢者医療及び研究の拠点として、今後も安定的かつ継続的に都民サービスを提供し

ていくため、センター職員の計画的な採用及び専門性の向上を図る。また、高齢者の医療と介護を

支える仕組みの構築に資するため、センター職員だけではなく、次世代の高齢者医療・研究を担う

人材や地域の医療・介護を支える人材の育成を進める。

項目 年 度 計 画

ア センター職員の確保・育成

○ 都職員の派遣解消計画を踏まえ、就職説明会やホームページを通じてセンターの特長を

し、計画的に固有職員の採用を進めるとともに、即戦力となる経験者採用についても積

極的に実施する。

○ 医療専門職の専門的能力向上を図るため、認定医や専門医、認定看護師などの資格取得

を支援し、人材育成につなげていく。

○ 研修体制の充実や適切な人事配置を行うとともに、経営分析に特化した組織を新たに設

置するなど、病院特有の事務や経営に強い事務職員を組織的に育成する。

○ センターの特長を活かした研修や実習を充実させることで、臨床研修医、看護師及び医

療専門職に魅力ある職場環境を示し、人材の確保と定着を図る。

○ センターの理念や必要とする職員像に基づく研修計画を策定し、体系的な人材育成カリ

キュラムを実践する。

○ 職員の業務に対する意識や職場環境などを把握するため「職員アンケート」を実施し、

人材育成計画等に活用する。

イ 次代を担う医療従事者及び研究者の養成

○ 高齢者医療や研究におけるセンターの資源を活用し、センターの特長を活かした指導・

育成体制を充実させることで、臨床研修医や看護師、医療専門職、研究職を目指す学生な

どの積極的な受入れ及び育成に貢献する。

○ 医師や医療専門職等の講師派遣を通じて、高齢者医療への理解促進と次世代の医療従事

者及び研究者の人材育成に貢献する。

○ 連携大学院からの学生や大学・研究機関からの研究者を積極的に受け入れ、老年学・老

年医学を担う研究者の育成に取り組む。

○ 外国人臨床修練制度を活用した医師の研修及び発展途上国等からの視察を積極的に受け

入れ、各国の高齢者医療を担う人材の育成に寄与する。

ウ 地域の医療・介護を支える人材の育成

○ 他病院や訪問看護ステーションから看護師の研修受入を行うほか、地域セミナーを開催

する。また、認定看護師及び専門看護師を中心とした「たんぽぽ会」にて、勉強会や情報

交換等を行うことで地域の訪問看護師との連携を強化し、高齢者の在宅療養を支える人材

育成に貢献する。

○ 介護予防主任運動指導員等の養成事業を継続して行い、介護予防の普及と人材育成を促

進する。

○ 病院と研究所の一体化のメリットを活かし、クローバーのさとの介護老人保健施設・訪

問看護部門などとの連携体制の強化を図る。
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○ 認知症支援推進センターにおいて、東京都内の認知症サポート医、認知症疾患医療セン

ター相談員、認知症支援コーディネーター等への研修や島しょ地域への訪問研修等を実施

し、地域の認知症対応力の向上を図る。また、都内の地域拠点型認知症疾患医療センター

が実施する各研修について評価・検証を行うワーキンググループ事務局として活動を推進

する。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 看護師の採用について、就職説明会への参加や看護学生のインターンシップ研修を行う
など、積極的な採用活動を行うとともに、即戦力として経験者の雇用にも努めた。 

○ 認定医師等資格取得の支援や認定看護師の養成等を計画的に行い、医療専門職の専門的
能力の向上を図るとともに、事務職員に対する医療従事者向け研修の実施や医療戦略室の
新設など、病院特有の事務や経営に強い事務職員の育成を行った。 

○ 医学生、研修医を対象とした高齢者医学研究セミナーの開催や連携大学院からの学生の
受入、外国人医師臨床修練の受入など次代の高齢者医療・研究を担う人材の育成に貢献し
た。 

⇒ 医療の質及びサービスの向上に向けて人材の確保・育成に努めるとともに、研修生や学
生の受入などを行い、今後の高齢者医療・研究を担う人材の育成に貢献したことは評価で
きる。 

  今後も、地域の医療・介護人材の育成にさらに取り組んでほしい。
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２ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

経営戦略会議等において、地方独立行政法人としての特長を活かした業務改善や効率化に積極的

に取り組むとともに、運営協議会などの外部からの意見を取り入れ、経営の透明性・健全性を確保

し、組織体制の強化を図る。

項目 年 度 計 画

地方独立行政法人の特性を活かした業務の改善・効率化

○ 効率的かつ効果的な業務運営を実施するため、経営戦略会議や病院運営会議、研究推進

会議等で迅速かつ十分な議論を行い、体制の適時の見直しや弾力的な予算執行を図る。

○ 人事異動基準や人事考課制度を適切に運用し、職員の適性や能力を踏まえた人事配置に

よる職員のモチベーション向上と組織の活性化を図る。

○ 職員提案制度を継続し、全職員が主体的にセンター運営や職務について発言する機会を

設けるとともに、改善活動を促進する職場風土を醸成する。また、多様な意見提案が出さ

れるよう審査方法等を工夫するなど、制度の充実を図る。

■平成 年度目標値 職員提案制度 提案数 件

○ 病院運営や経営改善、医療の質の向上等について、秀でた貢献をした部門・部署、職員

を表彰する職員表彰制度を実施し、職員のモチベーション向上につなげるとともに、セン

ターの運営に職員の創意工夫を活かす。

評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ 診療情報の分析や経営戦略について検討を行う医療戦略室を新たに設置し、経営改善に
向けた組織体制が整備された。 

○ 職員提案制度において最優秀賞に選ばれた提案を全病棟で運用し、患者の早期回復や重

症化予防につながるなどの効果が得られた。 

⇒ 病院経営の戦略を検討するため新たな組織を立ち上げ、業務の改善のため積極的に取り

組んだことは高く評価できる。今後も経営分析の結果を活用し、更なる効率化に向けて取
り組んでほしい。
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項目 年 度 計 画

適切なセンター運営を行うための体制の強化

○ 法人の業務活動全般にわたって内部監査を行い、必要な改善を行っていく。また、内部

監査担当者の監査スキルの向上を図り、実効性を担保していく。

○ 会計監査人監査による改善事項については、速やかに対応する。また、非常勤監事、会

計監査人と連携を強化し、法人運営の適正を確保する。

○ 組織や職員の業務の標準化及び定量化を図るため、業務マニュアルの改訂と見直しを図

る。

○ 運営協議会や研究所外部評価委員会などを通じて外部からの意見や評価を把握し、セン

ター運営や業務改善に反映させる。

○ 財務諸表など各種実績をホームページに速やかに掲載し、法人運営に係る情報公開と透

明性を確保する。

■平成 年度目標値 ホームページアクセス数（法人トップページ） 件

○ 全職員を対象とした悉皆研修の実施や汚職等非行防止月間を活用して、センター職員と

してのコンプライアンス（法令遵守）を徹底する。

○ 病院部門の臨床試験審査委員会、研究部門の倫理委員会を適正に運用し、高齢者医療や

研究に携わる者の倫理の徹底を図る。

○ 国の「公的研究費の管理・監査のガイドライン」及び「研究活動における不正行為への

対応等に関するガイドライン」の改正を踏まえて整備した不正防止対策を的確に実施し、

研究不正の防止を図る。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 内部監査については、会計監査人からの指摘事項を中心とし、監査のポイントを共有す
るなど工夫を行い、実効性を高めて実施した。  

○ 病院機能評価を受審し、全て一定の水準に達しているとの評価を受け、認定された。 

○ 全職員を対象としたコンプライアンス研修の実施や、倫理委員会など各種委員会の適正
な運用等により、高齢者医療・研究に携わる者として職員の行動規範の遵守と倫理の徹底
を図った。 

⇒ 病院機能評価の受審について、組織全体で取り組み、医療の質の向上に努めたこと、ま

た認定結果において高評価が得られたことは評価できる。 
  今後も、内部管理の強化に継続して取り組んでほしい。 
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３ 財務内容の改善に関する事項

診療報酬改定を踏まえ、急性期病院としてより安定した経営基盤を確立するため、経営分析及び

経営管理を徹底し、安定した収入の確保と費用の削減に努めるなど、財務体質の更なる強化を図る。

また、経営分析に特化した部門を新たに設置し、組織体制を強化することで、より一層の経営改善

に努める。

項目 年 度 計 画

収入の確保

○ クリニカルパスの見直しや手術室の適正な運用など、急性期医療をより一層充実させる

とともに、退院支援や地域医療機関との連携強化などにより平均在院日数を短縮する。

■平成 年度目標値 平均在院日数（病院全体） 日

平均在院日数（一般病棟） 日

平均在院日数（精神科病棟） 日

○ 地域連携の強化、救急患者の積極的な受入れなどにより、新規患者の確保に努める。ま

た、地域の医療機関との連携・提携を強化することで平均在院日数の短縮に努める。さら

に、病床の一元管理や入退院管理を徹底することで病床利用率の向上を図り、安定的な収

入確保を図る。

■平成 年度目標値 新入院患者数 人

初診料算定患者数 人

病床利用率（病院全体） ％

○ 料金改定後の有料個室の有料使用状況等の分析を継続し、使用率の更なる向上に向けた

検討を進める。

○ センターが請求できる診療費等について確実に請求を行うとともに、新たな施設基準の

取得を積極的に行う。また、診療報酬改定に則した体制整備を行う。

○ データの分析を強化するとともに、保険請求における請求漏れや査定を減らすため、

保険委員会等の各種委員会において、査定率減少のための改善策を検討し、適切な保険診

療を実施することで、確実な収入につなげる。

■平成 年度目標値 査定率 ％以下

○ 「未収金管理要綱」に基づき、未収金の発生防止に努めるとともに、発生した未収金に

ついては専門の職員を活用した出張回収や督促などにより、早期回収に努める。また、過

年度未収金については、回収可能性の高い債権から回収を行うなど、積極的かつ効率的な

回収を行う。

■平成 年度目標値 未収金率 ％以下

○ 未収金の現状を分析し、センターに適した未収金の発生防止策、回収策の検討を行う。

また、未収金の回収に複数人で対応するために必要な人材育成を積極的に行う。

○ 文部科学省や厚生労働省などの研究費補助金への応募や共同研究・受託研究を推進し、

外部研究資金の積極的な獲得に努める。

■平成 年度目標値 外部資金獲得件数（再掲） 件

外部資金獲得金額（研究員一人あたり）（再掲） 千円

共同・受託研究等実施件数（受託事業含む）（再掲） 件

科研費新規採択率（再掲） ％（上位 機関以内）

○ 研究所外部評価委員会評価結果や研究シーズ集を発信するとともに、 や東京都と

の情報交換等を活用し、共同研究等の産学公連携活動を推進する。また、特許やライセン

ス契約などの知的財産を活用し、研究成果の実用化を図る。
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評 定 ： Ａ（年度計画を上回って実施している）

○ 地域連携の推進や救急患者の積極的な受入れ等により、新規入院患者が増加した。また、
入院から退院までの病床の一元管理などにより、病床利用率は向上し、目標を達成した。 

○ 診療報酬改定に伴い、新たに８件の施設基準を取得した。 

○ 外部資金の積極的な獲得に努め、外部研究資金獲得件数及び研究員一人あたり外部資金
獲得金額につき過去最高の実績を上げるなど、目標を達成した。 

⇒ 新入院患者の確保や新たな施設基準の取得、積極的な外部資金獲得など、収入の確保に
努めたことは高く評価できる。
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項目 年 度 計 画

コスト管理の体制強化

○ 各部門システムやデータウエアハウスから得られる診療情報と月次決算などの財務情報

を合わせて経営分析を行い、収支状況の把握と改善に向けた取組を迅速に行う。また、経

営分析に特化した部門を新たに設置し、より精度の高い収支改善策等の検討及び実施を図

る。

○ 経営改善委員会等の各種会議を通じて、センターの実績や経営に関する情報を共有する

とともに、職員一人ひとりが経営改善やコスト意識を持ち、業務を遂行できる環境と体制

を確保し、コスト削減につなげる。

○ 原価計算委員会において、医師を中心に配賦ルールの見直しや妥当性の検証などを進め

る。さらに、病院部門における原価計算の精度の向上を図り、適切なコスト管理に向け着

実に準備を進めることで、職員の経営意識を高める。

○ 診療や経営に関する目標を部門別に設定し、目標達成に向けた取組を確実に実施する。

また、中間期及び期末ヒアリングで進行管理を行うとともに、課題の洗い出しと共有を行

い、センターが一体となって課題の解決や経営改善に取り組む。

○ 予算編成をより適切に行い、当初予算明細書に基づく厳格な予算管理体制を維持する。

○ 希望制指名競争入札を活用し、実施案件の拡大を図ることで、契約履行の確実性を確保

し、コスト削減に努める。

○ 診療材料、薬剤管理などの （物流・在庫）業務について、効率的な業務運営を行い

コストの適正化を図る。

○ 材料費については、必要性や安全性、使用実績等を考慮しながら、ベンチマークシステ

ムを用いて他病院との比較を行い、さらなる縮減に取り組む。

○ 後発医薬品の採用を推進するとともに、ベンチマークシステムを一層活用し、医薬品費

の削減につなげる。

■平成 年度目標値 後発医薬品使用割合 ％

○ 医療機器等の整備について、医療機能の充実と健全経営を両立させるため、 や に

代表される高額機器に関する長期的な更新計画を策定する。また、医療機器の購入につい

ては、センター内の保有状況、稼働目標やランニングコストなどの費用対効果を明確にし

たうえで購入を決定し、効果的な運用とコスト削減を図る。

評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 原価計算の配賦ルールの見直しに取り組み、原価計算結果の精度向上を図った。 

○ 後発医薬品の採用を促進し、使用割合が前年度より増加したことにより、医薬品費の縮

減が図られた。 

○ 診療材料の管理にあたっては、ＳＰＤ受託業者と運用方法を定め、効率的な材料管理に
努めた。 

⇒ 後発医薬品の使用割合が増加し、コストが縮減されたことは評価できる。今後は、新た
に設置した医療戦略室において行う経営分析の結果を活かし、効果的なコスト管理に取
り組んでほしい。 
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９ その他業務運営に関する重要事項（センター運営におけるリスク管理）

経営戦略会議等において、想定されるリスクの分析及び評価を行うとともに、理事長をトップと

したセンター全体のリスクマネジメント体制を適切に運用し、安定かつ信頼されるセンター運営を

行う。さらに、平成 年 月に施行された医療事故調査制度を受け、院内事故調査体制を確立し、

組織的な医療安全対策に取り組むことで、更なる医療安全の確保を図る。 
項目 年 度 計 画

○ 個人情報の保護及び情報公開については、法令及びセンターの要綱に基づき、適切な管

理及び事務を行う。

○ マイナンバー制度の開始に伴い、マイナンバーの管理を適切に行う。

○ 全職員を対象とした情報セキュリティ及び個人情報保護合同研修を実施し、職員の意識

向上による管理の徹底を図る。

○ カルテ等の診療情報については、法令等に基づき適切な管理を行うとともに、インフォ

ームド・コンセントの理念とセンターの指針に基づき、診療情報の提供を行う。

○ センターで稼働しているシステムの評価・分析を行い、ネットワークセキュリティなど

の情報基盤を強化することで、システムによる情報漏えいを防止する。

○ 全職員を対象とした情報セキュリティ及び個人情報保護合同研修を実施し、情報セキュ

リティに対する職員の意識向上と管理方法の徹底を図り、事故を未然に防止する。

■平成 度目標値 研修参加率 ％

○ 超過勤務時間の管理を適切に行うとともに、健康診断の受診促進やメンタルヘルス研修

等の充実を図り、安全衛生委員会を中心に快適で安全な職場環境を整備する。

○ セクシュアルハラスメントやパワーハラスメント、メンタルヘルスなどの相談窓口を職

員に周知徹底するとともに、内部通報制度を適切に運用し、職員が働きやすい健全かつ安

全な職場環境を整備する。

○ 全職員を対象とした「職員アンケート」を実施し、職員の意識や意向をセンターの運営

や職場環境の改善に活用する。

○ 障害者差別解消法に基づき、職員対応要領を作成するなど、障害者に対する適切な対応

に努める。

○ 二次医療圏（区西北部）における災害拠点病院として必要な体制を整備するとともに、

地域の医療機関との役割分担を明確にし、発災時に迅速な対応を行うための体制を整備す

る。

○ 大規模災害や新型インフルエンザ発生等を想定した事業継続計画（ ）や危機管理マニ

ュアル等に基づき、防災・医薬品等の備蓄及び防災訓練等を実施するなど、危機管理体制

の更なる強化を図る。
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評 定 ： Ｂ（年度計画を概ね順調に実施している）

○ 経営戦略会議等において、センター運営におけるリスクの分析・検討を踏まえ適切な対
応を図り、新たな取組みとして、研究部門において、インシデントアクシデント報告制度
の試行を開始し、危機管理体制の強化に努めた。 

○ 全職員を対象とした情報セキュリティ・個人情報保護合同研修の実施にあたっては、フ
ォロー体制を強化するなど、参加率の向上に努めた。 

○ 育児・介護休業法の改正に伴い、介護時間制度の導入や育児休業の取得要件の緩和など、
諸制度の改正を行ったほか、超過勤務対策のためノー残業デーの本格実施を行うなど、職
場環境の整備に取り組んだ。 

⇒ 研究部門におけるインシデントアクシデント報告制度の試行開始やノー残業デーの本
格実施など、着実な取組を実施したことは評価できる。引き続き、職員の満足度が高く安
心して働ける職場環境づくり及びリスク管理に取り組んでほしい。
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地
方
独
立
行

政
法
人
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
の
業

務
実

績
評

価
方

針
及
び

評
価
方

法

平
成

２
２

年
２

月
４

日

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委
員

会

高
齢

者
医

療
・

研
究

分
科

会
決

定

平
成

２
３

年
２
月

２
日

一
部
改

正

平
成

２
６

年
２
月
１
０

日
一

部
改

正

平
成

２
７

年
８
月

５
日

一
部
改

正

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
法
人

」
と

い
う

。）
の
業

務
実
績

評
価

は
、「

東
京

都
地
方
独
立
行
政
法
人
の
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
平
成

１
９

年
３

月
２

３
日
東

京
都

地
方

独
立
行
政

法
人
評
価
委
員
会
決
定
）
に
基
づ
き
、
以
下
に
示
す
評
価
の
基
本
方
針
及

び
評

価
の

方
法

に
よ
り

実
施

す
る

。

１
評
価

の
基
本
方
針

（
１
）
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
、
法
人
の
中
期
計
画
の
事
業
の
進
行
状

況
を

確
認

す
る

。

（
２
）
評
価
を
通
じ
て
、
法
人
の
業
務
運
営
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
社
会

に
示

す
。

（
３
）
法
人
の
業
務
運
営
の
改
善
・
向
上
に
資
す
る
。

（
４
）
都
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
。

（
５
）
中
期
目
標
期

間
終
了
時
に
お
い
て
、
法
人
の
業
務
を
継
続
さ
せ
る

必
要

性
、
組
織

の
在
り

方
そ

の
他

組
織

及
び

業
務
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
に
資
す
る
。

２
評
価

の
種
類

法
人
に
対
す
る

業
務
実
績
評
価
は
次
の
２
種
類
と
す
る
。

（
１
）
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
（
以
下
「
事
業

年
度

評
価

」
と

い
う
。

）

（
２
）
中
期
目
標
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
（
以
下
「
中
期
目

標
期

間
評

価
」

と
い
う

。
）

３
評
価

の
方
法

（
１
）
事
業
年
度
評

価

事
業
年
度
評
価
は
、
各
事
業
年
度
の
翌
年
度
に
行
う
も
の
と
し
、
法

人
が

提
出

す
る

業
務

実
績
報

告
書

等
に
基

づ
き
、
「
項
目
別
評
価
」
と
「
全
体
評
価
」
に
よ
り
実
施
す
る
。

な
お
、
法
人
は
、
事
業
年
度
評
価
に
係
る
業
務
実
績
報
告
書

に
つ
い

て
、
高

齢
者

医
療
・
研

究
分
科

会
（

以
下

「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
が
別
に
指
定
す
る
様
式
等
に
基
づ
き
、
年
度
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
ご
と
に
自

己
点
検
及
び
検
証
を
行
い
、
業
務
実
績
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た

、
当
該

項
目
の

達
成
状

況
を

分
科

会
が

別
に
指
定
す
る
評
価
項
目
ご
と
に
別
表
に
掲
げ
る
評
語
で
自
己
評
価

し
、
業
務

実
績

報
告

書
を
作

成
す

る
も

の
と

す
る
。

ア
項
目
別
評
価

①
業
務
実
績
の
検
証

項
目
別
評
価
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に
、
法
人

か
ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

検
証

を
行
う

。

検
証

に
当

た
っ

て
は

、
年

度
計

画
に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の
事

業
の

進
捗

状
況

及
び

成
果

等
に

つ
い

て
、

法
人

の
自

己
評

価
及

び
計

画
設

定
の
妥

当
性

を
含

め
、

総
合

的
に
行

う
。

②
業

務
実

績
の

評
価

業
務

実
績

報
告

書
の

各
評

価
項

目
の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基
に

、
中

期
計

画
の

達
成

に
向
け

た
法

人
の
当

該
事

業
年

度
の

事
業

の
進

捗
状

況
・
成

果
を

評
価

項
目

ご
と

に
別
表

に
掲

げ
る

評
語

に
よ

り
評

価
す

る
。

ま
た

、

特
筆

す
べ

き
点

、
遅

れ
て

い
る

点
が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト

を
付

す
。

な
お
、
研
究

に
関

す
る

評
価
は

、
研

究
テ

ー
マ

の
設

定
内
容

、
研

究
成

果
の

社
会

へ
の
還

元
状
況
、
研
究

評
価

が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る

か
等

に
つ
い

て
、
組

織
的
・
マ
ク

ロ
的
な

視
点

か
ら

評
価

を
行

う
。
ま
た
、
個
別

研
究

内
容

に
関

す
る

評
価

に
つ

い
て

は
、
法

人
が

実
施

す
る

研
究

評
価
（

外
部

・
内

部
評

価
）

の
結

果
も

考
慮

す
る

。

イ
全
体
評
価

項
目

別
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

、
法
人

の
中

期
計

画
の

進
行

状
況
全

体
に

つ
い

て
、
以
下

の
観
点

に
よ

り
記
載

例
を

参
考

に
、

記
述

式
で

評
価

す
る
。

評
価
に
当
た
っ

て
は
、
中
期

計
画

の
達
成

度
、
当

該
事

業
年

度
の

事
業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、
業
務
運
営
・

財
務

面
を

含
め
た
法

人
の

業
務

全
体
の

状
況

に
つ

い
て

、
法

人
の
設

立
目

的
に

照
ら

し
総

合
的
な

視
点

か
ら

判
断

す
る

も
の

と
す
る
。
ま
た

、
中

期
計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

事
項
以

外
で

特
記

す
べ

き
法

人
の
自

主
的

な
取

組
が

あ
れ

ば
、

当
該
事
項

も
含

め
て

総
合
的

に
評

価
す

る
。

＜
観

点
＞

①
総
評

②
都
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
事

項

・
高

齢
者

の
特

性
に

配
慮

し
た

医
療
の

確
立

と
提

供
、

地
域

連
携
の

推
進

・
高

齢
者

の
健

康
の

維
持

・
増

進
と
活

力
の

向
上

を
目

指
す

研
究

・
高

齢
者

の
医

療
と

介
護

を
支

え
る
専

門
人

材
の

育
成

③
法
人

の
業

務
運

営
及

び
財

務
内
容

等
に

関
す

る
事

項

④
そ
の

他
（
中
期

目
標

・
中

期
計
画

の
達

成
に

向
け

た
課

題
、
法

人
へ

の
要

望
な

ど
）

 
＜

記
載
例
＞

〇
～

特
筆

す
べ

き
業

務
の

進
捗

状
況
に

あ
る

〇
～

優
れ

た
業

務
の

進
捗

状
況

に
あ
る

〇
～

概
ね

着
実

な
業

務
の

進
捗

状
況
に

あ
る

〇
～

業
務

の
進

捗
状

況
に

遅
れ

が
見
ら

れ
る

〇
～

業
務

の
進

捗
状

況
に

大
幅

な
遅
れ

が
見

ら
れ

業
務

の
改

善
が
必

要
 

 （
２

）
中

期
目

標
期
間
評

価

中
期

目
標

期
間

評
価

は
、
中
期

目
標
期

間
の

最
終

年
度

の
翌

年
度
に

実
施

す
る

も
の

と
し

、
法
人

が
提

出
す
る

業
務

実
績

報
告

書
等

に
基

づ
き

、
「
項

目
別

評
価

」
と

「
全

体
評
価

」
に

よ
り

実
施

す
る

。

な
お

、
法

人
は

、
中
期

目
標
期

間
評
価

に
係

る
業

務
実

績
報

告
書
に

つ
い

て
、
分
科

会
が

別
に
指

定
す

る
様

式
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等
に
基
づ
き
、
評
価
項
目
ご
と
に
自
己
点
検
及
び
検
証
を
行
い
、
業

務
実

績
を

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、

当
該
項
目
の
達
成
状
況
を

評
価
項
目
ご
と
に
別
表
に
掲
げ
る
評
語
で

自
己

評
価

し
、
業
務

実
績
報

告
書

を
作

成
す

る
も
の
と
す
る
。

ア
項
目
別
評
価

①
業
務
実
績
の
検
証

項
目
別
評
価
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に
、
法
人

か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
検
証
を
行
う
。

検
証
に
当
た
っ
て
は
、
中
期
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
項
目
の
事
業
の
達
成
状
況
及
び
成
果
等
に
つ
い
て
、

法
人
の
自
己
評
価
及
び
計
画
設
定
の
妥
当
性
を
含
め
、
総
合
的
に
行

う
。

②
業
務
実
績
の
評
価

業
務
実
績
報
告
書
の
各
評
価
項
目
の
検
証
及
び
特
記
事
項
等
を

基
に

、
中

期
計

画
の

達
成

状
況
・
成
果

を
評
価

項
目
ご
と
に
別
表
に
掲
げ
る
評
語
に
よ
り
評
価
す
る
。
ま
た
、
特
筆

す
べ

き
点

、
遅
れ
て

い
る
点

が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト
を
付
す
。

イ
全
体
評
価

項
目
別
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
法
人
の
中
期
計
画
の
達
成
状

況
全

体
に

つ
い

て
、
以
下

の
観
点

に
よ

り
記
載

例
を
参
考
に
、
記
述
式
で
評
価
す
る
。

評
価
に
当
た
っ
て
は
、
中
期
計
画
の
達
成
度
、
中
期
目
標
期
間
の
事
業
活
動
に
よ
る
成
果
の
状
況
、
業
務

運
営
・

財
務
面
を
含
め
た
法
人
の
業
務
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
人
の
設

立
目

的
に

照
ら

し
総

合
的
な

視
点

か
ら

判
断

す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
中
期
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
以

外
で

特
記

す
べ

き
法

人
の
自

主
的

な
取

組
が

あ
れ
ば
、
当
該
事
項
も
含
め
て
総
合
的
に
評
価
す
る
。

＜
観
点
＞

①
総
評

②
都
民

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の
他
の
業
務
の
質

の
向
上

に
関

す
る

事
項

・
高
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
医
療
の
確
立
と
提
供
、
地
域

連
携
の

推
進

・
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・
増
進
と
活
力
の
向
上
を
目
指
す

研
究

・
高
齢
者
の
医
療
と
介
護
を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成

③
法
人
の
業
務
運
営
及
び
財
務
状
況
に
関
す
る
事
項

④
そ
の
他
（
今
後
の
課
題
、
法
人
へ
の
要
望
な
ど
）

 
＜
記
載
例
＞

〇
～
特
筆
す
べ
き
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る

〇
～
優
れ
た
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る

〇
～
概
ね
着
実
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る

〇
～
や
や
不
十
分
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る

〇
～
不
十
分
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る

 

 ４
評
価
結

果
の
決

定

評
価
結
果
の
決
定
は
、
以
下
の
と
お
り
行
う
。

（
１
）
分
科
会
で
の
審

議
を
通

じ
て
、
項

目
別

評
価

及
び
全

体
評
価

結
果

を
と

り
ま

と
め

、
評

価
結

果
（
案
）
を
作
成

す
る

。

（
２
）
評
価
結
果
（
案
）
を
法

人
に
示

す
と

と
も

に
、
評
価

結
果
（
案
）
に
対

す
る

意
見

の
申
し

出
の

機
会

を
法

人
に

付
与

す
る

。

（
３

）
評

価
結

果
の

決
定

は
、
法

人
か

ら
の

意
見

の
申

し
出

を
踏
ま

え
て

行
う

も
の

と
し

、
評
価

の
種

類
ご

と
の

決
定

方
法

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

ア
事
業
年
度
評
価

は
、
分
科

会
に
お

い
て

評
価

結
果

を
決

定
し
、
分
科

会
の

議
決

を
も

っ
て
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
（

以
下

「
評
価

委
員

会
」

と
い

う
。

）
の
決

定
と

す
る

。

イ
中
期
目
標
期
間

評
価

は
、
分
科

会
に

よ
る

評
価

結
果
（

案
）
を

基
に
、
評
価

委
員
会

に
お
い

て
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。

（
４

）
評

価
結

果
を
法
人

に
通

知
す
る

と
と

も
に

、
知

事
に

報
告
す

る
。

５
評
価

に
関
連

す
る
業

務
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

【
事

業
年

度
評

価
及

び
中

期
目

標
期
間

評
価

】

事
項

時
期

業
務

内
容

等
実

施
主
体

年
度

終
了

３
月

末
○

年
度
事

業
の

終
了

－

評
価

準
備

４
月

～
６

月
○

業
務
実

績
報

告
書

、
財

務
諸

表
等
作

成
法

人

実
績

報
告

６
月

○
業

務
実

績
報

告
書

、
財

務
諸

表
等
提

出

（
年

度
終

了
後

、
３

ヶ
月

以
内

に
提
出
）

法
人

【
事

業
年

度
評

価
】

（
各

事
業

年
度
の

翌
年

度
）

評
価

６
月

～
８

月

○
業

務
実

績
・

財
務

諸
表

等
の

検
証
（

法

人
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

）

○
評

価
結

果
（

案
）

作
成

○
法

人
か

ら
の

意
見

申
出

の
機

会
の
付

与

○
評

価
結

果
（

最
終

案
）

作
成

○
評

価
結

果
の

決
定

分
科

会

通
知
・
報

告
・

公
表

等
９

月

○
評

価
結

果
の

法
人

へ
の

通
知

、
知
事

へ

の
報

告
及

び
公

表
評

価
委
員

会

○
財

務
諸

表
意

見
表

明
分

科
会

○
財

務
諸

表
承

認
知

事

〇
議

会
報

告
（

評
価

結
果

報
告

）
知

事
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【
中
期
目
標
期
間
評
価
】
（
中
期
目
標
期
間
最
終
年
度
の
翌
年
度
）

評
価

６
月
～
８
月

○
業
務
実
績
の
検
証
（
法
人
か
ら

の
ヒ

ア

リ
ン
グ
等
）

○
評
価
結
果
（
案
）
作
成

○
法
人
か
ら
の
意
見
申
出
の
機
会

の
付

与

○
評
価
結
果
（
最
終
案
）
作
成

分
科

会

○
評
価
結
果
の
決
定

評
価

委
員

会

通
知
・
報

告
・

公
表

９
月

○
評
価
結
果
の
法
人
へ
の
通
知
、
知
事

へ

の
報
告
及
び
公
表

評
価

委
員

会

〇
議
会
報
告
（
評
価
結
果
の
報
告
）

知
事

６
そ
の

他

本
評
価
方
針
及
び
評
価
方

法
に
つ
い
て
は
、
業
務
実
績
評
価
の
実
施

結
果

を
踏

ま
え

、
必

要
に
応

じ
、
分
科

会
の

決
定
を
経
て
、
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

【
別
表
】
項
目
別
評
価
の
評
語

１
事
業
年
度
評
価

評
語

説
明

Ｓ
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回

っ
て
実
施
し
て
い
る

年
度
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果

を
あ

げ
て

い
る

項
目

の
う

ち
次
に

掲
げ
る
条
件
に
該
当
す
る
項
目

・
定
量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
項

目
に

つ
い

て
、
目
標

の
水
準

を

大
幅
に
上
回
る
実
績
・
成
果
を

あ
げ
て

い
る

・
実
績
・
成
果
が
卓
越
し
た
水
準

に
あ

る

・
都
政
・
都
民
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
迅

速
に

対
応

し
た

取
組

に
よ
り

高

い
実
績
・
満
足
度
を
実
現
し
て

い
る

・
上
記
の
各
項
目
に
準
ず
る
実

績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る

Ａ
年

度
計

画
を

上
回

っ
て

実

施
し
て
い
る

年
度
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果

を
あ

げ
て

い
る

項
目

で
、
Ｓ

評
定

に
は
該
当
し
な
い
項
目

Ｂ
年

度
計

画
を

概
ね

順
調

に

実
施
し
て
い
る

年
度
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項

を
ほ
ぼ

１
０

０
％

計
画

ど
お

り
実

施
し
て
い
る
項
目

Ｃ
年

度
計

画
を

十
分

に
実

施

で
き
て
い
な
い

実
績
・
成
果
が
年
度
計
画
を
下

回
っ
て

い
る

項
目

で
、
Ｄ
評

定
に
は

該
当
し
な
い
項
目

Ｄ
業

務
の

大
幅

な
見

直
し

、

改
善
が
必
要
で
あ
る

実
績
・
成
果
が
年
度
計
画
を
下
回

っ
て

い
る

項
目

の
う

ち
次

に
掲
げ

る
条
件
に
該
当
す
る
項
目

・
定
量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い

る
項

目
で

、
実

績
・
成
果

が
目
標

の

水
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る

・
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
、
財
務
内
容

、
そ

の
他

業
務

運
営

に
重
大

な

瑕
疵
が
あ
る

・
実
績
・
成
果
が
上
記
の
各
項
目

に
準

ず
る

水
準

に
止

ま
っ

て
い
る

２
中
期
目
標
期
間

評
価

評
語

説
明

Ｓ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

極
め

て
良

好
で

あ
る

中
期

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を
あ

げ
て

い
る

項
目

の
う

ち
次
に

掲
げ

る
条

件
に

該
当

す
る

項
目

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る
項

目
に

つ
い

て
、
目
標

の
水
準

を

大
幅

に
上

回
る

実
績

・
成

果
を

あ
げ
て

い
る

・
実

績
・

成
果

が
卓

越
し

た
水

準
に
あ

る

・
都

政
・
都
民

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に
迅

速
に

対
応

し
た

取
組

に
よ
り

高

い
実

績
・

満
足

度
を

実
現

し
て

い
る

・
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
実

績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る

Ａ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

良
好

で
あ

る

中
期

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を
あ

げ
て

い
る

項
目

で
、
Ｓ

評
定

に
は

該
当

し
な

い
項

目

Ｂ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

概
ね

良
好

で
あ

る

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
た

事
項

を
ほ
ぼ

１
０

０
％

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
項

目

Ｃ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

や
や

不
十

分
で

あ
る

実
績
・
成

果
が

中
期

計
画

を
下

回
っ
て

い
る

項
目

で
、
Ｄ
評

定
に
は

該
当

し
な

い
項

目

Ｄ

中
期

目
標

の
達

成
状

況
が

不
十

分
で

あ
り

、
法

人
の

組
織

、
業

務
等

に
見

直
し

が
必

要
で
あ
る

実
績
・
成

果
が

中
期

計
画

を
下

回
っ
て

い
る

項
目

の
う

ち
次

に
掲
げ

る
条

件
に

該
当

す
る

項
目

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る
項

目
で

、
実

績
・
成
果

が
目
標

の

水
準

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

・
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
財

務
内
容

、
そ

の
他

業
務

運
営

に
重
大

な

瑕
疵

が
あ

る

・
実

績
・

成
果

が
上

記
の

各
項

目
に
準

ず
る

水
準

に
止

ま
っ

て
い
る

＜
備

考
＞

上
記
の
説
明
は
、
あ
く

ま
で
目

安
で
あ

り
、
実

績
・
成

果
の

水
準
に

加
え
、
計
画

の
難
易

度
、
外
的

要
因
、
取
組

の

経
緯

・
過

程
を

総
合

的
に

勘
案

し
て
評

定
す

る
。
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東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
の
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

 
 

平
成
１
９
年
３
月
２
３
日

 
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
決

定
 

平
成
２
０
年

 ３
 月

２
１
日
幹
事
会
 
一
部
改
正

 
平
成
２
０
年
１
１
月
２
５
日
幹
事
会
 
一
部
改
正
 

平
成
２
１
年
１
２
月
２
８
日
幹
事
会
 
一
部
改
正
 

平
成
２
３
年
 １

 月
３
１
日
幹
事
会
 
一
部
改
正
 

平
成
２
６
年
 
３
月
１
０
日
幹
事
会
 
一
部
改
正
 

 

こ
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
は
、
今
後
、
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
以
下
、「

評
価
委
員
会
」

と
い
う
。）

と
し
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
、「

法
人
」
と
す
る
。）

の
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
各

分
科
会
が
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
や
評
価
方
法
の
基
本
な
ど
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 １
 
評
価
委
員
会
の
主
な
役
割
 

（
１
）
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
（
以
下
、「

事
業
年
度
評
価
」
と
い
う
。）

 

 
評
価
委
員
会
は
、
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
定
め
ら
れ
た
各
項
目
の
実
施
状
況
の
調
査
・

分
析
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
業
務
の
実
績
の
全
体
に
つ
い
て
総
合
的
な
評
価
を
行
う
。
 

（
２
）
中
期
目
標
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
（
以
下
、「

中
期
目
標
期
間
評
価
」
と
い
う
。）

 

 
評
価
委
員
会
は
、
中
期
目
標
期
間
に
お
い
て
、
中
期
目
標
に
掲
げ
た
各
項
目
の
達
成
状
況
の
調
査
・
分

析
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
業
務
の
実
績
の
全
体
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
評
価
を
行
う
。
 

（
３
）
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
の
検
討
 

 
評
価
委
員
会
は
、
法
人
の
業
務
の
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
法
人
の
業
務
を
継
続
さ
せ
る
必
要
性
、
組
織

の
在
り
方
そ
の
他
そ
の
組
織
及
び
業
務
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
意
見
を
行
う
。
 

 ２
 
事
業
年
度
評
価
 

（
１
）
評
価
の
基
本
方
針
 

①
 
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
、
法
人
の
中
期
計
画
の
事
業
の
進
行
状
況
を
確
認
す
る
。
 

②
 
評
価
を
通
じ
て
、
法
人
の
業
務
運
営
状
況
を
分
か
り
や
す
く
社
会
に
示
す
。
 

③
 
法
人
の
業
務
運
営
の
改
善
・
向
上
に
資
す
る
。
 

④
 
都
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
。
 

 （
２
）
評
価
方
法
の
基
本
 

 
 
 
法
人
の
評
価
は
、「

項
目
別
評
価
」
と
「
全
体
評
価
」
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
 

①
 
項
目
別
評
価
 

（
ア
）
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
法
人
の
事
業
進
捗
状
況
・
成
果
を
年
度
計
画
の
項
目
ご
と
に
、
別

表
１
の
評
語
に
よ
り
評
価
す
る
。
な
お
、
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。
 

（
イ
）（

ア
）
を
原
則
と
し
、
法
人
の
業
務
の
特
性
に
応
じ
て
別
表
１
の
評
語
以
外
の
評
語
に
よ
り
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
独
自
の
評
語
を
設
定
し
た
場
合
は
、
法
人
の
「
業
務
実
績
評

価
（
年
度
評
価
）
方
針
及
び
方
法
」
に
明
記
す
る
。
 

②
 
全
体
評
価
 

 
項
目
別
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
人
の
中
期
計
画
の
進
行
状
況
全
体
に
つ
い
て
、
次
の
例
を
参
考
に

記
述
式
に
よ
り
評
価
す
る
。
 

  
 
 
（
例
）
 

 
 
 
 
「
 
～
特
筆
す
べ
き
業
務
の
進
捗
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
優
れ
た
業
務
の
進
捗
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
概
ね
着
実
な
業
務
の
進
捗
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
業
務
の
進
捗
状
況
に
遅
れ
が
見
ら
れ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
業
務
の
進
捗
状
況
に
大
幅
な
遅
れ
が
見
ら
れ
業
務
の
改
善
が
必
要
 
」
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
 

 （
３
）
評
価
の
進
め
方
 

 
 
①
 
業
務
実
績
の
検
証
 

 
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
業
務
実
績
報
告
書
等
を
基
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
法
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
実
施
す
る
。
 

 
 
②
 
分
科
会
に
よ
る
評
価
結
果
の
決
定
 

 
各
分
科
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、
項
目
別
評
価
及
び
全
体
評
価
の
評
価
結
果
を
決
定
す
る
。
 

な
お
、
各
分
科
会
に
お
い
て
、
法
人
に
よ
る
事
実
確
認
な
ど
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な

評
価
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 ３
 
中
期
目
標
期
間
評
価
 

（
１
）
評
価
の
基
本
方
針
 

①
 
中
期
目
標
の
達
成
状
況
を
確
認
す
る
。
 

②
 
評
価
を
通
じ
て
、
法
人
の
業
務
運
営
状
況
を
分
か
り
や
す
く
社
会
に
示
す
。
 

③
 
業
務
を
継
続
さ
せ
る
必
要
性
、
組
織
の
在
り
方
、
そ
の
他
組
織
及
び
業
務
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
に

資
す
る
。
 

④
 
都
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
。
 

 （
２
）
評
価
方
法
の
基
本
 

 
 
 
法
人
の
評
価
は
、「

項
目
別
評
価
」
と
「
全
体
評
価
」
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
 

①
 
項
目
別
評
価
 

（
ア
）
中
期
計
画
の
達
成
状
況
・
成
果
を
中
期
計
画
の
項
目
ご
と
に
、
別
表
２
の
評
語
に
よ
り
評
価
す

る
。
な
お
、
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
コ
メ
ン
ト
を
付
す
。
 

（
イ
）（

ア
）
を
原
則
と
し
、
法
人
の
業
務
の
特
性
に
応
じ
て
別
表
２
の
評
語
以
外
の
評
語
に
よ
り
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
独
自
の
評
語
を
設
定
し
た
場
合
は
、
法
人
の
「
業
務
実
績
評

価
（
中
期
目
標
期
間
評
価
）
方
針
及
び
方
法
」
に
明
記
す
る
。
 

②
 
全
体
評
価
 

 
項
目
別
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
人
の
中
期
計
画
の
達
成
状
況
全
体
に
つ
い
て
、
次
の
例
を
参
考
に

記
述
式
に
よ
り
評
価
す
る
。
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（
例
）
 

 
 
 
 
「
 
～
特
筆
す
べ
き
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
優
れ
た
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
概
ね
着
実
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
や
や
不
十
分
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る
 
」
 

 
 
 
 
「
 
～
不
十
分
な
業
務
の
達
成
状
況
に
あ
る
 
」
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど
 

 （
３
）
評
価
の
進
め
方
 

 
 
①
 
分
科
会
に
よ
る
評
価
結
果
（
案
）
作
成
 

 
各
分
科
会
で
法
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
業
務
実
績
報
告
書
等
を
基
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
法
人
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
 

 
各
分
科
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、
項
目
別
評
価
及
び
全
体
評
価
の
評
価
結
果
（
案
）
を
取
り
ま
と
め

る
。
な
お
、
各
分
科
会
に
お
い
て
、
評
価
結
果
（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
法
人
に
よ
る
事
実
確
認
な

ど
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
評
価
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
ま
た
、
分
科
会
に
お
い
て
、
中
期
目
標
期
間
の
最
終
年
度
が
開
始
す
る
ま
で
に
、
そ
れ
ま
で
の
業
務

実
績
に
関
す
る
評
価
を
実
施
し
（
事
前
評
価
）、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
評
価
結
果
（
案
）
を
審
議
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
②
 
評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価
結
果
の
決
定
 

 
各
分
科
会
に
よ
る
評
価
結
果
（
案
）
を
基
に
、
評
価
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
通
じ
て
、
項
目
別
評
価

及
び
全
体
評
価
の
評
価
結
果
を
決
定
す
る
。
 

 

４
 
そ
の
他
 

 
 
こ
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
幹
事
会
の
決
定
を
経
て
、
改
正
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

       

別
表
１
 

評
 
語
 

説
 
明
 

Ｓ
 

年
度
計
画
を
大
幅
に
上
回

っ
て
実
施
し
て
い
る
 

年
度
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
項
目
の
う
ち
次
に
掲

げ
る
条
件
に
該
当
す
る
項
目
 

・
 定

量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、
目
標
の
水
準
を
 

大
幅
に
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
 

・
 実

績
・
成
果
が
卓
越
し
た
水
準
に
あ
る
 

・
 都

政
・
都
民
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
た
取
組
に
よ
り
 

高
い
実
績
・
満
足
度
を
実
現
し
て
い
る
 

・
 上

記
の
各
項
目
に
準
ず
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
 

Ａ
 

年
度
計
画
を
上
回
っ
て
実

施
し
て
い
る
 

年
度
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
項
目
で
、
Ｓ
評
定
に

は
該
当
し
な
い
項
目
 

Ｂ
 

年
度
計
画
を
概
ね
順
調
に

実
施
し
て
い
る
 

年
度
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
計
画
ど
お
り
実
施
し

て
い
る
項
目
 

Ｃ
 

年
度
計
画
を
十
分
に
実
施

で
き
て
い
な
い
 

実
績
・
成
果
が
年
度
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
項
目
で
、
Ｄ
評
定
に
は
該

当
し
な
い
項
目
 

Ｄ
 

業
務
の
大
幅
な
見
直
し
、

改
善
が
必
要
で
あ
る
 

実
績
・
成
果
が
年
度
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
項
目
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

条
件
に
該
当
す
る
項
目
 

・
 定

量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
で
、
実
績
・
成
果
が
 

目
標
の
水
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
 

・
 提

供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
、
財
務
内
容
、
そ
の
他
業
務
運
営
に
 

重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
 

・
 実

績
・
成
果
が
上
記
の
各
項
目
に
準
ず
る
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
 

＜
備
考
＞
 

・
 上

記
の
説
明
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
り
、
実
績
・
成
果
の
水
準
に
加
え
、
 

 
 計

画
の
難
易
度
、
外
的
要
因
、
取
組
の
経
緯
・
過
程
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
評
定
す
る
。
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別
表
２
 

評
 
語
 

説
 
明
 

Ｓ
 

中
期
目
標
の
達
成
状
況
が

極
め
て
良
好
で
あ
る
 

中
期
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
項
目
の
う
ち
次
に
掲

げ
る
条
件
に
該
当
す
る
項
目
 

・
 定

量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、
目
標
の
水
準
を
 

大
幅
に
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
 

・
 実

績
・
成
果
が
卓
越
し
た
水
準
に
あ
る
 

・
 都

政
・
都
民
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
た
取
組
に
よ
り
 

高
い
実
績
・
満
足
度
を
実
現
し
て
い
る
 

・
 上

記
の
各
項
目
に
準
ず
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
 

Ａ
 

中
期
目
標
の
達
成
状
況
が

良
好
で
あ
る
 

中
期
計
画
を
上
回
る
実
績
・
成
果
を
あ
げ
て
い
る
項
目
で
、
Ｓ
評
定
に

は
該
当
し
な
い
項
目
 

Ｂ
 

中
期
目
標
の
達
成
状
況
が

概
ね
良
好
で
あ
る
 

中
期
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
計
画
ど
お
り
実
施
し

て
い
る
項
目
 

Ｃ
 

中
期
目
標
の
達
成
状
況
が

や
や
不
十
分
で
あ
る
 

実
績
・
成
果
が
中
期
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
項
目
で
、
Ｄ
評
定
に
は
該

当
し
な
い
項
目
 

Ｄ
 

中
期
目
標
の
達
成
状
況
が

不
十
分
で
あ
り
、
法
人
の

組
織
、
業
務
等
に
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
 

実
績
・
成
果
が
中
期
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
項
目
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

条
件
に
該
当
す
る
項
目
 

・
 定

量
的
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
で
、
実
績
・
成
果
が
 

目
標
の
水
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
 

・
 提

供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
、
財
務
内
容
、
そ
の
他
業
務
運
営
に
 

重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
 

・
 実

績
・
成
果
が
上
記
の
各
項
目
に
準
ず
る
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
 

＜
備
考
＞
 

・
 上

記
の
説
明
は
、
中
期
目
標
期
間
評
価
に
あ
た
り
、
よ
り
定
量
的
な
指
標
及
び
客
観
的
な
評
価
基
準
で
評
価

を
行
う
た
め
の
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
り
、
実
績
・
成
果
の
水
準
に
加
え
、
計
画
の
難
易
度
、
外
的
要
因
、
取

組
の
経
緯
・
過
程
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
評
定
す
る
。
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 ◎　委員長（分科会長）　○ 分科会長　

分科会

○ 松 山 優 治
電気通信大学監事
東京海洋大学名誉教授

島 田 美 喜 東京純心大学看護学部　学部長・教授

鈴 木 陽 子
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部社会政策部共生社会室　主任研究員

鷹 野 景 子 お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系　教授

高 橋 克 典
公認会計士
新創監査法人　代表社員

村 瀨 賢 芳 新日鐵住金株式会社　参与　内部統制・監査部長

吉 田 文 早稲田大学教育・総合科学学術院教授（教育学部）

○ 三 上 喜 貴 長岡技術科学大学理事・副学長

青 山 藤詞郎 慶應義塾常任理事

北 村 信 彦 公認会計士北村信彦事務所所長

藤 竿 裕 謙
日刊工業新聞社
日刊工業産業研究所主席研究員

森 洋 二 株式会社ワールドケミカル会長

◎ 矢 﨑 義 雄 国際医療福祉大学総長

藍 真 澄
東京医科歯科大学医学部附属病院保険医療管理部教授
東京医科歯科大学大学院教授

猪 口 正 孝 東京都医師会副会長

大 橋 裕 子 大橋裕子公認会計士事務所所長

永 山 悦 子 毎日新聞編集委員

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

高
齢
者
医
療
・
研
究

氏　　名 所　　　　　　属

公
　
立
　
大
　
学

試
　
験
　
研
　
究

東京都地方独立行政法人評価委員会　委員名簿
（平成29年7月1日現在）
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平
成

2
8
年

度
 

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
 

 
業

務
実

績
報

告
書

（
案
）

 

     
平

成
2
9
年

6
月

 

 

 
 

次
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法
人

の
概

要
 

 

 

 １
 
現

況
 

 (１
)法

人
名

 
 

 
 

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ
ン
タ
ー

 
 (２

)所
在

地
 

 
 

 
東

京
都

板
橋

区
栄

町
3
5
番

２
号

 
 (３

)設
立

年
月

日
 

 
平

成
2
1
年

４
月

１
日

 
 (４

)設
立

目
的

 

高
齢

者
の
た
め
の
高

度
専

門
医

療
及

び
研

究
を
行

い
、
都

に
お

け
る
高

齢
者

医
療

及
び

研
究

の
拠

点
と
し
て
、
そ
の
成

果
及

び
知

見
を
広

く
 

社
会

に
発

信
す

る
機

能
を
発

揮
し
、
も
っ
て
都

内
の
高

齢
者

の
健

康
の
維

持
及

び
増

進
に
寄

与
す

る
こ
と
を
目

的
と
す

る
。

 
 (５

)沿
革

 

明
治

 
5
年

 
養

育
院

創
立

 

明
治

 
6
年

 
医

療
業

務
開

始
 

昭
和

2
2
年

 
養

育
院

附
属

病
院

開
設

 

昭
和

4
7
年

 
新

・
養

育
院

附
属

病
院

及
び

東
京

都
老

人
総

合
研

究
所

(都
立

)開
設

 

昭
和

5
6
年

 
東

京
都

老
人

総
合

研
究

所
(都

立
)を

財
団

法
人

東
京

都
老

人
総

合
研

究
所

に
改

組
 

昭
和

6
1
年

 
養

育
院

附
属

病
院

を
東

京
都

老
人

医
療

セ
ン
タ
ー

に
名

称
変

更
 

平
成

1
4
年

 
財
団
法

人
東

京
都

老
人

総
合

研
究

所
を
財

団
法

人
東

京
都

高
齢

者
研

究
・福

祉
振
興

財
団

 東
京

都
老

人
総
合

研
究

所
に
改

組
 

平
成

2
1
年

 
東
京
都

老
人

医
療

セ
ン
タ
ー
と
東
京

都
老

人
総

合
研

究
所

を
統
合
し
、
地
方

独
立
行

政
法

人
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン
タ
ー
を
設

立
 

平
成

2
5
年

 
新

施
設

開
設

 
 

(６
)事

業
内

容
（
平

成
2
9
年

3
月

3
1
日

現
在

）
 

病
院

部
門

 
 

主
な
役

割
及

び
機

能
 

高
齢

者
の
た
め
の
高

度
専

門
医

療
及

び
急

性
期

医
療

を
提

供
、
臨

床
研

修
指

定
病

院
、

 

東
京

都
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン
タ
ー

、
東

京
都

認
知

症
支

援
推

進
セ
ン
タ
ー

、
 

東
京

都
が
ん
診

療
連

携
協

力
病

院
（
胃

・
大

腸
・
前

立
腺

）
 

診
療

規
模

 
5
5
0
床

(一
般

5
2
0
床

、
精

神
3
0
床

) 

診
療

科
目

 

（
標

榜
科

）
 

内
科

、
リ
ウ
マ
チ
科

、
腎

臓
内

科
、
糖

尿
病

・
代

謝
・
内

分
泌

内
科

、
循

環
器

内
科

、
呼

吸
器

内
科

、
消

化
器

内
科

、

神
経

内
科

、
血

液
内

科
、
感

染
症

内
科

、
緩

和
ケ
ア
内

科
、
精

神
科

、
外

科
、
血

管
外

科
、
心

臓
外

科
、
呼

吸
器

外
科

、
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、
皮

膚
科

、
泌

尿
器

科
、
眼

科
、
耳

鼻
い
ん
こ
う
科

、
歯

科
口

腔
外

科
、
救

急

科
、
麻

酔
科

、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科

、
放

射
線

診
断

科
、
放

射
線

治
療

科
、
臨

床
検

査
科

、
病

理
診

断
科

（標
榜

科
以
外
に
、
フ
レ
イ
ル
外
来
、
も
の
忘
れ
外
来
、
骨
粗
鬆
症
外
来
、
高
齢
者
い
き
い
き
外
来
な
ど
各
種
専
門
外
来
を
開
設
）  

救
急

体
制

 
東

京
都

指
定

第
二

次
救

急
医

療
機

関
：
全

夜
間

・
休

日
救

急
並

び
に

C
C

U
(冠

動
脈

治
療

ユ
ニ
ッ
ト
)、

 

脳
卒

中
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
に
も
対

応
 

研
究

部
門

 
 

主
な
役

割
及

び
機

能
 

高
齢

者
医

療
・
介

護
を
支

え
る
研

究
の
推

進
 

研
究

体
制

 
老

化
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
制

御
に
関

す
る
研

究
：
老

化
機

構
研

究
、
老

化
制

御
研

究
 

重
点

医
療

に
関

す
る
病

因
・
病

態
・
治

療
・
予

防
の
研

究
：
老

化
脳

神
経

科
学

研
究

、
老

年
病

態
研

究
、

 

老
年

病
理

学
研

究
、
神

経
画

像
研

究
 

高
齢

者
の
健

康
長

寿
と
福

祉
に
関

す
る
研

究
：
社

会
参

加
と
地

域
保

健
研

究
、
自

立
促

進
と
介

護
予

防
研

究
、

 

福
祉

と
生

活
ケ
ア
研

究
 

 
施

設
概

要
 

敷
地

面
積

：
1
9
,3

8
2
.2

3
㎡

 

建
物

面
積

：
1
0
,4

0
2
.2

8
㎡

 

延
床

面
積

：
6
1
,6

1
9
.4

5
㎡

 

 
(７

)役
員

の
状

況
 

役
員

の
定

数
は
、
地

方
独

立
行

政
法

人
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン
タ
ー

定
款

に
よ
り
、
理

事
長

1
名

、
理

事
3
名

以
内

、
監

事
2
名

以
内

 

理
事

長
 

 
 

 
井

藤
 
英

喜
 

理
事

（
１
名

）
  

許
 
俊

鋭
 

監
事

（
２
名

）
  

中
町

 
誠

 
 

 
 
鵜

川
 
正

樹
 

 (８
)職

員
の

状
況

（
平

成
2
9
年

3
月

3
1
日

現
在

）
 

現
員

数
：
計

9
1
7
名

 

（
医

師
・
歯

科
医

師
1
2
2
名

、
看

護
4
4
9
名

、
医

療
技

術
1
7
3
名

、
福

祉
1
1
名

、
研

究
員

8
3
名

、
技

術
員

4
名

、
事

務
7
5
名

）
 

 
(９

)組
織

(概
要

) 

                      
(1

0
)資

本
金

の
状

況
 

9
,4

1
0
,0

99
千

円
（
平

成
2
9
年

3
月

3
1
日

現
在

）
 

理
事

長 セ
ン

タ
ー

長

内
科

系
診

療
科

（
1
3

科
）

○
総
合
診
療
科
　
○
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科
　
○
腎
臓
内
科
　
○
糖
尿
病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科

○
循
環
器
内
科
　
○
呼
吸
器
内
科
　
○
消
化
器
内
科
　
○
神
経
内
科
　
○
脳
卒
中
科

○
血
液
内
科
　
○
感
染
症
内
科
　
○
精
神
科
　
○
緩
和
ケ
ア
内
科

副
院

長

外
科

系
各

診
療

科

（
1
2

科
）

○
外
科
　
○
血
管
外
科
　
○
心
臓
外
科
　
○
脳
神
経
外
科
　
○
呼
吸
器
外
科
　
○
整
形
外
科

○
脊
椎
外
科
　
○
皮
膚
科
　
○
泌
尿
器
科
　
○
眼
科
　
○
耳
鼻
咽
喉
科
　
○
歯
科
口
腔
外
科

副
院

長

救
急

診
療

部

中
央

診
療

部
門

○
麻
酔
科
　
○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
○
放
射
線
診
療
科
　
○
内
視
鏡
科
　
○
化
学
療
法
科

○
臨
床
検
査
科
　
○
輸
血
・
細
胞
療
法
科
　
○
病
理
診
断
科
　
○
薬
剤
科

○
栄
養
科
　
○
血
液
透
析
科
　
○
臨
床
工
学
科

○
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

○
認
知
症
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー

臨
床

研
究

部
門

○
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
　
○
臨
床
試
験
管
理
セ
ン
タ
ー

○
高
齢
者
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
　
○
高
齢
者
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

○
企
画
・
財
務
係
　
○
情
報
管
理
係
　
○
経
理
係
　
○
事
業
支
援
係

○
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

看
護

部
長

看
護

部

自
然

科
学

系
研

究
チ

ー
ム

○
老
化
機
構
研
究
チ
ー
ム
　
○
老
化
制
御
研
究
チ
ー
ム
　
○
老
化
脳
神
経
科
学
研
究
チ
ー
ム

○
老
年
病
態
研
究
チ
ー
ム
　
○
老
年
病
理
学
研
究
チ
ー
ム
　
○
神
経
画
像
研
究
チ
ー
ム

副
所

長

経
営

企
画

局
長

事
務

部
長

総
務

課
○
総
務
係
　
○
人
事
係
　
○
契
約
管
財
係
　
○
広
報
普
及
係

社
会

科
学

系
研

究
チ

ー
ム

○
社
会
参
加
と
地
域
保
健
研
究
チ
ー
ム

　
○
自
立
促
進
と
介
護
予
防
研
究
チ
ー
ム

○
福
祉
と
生
活
ケ
ア
研
究
チ
ー
ム

副
所

長

研
究

支
援

施
設

等
○
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
推
進
室
　
○
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
施
設

○
実
験
動
物
施
設
　
○
高
齢
者
健
康
増
進
事
業
支
援
室
　
○
研
究
情
報
管
理
室

経
営

企
画

課

医
療

サ
ー

ビ
ス

推
進

課
○
医
事
係
　
○
入
院
係
　
○
医
療
連
携
室
　
○
在
宅
医
療
・
福
祉
相
談
室

医
療

戦
略

室
○
医
療
戦
略
係

病 院 部 門 経 営 部 門研 究 部 門

i 



－ 57 －

 

２
 
基

本
的

な
目

標
 

 (１
)基

本
理

念
 

 
セ
ン
タ
ー

は
、
高

齢
者

の
心

身
の
特

性
に
応

じ
た
適

切
な
医

療
の
提

供
、
臨

床
と
研

究
の
連

携
、
高

齢
者

の
Q

O
L
を
維

持
・
向

上
さ
せ

る
た
め

の
研

究
を
通

じ
て
、
高

齢
者

の
健

康
増

進
、
健

康
長

寿
の
実

現
を
目

指
し
、
大

都
市

東
京

に
お

け
る
超

高
齢

社
会

の
都

市
モ
デ

ル
の
創

造
の
一

翼
を
担

う
。

 

 (２
)運

営
方

針
 

①
病

院
運

営
方

針
 

 
・
患

者
さ
ま
本

位
の
質

の
高

い
医

療
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
し
ま
す

。
 

 
・
高

齢
者

に
対

す
る
専

門
的

医
療

と
生

活
の
質

(Q
O

L
)を

重
視

し
た
全

人
的

包
括

的
医

療
を
提

供
し
ま
す

。
 
 

 
・
地

域
の
医

療
機

関
や

福
祉

施
設

と
の
連

携
に
よ
る
継

続
性

の
あ
る
一

貫
し
た
医

療
を
提

供
し
ま
す

。
 
 

 
・
診

療
科

や
部

門
・
職

種
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
チ
ー

ム
医

療
を
実

践
し
ま
す

。
 
 

 
・
高

齢
者

医
療

を
担

う
人

材
の
育

成
及

び
研

究
所

と
の
連

携
に
よ
る
研

究
を
推

進
し
ま
す

。
 

 ②
研

究
所

運
営

方
針

 

 
・
東

京
都

の
高

齢
者

医
療

・
保

健
・
福

祉
行

政
を
研

究
分

野
で
支

え
ま
す

。
 

 
・
地

域
の
自

治
体

や
高

齢
者

福
祉

施
設

と
連

携
し
て
研

究
を
進

め
ま
す

。
 

 
・
国

や
地

方
公

共
団

体
、
民

間
企

業
等

と
活

発
に
共

同
研

究
を
行

い
ま
す

。
 

 
・
諸

外
国

の
代

表
的

な
老

化
研

究
機

関
と
積

極
的

に
研

究
交

流
を
行

い
ま
す

。
 

 
・
最

先
端

技
術

を
用

い
て
老

年
病

な
ど
の
研

究
を
行

い
ま
す

。
 

 
・
研

究
成

果
を
公

開
講

座
や

出
版

に
よ
り
み

な
さ
ま
に
還

元
し
ま
す

。
 

 (３
)第

二
期

中
期

目
標

期
間

の
取

組
目

標
、
重

点
課

題
等

 

【
第

二
期

中
期

目
標

期
間

の
取

組
目

標
】
 

①
都

民
に
対

し
て
提

供
す

る
サ
ー

ビ
ス
そ
の
他

の
業

務
の
質

の
向

上
 

 
 
・
高

齢
者

の
特

性
に
配

慮
し
た
医

療
の
確

立
と
提

供
 

 
 
・
高

齢
者

の
健

康
の
維

持
・
増

進
と
活

力
の
向

上
を
目

指
す

研
究

 
 

 
・
高

齢
者

の
医

療
と
介

護
を
支

え
る
専

門
人

材
の
育

成
 

②
業

務
運

営
の
改

善
及

び
効

率
化

 
 

 
・
地

方
独

立
行

政
法

人
の
特

性
を
活

か
し
た
業

務
の
改

善
・
効

率
化

  
 

 
・
適

切
な
セ
ン
タ
ー

運
営

を
行

う
た
め
の
体

制
強

化
 

③
財

務
内

容
の
改

善
 

 
 
・
収

入
の
確

保
 

 
 
・
コ
ス
ト
管

理
の
体

制
強

化
 

 【
重

点
課

題
】
 

○
セ
ン
タ
ー

運
営

に
お

け
る
リ
ス
ク
管

理
の
強

化
 

 
日

々
生

じ
る
様

々
な
リ
ス
ク
や

大
規

模
災

害
に
対

応
す

る
た
め
の
危

機
管

理
体

制
を
整

備
し
、
都

民
が
安

心
し
て
医

療
サ
ー

ビ
ス
を
受

け
ら

れ
る
よ
う
、
信

頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

運
営

を
目

指
す

。
 

                             
            

 

ii 
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業
務

実
績

の
全

体
的

な
概

要
 

 

 

（
１
）総

括
と
課
題

 

第
二

期
中

期
計

画
期

間
及

び
新

施
設
移

転
後
４
年
目

を
迎
え
る
平
成

2
8
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
踏
ま
え
て
、
必

要
な
取

組
を
継

続
、
も
し
く
は
加

速
す

る
と
と
も
に
、
適

切
な
医

療
の
提

供
と
研

究
の
推

進
に
努

め
る
な
ど
し
て
、
法

人
と
し
て
安

定
的

な
経

営
基

盤
の
確

立
を

図
っ
た
。

 

平
成

28
年
度
の
主

な
取

組
は
、
下

記
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

  

１
）
組
織

運
営

 

 
理

事
会

や
経

営
戦

略
会

議
を
定

期
的

及
び

随
時

開
催

し
、
法

人
運

営
の
重

要
事

項
を
審

議
・
決

定
す

る
と
と
も
に
、
病

院
部

門
、
研

究
部

門
の
幹

部
職

員
で
構

成
す

る
会
議

等
を
通

じ
て
、
事
業

運
営
の
検

討
や
情

報
の
共

有
を
図

っ
た
。

 

ま
た
、
外

部
有

識
者

で
構

成
す

る
運

営
協

議
会

を
開

催
し
、
法

人
運

営
に
関

す
る
意

見
や

助
言

を
受

け
る
と
と
も
に
、
研
究

活
動

の
妥

当

性
に
つ
い
て
、
外

部
評

価
委

員
会

か
ら
の
評
価

を
受

け
る
な
ど
、
透

明
性
及

び
都

民
ニ
ー

ズ
に
的

確
に
対
応

し
た
法
人

運
営

を
行

っ
た
。

 

 

２
）
病
院

運
営

 

 
病

院
幹

部
職

員
で
構

成
す

る
病

院
運

営
会

議
に
お

い
て
、
病

院
運

営
に
関

す
る
課

題
の
把
握

や
検

証
を
行

い
、
改

善
す

べ
き
事

項
や

新

た
に
取

組
む

べ
き
事

業
の
検

討
を
行

う
と
と
も
に
、
中

間
ヒ
ア
リ
ン
グ
及

び
期

末
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
各

診
療

科
の
診

療
実

績
の
検

証
や

課
題

の
把
握

を
行

っ
た
。

 

ま
た
、
平
成

28
年
度

診
療

報
酬
改

定
や
地

域
医

療
構

想
の
動
向

等
を
踏

ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
三
つ
の
重
点

医
療

を
中
心
に
高

度
な
治

療
の
提

供
や

積
極

的
な
救

急
患

者
の
受
入
れ
等

を
推

進
す

る
と
と
も
に
、
地

域
の
医

療
機

関
と
連

携
し
、
地
域
の
医
療

の
水

準
の
向
上
に
貢

献
し
た
。

 

さ
ら
に
、
新
た
に
地
域

包
括
ケ
ア
病

棟
を
設

置
し
、
個

々
の
高
齢

者
の
特
性
に
配
慮
し
た
在

宅
復

帰
支
援
の
強
化

を
図

っ
た
。

 

 ３
）
研
究

所
運

営
 

研
究

所
幹

部
職

員
で
構

成
す

る
研

究
推

進
会

議
に
お

い
て
、
定

期
的

に
研

究
所

運
営

や
研

究
支

援
に
関

す
る
意

見
交

換
を
行

う
と
と
も

に
、
外
部

評
価

委
員

会
、
内

部
評

価
委
員

会
及

び
中

間
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
各

研
究
の
進
行
管

理
と
評

価
を
実
施
し
た
。

 

ま
た
、
積

極
的
に
外
部

研
究

資
金

を
獲
得

し
て
研
究

を
着
実
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
し
た
。

 

さ
ら
に
、
老

年
学

・
老

年
医

学
公

開
講

座
等

を
通

じ
て
都

民
に
対

す
る
研

究
成

果
の
還

元
に
努

め
る
と
と
も
に
、
研

究
成

果
の
実

用
化

に

向
け
、
特

許
権
の
新
規

出
願
を
行

っ
た
。

 

 ４
）
経
営

改
善

 

地
域

医
療

機
関

と
の
連

携
強

化
や

救
急

患
者

の
積

極
的

な
受

入
れ
等

に
よ
る
新

入
院

患
者

数
の
増

加
や

病
床

利
用

率
の
向

上
を
達

成

し
た
ほ
か
、
新
た
な
施
設

基
準
の
取
得
や
外

部
研

究
資
金
の
積

極
的

な
獲

得
に
努

め
、
収
入
の
確
保
に
取

り
組
み

、
医
業

収
益

は
平
成

2
7

年
度

と
比

較
し
て
約

4.
2
億

円
増

加
し
た
。

 

  

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
平
成

2
8
年

度
の
年
度

計
画

を
着

実
に
進

め
た
。
そ
の
概
略
は
、
次

項
に
述
べ
る
と
お

り
で
あ
る
。

 

 今
後

の
課

題
と
し
て
は
、
三

つ
の
重

点
医

療
を
中

心
に
高

度
な
治

療
の
提

供
や

積
極
的

な
救

急
患

者
の
受
入

れ
、
地

域
連
携

の
推

進
な

ど
に
取

り
組

み
、
急

性
期

病
院
と
し
て
の
役

割
を
果

た
す

と
と
も
に
、
東

京
都

に
お

け
る
公

的
研
究

機
関

と
し
て
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
及

び
地
域

施
設
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強

化
し
、
共

同
研

究
や
研

究
成

果
の
普

及
に
努

め
、
さ
ら
に
平
成

3
0
年

度
か
ら
の
第
三

期
中

期
計

画
に
向

け
た
検

討
を
行

い
、
高

齢
者

医
療

・
研

究
の
要

と
し
て
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目

指
し
て
、
第

二
期

中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

に
定

め

る
内
容

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

 

  

（
２
）事

業
の
進

捗
状

況
及

び
特
記

事
項

 

以
下

、
中
期

計
画

及
び

年
度

計
画

に
記

さ
れ
た
主

要
な
事
項

に
沿

っ
て
、
平
成

2
8
年

度
の
事
業

進
捗
状

況
を
記
す

。
 

 １
）
高
齢

者
の
特

性
に
配

慮
し
た
医
療
の
確
立

と
提

供
、
地
域
連

携
の
推
進

 

ア
 

3
つ
の
重
点

医
療
の
提
供

 

 
セ
ン
タ
ー

の
重

点
医

療
で
あ
る
①

血
管

病
医

療
、
②

高
齢

者
が
ん
医

療
、
③

認
知

症
医

療
に
つ

い
て
、
医

療
体

制
の
充

実
を
図

る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
高

齢
者

へ
の
負
担
が
少

な
い
治

療
方

法
を
積

極
的
に
推

進
し
た
。

 

 ○
血

管
病

医
療

へ
の
取

組
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室

や
血

管
造

影
室

に
お

い
て
、
関

連
診

療
科

が
連

携
し
て
大

動
脈

瘤
治

療
を
始

め
と
す

る
高

齢
者

の
様

々
な
症

例
に

対
し
て
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内

挿
術

な
ど
の
新

し
い
技

法
を
用

い
て
対

応
し
た
ほ
か
、
Ｔ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
（
胸

部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内

挿
術

）
の
複

数
指

導
医

体
制

を
確

立
す

る
な
ど
、
高

度
か
つ

多
様

な
治
療

を
提
供

す
る
体
制

作
り
を
進

め
た
。

 

ま
た
、
経

カ
テ
ー

テ
ル
的

大
動

脈
弁

置
換

術
関

連
学

会
協
議

会
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
実

施
施

設
と
し
て
認

定
さ
れ

、
様

々
な
診

療
科

・
職

種
で
構

成
す

る
ハ
ー

ト
チ
ー

ム
を
中

心
と
し
た
総

合
的

な
評

価
に
基

づ
く
治

療
提

供
を
開

始
す

る
と
と
も
に
、
新

た
に
脳

卒
中

急
性

期
医

療
機

関
Ａ

担
当

医
長

を
救

急
診

療
部
に
配

置
す
る
な
ど
、
超

急
性

期
脳
卒

中
患
者
の
受
入

体
制

を
強
化

し
た
。

 

さ
ら
に
、
急

性
期

治
療

後
の
早

期
の
回

復
や

血
管

病
予

防
の
徹

底
を
図

る
た
め
、
患

者
の
状

態
に
応

じ
た
疾

患
別

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を

早
期

に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
急
性

期
脳

血
管
障

害
や

手
術

症
例

等
の
患
者

を
中

心
に
土

曜
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
す

る
な
ど
、
急

性
期

病
院

と
し

て
の
リ
ハ
ビ
リ
実

施
体

制
の
強
化

に
努
め
た
。

 

 

○
高

齢
者
が
ん
医

療
へ
の
取
組

 

Ｎ
Ｂ
Ｉ内

視
鏡

を
活

用
し
た
消

化
器

が
ん
の
早

期
診

断
に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ
ほ
か
、
日

本
呼

吸
器

内
視

鏡
学

会
の
認

定
施

設
と
な
り
、

気
管

支
鏡

専
門

医
の
育

成
環
境

を
構
築

し
た
。

 

ま
た
、
日

本
骨

髄
バ
ン
ク
か
ら
非

血
縁

者
間

骨
髄

採
取

施
設

及
び

非
血

縁
者

間
末

梢
血

幹
細

胞
採

取
施

設
と
し
て
認

定
さ
れ

、
血

液
疾

患
に
対

す
る
造

血
幹

細
胞
移
植

療
法
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
治
療
の
提
供

体
制
を
強
化

し
た
。

 

さ
ら
に
、
従

来
の
大

腸
が
ん
に
加

え
、
新

た
に
胃

が
ん
、
前

立
腺

が
ん
の
東

京
都

が
ん
診

療
連

携
協

力
病

院
と
し
て
認

定
を
受

け
、
地

域

に
お

け
る
よ
り
専

門
的

な
が
ん
医

療
の
提

供
を
推

進
す

る
と
と
も
に
、
「
が
ん
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー

」
の
本

格
運

用
を
開

始
し
、
院

内
外

の
が

ん
患

者
や

そ
の
家

族
、
地
域

住
民

や
医
療

機
関

か
ら
の
相

談
に
対

応
す
る
体

制
を
構

築
し
た
。

 

 ○
認

知
症

医
療

へ
の
取

組
 

病
院

と
研

究
所

が
一
体

と
な
っ
て
認

知
症

診
断

の
精

度
向

上
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
た
ほ
か
、
Ｍ

Ｒ
Ｉや

脳
血

流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
等

を
着

実
に

実
施

し
、
認
知

症
の
早

期
診

断
に
積
極

的
に
取

り
組
ん
だ
。

 

ま
た
、
多

職
種

に
よ
り
構

成
す

る
認

知
症

ケ
ア
チ
ー

ム
の
体

制
整

備
を
進

め
、
精

神
科

・
緩

和
ケ
ア
病

棟
を
除

く
全

病
棟

に
お

い
て
認

知
症

ケ
ア
加
算
の
算
定

を
開
始

す
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
認

知
症

対
応
力
の
向
上
に
努
め
た
。

 

さ
ら
に
、
東

京
都

認
知

症
疾

患
医

療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
も
の
忘
れ
や

認
知
症

に
係

る
専

門
医
療

相
談

を
行

っ
た
ほ
か
、
認
知
症

多
職

種
協

働
研

修
を
開

催
し
、
人

材
育

成
に
努

め
る
な
ど
、
地

域
に
お

け
る
認

知
症

医
療

の
向

上
に
取

り
組

ん
だ
。
ま
た
、
東

京
都

認
知

症
支

援
推

進

セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
島

し
ょ
地

域
へ

の
直

接
訪

問
に
よ
る
研

修
実

施
や

各
地

域
の
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン
タ
ー

の
支

援
等

を
行

い
、
都

内
全

域
に
お

け
る
認
知

症
対

応
力

の
向

上
に
貢
献

し
た
。

 

 

イ
 
急

性
期
医

療
の
取

組
（
入
退

院
支
援
の
強
化

） 

平
成

2
8
年

5
月
に
退

院
支
援

加
算

1
を
取
得

し
、
入
院

初
期

か
ら
の
早
期

介
入

や
看

護
師
、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
等
に
よ
る
多

職
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
実
施

な
ど
円
滑

な
早
期

退
院
の
た
め
の
取
組

み
を
推

進
す

る
と
と
も
に
、
連

携
す

る
地

域
の
医
療

機
関
等

と
定

期
的

な
意
見

交
換

を
実
施

す
る
な
ど
、
施

設
間
の
連
携

を
強

化
し
、
退
院

後
の
生

活
を
見
据

え
た
退
院

支
援

を
推
進

し
た
。

 

ま
た
、
急

性
期

治
療

を
経

過
し
、
病

状
が
安

定
し
た
患

者
を
中

心
に
、
自

宅
や

介
護

施
設

等
へ
の
復

帰
に
向

け
た
治

療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
行

う

な
ど
、
患

者
の
状

態
に
適

し
た
退

院
支
援

を
実

施
す

る
た
め
、
平

成
28

年
1
0
月
よ
り
地
域

包
括

ケ
ア
病

棟
を
開

設
し
た
。

 

iii
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さ
ら
に
、
東

京
都

Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加

盟
施

設
と
し
て
重

症
の
心

臓
疾

患
患

者
を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る
と
と
も
に
、
急

性
大

動
脈

ス
ー

パ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
緊

急
大

動
脈

支
援
病

院
と
し
て
、
急
性

大
動

脈
疾
患
に
対
す
る
急

性
期
治

療
を
継

続
し
て
推

進
し
た
。

 

 

ウ
 
救

急
医
療
の
充
実

 

急
性

大
動
脈

ス
ー

パ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
及

び
東
京

都
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
東
京

都
脳
卒

中
救
急

搬
送

体
制

に
参

加
し
、
急

性
期

患
者

を

積
極

的
に
受

け
入
れ
た
。

 

ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
上

で
医

用
画

像
が
閲

覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｅ

 
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
を
導

入
し
、
院

外
に
お

い

て
も
専
門

医
に
よ
る
画

像
参

照
が
可
能

と
な
り
、
よ
り
迅

速
か
つ
適

切
な
救

急
医

療
の
提
供
に
繋

げ
た
。

 

さ
ら
に
、
朝

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等

を
通

じ
て
救

急
患

者
症

例
の
検

討
を
行

い
、
救

急
医

療
に
携

わ
る
当

直
医

や
研

修
医

、
看

護
師

の
育

成

に
努

め
た
ほ
か
、
内

科
救

急
当
番

医
が
行

っ
て
い
る
一

次
対

応
に
つ

い
て
、
必

要
に
応

じ
専

門
当

直
医

が
協
力

す
る
診

療
体
制

を
構

築
す

る
な
ど
、
断

ら
な
い
救
急

診
療
体

制
を
推

進
し
た
。

 

 

エ
 
地

域
連

携
の
推

進
 

各
診

療
科

の
特

徴
な
ど
を
ま
と
め
た
「
診

療
科

案
内

」
を
作

成
し
、
地

域
の
医

療
機

関
へ

の
配

布
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を
通

じ
た
広

報
活

動

に
努

め
た
ほ
か
、
主

要
沿

線
・
駅

周
辺

別
の
連

携
医

を
掲

載
し
た
マ
ッ
プ
を
新

た
に
作

成
す

る
な
ど
、
医

療
機

関
・
介

護
施

設
等

と
の
紹

介
、

逆
紹

介
の
推

進
を
図

っ
た
。

 

ま
た
、
地

域
医

療
連

携
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
＠

Ｒ
Ｎ
Ａ
シ
ス
テ
ム
）
の
運

用
を
開

始
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通

じ
た
連

携
医

か
ら
の
放

射
線

検
査

や
超

音
波

検
査

等
の
受

入
体

制
の
構

築
に
取

り
組

ん
だ
。

 

さ
ら
に
、
東

京
都

災
害

拠
点

病
院

と
し
て
、
ト
リ
ア
ー

ジ
研

修
会

や
大

規
模

災
害

訓
練

な
ど
を
実

施
し
た
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー

の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災

害
派

遣
医

療
チ
ー

ム
）
に
つ

い
て
は
内

閣
府

が
主

催
す

る
大
規

模
地

震
時

医
療

活
動

訓
練

に
参

加
す

る
な
ど
、
年

間
を
通

し
て
計

画
的

に

セ
ン
タ
ー
の
災
害

対
応

力
を
高
め
る
取

り
組
み

を
行

っ
た
ほ
か
、
平

成
28

年
12

月
に
板

橋
区
と
の
間
で
「
緊
急

医
療

救
護

所
の
設
置
に
関

す
る
協

定
書

」
を
締

結
し
た
。
熊

本
地

震
の
発

生
に
際

し
て
は
、
東

京
都

か
ら
の
要

請
に
基

づ
き
医

療
救

護
班

を
現

地
に
派

遣
す

る
と
と
も

に
、
被
災

者
支

援
の
た
め
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候

群
を
予

防
す

る
た
め
の
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や

介
護
予

防
体

操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
提

供
し
た
。

 

 

オ
 
安

心
か
つ
信

頼
で
き
る
質
の
高
い
医

療
の
提
供

 

「
フ
レ
イ
ル
外

来
」
に
お

い
て
、
外

来
患

者
の
フ
レ
イ
ル
、
認

知
機

能
な
ど
の
評

価
を
行

い
、
そ
の
原

因
と
な
る
疾

患
の
包

括
的
な
治

療
と

栄
養

、
運
動

な
ど
の
生

活
指

導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
外

科
手
術

前
の
フ
レ
イ
ル
評
価

を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
手

術
適

応
の
決
定
や

合
併
症

、

在
院

日
数
の
予
測
に
役
立

て
る
な
ど
、
高

齢
者
の
特

性
に
合
わ
せ

た
最

適
な
医

療
の
提

供
を
推
進

し
た
。

 

ま
た
、
平

成
2
8
年

6
月
に
全
病

棟
を
対

象
と
し
て
「
経
口

摂
取

開
始
の
た
め
の
チ
ャ
ー

ト
」
を
導

入
し
、
多
職

種
が
協

働
し
て
入

院
早
期

か

ら
の
経

口
摂

取
開

始
に
取

り
組

み
、
経

口
摂

取
患

者
の
増

加
や

禁
食

率
の
低

下
等

に
つ

な
げ
る
な
ど
、
患

者
の
早

期
回

復
や

重
症

化
予

防

を
促

進
し
た
。

 

さ
ら
に
、
平

成
2
8
年

6
月
の
医

療
法
施

行
規

則
の
改

正
に
基
づ
き
、
病

院
の
管

理
者

及
び
医

療
安
全

管
理

部
門
が
院
内
で
の
死
亡

事

例
を
遺

漏
な
く
把

握
し
、
分

析
及

び
必

要
な
指

導
が
行

え
る
体

制
を
確

保
す

る
た
め
に
、
全

死
亡

患
者

の
サ
マ
リ
を
作

成
し
、
医

療
安

全
対

策
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
1
回

/
週
）に

お
い
て
検

討
を
行

う
な
ど
、
医
療

安
全
管

理
体

制
の
さ
ら
な
る
強

化
を
図

っ
た
。

 

こ
の
他

、
患

者
・
家

族
の
意

思
を
尊

重
し
、
安

全
か
つ

適
切

な
医

療
を
行

う
た
め
、
「
説

明
と
同

意
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策

定
や

各
診

療
科

の
説

明
同

意
文

書
の
書

式
の
統

一
化
に
取

り
組

む
な
ど
、
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
対

す
る
セ
ン
タ
ー

の
方

針
や

手
順

を
明

確

に
し
、
職
員
の
医
療

安
全
に
対
す

る
意

識
の
向

上
に
努
め
た
。

 

 

カ
 
患

者
中
心
の
医
療
の
実
践
・
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

病
院

に
お

い
て
組

織
的

に
医

療
を
提

供
す

る
た
め
の
基

本
的

な
活

動
が
適

切
に
実

施
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
第

三
者

（
公

益
財

団
法

人
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
）が

審
査

す
る
病

院
機

能
評
価

を
平

成
2
8
年

1
0
月
に
受
審

し
た
。
患
者
の
視

点
で
質
の
高
い
医

療
・サ

ー

ビ
ス
を
推

進
す

る
た
め
、
職

員
意

識
の
向

上
を
図

る
と
と
も
に
、
病

院
を
挙

げ
て
各

種
の
改
善
活

動
に
取

り
組

ん
だ
結

果
、
高
齢

者
医

療
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
安

全
で
高
品

質
な
医

療
が
提
供

さ
れ
て
い
る
と
の
高

い
評

価
を
受

け
た
。

 

ま
た
、
新

た
に
血

管
外

科
、
化

学
療

法
科

の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外

来
を
開

始
す

る
な
ど
、
患

者
が
自

ら
の
治

療
に
納

得
し
て
様

々
な

選
択
が
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
体
制

の
充

実
を
図

っ
た
。

 

 

２
）
高
齢

者
の
健

康
の
維

持
・増

進
と
活
力
の
向
上

を
目

指
す
研
究

 

ア
 
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
の
推
進

（医
療
と
研
究
の
連

携
） 

全
7
件
の
研
究

助
成

課
題

を
採
択

し
、
研

究
費
の
執
行

管
理

を
行

う
と
と
も
に
、
進
捗

状
況
の
把
握

や
技
術

支
援

、
関
連

分
野
の
情

報
提

供
を
行

う
な
ど
臨

床
応

用
に
向
け
支

援
し
た
。

 

ま
た
、
当

セ
ン
タ
ー
が
独

自
開
発

し
た
血
中

Ｇ
Ｄ
Ｆ

1
5
高

感
度
定

量
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
行

っ
た
高
齢

者
コ
ホ
ー

ト
の
解
析

か
ら
、
血

中
Ｇ

Ｄ
Ｆ

1
5
濃
度
が
総
死

亡
率

と
関
連

す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
ほ
か
、
同

シ
ス
テ
ム
を
基
礎
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診

断
薬
に

用
い
る
汎
用

型
自

動
検

査
装
置

に
適

合
し
た
定

量
キ
ッ
ト
の
開

発
に
成
功

し
た
｡ 

さ
ら
に
、
将

来
的

臨
床

応
用

を
見

据
え
、
人

工
関

節
術

の
予

後
評

価
法

と
し
て
、
Ｎ
ａ
Ｆ

-
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
客

観
的

評
価

基
準

の
策
定

に
向

け

て
症

例
を
蓄

積
し
た
。

 

 

イ
 
高

齢
者
に
特

有
な
疾

患
と
生

活
機
能

障
害

を
克

服
す

る
た
め
の
研
究

 

 
認

知
症

診
断

へ
の
応

用
が
期

待
さ
れ

る
研

究
成

果
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
患

者
の
脳

で
特

異
的

に
観

察
さ
れ

る
複

数
の
シ
ト
ル
リ

ン
化

タ
ン
パ
ク
質
を
世
界

で
初
め
て
同
定

し
、
特

許
を
出
願

し
た
。

 

 
ま
た
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
剤

を
用

い
た
、
認

知
症

の
早
期

診
断

法
の
標

準
化

を
可

能
に
す

る
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
読

影
法

を
確

立
し
た
｡ 

 

ウ
 
活

気
あ
る
地

域
社

会
を
支
え
、
長

寿
を
目

指
す

研
究

 

 
 

 
就

労
支

援
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
係

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成

果
に
つ

い
て
の
書

籍
を
刊

行
し
た
ほ
か
、
絵

本
の
読

み
聞

か
せ

を
行

う

世
代

間
交

流
研

究
に
お

い
て
示

さ
れ
た
海

馬
萎

縮
の
抑

制
効
果

な
ど
に
つ

い
て
、

1
2
区

市
へ

の
普

及
を
行

い
、
研

究
成

果
の
社

会
還

元

を
進

め
た
。

 

ま
た
、
高

齢
者

へ
の
中

強
度

の
運

動
負

荷
に
お

い
て
は
､摂

取
す

る
栄

養
素

に
よ
っ
て
筋

肉
量

の
増

減
が
決

ま
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、

そ
の
栄

養
素

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て
特

許
を
出

願
し
た
ほ
か
、
都

の
委

託
研

究
事

業
「
認

知
症

と
共

に
暮

ら
せ

る
社

会
に
向

け
た
地

域

ケ
ア
モ
デ

ル
事

業
」
に
お

い
て
、
大

都
市

に
暮

ら
す

高
齢

者
の
認

知
症

有
病

率
と
生

活
実

態
を
明

ら
か
に
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
た
調

査
を

実
施

し
た
。

 

さ
ら
に
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
－

2
1

を
用

い
た
総

合
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研

修
と
地

域
の
特

性
に
応

じ
た
認

知
症

初
期

支
援

体
制

の
構

築
を
支

援
し
た
ほ

か
、
当

セ
ン
タ
ー

で
行

う
認
知
症

ケ
ア
加

算
の
た
め
の
客

観
的
評

価
法
と
し
て
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
－

21
を
採

用
し
､運

用
を
開
始

し
た
。

 

 

エ
 
先

進
的

な
老

化
研

究
の
展
開

・
老
年

学
研

究
に
お

け
る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発

揮
 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
(Ｍ

Ｄ
)の

原
因

遺
伝

子
の
一

つ
で
あ
る
ＩＳ

Ｐ
Ｄ
遺

伝
子
の
機

能
解

析
か
ら
､本

遺
伝

子
は
筋

肉
の
機

能
維

持
に
不

可
欠

な
糖

鎖
合

成
に
お

い
て
､そ

の
材

料
(Ｃ

Ｄ
Ｐ
－

リ
ビ
ト
ー

ル
)を

合
成

す
る
遺

伝
子

で
あ
る
こ
と
を
解

明
し
た
ほ
か
、
ＩＳ

Ｐ
Ｄ
遺
伝

子
を
人

工
的

に
Ｍ

Ｄ
型

に
変

異
さ
せ

た
培

養
細

胞
に
お

い
て
､Ｃ

Ｄ
Ｐ
－

リ
ビ
ト
ー

ル
を
添

加
す

る
こ
と
に
よ
り
､糖

鎖
構

造
が
正

常
型

に
回

復
す

る
こ

と
を
明

ら
か
に
し
た
｡こ

の
研
究
成
果

か
ら
､Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
遺
伝

子
変

異
型

Ｍ
Ｄ
の
薬
物

治
療
の
可
能
性

を
世
界

で
初

め
て
示

し
た
。

 

ま
た
、
日

本
人

の
慢

性
閉
塞

性
肺

疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
患

者
の
血

漿
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
濃

度
が
健

常
者

に
比

べ
低

い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
そ
の

治
療
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
有

用
で
あ
る
可
能

性
が
示

唆
さ
れ
た
。

 

 
 

 
さ
ら
に
、
指

定
難

病
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診

断
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
進

め
た
結

果
､汎

用
型

自
動

検
査
装

置
に
適

合

し
た
定
量

キ
ッ
ト
の
開

発
に
成
功

し
た
｡ 

 

オ
 
研

究
成

果
・
知
的

財
産
の
活

用
 

 
 

 
研

究
成

果
に
係

る
プ
レ
ス
発

表
や

老
年

学
・
老
年

医
学

公
開

講
座

等
の
イ
ベ

ン
ト
活

動
の
ほ
か
、
若

年
層

を
対

象
と
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ

ェ
を
開
催

す
る
な
ど
、
研
究

成
果

の
普

及
や
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極

的
に
取

り
組
ん
だ
。

 

ま
た
、
当

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
各

種
学
会

の
委

員
を
務

め
、
セ
ン
タ
ー
の
研
究

成
果
を
活

用
し
て
、
種

々
の
高

齢
者

診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成

や
新
た
な
高
齢

者
の
定
義

を
提
言

す
る
な
ど
、
研
究

成
果

の
よ
り
一
層
の
社
会

還
元

に
向

け
て
積
極

的
に
取

り
組

ん
だ
。

 

 

３
）
高
齢

者
の
医

療
と
介
護

を
支
え
る
専
門

人
材
の
育
成

 

都
派

遣
職

員
解

消
に
伴

う
看

護
師

確
保

対
策

と
し
て
、
新

た
な
処

遇
改

善
手

当
を
創

設
し
た
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
全

面
リ
ニ
ュ
ー

ア

ル
を
実

施
し
、
採

用
情

報
等

を
よ
り
分

か
り
や
す
く
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
閲

覧
も
可
能

と
す

る
な
ど
、
よ
り
効

果
的
な
情

 

報
発

信
体

制
を
整
備

し
、
看

護
師

の
確

保
に
取

り
組
ん
だ
。

 

iv
 

 



－ 60 －

ま
た
、
新
た
に

2
施

設
と
連
携
大

学
院
協

定
を
締
結

し
、
昨

年
度

の
実

績
を
上
回

る
連

携
大

学
院

生
を
受

け
入
れ
る
な
ど
、
次
代

を
担

う

研
究

者
の
養

成
に
取

り
組
ん
だ
。

 

さ
ら
に
、
認

定
医

等
の
資
格

取
得

支
援

や
研

修
派

遣
等

を
積
極

的
に
実

施
し
、
医

療
専
門

職
の
専

門
的

能
力
の
向
上

を
図

っ
た
ほ
か
、

た
ん
ぽ
ぽ
会

主
催

に
よ
る
地

域
の
訪

問
看

護
師

と
の
勉

強
会

の
開

催
や

認
知

症
支

援
推

進
セ
ン
タ
ー

に
お

け
る
医

療
専

門
職

等
に
対

す

る
認
知

症
対

応
力

向
上

に
向

け
た
研
修

会
等
の
開
催

な
ど
、
地
域

の
医

療
・
介
護

を
支
え
る
人
材

の
育

成
を
積
極

的
に
行
っ
た
。

 

  
４
）
業
務

運
営
の
改
善

及
び
効

率
化

 

経
営

戦
略

会
議

や
病

院
運

営
会

議
、
研

究
推

進
会

議
等

に
お

い
て
、
セ
ン
タ
ー

の
諸

課
題

に
つ

い
て
迅

速
か
つ

十
分

な
審

議
及

び
改

善
策

の
検

討
を
行

っ
た
ほ
か
、
経

営
分

析
に
特

化
し
た
部

門
と
し
て
新

た
に
医

療
戦

略
室

を
設

置
し
、
各

種
加

算
の
取

得
に
伴

う
経

済
効

果
の
検

証
や

運
用

方
法
の
検
討

を
行

う
な
ど
、
よ
り
戦

略
的

な
病

院
経
営

を
行

う
た
め
の
体
制
強

化
に
努
め
た
。

 

ま
た
、
職
員

提
案
制

度
を
通

じ
て
、
全

職
員

が
積

極
的

か
つ

自
由

に
セ
ン
タ
ー
運

営
に
つ
い
て
発

言
で
き
る
機
会

を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、

組
織
の
活
性

化
を
図

っ
た
ほ
か
、
平

成
27

年
度
の
職
員

提
案
制

度
に
お
い
て
最

優
秀

賞
を
受
賞

し
た
「口

か
ら
食

べ
る
楽

し
み
を
支

援
－

経
口

開
始
チ
ャ
ー

ト
の
運
用

」に
つ
い
て
、
全

病
棟
で
の
運

用
を
開

始
し
、
経

口
摂
取

患
者
の
増

加
や

禁
食

率
の
低
下

等
の
効

果
を
上

げ
る

な
ど
提

案
の
実

現
及

び
業

務
の
改

善
に
繋

げ
た
。
加

え
て
、
病

院
運

営
、
経

営
改

善
等

に
大

き
く
功

労
の
あ
っ
た
部

署
・
職

員
を
表

彰
す

る

職
員

表
彰

制
度

を
実

施
す

る
な
ど
、
職

員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ

な
が
る
取
組

を
推

進
し
た
。

 

さ
ら
に
、
会

計
監

査
人

監
査

や
内

部
監

査
を
実

施
し
、
改

善
が
必

要
で
あ
る
事

項
に
つ

い
て
は
迅

速
か
つ

適
切

に
対

応
し
た
ほ
か
、
研

究
費

の
適

正
な
執

行
や

事
務

処
理

ル
ー

ル
を
ま
と
め
た
「
研
究

費
使

用
等

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

2
01

6
」
の
発

行
や

研
究

不
正

防
止

研
修

会
及

び

事
務

処
理

方
法

説
明
会

の
開
催

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
な
ど
研

究
活

動
に
お

け
る
不

正
防
止

対
策

に
取

り
組

む
な
ど
、
内
部

管
理

を
適

切

に
実

施
し
た
。
ま
た
、
病

院
部

門
の
臨

床
試

験
審

査
委

員
会

及
び

研
究

部
門

倫
理

委
員

会
に
お

い
て
適

切
な
審

査
を
行

う
と
と
も
に
、
研

究

に
携
わ
る
職
員

を
対
象

と
し
た
悉

皆
研
修

を
実

施
す

る
な
ど
、
高

齢
者
医

療
や

研
究
に
携
わ
る
職

員
の
倫
理
の
徹
底

を
図
っ
た
。

 

 
 

 
こ
の
他

、
病

院
に
お

い
て
組

織
的

に
医

療
を
提

供
す

る
た
め
の
基

本
的

な
活

動
が
適

切
に
実

施
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
第

三
者

が
審

査
す
る
病
院

機
能

評
価

を
平
成

2
8
年

1
0
月
に
受
審

し
、
平
成

2
9
年

1
月

4
日

付
で
認
定
を
受

け
た
。

 

 

５
）
財
務

内
容
の
改
善

 

地
域

連
携

の
推

進
や

救
急

患
者

の
積

極
的

な
受

入
れ

な
ど
に
よ
り
新

規
患

者
の
確

保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
入

院
早

期
よ
り
、
退

院
支

援

を
必

要
と
す

る
患

者
の
抽

出
や
患

者
・
家

族
と
の
面
談

及
び

多
職

種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実

施
に
努

め
る
な
ど
退

院
支
援

の
強
化

を
図

り
、
平

均
在

院
日

数
の
維

持
や

病
床
利

用
率
の
向

上
に
繋

げ
た
。

 

ま
た
、
経

営
分

析
に
特

化
し
た
部

門
と
し
て
新

た
に
設

置
し
た
医

療
戦

略
室

に
お

い
て
、
電

子
カ
ル
テ
デ

ー
タ
や

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ
等

を
活

用

し
た
診
療

情
報
の
分
析

や
施

設
基

準
の
取
得
に
伴

う
経

済
効

果
の
検
証

を
行

い
、
地

域
包

括
ケ
ア
病

棟
入

院
料

や
退

院
支

援
加

算
1
、
認

知
症
ケ
ア
加
算

1
等

を
取
得

す
る
な
ど
、
診
療

報
酬

改
定
に
則
し
た
体
制

整
備

を
行
っ
た
。

 

さ
ら
に
、
保

険
請

求
に
お

け
る
請

求
漏

れ
や

査
定

を
減

ら
す

た
め
の
対

策
と
し
て
、
全

職
員

を
対

象
と
し
た
研

修
会

の
開

催
や

他
病

院
と
の

勉
強

会
等

を
実

施
し
た
ほ
か
、
未

収
金

対
策

と
し
て
、
未

収
金

回
収

担
当

者
を
複

数
人

配
置

し
体

制
強

化
を
図

る
な
ど
、
収

入
の
確

保
に
努

め
た
。

 

こ
の
他

、
外

部
研

究
資

金
獲

得
件

数
、
研
究

員
一

人
あ
た
り
の
外

部
資
金

獲
得

金
額
が
過
去
最

高
を
記

録
し
た
。

 

 

６
）
そ
の
他

業
務

運
営
に
関
す
る
重
要

事
項

（
セ
ン
タ
ー

運
営
に
お

け
る
リ
ス
ク
管
理

） 

医
療

事
故
調

査
制
度

の
開

始
や

医
療

法
の
改
正

に
伴

い
、
死
亡

事
例
に
お

け
る
院

内
で
の
病
理

解
剖
の
推

進
や

死
亡
時

画
像

診
断
の

適
切

な
運

用
に
努

め
る
と
と
も
に
、
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
策

等
を
検

討
す

る
た
め
の
体

制
を
整

備
す

る
な
ど
組

織
的

な
医

療
安

全
対

策
に
取

り
組
ん
だ
。

 

ま
た
、
介

護
を
し
な
が
ら
勤

務
す

る
職

員
や

有
期

契
約

職
員

が
介

護
・
育

児
休

業
を
取

得
し
や

す
く
な
る
よ
う
諸

制
度

の
改

正
を
行

っ
た
ほ

か
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
の
導

入
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
関

す
る
要

綱
の
制

定
、
事

務
部

門
に
お

け
る
ノ
ー

残
業

デ
ー

の
本

格
実

施

な
ど
、
職

員
が
働

き
や

す
い
健
全

か
つ
安

全
な
職

場
環

境
の
整

備
に
努
め
た
。

 

さ
ら
に
、
障

害
者

差
別

解
消

法
に
よ
り
制

定
し
た
「
障

害
を
理

由
と
す

る
差

別
の
解

消
の
推

進
に
関

す
る
要

綱
」
に
基

づ
き
、
障

害
者

に
対

す
る
不

当
な
差

別
的

取
扱

い
の
禁

止
や
相

談
体

制
の
整

備
等

、
法

整
備
に
則

し
た
取
組

み
に
努
め
た
。

 

こ
の
他

、
平

成
2
8
年

1
2
月
に
板
橋

区
と
の
間
で
「緊

急
医
療

救
護
所
の
設
置
に
関
す

る
協
定

書
」
を
締

結
し
た
。
熊
本

地
震

の
発

生
に

際
し
て
は
、
東
京

都
か
ら
の
要
請

に
基

づ
き
医

療
救

護
班
を
現
地

に
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者

支
援
の
た
め
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群

 

を
予

防
す

る
た
め
の
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
介

護
予

防
体

操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
提
供

し
た
。

 

 

v 
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業
務

実
績

評
価

及
び
自

己
評

価
 

 

 

中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 

１
 
都
民
に
対

し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

(１
)高

齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
医
療
の
確
立
と
提
供

 

 
急
速
な
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
高
齢
者
医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
高
齢
者
専
門
の

医
療

機
関

と
し

て
、

そ
の

機
能

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
セ

ン
タ

ー
は

、
保

健
医

療
計

画
を

は
じ
め
と
す
る
都
の
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
重
点
医
療
の
提
供
や
救
急
医
療
の
強
化
、
地
域
連
携
の
推
進
な
ど
を
図
る
と
と
も

に
、

高
齢

者
の

急
性

期
医

療
を

担
う

病
院

と
し

て
、

高
齢

者
の

生
活

の
質

の
確

保
や

健
康

の
維

持
・

増
進

に
貢

献
し

て
い
く
。
 

 
 
■
目
標
値
：
平
成

2
9
年
度
平
均
在
院
日
数
 

16
.5

日
 

 
 
※
平
均
在
院
日
数
＝

24
時
在
院
患
者
数
÷

{（
新
入
院
患
者
数
＋
退
院
患
者
数
）
÷

2}
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計

画
 

ア
 
三
つ
の
重
点
医
療
の
提
供
体

制
の
充
実

 
ア

 
三
つ
の
重

点
医
療
の
提
供
体
制

の
充
実

 

 
セ

ン
タ

ー
は
、

血
管

病
医
療

、
高

齢
者
が

ん
医
療

及
び

認
知
症

医
療

と
い

っ
た

高
齢
者

に
多

発
す
る

疾
患

を
重
点

医
療
と

位
置

付
け
、

医
療

と
研

究
の

一
体
化

の
メ

リ
ッ
ト

を
活

か
し
つ

つ
、
高

齢
者

に
適
し

た
医

療
の
充
実
を
目
指
し
て
い
く
。

 

 
ま

た
、

外
来
診

療
に

お
い
て

は
、

重
点
医

療
に
係

る
関

連
診
療

科
の

集
約
化
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
制
」
と
い
う

。）
を
導
入
し
、
患
者
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
効
果

的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く
。
 

 
セ
ン
タ
ー
が

重
点
医
療
と
し
て
掲
げ
る
血
管
病
・
高
齢
者
が
ん
・
認
知
症
に
つ
い
て
、
研
究
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者

の
特

性
に

配
慮

し
た

低
侵

襲
な

医
療

の
提

供
及

び
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
体

制
を

推
進

す
る

。
 

 

 

中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
血
管
病
医
療
へ
の
取
組
＞

 
 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
や
血
管
造
影
室
に
お
い
て
、
関
連
診
療
科
が
連
携
し
て
大
動
脈
瘤
治
療
を
始
め
と
す
る
高
齢
者
の
様
々

な
症

例
に

対
し

て
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

な
ど

の
新

し
い

技
法

を
用

い
て

対
応

し
た

ほ
か

、
Ｔ

Ｅ
Ｖ

Ａ
Ｒ
（

胸

部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
）
の
複
数
指
導
医
体
制
を
確
立
す
る
な
ど
、
高
度
か
つ
多
様
な
治
療
を
提
供
す
る
体
制
作
り
を

進
め

た
。

 

・
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
関
連
学
会
協
議
会
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
実
施
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
、
様
々
な
診
療
科
・
職

種
で

構
成

す
る

ハ
ー

ト
チ

ー
ム

を
中

心
と

し
た

総
合

的
な

評
価

に
基

づ
く

治
療

提
供

を
開

始
し

た
。

 

・
新
た
に
脳
卒
中
急
性
期
医
療
機
関
Ａ
担
当
医
長
を
救
急
診
療
部
に
配
置
す
る
な
ど
、
超
急
性
期
脳
卒
中
患
者
の
受
入
体
制
を

強
化

し
た

。
 

・
急
性
期
治

療
後
の
早

期
の
回

復
や

血
管
病
予

防
の
徹
底

を
図
る

た
め

、
患
者
の

状
態
に
応

じ
た
疾

患
別

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン
を

早
期

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

急
性

期
脳

血
管

障
害

や
手

術
症

例
等

の
患

者
を

中
心

に
土

曜
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

す
る
な
ど
、
急
性
期
病
院
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
実
施
体
制
の
強
化
に
努
め
た
。
 

【
特
記
事
項
】
 

 

 【
今
後
の
課
題
】
 

・
脳
卒
中
患
者
に
対
し
て
、
よ
り
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｃ
Ｕ
設
置
を
検
討
す
る
。
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(ｱ
)血

管
病
医
療

 
(ｱ

)血
管
病
医

療
 

        １
    

        Ａ
    

(ｱ
)血

管
病
医
療

 

○
 

外
来

診
療
に

お
け

る
セ
ン

タ
ー

制
に
よ

り
、
関

連
診

療
科
が

連
携

し
て

検
査

・
治
療

の
提
供

を
行

い
、

血
管
病

に
係
る

高
齢
者

の
様

々

な
症
例
に
効
果
的
な
対
応
を

進
め
る
。
 

○
 

造
影

装
置

を
使

用
し

な
が

ら
低

侵
襲
外

科
手

術
が

行
え

る
ハ

イ
ブ

リ
ッ
ド

手
術
室

や
心

臓
の

検
査

・
治

療
専

用
の

血
管

造
影
室

な
ど

の
活

用
に

よ
り

、
関

連
診
療

科
が

連
携
し
て
高
齢
者
の
血
管
病
に
係
る
検
査
及
び
治
療
を
提
供
す
る
。
 

 

・
ハ

イ
ブ
リ

ッ
ド

手
術

室
を

活
用

し
、

血
管

外
科

に
よ

る
腹

部
大

動
脈

瘤
治

療
や

脳
神

経
外

科
に

よ
る

脳
血

管
内

治
療

、
心

臓
外

科
に

お

け
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治

療
な

ど
、

最
新

か
つ

低
侵

襲
な

治
療

に
よ

り
、

高
齢

者
の

身
体

的
負

担
に

配
慮

し
た

医
療

を
提

供
し

た
。

 

○
 

血
管

病
疾
患

に
つ

い
て
、

高
齢

者
の
拡

張
型
心

筋
症

や
虚
血

性
心

筋
症

等
の

重
症
心

不
全
患

者
に

対
す

る
補
助

人
工
心

臓
治
療

の
導

入

を
は

じ
め

、
個
々

の
患
者

に
適

し
た

高
度
か

つ
多
様

な
治
療

を
提

供

す
る
。
 

   

○
 
腹
部
並
び
に
胸
部
大
動
脈
瘤
治
療
（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
も
含
む
）
な
ど

、

効
果

的
な

治
療

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
急
性

大
動

脈
ス

ー
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

等
か

ら
の
積
極
的
な
受
入
れ
の
た
め
、
胸
部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（
T
EV
AR
）
の
複

数
指
導
医
体
制
を
整
備
し
、
緊
急

T
E
VA
R
の
施
行
体
制
を
強
化
す
る
。

  

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

腹
部
大
動
脈
瘤
手
術
件
数
（
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
を
含
む
）

18
件
 

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（
胸
部
）
実
施
件
数

1
0
件
 

・
腹

部
並
び

に
胸

部
大

動
脈

瘤
に

対
す

る
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
治

療
や

頸
動

脈
狭

窄
症

に
対

す
る

ス
テ

ン
ト

留
置

術
な

ど
、

低
侵

襲
治

療

を
引
き
続
き
推
進
し
、

高
齢

者
の

身
体

的
負

担
に

配
慮

し
た

治
療

を
提

供
し

た
。

 

・
Ｔ

Ｅ
Ｖ
Ａ

Ｒ
（

胸
部

ス
テ

ン
ト

グ
ラ

フ
ト

内
挿

術
）

の
複

数
指

導
医

体
制

を
確

立
す

る
な

ど
、

急
性

大
動

脈
ス

ー
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

等
か
ら
の
患
者
の
受
入

に
対

応
で

き
る

よ
う

緊
急

Ｔ
Ｅ

Ｖ
Ａ

Ｒ
の

施
行

体
制

を
強

化
し

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 
 

 
 
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト

内
挿

術
（

腹
部

大
動

脈
瘤

）
 

 1
1
件

（
※

）
 （

平
成

27
年

度
 

11
件

）
 

【
項
目

01
】
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※
な
お

、
開

腹
手

術
 

  
  
  
  
  
  
  
  
 1
1
件

 
 

  
（

平
成

27
年

度
  
 9

件
）

 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
腹

部
大

動
脈

瘤
手

術
全

体
で

は
 

 2
2
件

  
  
 
  
（

平
成

2
7
年

度
 
 2
0
件

）
 

 
  
下
肢
静
脈
瘤
血
管

内
焼

灼
術

 
  

10
0
件

  
  
  
 （

平
成

27
年

度
1
00

件
）

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内

挿
術

（
胸

部
大

動
脈

瘤
）

 
14

件
 

 
 

（
平

成
2
7
年

度
 
15

件
）

 

 

○
 
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
（

TA
VI
/T
AV
R）

を
関
連
診
療
科
の
協
力
体
制

の
も
と
で
着
実
に
開
始
す
る
と
と
も
に
、
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
治
療
を
開
始
す
る

。 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
  

心
臓
大
血
管
外
科
手
術
（
開
心
術
）
件
数
 
10
0
件
（
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
治
療

施
設
基
準
）
 

・
平
成

26
年
度
に

施
設

基
準

取
得

申
請

を
行

っ
た

経
カ

テ
ー

テ
ル

的
大

動
脈

弁
置

換
術
（

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

／
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｒ
）
に

つ
い

て
、
平

成
28

年
7
月
に
経
カ
テ

ー
テ

ル
的

大
動

脈
弁

置
換

術
関

連
学

会
協

議
会

よ
り

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｒ

実
施

施
設

と
し

て
の

承
認

を
受

け
た

。
心

臓
外

科
、

循

環
器

内
科
の

み
な

ら
ず

、
麻

酔
科

、
リ

ハ
ビ

リ
科

、
看

護
師

、
放

射
線

技
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

検
査

技
師

な
ど

関
連

診
療

科
の

総
力

を

挙
げ
た
ハ
ー
ト
チ
ー

ム
に

よ
る

治
療

提
供

を
開

始
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
経
カ
テ
ー
テ
ル
的

大
動

脈
弁

置
換

術
（

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

／
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｒ
）

 
7
件

 

・
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
実
施
に

向
け

院
内

で
の

講
演

会
を

開
催

し
、

職
員

の
知

識
や

技
術

等
の

向
上

に
努

め
た

（
全

1
回

）。
 

・
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
定

期
的

に
開

催
し

、
治

療
適

応
の

判
断

や
最

適
な

治
療

法
の

検
討

等
を

行
っ

た
。

ま
た

、
外
来

か
ら

入
院

、
退

院
後

の
生

活
相

談
な

ど
に

対
応

す
る

た
め

の
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

患
者

の
サ

ポ
ー

ト

体
制
を
強
化
し
た
。

 

・
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
上

に
、
Ｔ

Ａ
Ｖ

I
特

設
サ

イ
ト

の
開

設
や

地
域

連
携

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ

へ
の

掲
載

等
、
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
治

療
の

積
極

的
な

広
報

に
努

め

た
。
 

・
平
成

2
8
年

1
月

に
施

設
基

準
を

取
得

し
た

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
治

療
の

提
供

を
開

始
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
心
臓
大
血
管
外
科

手
術

（
開

心
術

）
件

数
 

94
件

（
平

成
27

年
度

 
11
1
件

）
 

 

○
 

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

の
重

症
患

者
に
対

し
て

、
先

進
医

療
で

あ
る

末
梢
血

単
核
球

細
胞

移
植

療
法

の
実

施
体

制
を

維
持

し
、
カ

テ
ー

テ
ル

治
療

や
バ

イ
パ

ス
手
術

、
内

服
薬
治
療
を
含
め
て
、
個
々
の
患
者
に
適
し
た
治
療
を
提
供
す
る
。
 

 

・
閉

塞
性
動

脈
硬

化
症

の
患

者
に

対
し

て
、

カ
テ

ー
テ

ル
治

療
や

バ
イ

パ
ス

手
術

、
内

服
薬

治
療

等
、

個
々

の
患

者
に

適
し

た
治

療
を

提

供
し
た
。
 

○
 

要
介

護
状
態

と
な

る
主
要

原
因

で
あ
る

脳
卒
中

を
は

じ
め
と

す
る

脳
血

管
疾

患
に
つ

い
て
、

脳
梗

塞
に

対
す
る

超
急
性

期
医
療

や
身

体

へ
の

負
担

の
少

な
い

治
療

な
ど

迅
速

か
つ

適
切

な
医

療
を

提
供

す

る
。
 

 

○
 
東
京
都
脳
卒
中
救
急
搬
送
体
制
に
お
け
る

t
-P
A
治
療
可
能
施
設
と
し
て
、
病
院
独

自
の

2
4
時
間
体
制
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

t-
PA

治
療
及
び
緊
急
開
頭

術
、
血
管
内
治
療
術
な
ど
、
超
急
性
期
脳
卒
中
患
者
治
療
を
積
極
的
に
行
う
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

t
-
PA

治
療
実
施
件
数

25
件
 

脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
受
入
数

8
0
件
 

 

・
引
き
続
き
「
東
京

都
脳

卒
中

救
急

搬
送

体
制

」
に

参
画

し
、
急

性
期

脳
梗

塞
に

対
す

る
血

栓
溶

解
療

法
（

ｔ
-Ｐ

Ａ
治

療
）
を

提
供

し
た

。 

・
平
成

28
年

4
月
よ

り
、
新

た
に

救
急

診
療

部
に

脳
卒

中
急

性
期

医
療

機
関

Ａ
（

※
）
の

担
当

医
長

を
配

置
し

、
超

急
性

期
脳

卒
中

患
者

の
受
入
体
制
を
強
化
し

た
。

 

（
※
）
救
急
隊
に
よ
る

救
急

搬
送

先
医

療
機

関
の

分
類

で
あ

り
、

ｔ
-Ｐ

Ａ
治

療
が

可
能

な
医

療
機

関
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 
 

 
 
ｔ
－
Ｐ
Ａ
治
療

実
施

件
数

 
 

 
 

23
件

（
平

成
27

年
度

 
22

件
）

 

 
 
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

受
入

数
 
約

8
0
件

（
平

成
27

年
度

 
80

件
）

 

 

○
 

脳
血

管
障

害
に

対
す

る
よ

り
低

侵
襲
で

効
果

的
な

血
管

内
治

療
（

脳
動
脈

瘤
に
対

す
る

コ
イ

ル
塞

栓
術

、
急

性
期

脳
動

脈
閉
塞

に
対

す
る

血
栓

回
収

術
、

内
頚
動

脈
狭

窄
症
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
留
置
術
な
ど
）
を
推
進
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

血
管
内
治
療
実
施
件
数
 

コ
イ
ル
塞
栓
術
件
数
（
脳
動
脈
瘤
）
9
件
 

ス
テ
ン
ト
留
置
術
件
数
（
内
頚
動
脈
狭
窄
症
）

23
件
 

・
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を

継
続

し
て

実
施

し
、

24
時

間
の

脳
卒

中
救

急
患

者
受

入
体

制
を

維
持

し
、

急
性

期
脳

梗
塞

や
脳

動
脈

瘤
に

対

す
る
血
管
内
治
療
を
実

施
し

た
。

ま
た

、
受

入
数

の
増

加
に

向
け

、
救

急
隊

や
医

師
会

等
へ

の
周

知
に

努
め

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
血
管
内
治
療
実

施
件

数
 

 
 
・
コ
イ
ル
塞
栓

術
件

数
（

脳
動

脈
瘤

、
状

動
脈

奇
形

）
 

16
件

（
平

成
2
7
年

度
 
10

件
）

 

 
 
・
ス
テ
ン
ト
留
置

術
 
（

内
頚

動
脈

狭
窄

症
）

 
 

 
 

 9
件

（
平

成
2
7
年

度
 
21

件
）

 

 

【
項
目

01
】
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○
 

治
療
後
の
早
期
回
復
や
血
管
病
の
予
防
に
向
け

、（
早
期
）
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
生
活
習
慣
病
診
療
の
充
実
を
図
る
。
 

○
 

入
院

患
者

の
状

態
に

応
じ

て
心

臓
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

疾
患
別

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
早

期
に

実
施

す
る

と
と
も

に
、

廃
用

萎
縮

防
止

ラ
ウ

ン
ド
や

、
土

曜
日
に
も
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
な
ど
、
病
院
全
体
の
廃
用
萎
縮
防
止
を
推
進

す
る

。 

 

・
リ

ハ
ビ
リ

科
ス

タ
ッ

フ
（

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

臨
床

心
理

士
）

と
病

棟
ス

タ
ッ

フ
（

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤

師
）

が
定
期

的
に

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
、

機
能

回
復

の
た

め
の

治
療

方
針

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
、

脳
血

管
障

害
や

運
動

器
疾

患

な
ど
、
入
院
患
者
の
状

態
に

応
じ

た
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

早
期

に
実

施
し

た
。

 

・
脳

卒
中
患

者
に

つ
い

て
は

、
医

師
、

理
学

療
法

士
や

作
業

療
法

士
等

の
リ

ハ
ビ

リ
科

ス
タ

ッ
フ

、
病

棟
看

護
師

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ

に
よ

る
カ

ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
週

1
回

実
施

し
、

機
能

回
復

の
た

め
の

治
療

方
針

を
具

体
的

に
示

し
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
計

画
の

見
通

し
や

方
向

性

の
共
有
を
図
る
こ
と

で
、

個
々

の
患

者
の

状
態

に
適

し
た

リ
ハ

ビ
リ

を
早

期
に

実
施

し
た

。
 

・
心

臓
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
は

、
心

不
全

・
虚

血
性

心
疾

患
患

者
の

リ
ハ

ビ
リ

に
加

え
、

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

患
者

に
対

す
る

リ
ハ

ビ

リ
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

を
作

成
し

、
運

用
を

開
始

し
た

。
術

前
術

後
の

患
者

の
状

態
に

関
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ

科
や

心
臓

外
科

、
循

環
器

内
科

 

等
の
関
連
部
署
で
情

報
共

有
を

図
り

な
が

ら
、

早
期

回
復

に
向

け
た

リ
ハ

ビ
リ

を
提

供
し

た
。

 

・
重

症
患
者

に
つ

い
て

は
、

患
者

症
状

に
合

わ
せ

て
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
で

の
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

在
宅

復
帰

す
る

患
者

に
つ

い

て
は
、
本
人
や
家
族

へ
在

宅
で

の
リ

ハ
ビ

リ
に

関
し

て
適

切
な

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

に
対

し
て

必
要

な
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

 

・
急

性
期
脳

血
管

障
害

や
手

術
症

例
等

の
ニ

ー
ズ

の
高

い
患

者
を

中
心

に
土

曜
リ

ハ
ビ

リ
を

実
施

し
、

よ
り

効
果

的
な

リ
ハ

ビ
リ

を
提

供

し
た
。
 

・
急
性
期
治
療
中
の

廃
用

症
候

群
予

防
の

た
め

、
2
病

棟
に

お
い

て
廃

用
萎

縮
防

止
ラ

ウ
ン

ド
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
早
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
件

数
 
合

計
5
3,

00
2
件

（
人

・
日

）
 

 
 
脳
血
管
疾
患

等
 2
1,
78
2
件

、
廃

用
 4
,3
24

件
、

運
動

器
 
17
,4
33

件
、

心
大

血
管

疾
患

 6
,6
83

件
、

呼
吸

器
 2
,7
80

件
 

 
 
※
平
成

2
8
年

度
診

療
報

酬
改

定
で

廃
用

症
候

群
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

料
が

新
設

さ
れ

た
。

 

 
（
平
成

2
7
年

度
実

績
 
合

計
52
,
47
4
件

（
人

・
日

）
 

 
 
脳
血
管
疾
患
等

 2
9,
58
5
件

、
運

動
器

 1
4,
48
4
件

、
心

大
血

管
疾

患
 6
,6
65

件
、

呼
吸

器
 
1,
74
0
件

）
 

 

 
 

〇
 

糖
尿

病
透

析
予

防
外

来
や

フ
ッ

ト
ケ
ア

外
来

の
診

療
を

推
進

す
る

と
と
も

に
、
フ

レ
イ

ル
外

来
に

お
い

て
、

糖
尿

病
患

者
の
血

管
合

併
症

の
み

な
ら

ず
フ

レ
イ
ル

を
含

め
た
総
合
的
評
価
を
行
う
。
 

・
1
型
糖
尿
病
患
者
（

4
名

）
に

対
す

る
持

続
皮

下
イ

ン
ス

リ
ン

注
入

療
法

を
継

続
的

に
支

援
し

た
。

 

・
入
院
治
療
に
お
い
て

Ｃ
Ｇ

Ｍ
を

活
用

し
、

夜
間

の
低

血
糖

や
食

後
の

高
血

糖
を

検
査

す
る

こ
と

で
、

個
々

の
患

者
の

症
状

や
生

活
習

慣

に
合
っ
た
治
療
を
提
供

し
た

。
今

後
は

、
外

来
に

お
い

て
も

イ
ン

ス
リ

ン
治

療
患

者
の

無
自

覚
性

低
血

糖
を

把
握

で
き

る
よ

う
、

体
制

を

整
備
す
る
。
 

・
糖
尿
病
患
者
会
と
の

共
催

に
て

運
動

教
室

の
サ

ポ
ー

ト
（

1
1
回

/年
）
を

行
う

と
と

も
に

、
患

者
参
加

型
の

糖
尿

病
教

室
を

3
回

開
催

し

た
（
7
月
、
11

月
、
1
月

）。
ま

た
、
ノ

ル
デ

ィ
ッ

ク
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

歩
く

会
を

2
回

開
催

し
た
（

4
月

、
11

月
）。

こ
の

他
、
糖

尿
病
の

啓
発
を
目
的
と
し
て

、
世

界
糖

尿
病

デ
ー

に
ち

な
ん

だ
糖

尿
病

の
相

談
コ

ー
ナ

ー
を

1
日

開
設

し
た

（
11

月
）。

 

・
日
本
糖
尿
病
療
養

指
導

士
に

5
名

が
認

定
さ

れ
、

既
取

得
者

1
0
名

に
加

え
て

1
5
名

体
制

と
な

っ
た

。
糖

尿
病

と
そ

の
療

養
指

導
全

般

に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
実

践
の

普
及

に
努

め
、

患
者

の
療

養
の

質
の

向
上

に
繋

げ
た

。
 

・
当
セ
ン
タ
ー
医
師
が

委
員

を
務

め
る
「

高
齢

者
糖

尿
病

の
治

療
向

上
の

た
め

の
日

本
糖

尿
病

学
会

と
日

本
老

年
医

学
会

の
合

同
委

員
会

」

が
高
齢
者
糖
尿
病
の

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
中

心
と

な
る

新
し

い
「

高
齢

者
糖

尿
病

の
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
目

標
（

Ｈ
ｂ

Ａ
1ｃ

値
）」

を

平
成

2
8
年

5
月
に
公

表
し

た
。

当
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

り
、

全
国

の
3
9
病

院
が

協
力

し
て

実
施

さ
れ

た
Ｊ

－
Ｅ

Ｄ
Ｉ

Ｔ
研

究
や

当
セ

ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
が

活
用

さ
れ

た
。

 

 

○
 

病
院

と
研
究

所
と

が
一
体

で
あ

る
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
、
こ

れ
ま

で
研

究
所

で
培
わ

れ
て
き

た
高

齢
者

の
血
管

病
に
お

け
る
研

究
成

果

の
臨
床
へ
の
応
用
の
更
な
る
推
進
を
図
る
。
 

○
 研

究
部
門
と
の
連
携
に
よ
り
、
重
症
心
不
全
疾
患
に
お
け
る
心
筋
再
生
医
療
の
実
現

に
向
け
た

幹
細
胞
移
植
医
療
研
究
を
継
続
し
て
行
う
。
 

   

 
 

・
研

究
部
門

と
連

携
を

進
め

、
心

臓
外

科
手

術
の

際
に

採
取

し
た

検
体

を
研

究
部

門
に

提
供

し
、

幹
細

胞
移

植
医

療
研

究
の

基
盤

研
究

に

貢
献

す
る
と

と
も

に
、

心
筋

再
生

医
療

の
国

内
外

で
の

動
向

に
つ

い
て

基
礎

・
臨

床
の

情
報

収
集

を
行

い
、

研
究

推
進

に
向

け
た

他
機

関

と
の
連
携
体
制
の
構
築

を
進

め
た

。
 

・
さ

ら
に
、

細
胞

や
分

化
誘

導
体

の
検

討
等

に
関

す
る

実
験

を
行

い
、

補
助

人
工

心
臓

治
療

と
心

筋
再

生
医

療
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ

リ
ッ
ト
治
療
戦
略
の
推

進
に

努
め

た
。

 

 

 

【
項
目

01
】
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中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
高
齢
者
が
ん
医
療
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
Ｎ
Ｂ
Ｉ
内
視
鏡
を
活
用
し
た
消
化
器
が
ん
の
早
期
診
断
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
の
認
定

施
設

と
な

り
、

気
管

支
鏡

専
門

医
の

育
成

環
境

を
構

築
し

た
。

 

・
平
成

29
年

1
月
に
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
非
血
縁
者
間
骨
髄
採
取
施
設
及
び
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
施
設
と
し

て
認

定
さ

れ
、
血

液
疾

患
に

対
す

る
造

血
幹

細
胞

移
植

療
法

を
は

じ
め

と
し

た
幅

広
い

治
療

の
提

供
体

制
を

強
化

し
た

。 

・
平
成

2
8
年

4
月
か
ら
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
本
格
運
用
を
開
始
し
、
院
内
外
の
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住

民
や

医
療

機
関

か
ら

の
相

談
に

対
応

す
る

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
平
成

2
8
年

4
月
に
従
来
の
大
腸
が
ん
に
加
え
、
新
た
に
胃
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
の
東
京
都
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
と
し

て
認

定
を

受
け

、
地

域
に

お
け

る
よ

り
専

門
的

な
が

ん
医

療
の

提
供

を
推

進
し

た
。

 

 【
特
記
事
項
】
 

・
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
保
険
収
載
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
積
極
的
に
行
い
、
目
標
の

3
00

件
を
大
幅
に
超
え
る

4
51

件
の
検
査
を
実
施
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(ｲ
)高

齢
者
が
ん
医
療

 
(ｲ

)高
齢
者
が
ん
医
療

 
 

 
(ｲ

)高
齢
者
が
ん
医
療

 

○
 

高
齢

化
に

伴
い

罹
患

率
・

死
亡

率
が

増
加

傾
向

に
あ

る
が

ん
に

つ

い
て

、
各

種
検

査
等

の
実

施
に

よ
り

、
が

ん
の

早
期

発
見

に
努

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
治

療
に

当
た

っ
て

は
、

手
術

、
放

射
線

療
法

及
び

化
学

療
法

等
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
た

集
学

的
治

療
を

提
供

す

る
。
 

                

○
 

NB
I
内

視
鏡
を
用
い
て
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ベ

ッ
ク
ス
内
視
鏡
を
活
用
し
、
膵
が
ん
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
鑑
別
診
断
を
積
極
的

に
実
施
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
内
視
鏡
下
穿
刺
術
（

EU
S-

FN
A）

実
施
件
数

50
件
 

N
BI

内
視
鏡
検
査
実
施
件
数

10
0
件
 

 

２
 

Ａ
 

・
Ｎ

Ｂ
Ｉ
（

狭
帯

域
光

）
内

視
鏡

を
用

い
た

早
期

が
ん

の
診

断
精

度
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
、

早
期

診
断

と
治

療
に

努
め

た
。

ま
た

、
超

音

波
内

視
鏡
に

よ
り

が
ん

の
深

達
度

を
診

断
し

、
内

視
鏡

で
切

除
可

能
な

症
例

に
対

し
て

は
内

視
鏡

下
粘

膜
下

層
剥

離
術

（
Ｅ

Ｓ
Ｄ

）
で

の

根
治
手
術
を
積
極
的

に
行

っ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
Ｎ
Ｂ
Ｉ
内
視
鏡
検

査
実

施
件

数
 

39
1
件

（
平

成
27

年
度

 
1
92

件
）

 

・
下
部
消
化
管
超
音
波

内
視

鏡
検

査
に

よ
る

が
ん

の
深

達
度

診
断

を
実

施
し

、
患

者
に

最
適

な
術

式
を

検
討

、
決

定
し

た
。

 

・
縦

隔
・
腹

腔
内

リ
ン

パ
節

、
肝

腫
瘍

、
膵

腫
瘍

、
胃

粘
膜

下
腫

瘍
な

ど
に

対
し

、
コ

ン
ベ

ッ
ク

ス
内

視
鏡

下
穿

刺
術

（
Ｅ

Ｕ
Ｓ

－
Ｆ

Ｎ

Ａ
）
を
行
っ
た
。
膵
臓

の
2c
m
以

下
の

早
期

膵
が

ん
が

疑
わ

れ
る

症
例

に
対

し
て

も
積

極
的

に
Ｅ

Ｕ
Ｓ

－
Ｆ

Ｎ
Ａ

を
行

い
、

早
期

膵
が

ん

を
発
見
し
、
治
療
に
結

び
つ

け
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

内
視

鏡
下

穿
刺

術
（

Ｅ
Ｕ

Ｓ
－

Ｆ
Ｎ

Ａ
）

実
施

件
数

 
10
9
件

（
平

成
27

年
度

 
1
24

件
）

 

・
初
診
外
来
枠
や
便

潜
血

外
来

枠
の

拡
充

等
体

制
の

整
備

に
努

め
、

よ
り

充
実

し
た

内
視

鏡
治

療
体

制
を

構
築

し
た

。
 

・
外
科
、
消
化
器
内

科
、

内
視

鏡
科

の
合

同
に

よ
る

地
域

の
医

療
機

関
向

け
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

（
全

2
回

／
1
2
7
人

）。
セ

ン
タ

ー
内

の
医
師
に
よ
る
講
演

の
ほ

か
、
外

部
講

師
も

招
聘

し
、
内

視
鏡

へ
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
深

め
た

。 

・
セ

ン
タ
ー

内
視

鏡
科

と
豊

島
病

院
消

化
器

内
科

の
合

同
に

よ
る

症
例

検
討

会
を

実
施

し
、

双
方

の
症

例
の

治
療

計
画

及
び

診
断

に
つ

い

て
、
意
見
交
換
や
議

論
を

行
っ

た
。

 

・
連

携
医
を

は
じ

め
と

す
る

近
隣

の
医

療
機

関
か

ら
の

積
極

的
な

受
入

れ
及

び
診

療
情

報
提

供
書

と
と

も
に

内
視

鏡
画

像
な

ど
を

交
え

た

詳
細
な
診
療
結
果
報

告
書

を
送

付
す

る
こ

と
で

、
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

患
者

の
増

加
に

努
め

た
。

 

 

○
 
超
音
波
内
視
鏡
を
活
用
し
、
正
確
か
つ
低
侵
襲
な
が
ん
（
消
化
器
・
呼
吸
器
）
の

鑑
別
診
断
を
積
極
的
に
行
う
。
ま
た
、
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
の
認
定
施
設
と
し

て
認
可
を
取
得
し
、
気
管
支
鏡
専
門
医
の
育
成
環
境
を
構
築
す
る
。
 

・
超
音
波
気
管
支
鏡

ガ
イ

ド
下

針
生

検
（

Ｅ
Ｂ

Ｕ
Ｓ

－
Ｔ

Ｂ
Ｎ

Ａ
）、

ガ
イ

ド
シ

ー
ス

併
用

気
管

支
腔

内
超

音
波

断
層

法
（

Ｅ
Ｂ

Ｕ
Ｓ

－
Ｇ

Ｓ
）
な
ど
超
音
波
内

視
鏡

を
用

い
た

正
確

か
つ

低
侵

襲
な

が
ん

の
鑑

別
診

断
を

実
施

し
た

。
 

・
日
本
呼
吸
器
内
視

鏡
学

会
の

認
定

施
設

と
な

り
、

気
管

支
鏡

専
門

医
の

育
成

環
境

を
構

築
し

た
。

 

 

○
 
早
期
食
道
が
ん
や
早
期
胃
が
ん
、
早
期
大
腸
が
ん
に
対
し
、
内
視
鏡
下
粘
膜
下
層

剥
離
術
（

ES
D）

に
よ
る

治
療
を

推
進

す
る
。

ま
た
、
胃

が
ん
リ

ス
ク
検

診
を
実
施

し
、
無
症
候
性
胃
が
ん
の
発
見
に
努
め
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

内
視
鏡
下
粘
膜
下
層
剥
離
術
（

ES
D）

実
施
件
数

1
00

件
 

 

・
Ｎ

Ｂ
Ｉ
内

視
鏡

や
超

音
波

内
視

鏡
に

よ
っ

て
診

断
し

た
早

期
食

道
が

ん
や

早
期

胃
が

ん
、

早
期

大
腸

が
ん

に
対

し
、

内
視

鏡
的

粘
膜

切

除
術
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
を

7
21

件
実

施
す

る
と

と
も

に
、

低
侵

襲
な

内
視

鏡
下

粘
膜

下
層

剥
離

術
（

Ｅ
Ｓ

Ｄ
）

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
内
視
鏡
下
粘
膜

下
層

剥
離

術
（

Ｅ
Ｓ

Ｄ
）

実
施

件
数

 
10
3
件

（
平

成
2
7
年

度
 
1
20

件
）

 

【
項
目

02
】

 



－ 65 －

 
○
 
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
手
術
や
内
視
鏡
手
術
、
肺
が
ん
に
対
す

る
胸
腔
鏡

下
手
術
な
ど
低
侵
襲
な
が
ん
治
療
を
推
進
す
る
。
 

 
 

・
高

齢
者
に

も
負

担
の

少
な

い
低

侵
襲

な
胸

腔
鏡

下
手

術
を

推
進

し
た

。
ハ

イ
リ

ス
ク

症
例

に
つ

い
て

も
、

呼
吸

器
内

科
を

中
心

と
し

た

内
科
系
診
療
科
と
連

携
し

、
安

全
な

周
術

期
管

理
に

努
め

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
肺
が
ん
に
対
す
る

胸
腔

鏡
下

手
術

 
19

件
（

平
成

27
年

度
 

8
件

）
 

・
平
成

2
8
年
度
よ

り
食

道
癌

に
対

す
る

胸
腔

鏡
補

助
下

の
根

治
手

術
を

導
入

し
、

3
例

に
施

行
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
胸
腔
鏡
下
食
道

悪
性

腫
瘍

手
術

 
3
例

 

・
術
者
の
育
成
に
取
り

組
み

、
2
室

同
時

進
行

で
の

腹
腔

鏡
手

術
を

可
能

と
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

、
適

応
疾

患
に

対
す

る
腹

腔
鏡

手
術

割
合

が
増
加
し
た
。
ま
た
、

機
器

の
購

入
等

、
腹

腔
鏡

手
術

実
施

の
た

め
の

体
制

整
備

を
進

め
、

低
侵

襲
な

が
ん

治
療

の
推

進
に

努
め

た
。

 

 

 
 

〇
 
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
膵
管
造
影
術
（
E
RC

P）
を
積
極
的
に
実
施
し
、
膵
が
ん
に
 

よ
る
閉
塞
性
黄
疸
や
高
齢
者
の
総
胆
管
結
石
な
ど
の
診
断
と
治
療
を
行
う
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
膵
管
造
影
術
（

ER
CP
）
実
施
件
数

1
50

件
 

                               

 

                               

 

・
膵

癌
に
よ

る
閉

塞
性

黄
疸

や
高

齢
者

の
総

胆
管

結
石

、
ま

た
他

院
で

施
行

不
可

能
で

あ
っ

た
こ

れ
ら

の
症

例
に

対
し

内
視

鏡
的

逆
行

性

胆
道
膵
管
造
影
術
（

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

）
を

行
い

、
砕

石
術

や
減

黄
の

処
置

を
大

き
な

合
併

症
な

く
完

遂
で

き
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
内
視
鏡
的
逆
行
性

胆
道

膵
管

造
影

術
（

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

）
実

施
件

数
 

19
2
件

（
平

成
27

年
度

 
2
03

件
）

 

 

○
 
早
期
乳
が
ん
に
対
す
る
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
を
推
進
し
、
事
前
に
転
移
を

確
認
す
る
こ
と
で
切
除
範
囲
を
限
定
し
た
患
者
負
担
の
少
な
い
手
術
を
提
供
す
る
。
 

 

・
早

期
乳
が

ん
に

対
し

、
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

生
検

を
行

う
と

と
も

に
、

病
理

診
断

科
と

連
携

し
て

手
術

中
に

迅
速

に
診

断
を

行
う

こ

と
で

、
患
者

負
担

の
少

な
い

手
術

を
実

施
し

た
。

リ
ン

パ
節

転
移

が
認

め
ら

れ
た

症
例

に
対

し
て

は
、

腋
窩

リ
ン

パ
節

生
検

を
追

加
す

る

な
ど
、
適
切
な
治
療

に
繋

げ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン

パ
節

生
検

実
施

件
数

 
13

件
（

平
成

26
年

度
 

14
件

）
 

 

 
○
 
地
域
医
療
機
関
と
の
病
診
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
な

ど
の
手
術
以
外
の
が
ん
治
療
法
を
充
実
さ
せ
、
患
者
の
状
況
や
希
望
に
合
わ
せ
た
医

療
を
提
供
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

外
来
化
学
療
法
実
施
件
数
（
診
療
報
酬
上
の
加
算
請
求
件
数
）

70
0
件
 

・
化
学
療
法
科
に
つ

い
て

、
平

成
2
6
年

度
に

拡
大

し
た

外
来

初
診

枠
を

継
続

し
て

設
け

て
積

極
的

な
患

者
の

受
入

れ
に

努
め

、
平

成
2
7

度
を

上
回
る

外
来

患
者

を
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、

新
規

薬
物

療
法

の
積

極
的

導
入

を
推

進
し

、
患

者
の

状
況

や
希

望
に

合
わ

せ
た

医
療

を

提
供
し
た
。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

外
来
化
学
療
法
実

施
件

数
（

診
療

報
酬

上
の

加
算

請
求

件
数

）
93
4
件

（
平

成
2
7
年

度
 
8
89

件
）

 

・
肺

が
ん
、

血
液

が
ん

、
皮

膚
が

ん
、

食
道

が
ん

、
乳

が
ん

等
に

対
す

る
放

射
線

治
療

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
通

院
の

困
難

な
患

者
に

対

し
て
は
、
通
院
回
数
や

入
院

期
間

の
短

い
治

療
法

を
実

施
す

る
な

ど
、
患

者
の

状
況

に
合

わ
せ

た
負

担
の

少
な

い
治
療

の
提

供
に

努
め

た
。 

 

 
〇
 
高
齢
者
血
液
疾
患
に
対
し
て
、
臍
帯
血
移
植
を
含
む
造
血
幹
細
胞
移
植
療
法
な
ど

安
全
か
つ
効
果
的
な
治
療
を
推
進
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

造
血
幹
細
胞
移
植
療
法
実
施
件
数

2
0
件
 

 

・
病

室
を
は

じ
め

、
廊

下
や

デ
イ

ル
ー

ム
を

含
む

病
棟

全
体

を
無

菌
管

理
す

る
無

菌
病

棟
を

活
用

し
、

臍
帯

血
移

植
な

ど
の

造
血

幹
細

胞

移
植
療
法
を
安
全
に
実

施
し

た
。

 

・
平
成

28
年
度
よ
り

新
た

に
血

縁
者

間
の

同
種

骨
髄

移
植

を
開

始
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

、
全

て
の

幹
細

胞
移

植
ソ

ー
ス

を
活

用
し

た
同

種

移
植
が
可
能
と
な
っ
た

。
 

・
平
成

29
年

1
月

に
日

本
骨

髄
バ

ン
ク

よ
り

非
血

縁
者

間
骨

髄
採

取
施

設
及

び
非

血
縁

者
間

末
梢

血
幹

細
胞

採
取

施
設

と
し

て
認

定
さ

れ

た
。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
造
血
幹
細
胞
移
植

療
法

 
21

件
（

平
成

2
7
年

度
 
14

件
）

 

 

【
項
目

02
】

 



－ 66 －

○
 
前
立

腺
が
ん

や
尿
路
系

悪
性
腫

瘍
に
対

す
る

MR
I

検
査

を
積
極
的

に
行
う

と
と

も
に
、
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
保
険
収
載

P
ET

検
査
を
推
進
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
保
険
収
載

P
ET

実
施
件
数

30
0
件
 

・
前
立
腺
癌
を
含
む
尿

路
系

悪
性

腫
瘍

に
対

し
て

、
2
38

例
の

Ｍ
Ｒ

Ｉ
検

査
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
悪
性

腫
瘍

に
対

す
る

保
険

収
載

Ｐ
Ｅ

Ｔ

は
、
そ
の
有
用
性
の
周

知
や

看
護

師
・

技
師

の
教

育
訓

練
等

の
取

組
み

に
よ

り
、

目
標

値
を

上
回

る
4
51

件
を

実
施

し
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
悪
性
腫
瘍
に
対

す
る

保
険

収
載

Ｐ
Ｅ

Ｔ
45
1 
件

 

 

○
 

患
者

や
家

族
が

安
心

し
て

療
養

生
活

を
送

る
た

め
、

が
ん

治
療

に

関
す

る
専

門
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
近

隣
の

医
療

機
関

等
と

の
連
携
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
が
ん
医
療
の
一
層
の
充
実
を
図
る

。 

○
 

東
京

都
が

ん
診

療
連

携
協

力
病

院
と

し
て

設
置

す
る

「
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
」
を
活
用
し
、
院
内
外
の
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
並
び
に
地
域
住
民
や
医
療
機
関

か
ら
の
相

談
に
対
応
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。
 

 
 

・
平
成

28
年

4
月

よ
り

「
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
」
の

本
格

運
用

を
開

始
し

、
院

内
外

の
が

ん
患

者
や

そ
の

家
族

、
地

域
住

民
や

医
療

機
関
か
ら
の
相
談
に

対
応

す
る

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
平
成

28
年

10
月

に
開

催
さ

れ
た

板
橋

区
民

祭
り

に
お

い
て

、
セ

ン
タ

ー
紹

介
の

ブ
ー

ス
に

が
ん

相
談

の
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
、

が
ん

化
学
療
法
認
定
看
護
師

、
が

ん
性

疼
痛

看
護

認
定

看
護

師
が

地
域

住
民

か
ら

の
相

談
に

応
じ

た
。

 

・
入

院
患
者

に
対

し
て

は
、

退
院

時
に

「
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
」

を
案

内
し

、
退

院
後

も
安

心
し

て
生

活
サ

ポ
ー

ト
が

受
け

ら
れ

る

体
制
が
あ
る
こ
と
を
患

者
・

家
族

に
周

知
し

た
。

 

 

○
 

連
携

医
や

地
域

医
療

機
関

か
ら

の
鑑

別
診

断
依

頼
や

内
視

鏡
治

療
に

柔
軟

か
つ

迅
速
に
対

応
し
、
地
域
の
が
ん
診
療
に
貢
献
す
る
。
 

・
板

橋
区
が

実
施

し
て

い
る

胃
が

ん
リ

ス
ク

検
診

・
胃

が
ん

検
診

に
お

い
て

精
密

検
査

が
必

要
と

さ
れ

た
方

に
対

し
、

専
用

の
外

来
予

約

の
設

置
や
内

視
鏡

検
査

予
約

の
電

話
受

付
を

行
う

な
ど

、
地

域
の

医
療

機
関

か
ら

の
要

請
に

迅
速

に
応

え
る

こ
と

で
、

患
者

の
ス

ム
ー

ズ

な
受
診
と
精
密
検
査
の

実
施

に
努

め
、

地
域

の
が

ん
医

療
に

貢
献

し
た

。
 

 

○
 

東
京

都
部

位
別

が
ん

診
療

連
携

協
力

病
院

と
し

て
、

専
門

的
が

ん

医
療

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

複
数

の
部

位
に

つ
い

て
協

力
病

院
の

認
定

を
目

指
す

な
ど

、
地

域
に

お
け

る
が

ん
医

療
の

一
層

の
向

上
を

図
る
。
 

 

○
 
東
京
都
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
（
胃

、
大
腸
、
前
立
腺
）
と
し
て
、
専
門
的
が

ん
医

療
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
地

域
に

お
け

る
が

ん
医

療
の

一
層

の
向

上
を

図

る
。
 

 

・
平
成

28
年

4
月
に

従
来

の
大

腸
が

ん
に

加
え

、
新

た
に

胃
が

ん
、
前

立
腺

が
ん

の
東

京
都

が
ん

診
療

連
携

協
力

病
院

と
し

て
認

定
を

受

け
、
よ
り
専
門
的
な
が

ん
医

療
の

提
供

を
推

進
し

た
。

 

・
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

主
催

の
患

者
サ

ロ
ン

を
開

催
し

た
。

化
学

療
法

室
に

通
う

患
者

に
対

し
て

、
勉

強
会

や
患

者
同

士
の

交
流

の

場
を
設
け
る
な
ど
、
患

者
支

援
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
多
重
が
ん
な
ど
の
症

例
に

対
し

、
関

連
診

療
科

や
病

理
診

断
科

、
放

射
線

治
療

科
、

薬
剤

師
な

ど
多

職
種

か
ら

な
る

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー

ド
を
開
催
し
た
。
複
数

の
診

療
科

医
師

と
多

職
種

が
専

門
的

立
場

か
ら

討
議

を
行

い
、

治
療

方
針

を
集

約
す

る
こ

と
で

、
有

効
性

の
高

い

集
学
的
治
療
を
提
供
し

た
。

ま
た

、
外

科
・

消
化

器
内

科
・

内
視

鏡
科

・
病

理
診

断
科

に
よ

る
消

化
器

Ｃ
Ｐ

Ｃ
を

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

と

し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
、

臨
床

医
・

病
理

医
が

意
見

交
換

や
情

報
共

有
を

行
う

こ
と

で
、

さ
ら

な
る

が
ん

医
療

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

 

○
 

が
ん

患
者

や
そ

の
家

族
に

対
す

る
身

体
的

、
精

神
的

苦
痛

の
緩

和

を
図

る
た

め
、

入
院

及
び

外
来

に
お

け
る

診
療

・
相

談
機

能
を

充
実

し
、

治
療

の
初

期
段

階
か

ら
緩

和
ケ

ア
診

療
・

家
族

ケ
ア

を
実

施
す

る
。
 

  

○
 

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
が

治
療

の
初

期
段

階
か

ら
関

わ
る

こ
と

で
患

者
と

そ
の

家
族

の
意
向
を

適
切
に
把
握
し
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
お
い
て
身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
に
対

す
る
症
状

緩
和
の
た
め
の
医
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
専
任
の
栄

養
士
を
配

置
し
、

患
者
の
状

況
に
合

わ
せ
た

食
事
内
容

を
検
討

す
る
こ

と
で
、

QO
L

の
向
上
を
図
る
。
 

・
緩

和
ケ
ア

内
科

医
師

、
関

連
分

野
の

専
門

・
認

定
看

護
師

に
加

え
、

薬
剤

師
、

栄
養

士
、

理
学

療
法

士
、

社
会

福
祉

士
な

ど
の

専
門

職

で
構

成
す
る

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
が

、
患

者
と

そ
の

家
族

の
意

向
を

適
切

に
把

握
し

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
、

緩
和

ケ
ア

内
科

外
来

に
お

け
る

診

療
と
と
も
に
、
病
気
の

進
行

に
伴

う
様

々
な

身
体

的
・

精
神

的
苦

痛
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
を

和
ら

げ
る

治
療

・
ケ

ア
を

行
っ

た
。

 

・
病

棟
ラ
ウ

ン
ド

を
毎

日
行

い
、

患
者

の
病

状
に

よ
り

緩
和

ケ
ア

病
棟

へ
の

転
棟

が
急

が
れ

る
場

合
に

は
、

臨
時

の
相

談
外

来
を

行
う

な

ど
、
患
者
及
び
家
族
の

希
望

に
沿

っ
た

ス
ム

ー
ズ

な
転

棟
に

努
め

た
。

 

・
医
師
の
増
員
に
伴
い

外
来

診
療

日
数

の
拡

充
等

に
取

り
組

み
、

診
察

時
間

の
延

長
を

図
り

、
ゆ

と
り

あ
る

相
談

体
制

を
整

備
し

た
。

 

・
音
楽
療
法
や
ハ
ー
プ

セ
ラ

ピ
ー

、
季

節
の

行
事

の
開

催
な

ど
、

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
緩

和
ケ
ア

チ
ー

ム
の

積
極

的
介

入
に

よ
り

、
院

内
か

ら
緩

和
ケ

ア
病

棟
へ

の
転

棟
数

が
増

加
し

た
。

ま
た

、
相

談
か

ら
転

棟
ま

で
の

平

均
待
機
日
数
も
短
縮
す

る
な

ど
、

早
期

の
対

応
に

努
め

た
。

 

 

 

【
項
目

02
】
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中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
認
知
症
医
療
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
病
院
と
研
究
所
が
一
体
と
な
っ
て
認
知
症
診
断
の
精
度
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
た
ほ
か
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
脳
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ

等
を

着
実

に
実

施
し

、
認

知
症

の
早

期
診

断
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
多
職
種
に
よ
り
構
成
す
る
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
体
制
整
備
を
進
め
、
精
神
科
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
除
く
全
病
棟
に
お
い
て

認
知

症
ケ

ア
加

算
の

算
定

を
開

始
す

る
な

ど
、

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

認
知

症
対

応
力

の
向

上
に

努
め

た
。

 

・
東
京
都
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
係
る
専
門
医
療
相
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
認
知
症
多
職
種

協
働

研
修

を
開

催
し

、
人

材
育

成
に

努
め

る
な

ど
、
地

域
に

お
け

る
認

知
症

医
療

の
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。
ま

た
、

東
京
都
認
知
症
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
島
し
ょ
地
域
へ
の
直
接
訪
問
に
よ
る
研
修
実
施
や
各
地
域
の
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン

タ
ー

の
支

援
等

を
行

い
、

都
内

全
域

に
お

け
る

認
知

症
対

応
力

の
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

 【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(ｳ
)認

知
症
医
療

 
(ｳ

)認
知
症
医

療
 

              ３
               

             Ａ
              

(ｳ
)認

知
症
医
療

 

○
 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

 等
の
画
像
を
活
用
し
た
認
知
症

の
早

期
診

断
に

努
め

る
と

と
も

に
、

病
院

と
研

究
所

と
が

一
体

で
あ

る
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
、

研
究

成
果

の
臨

床
へ

の
活

用
を

進
め

る
な

ど
、
認
知
症
診
断
の
精
度
の
向
上
を
図
る
。
 

 

○
 
認
知
症
診
断

P
ET
（

PI
B-

PE
T）

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
連
診
療
科
と
研
究

所
が
共
同
で
症
例
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
の
診
断
向
上
に
努
め
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

認
知
症
関
連

M
RI

実
施
件
数

1
,6
00

件
 

脳
血
流

S
PE
CT

実
施
件
数

9
50

件
 

  

・
認
知
症
に
係

る
画
像

診
断

の
精

度
向

上
や

早
期

診
断

を
目

的
と

し
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
、

脳
血

流
Ｓ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ

、
Ｐ

ｉ
Ｂ

－
Ｐ

Ｅ
Ｔ

（
ア

ミ
ロ

イ
ド

イ
メ
ー
ジ
ン
グ

）、
Ｐ
Ｂ

Ｂ
３
（

タ
ウ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

）、
脳

Ｆ
Ｄ

Ｇ
-Ｐ

Ｅ
Ｔ

、
脳

脊
髄

液
検

査
等

に
よ

る
症

例
集

積
、
デ

ー
タ

解
析

等
を

行

っ
た
。
ま
た
、

病
院
部

門
、

研
究

部
門

合
同

の
認

知
症

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
け

る
診

断
困

難
例

を
中

心
に

、
ア

ミ
ロ

イ
ド

Ｐ
Ｅ

Ｔ
、

タ
ウ

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
研
究

段
階
と

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
病

院
と

研
究

所
と

が
一

体
で

あ
る

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

、
認

知
症

診
断

の
精

度
向

上
に

寄
与

す
る
臨
床
研
究
を
維
持

し
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実
績

 

 
 
認
知
症
関
連
Ｍ

Ｒ
Ｉ

実
施

件
数

 
1,
68
1
件

（
平

成
27

年
度

 
1
,
66
0
件

）
 

 

 
 
脳
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
実

施
件

数
 

1,
22
1
件

（
平

成
27

年
度

 
1
,
22
1
件

）
 

・
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

候
群

及
び

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
診

断
を

目
的

に
開

発
さ

れ
た

、
Ｓ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ

用
製

剤
で

あ
る

イ
オ

フ
ル

パ
ン

（
12
3

Ｉ
）
を
用
い
た

検
査
の

保
険

収
載

に
あ

わ
せ

、
34
7

件
の

検
査

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

候
群

及
び

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症

診
断
の
臨
床
症

状
に
対

応
す

る
客

観
的

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

有
用

性
の

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
症

状
を

伴
う

認
知

症
を

示
す
進
行
性
核

上
性
麻

痺
や

皮
質

基
底

核
変

性
症

な
ど

の
鑑

別
に

役
立

つ
可

能
性

の
検

討
を

進
め

、
論

文
に

投
稿

し
た

。
さ

ら
に

、
正

常
対

象
例
で
の
デ
ー
タ
集
積

や
デ

ー
タ

の
意

義
解

析
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
の

特
性

を
生

か
し

、
Ｐ

Ｅ
Ｔ

セ
ン

タ
ー

、
神

経
内

科
、
放

射
線

診
断
科

、

関
連
企
業
等
と
の
共

同
で

の
研

究
を

開
始

し
た

。
 

・
認
知
症
を
伴
い
運
動

機
能

等
高
齢

者
の

健
康

な
生

活
に

多
大

な
影

響
を

与
え

る
皮

質
基

底
核

変
性

症
、
進

行
性

核
上

性
麻

痺
に

つ
い

て
は

、

神
経
内
科
、
神

経
病

理
、

放
射

線
診

断
科

が
コ

ア
メ

ン
バ

ー
と

し
て

参
加

し
、

臨
床

、
病

理
、

生
理

、
生

化
学

、
遺

伝
子

、
画

像
所

見
を

集

積
し
、
正
確
な
診
断

基
準

お
よ

び
サ

ブ
タ

イ
プ

の
診

断
の

た
め

の
多

施
設

共
同

研
究

を
開

始
し

た
。

 

 

○
 

MR
I
の

統
計
解
析
を
取
り
入
れ
、
PE
T
及
び

SP
EC
T
の
機
能
画
像
と
の
比
較
検
討

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
日
常
の
診
療
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
早
期
診
断
の

精
度
の
向
上
に
努
め
る
。
 

・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
対

し
、
早

期
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

の
診

断
を

支
援

す
る

統
計

解
析

ソ
フ

ト
で

あ
る

Ｖ
Ｓ

Ｒ
Ａ

Ｄ
を

用
い

て
、
1
,6
8
1

件
の
統
計
解
析

を
実
施

し
た

。
解

析
結

果
を

Ｐ
Ｅ

Ｔ
及

び
Ｓ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ

の
機

能
画

像
、

脳
脊

髄
液

検
査

と
比

較
検

討
す

る
こ

と
で

、
認

知
症

早
期
診
断
の
精
度
が
向

上
し

た
。

 

 

○
 
認
知
症
診
断
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

F
DG

-P
ET

を
先
進
医
療
と

し
て
着
実
に
提
供
す
る
。
 

・
「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
用
い
た
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

に
よ

る
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

診
断

」
（

先
進

医
療

Ｂ
）

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
提

供
体

制
を

維
持
し
た
。
 

 

○
 

認
知

症
に

関
す

る
研

究
や

治
験

の
受

託
に

努
め

る
と

と
も

に
、

認

知
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

介
入

方
法

の
検

討
・

普
及

に
取

り
組
む
な
ど
、
認
知
症
に
係

る
治
療
の
向
上
を
図
る
。
 

 

○
 
認

知
症
診
断
の
専
門
外

来
で
あ
る
「

も
の
忘
れ
外
来
」
に

お
い
て
、
精

神
科
・

神
経
内

科
・
研
究
所
医
師
が

連
携
し
て
診

療
を
行
う
。
ま
た
、

認
知
症
に
関

す
る

研
修
を

受
講
し
た
各
病
棟
の

リ
ン
ク
ナ
ー

ス
を
中
心
に
、
認
知

症
を
持
つ
内

科
・

外
科
患
者
の

Q
OL

向
上
を
図
る
。
 

 

・
認
知
症
診
断

を
専
門

と
す

る
「

も
の

忘
れ

外
来

」
に

お
い

て
、

精
神

科
・

神
経

内
科

・
研

究
所

医
師

が
共

同
で

診
療

を
行

い
、

も
の

忘
れ

の
精
査
・
原
因

診
断
と

治
療

導
入

を
行

っ
た

。
認

知
症

専
門

相
談

室
と

連
携

し
、

患
者

の
状

況
や

病
状

を
事

前
に

確
認

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
に
係
る
治
療
の
向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
で

円
滑

に
診

療
が

継
続

で
き

る
よ

う
努

め
た

。
 

・
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師

を
中

心
と

し
た

ワ
ー

キ
ン

グ
を

定
期

的
に

開
催

し
（

年
9
回

開
催

）、
各

病
棟

に
配

置
さ

れ
て

い
る

認
知

症
ケ

ア

【
項
目

03
】
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の
リ
ン
ク
ナ
ー

ス
の

育
成

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

が
中

心
と

な
り

各
病

棟
に

お
け

る
認

知
症

ケ
ア

の
さ

ら
な

る
質

の
向

上

に
努
め
た
。
 

・
認
知
症
患
者

に
対

す
る

ケ
ア

体
制

の
整

備
を

進
め

、
精

神
科

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
を

除
く

全
病

棟
に

お
い

て
認

知
症

ケ
ア

加
算

の
算

定
を

開

始
す
る
な
ど
、
セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

認
知

症
対

応
力

の
向

上
に

努
め

た
。（

平
成

2
8
年

12
年

か
ら

平
成

29
年

3
月

ま
で

の
認

知
症

ケ
ア

加

算
1
算
定
実
患
者
数
：

59
6
名

）
 

 

○
 
外

来
患
者
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
相

談
会
を
行
う
と
と
も

に
、
家
族
教

育
プ
ロ

グ
ラ
ム

や
家
族
交
流
会
、
集

団
療
法
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供

す
る

こ
と
に
よ
り
、
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。
 

   

・「
病
気
の
知
識
と
治
療

」
、「

ケ
ア

と
サ

ー
ビ

ス
」
を

テ
ー

マ
と

す
る

認
知

症
は

じ
め

て
講

座
や

、
家

族
交

流
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
な

ど
、

外
来
患
者
及
び

そ
の

家
族

に
対

す
る

支
援

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
認

知
症

や
軽

度
認

知
症

と
診

断
さ

れ
た

方
を

対
象

に
、

心
理

士

や
相
談
員
が
相

談
対

応
を

す
る

「
私

た
ち

で
話

そ
う

会
」

を
開

催
し

、
日

頃
の

も
の

忘
れ

や
認

知
症

に
関

す
る

相
談

に
広

く
対

応
す

る
な

ど

の
支
援
を
行
っ
た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実
績

 

 
 
認
知
症
は
じ
め

て
講

座
 

24
回

（
病

気
の

知
識

と
治

療
編

・
ケ

ア
と

サ
ー

ビ
ス

編
毎

月
1
回

ず
つ

開
催

）
 

 

 
21
1
名
参
加
（
平

成
27

年
度

 
2
4
回

／
2
27

名
参

加
）

 

 
 
家
族
交
流
会
 

12
回

（
毎

月
1
回

開
催

）
73

名
参

加
（

平
成

2
7
年

度
 

12
回

／
8
0
名

参
加

）
 

 
 
私
た
ち
で
話
そ

う
会

 
12

回
（

毎
月

1
回

開
催

）
21

名
参

加
（

平
成

2
7
年

度
 
12

回
／

26
名

参
加

）
 

 

○
 
地

域
医
療
機
関
等
へ
の

広
報
活
動
を

行
い
、
軽
度
認
知
障

害
の
外
来
通

院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
継
続
す
る
。
 

・
認
知
症
の
前

段
階
と

し
て

の
軽

度
認

知
機

能
障

害
（

Ｍ
Ｃ

Ｉ
）

例
を

中
心

に
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

に
お

い
て

「
高

齢
者

い
き

い
き

外
来
」
を
実
施
し
た

。
平

成
28

年
度

は
8
2
件

の
新

規
患

者
が

あ
り

、
内

1
4
件

が
外

来
通

院
で

の
認

知
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

な

ど
に
参
加
し
た
。
 

・
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
科

に
お

い
て

、
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
研

究
と

し
て

Ｍ
Ｃ

Ｉ
・

軽
度

認
知

症
の

患
者

を
対

象
と

し
た

認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め

の
プ

リ
ン

ト
教

材
を

開
発

し
、

運
用

を
開

始
し

た
。

 

・「
高
齢
者
い
き
い
き

外
来

」
で

の
取

組
内

容
や

Ｍ
Ｃ

Ｉ
・
認

知
症

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

を
啓

蒙
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
外

部
講

師
や

関
連
診
療
科
の
医
師

に
よ

る
一

般
向

け
の

講
演

会
（「

健
康

長
寿

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
講

演
会

」）
を

年
3
回

開
催

し
、
各

8
0
名

余
の

参
加

者
を
得
た
。
 

 

○
 

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
専

門
相

談
の

実
施

や
症

状

に
応

じ
た

的
確

な
診

断
、

地
域

の
医

療
・

介
護

従
事

者
へ

の
研

修
の

実
施

、
認

知
症

に
関

す
る

普
及

啓
発

を
行

う
な

ど
地

域
に

お
け

る
認

知
症
医
療
・
福
祉
水
準
の
向

上
に
貢
献
す
る
。
 

 

○
 
東

京
都
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
多
職
種
チ

ー
ム
が
各
々

の
専
門

性
を
活

か
し
た
受
療
相
談
を

実
施
す
る
と

と
も
に
、
地
域
連
携

機
関
の
要
請

を
受

け
て
認
知
症
高
齢
者
を
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
う
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

専
門
医
療
相
談
件
数

1
0,

00
0
件
 

認
知
症
症
例
に
つ
い
て
の
地
域
と
の
多
職
種
症
例
検
討
会
実
施
件
数

1
0
件
 

 

・
認
知
症
専
門

相
談

室
に

お
い

て
、

専
門

職
の

み
な

ら
ず

認
知

症
患

者
の

家
族

等
、

都
民

か
ら

の
も

の
忘

れ
・

認
知

症
に

関
す

る
多

数
の

相

談
を
受
け
付
け

た
。

相
談

に
際

し
て

は
、

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

や
臨

床
心

理
士

、
精

神
保

健
福

祉
士

が
対

応
し

、
専

門
性

を
活

か
し

た

受
療
相
談
を
行
う
こ

と
で

、
地

域
に

お
け

る
認

知
症

医
療

の
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
専
門
医
療
相
談
件

数
 

16
,2
26

件
（

平
成

27
年

度
実

績
 
1
6,

51
1
件

）
 

 
 
認
知
症
症
例
に
つ

い
て

の
地

域
と

の
多

職
種

症
例

検
討

会
実

施
件

数
 

7
件

（
平

成
26

年
度

実
績

 
10

件
）

 

・
東
京
都
区
西
北
部
に

お
け

る
認

知
症

の
疑

い
の

あ
る

人
に

対
し

、
各

区
が

設
置

す
る

認
知

症
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

連
携

し
て

延
1
6
件
（

平

成
2
7
年
度
延

24
件

）
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
行

い
、

状
況

に
応

じ
て

適
切

な
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
げ

る
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
平
成

28
年

10
月

、
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
認

知
症

多
職

種
協

働
研

修
を

開
催

し
た

。
板

橋
区

か
ら

集
ま

っ
た

様
々

な
職

種
に

対
し

、
認

知

症
支
援
に
向
け

た
認
知

症
多

職
種

協
働

の
重

要
性

に
つ

い
て

講
義

す
る

と
と

も
に

、
演

習
形

式
で

の
意

見
交

換
を

行
い

、
地

域
連

携
を

支
え

る
人
材
の
育
成
に
努
め

た
（

参
加

者
61

名
）。

ま
た

、
か

か
り

つ
け

医
認

知
症

研
修

（
年

5
回

）
を

開
催

し
、

各
区

医
師

会
及

び
地

域
連

携

型
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

地
域

の
実

情
に

合
っ

た
研

修
を

実
施

し
た

ほ
か

、
看

護
師

等
認

知
症

対
応

力
向

上
研

修
（

年
3
回

）

な
ど
地
域
の
医
療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

認
知

症
対

応
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
し

た
。

 

・
地
域
の
連
携

体
制

の
強

化
の

た
め

、
医

師
会

な
ど

の
地

域
の

保
健

医
療

関
係

者
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
介

護
保

険
関

係
者

、

区
市
町
村
、
保
健
所

、
家

族
介

護
者

の
会

等
に

よ
る

認
知

症
疾

患
医

療
・

介
護

連
携

協
議

会
を

開
催

し
た

(年
3
回

)。
国

及
び

都
の

認
知

症

施
策
、
各
地
域
に
お

け
る

認
知

症
に

係
る

取
組

等
の

情
報

共
有

を
図

り
、

地
域

の
認

知
症

に
関

す
る

支
援

体
制

づ
く

り
の

検
討

を
進

め
た

。
 

【
項
目

03
】
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○
 
認

知
症
支
援
推
進
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
、
東
京
都
内
の
認

知
症
サ
ポ
ー

ト
医
、

認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

相
談
員
、
認

知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等

へ
の

研
修
や

島
し
ょ
地
域
へ
の
訪

問
研
修
等
を

実
施
し
、
地
域
の
認

知
症
対
応
力

の
向

上
を
図

る
。
ま
た
、
都
内
の

地
域
拠
点
型

認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
が
実

施
す

る
各
研

修
に
つ
い
て
評
価
・

検
証
を
行
う

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
事
務
局
と

し
て

活
動
を
推
進
す
る
。
 

 

 
 

・
認
知
症
支
援
推
進

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修
（

年
6
回

、
受

講
者

数
1
,1
07

名
）、

認
知

症
疾

患

医
療
セ
ン
タ
ー
相
談

員
研

修
（

年
2
回

、
受

講
者

数
13
2
名

）
、
認

知
症

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修
（

年
2
回

、
受

講
者

数
3
69

名
）
等

の
多
様
な
研
修

会
を
開

催
し

た
。

ま
た

、
各

地
域

の
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

が
行

う
専

門
職

向
け

研
修

会
に

対
す

る
支

援
や

評
価

検
証

の
た
め
の
ワ
ー

キ
ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
開

催
す

る
な

ど
、

医
療

専
門

職
等

の
認

知
症

対
応

力
の

向
上

を
図

り
、

都
内

全
域

の
認

知
症

医
療

・
福

祉
水
準
の
向
上
に
貢
献

し
た

。
 

・
島
し
ょ
地
域

に
お
け

る
認

知
症

対
応

力
の

向
上

に
向

け
、

セ
ン

タ
ー

職
員

が
各

島
へ

直
接

訪
問

し
、

医
療

・
介

護
従

事
者

や
行

政
職

員
を

対
象
と
し
た
研

修
会
や

症
例

検
討

会
を

実
施

し
た

。
各

島
の

地
域

特
性

に
応

じ
て

、
専

門
職

が
研

修
等

を
行

う
こ

と
で

、
島

し
ょ

地
域

の
認

知
症
患
者
と
そ
の
家
族

を
支

援
す

る
体

制
の

構
築

に
寄

与
し

た
。（

28
年

度
実

績
：

三
宅

島
、

八
丈

島
、

新
島

、
大

島
）

 

 

 
○
 
板

橋
区
認
知
症
支
援
連

絡
会
へ
の
参

加
を
継
続
し
、
板
橋

区
の
認
知
症

支
援
体

制
構
築
に
貢
献
す
る
。
 

・
板
橋
区
が
主
催
す
る

認
知

症
支

援
連

絡
会

（
年

3
回

開
催

）
に

参
加

し
、

医
師

や
訪

問
看

護
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
の

専
門

職
と

、
認

知
症
の
早
期
発

見
や

医
療

・
介

護
・

福
祉

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
に

適
切

に
つ

な
げ

る
た

め
の

対
策

の
検

討
を

行
う

な
ど

、
板

橋
区

の
認

知
症

支

援
対
策
の
構
築
に
貢

献
し

た
。

 

 

【
項
目

03
】
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中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
急
性
期
医
療
の
取
組
（
入
退
院
支
援
の
強
化
）
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
平
成

28
年

5
月
に
退
院
支
援
加
算

1
を
取
得
し
、
入
院
初
期
か
ら
の
早
期
介
入
や
看
護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
に
よ
る
多
職
種
カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

実
施

な
ど

円
滑

な
早

期
退

院
の

た
め

の
取

組
み

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機

関
等
と
定
期
的
な
意
見
交
換
を
実
施
す
る
な
ど
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
、
退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
た
退
院
支
援
を
推
進

し
た

。
 

・
急
性
期
治
療
を
経
過
し
、
病
状
が
安
定
し
た
患
者
を
中
心
に
、
自
宅
や
介
護
施
設
等
へ
の
復
帰
に
向
け
た
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

を
行

う
な

ど
、

患
者

の
状

態
に

適
し

た
退

院
支

援
を

実
施

す
る

た
め

、
平

成
2
8
年

1
0
月

よ
り

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

を
開
設
し
た
。
 

・
東
京
都

Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
加
盟
施
設

と
し
て
重
症
の
心
臓

疾
患
患
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ

る
と
と
も
に

、
急
性
大
動

脈
ス

ー
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
緊

急
大

動
脈

支
援

病
院

と
し

て
、

急
性

大
動

脈
疾

患
に

対
す

る
急

性
期

治
療

を
継

続
し

て
推
進
し
た
。
 

 【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

イ
 
急
性
期
医
療
の
取
組
（
入
退
院
支
援
の
強
化
）
 

イ
 
急
性
期
医
療
の
取
組
（
入
退
院
支
援
の
強
化
）
 

              ４
           

 

              Ａ
           

 

イ
 
急
性
期
医
療
の
取

組
（
入

退
院
支

援
の

強
化

）
 

高
齢

者
の

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

病
院

と
し

て
、

重
症

度
の

高
い

患
者

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
患

者
一

人
ひ

と
り

の
疾

患
・

病
状

に
応

じ
た

計
画

的
な

入
院

治
療

及
び

適
切

な
退

院
支

援
を

実

施
す

る
。
 

 

高
齢
者
の

急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て

、
重
症
度
の
高
い
患
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ

る
と
と
も
に
、
退
院
後
の

Q
OL

の
向
上
を
目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
設
置
を
検
討
す
る
な
ど

、
患
者
一
人
ひ
と
り
の
病
状
や
環
境
に
応
じ
た
医
療
の
提
供

と
入
退
院
支
援
を
行
う
。
 

 

・
患

者
及
び

そ
の

家
族

が
安

心
し

て
治

療
・

リ
ハ

ビ
リ

・
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
転

院
調

整
に

お
け

る
負

担
が

最
小

限
と

な

る
よ

う
、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

と
の

申
し

合
わ

せ
を

行
い

、
早

期
の

転
院

調
整

が
可

能
と

な
る

連
携

体
制

を
構

築
し

た
。

ま
た

、

医
療

連
携
室

、
病

床
管

理
、

在
宅

医
療

・
福

祉
相

談
室

が
連

携
し

、
積

極
的

な
早

期
介

入
・

早
期

退
院

支
援

を
実

施
す

る
な

ど
、

院
内

外

の
連
携
に
よ
る
患
者

一
人

ひ
と

り
の

症
状

や
環

境
に

応
じ

た
退

院
支

援
を

実
施

し
た

。
 

・
平
成

28
年

5
月
に

退
院

支
援

加
算

1
を

取
得

し
、
入

院
初

期
か

ら
の

早
期

介
入

や
看

護
師

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ

等
に

よ
る

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン

ス
の

実
施
な

ど
円

滑
な

早
期

退
院

の
た

め
の

取
組

み
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

等
と

定
期

的
な

意
見

交
換

を

実
施
す
る
な
ど
、
施
設

間
の

連
携

を
強

化
し

、
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

退
院

支
援

を
実

施
し

た
。（

退
院

支
援

加
算

1
算

定
件

数
：
2,
01
7

件
）
 

・
平
成

28
年

10
月

よ
り

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

を
開

設
し

た
。

急
性

期
治

療
を

経
過

し
、

病
状

が
安

定
し

た
患

者
を

中
心

に
、

自
宅

や
介

護
施
設
等
へ
の
復
帰
に

向
け

た
治

療
や

リ
ハ

ビ
リ

、
退

院
支

援
を

実
施

し
た

。
 

 

○
 

適
切

な
急

性
期

医
療

の
提

供
の

た
め

、
東

京
都

Ｃ
Ｃ

Ｕ
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

な
ど

都
の

施
策

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

重
症

度
の

高
い

患
者

の
受

入
れ

の
中

心
と

な
る

特
定

集
中

治
療

ユ
ニ

ッ
ト

（
Ｉ

Ｃ
Ｕ

）
や

冠
動

脈
治

療
ユ

ニ
ッ

ト
（

Ｃ
Ｃ

Ｕ
）

等
を

効
率

的
か

つ
効

果
的
に
運
用
す
る
。
 

○
 
東
京
都

C
CU

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
引
き
続
き
参
加
す
る
と
と
も
に

、
急
性
大
動
脈
ス

ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
大
動
脈
支
援
病
院
と
し
て

、
急
性
大
動
脈
疾
患
に
対
す

る
適
切
な
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

急
性
大
動
脈
疾
患
受
入
件
数

3
0
件
 

 

・
東
京
都
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

加
盟

施
設

と
し

て
、

24
時

間
体

制
で

急
性

期
患

者
の

受
入

れ
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

急
性

大

動
脈
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
緊

急
大

動
脈

支
援

病
院

と
し

て
、

急
性

大
動

脈
疾

患
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
急
性
大
動
脈
疾

患
受

入
件

数
 

34
件

（
平

成
27

年
度

 
27

件
）

 

○
 
東
京
都
脳
卒
中
救
急
搬
送
体
制
の

t
-P
A
治
療
が
可
能
な
急
性
期
医
療
機
関
と
し

て
、
病
院
独
自
の

2
4
時
間
体
制
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
急
性
期
脳
梗

塞
に
対
す
る

t
-P
A
治
療
の
迅
速
な
実
施
に
努
め
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

t
-
PA

治
療
実
施
件
数
（
再
掲
）
2
5
件
 

 

・
東
京
都
脳
卒
中
急

性
期

医
療

機
関

（
ｔ

－
Ｐ

Ａ
治

療
が

可
能

な
施

設
）

と
し

て
、

24
時

間
体

制
で

脳
卒

中
患

者
の

受
入

れ
を

行
い

、
救

命
及
び
後
遺
症
の
軽
減

を
図

っ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

ｔ
－
Ｐ
Ａ
治
療

実
施

件
数

 
23

件
（

平
成

2
7
年

度
 
22

件
）【

再
掲

：
項

目
1】

 

○
 
特
定
集
中
治
療
ユ
ニ
ッ
ト
（

IC
U）

や
冠
動
脈
治
療
ユ
ニ
ッ
ト
（

CC
U）

を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
運
用
し
、
重
症
患
者
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

I
C
U/
CC
U
稼
働
率
（
実
動
）

70
％
 

  

・
特
定
集
中
治
療
室
の

利
用

状
況

を
精

査
す

る
こ

と
で

、
診

療
報

酬
改

定
に

よ
り

厳
格

化
し

た
特

定
集

中
治

療
室

の
施

設
基

準
を

維
持

し
、

急
性
心
筋
梗
塞
や
急

性
心

不
全

を
は

じ
め

と
す

る
急

性
期

患
者

や
重

症
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ

 稼
働

率
（

実
動

）
  

71
.0
％

  
患

者
受

入
数

 
延

3
,1
10

名
 

 
 
 
（
平
成

27
年
度

  
6
9.

0％
 
患

者
受

入
数

 
延

3
,0
24

名
）

 

 

 
 

【
項
目

04
】

 



－ 71 －

○
 

退
院

後
の

生
活

の
質

（
Ｑ

Ｏ
Ｌ

）
を

確
保

す
る

た
め

、
適

切
な

機

能
評

価
の

測
定

及
び

入
院

計
画

の
作

成
に

努
め

る
と

と
も

に
、

入
院

時
か

ら
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
や

効
果

的
な
退
院
支
援
を
実
施
す
る

。
 

 
 

○
 
適
切
な
入
退
院
支
援
及
び
退
院
後
の

Q
OL

を
確
保
す
る
た
め

、
高
齢
者
総
合
評
価

（
CG
A）

の
考
え
に
基
づ
い
た
医
療
を
提
供
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

総
合
評
価
加
算
算
定
率

9
0％

 

※
総
合
評
価
加
算
算
定
率
＝
総
合
評
価
加
算
算
定
件
数

/退
院
患
者
数
 

 
 

・
高
齢
者
総
合
機
能

評
価

（
Ｃ

Ｇ
Ａ

）
に

基
づ

き
、

入
院

時
に

患
者

の
Ａ

Ｄ
Ｌ

、
認

知
機

能
、

心
理

状
態

、
栄

養
、

薬
剤

、
社

会
環

境
な

ど
に
つ
い
て
総
合
的

に
評

価
を

行
い

、
入

院
時

か
ら

退
院

を
視

野
に

入
れ

た
治

療
の

提
供

と
適

切
な

退
院

支
援

を
実

施
し

、
在

院
日

数
の

短
縮
に
つ
な
げ
た
。

ま
た

、
新

た
に

Ｃ
Ｇ

Ａ
に

基
づ

い
た

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

へ
の

転
棟

を
進

め
る

な
ど

、
退

院
支

援
の

更
な

る
推

進
を

図
っ
た
。
さ
ら
に
、

よ
り

適
切

な
評

価
を

行
う

た
め

、
退

院
支

援
リ

ン
ク

ナ
ー

ス
を

中
心

と
し

た
勉

強
会

や
事

例
検

討
会

を
開

催
し

、
病

棟
看
護
師
の
ア
セ
ス

メ
ン

ト
力

の
向

上
に

努
め

た
。

 

・
病
状
の
安
定
後
、

早
期

に
患

者
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
、

認
知

機
能

、
心

理
状

態
、

栄
養

、
薬

剤
、

社
会

環
境

な
ど

に
つ

い
て

総
合

的
な

評
価

を
行

い
、
退
院
後
の
療
養

生
活

や
必

要
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

検
討

す
る

た
め

、
内

科
総

括
部

長
が

Ｃ
Ｇ

Ａ
と

セ
ン

タ
ー

で
用

い
る

総
合

機
能
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
シ

ー
ト

に
つ

い
て

の
講

義
を

、
院

内
で

全
職

員
を

対
象

に
行

っ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
総
合
評
価
加
算
算

定
率

 
93
.8

％
（

平
成

27
年

度
 

93
.9
％

）
 

 

○
 

入
院

の
早

い
段

階
か

ら
患

者
の

病
状

に
応

じ
た

疾
患

別
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
土
曜
日
に
も
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
な
ど
、
重
症
化
予
防

と
早
期
回

復
・
早
期
退
院
に
つ
な
げ
る
。
 

 

 
 

・
入
院
患
者
の
状
態

に
応

じ
て

心
臓

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
等

の
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

早
期

に
実

施
し

た
ほ

か
、

入
院

1
週

間
以
内
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

医
師

や
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

に
よ

る
廃

用
委

縮
防

止
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
急

性
期
病
院
と
し
て
の

リ
ハ

ビ
リ

を
強

化
す

べ
く

、
急

性
期

脳
血

管
障

害
や

手
術

症
例

等
の

ニ
ー

ズ
の

高
い

患
者

を
中

心
に

土
曜

リ
ハ

ビ
リ

を
実
施
す
る
な
ど
、

患
者

の
早

期
離

床
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

重
症

化
予

防
と

早
期

回
復

、
早

期
退

院
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
退

院
後

の
生
活
の
質
の
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ

）
の

確
保

に
努

め
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
【

再
掲

：
項

目
1】

 

 
 
早
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
件

数
 
合

計
5
3,

00
2
件

（
人

・
日

）
 

 
 
脳
血
管
疾
患
等

 2
1,
78
2
件

、
廃

用
 4
,3
24

件
、

運
動

器
 
17
,4
33

件
、

心
大

血
管

疾
患

 6
,6
83

件
、

呼
吸

器
 2
,7
80

件
 

 
 
※
平
成

2
8
年
度

診
療

報
酬

改
定

で
廃

用
症

候
群

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

が
新

設
さ

れ
た

。
 

 
 
（
平
成

2
7
年

度
実

績
 
合

計
5
2,

47
4
件

（
人

・
日

）
 

 
 
脳
血
管
疾
患
等

 2
9,
58
5
件

、
運

動
器

 1
4,
48
4
件

、
心

大
血

管
疾

患
 6
,6
65

件
、

呼
吸

器
 
1,
74
0
件

）
 

 
 

・
平
成

2
8
年

10
月
に

開
設

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

、
病

棟
専

従
の

理
学

療
法

士
を

中
心

に
、

退
院

後
の

生
活

を
見

据
え

た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
適

切
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

リ
ハ

ビ
リ

よ
り

も
ケ

ア
が

主
体

と
な

る
症

例
に

つ
い

て
は

、
病

棟
看

護
師

や
看

護

助
手
に
よ
る
ケ
ア
や
家

族
指

導
を

行
っ

た
。

 

 

○
 

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
医

療
機

関
等

へ
の

医
師

の
派

遣
や
紹
介
・
逆
紹
介
等
を
通
じ
て
地
域
連
携
体
制
を
強
化
し
、
退
院
後
も
継
続
的
に

治
療
が
受

け
ら
れ
る
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。
 

 

・
整

形
外
科

医
師

や
消

化
器

内
科

医
師

、
血

管
外

科
医

師
の

連
携

病
院

へ
の

派
遣

を
実

施
す

る
な

ど
、

セ
ン

タ
ー

か
ら

転
院

し
た

後
も

適

切
な
フ
ォ
ロ
ー
が
行
え

る
体

制
の

確
保

に
努

め
た

。
 

○
 
入
院
が
長
期
化
す
る
要
因
を
分
析
し

、
病
棟
ご
と
の
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
退
院
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
退
院
困
難
事
例
へ
の
介
入
な
ど
に
よ
り

、
患
者
の
状
態

に
適
し
た
退
院
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。
 

  

・
在

宅
医
療

・
福

祉
相

談
室

が
中

心
と

な
り

、
患

者
の

状
態

に
応

じ
た

退
院

支
援

を
進

め
た

。
長

期
入

院
患

者
に

つ
い

て
は

、
医

師
、

看

護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
等
多

職
種

が
協

働
し

状
況

把
握

を
行

う
と

と
も

に
、
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
患

者
が

円
滑

に
転

院
先

や
医

療
機

関
、

在
宅

療
養
に

移
行

で
き

る
よ

う
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
医

療
費

の
支

払
や

退
院

後
の

療
養

先
の

確
保

に
関

す
る

相
談

対
応

、
各

種
福

祉

制
度
の
案
内
等
を
行

い
、

患
者

・
家

族
が

安
心

し
て

治
療

に
専

念
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

を
推

進
し

た
。

 

・
退

院
支
援

チ
ー

ム
に

お
い

て
は

、
医

師
や

看
護

師
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
等

が
参

加
す

る
多

職
種

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
退

院

困
難
事
例
に
対
す
る

介
入

方
法

や
退

院
支

援
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

い
、
患

者
の

状
態

に
適

し
た

よ
り

効
果

的
な

退
院

支
援

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
退
院

支
援

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

を
中

心
と

し
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
の

向
上

の
た

め
の

勉
強

会
や

事
例

検
討

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
退

院

支
援
体
制
の
強
化
に

努
め

た
。

 

 

 
 

【
項
目

04
】
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 ○
 

患
者

が
退

院
後

も
質

の
高

い
医

療
・

ケ
ア

を
継

続
し

て
受

け
ら

れ

る
よ

う
に

、
地

域
の

医
療

機
関

や
介

護
施

設
等

と
の

連
携

を
図

り
、

急
性
期
医
療
機
関
と
し
て
地

域
に
お
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
 

   

○
 
退
院
前
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
活
用
し

、
退
院

後
も
継
続
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と
の
連

携
を
図
る
。
 

 
 

・
医

師
を
は

じ
め

と
し

た
チ

ー
ム

ス
タ

ッ
フ

が
医

療
内

容
や

回
復

の
状

態
等

を
評

価
し

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

を
活

用
し

て
回

復

期
を

担
う
病

院
や

診
療

所
、

介
護

保
険

施
設

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
へ

の
円

滑
な

退
院

調
整

を
行

う

こ
と
で
、
患
者
や
そ
の

家
族

が
退

院
後

も
安

心
し

て
治

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

医
療

連
携

体
制

の
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
脳

卒
中
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

に
つ

い
て

、
患

者
を

迅
速

に
転

院
、

リ
ハ

ビ
リ

に
繋

げ
て

い
け

る
よ

う
、

連
携

の
深

い
回

復
期

リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
と

診
療

情
報

や
Ａ

Ｄ
Ｌ

等
の

情
報

交
換

を
行

う
た

め
の

連
絡

会
議

を
定

期
的

に
開

催
し

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ

ル
パ
ス
の
さ
ら
な
る
活

用
に

向
け

た
体

制
を

強
化

し
た

。
 

・
東

京
都
脳

卒
中

地
域

連
携

パ
ス

合
同

会
議

、
区

西
北

部
脳

卒
中

地
域

連
携

パ
ス

会
議

に
参

加
し

、
情

報
収

集
を

行
う

と
と

も
に

、
脳

卒

中
医
療
に
関
わ
る
ス
タ

ッ
フ

間
の

連
携

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
ク

リ
ニ
カ

ル
パ

ス
の

さ
ら

な
る

活
用

に
向

け
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
に

関
す

る
基

本
知

識
や

運
用

状
況

等
を

テ
ー

マ
と

し
た

ク
リ

ニ
カ

ル

パ
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

し
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
脳
卒
中
地
域
連

携
パ

ス
実

績
件

数
 

30
件

（
平

成
27

年
度

 
61

件
）

 

 
  

大
腿
骨
頸
部
骨
折

地
域

連
携

パ
ス

実
施

件
数

 
0
件

（
平

成
27

年
度

 
52

件
）

 

 

○
 

訪
問

看
護

師
の

受
入

れ
や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

意
見

交
換

や
研

修
会

な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
の
在
宅
医
療
機
関
等
と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
。
 

 

・
東

京
都
の

事
業

で
あ

る
訪

問
看

護
師

研
修

（
病

院
と

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

相
互

研
修

）
の

一
環

と
し

て
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
で
働

く
看

護
師

を
受

け
入

れ
、

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
に

関
す

る
研

修
を

行
う

こ
と

で
、

在
宅

医
療

の
後

方
支

援
体

制
の

強
化

に
貢

献

し
た
。
 

・
セ

ン
タ
ー

の
認

定
看

護
師

・
専

門
看

護
師

と
地

域
の

訪
問

看
護

師
の

さ
ら

な
る

連
携

強
化

を
目

的
と

し
前

年
度

設
置

し
た

「
た

ん
ぽ

ぽ

会
」

に
お
い

て
、

認
定

看
護

師
に

よ
る

勉
強

会
を

開
催

し
、

認
知

症
患

者
の

ケ
ア

や
在

宅
療

養
を

行
う

認
知

症
患

者
の

看
護

介
入

等
に

関

す
る

勉
強
会

、
病

院
と

地
域

を
結

ぶ
連

携
・

協
働

に
関

す
る

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

な
ど

、
ケ

ア
能

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

患

者
が
退
院
後
も
質
の
高

い
医

療
・

ケ
ア

を
継

続
し

て
受

け
ら

れ
る

よ
う

地
域

連
携

の
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

看
護

師
と

と
も

に
褥

瘡
患

者
の

訪
問

看
護

を
計

12
回

実
施

し
た

（
平

成
27

年
度

計
27

回
実

施
）。

自
宅

で

も
継

続
可
能

な
ケ

ア
の

方
法

を
提

案
し

、
訪

問
看

護
師

と
と

も
に

評
価

修
正

す
る

こ
と

で
褥

瘡
の

早
期

治
癒

と
予

防
ケ

ア
を

図
っ

た
。

ま

た
、
外
部
の
看
護
師

か
ら

の
メ

ー
ル

相
談

に
も

対
応

す
る

な
ど

、
地

域
の

看
護

師
の

相
談

窓
口

と
し

て
機

能
し

た
。

 

 

 
 

【
項
目

04
】
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中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
救
急
医
療
の
充
実
＞

 
【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
急
性
大
動
脈
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
東
京
都
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
東
京
都
脳
卒
中
救
急
搬
送
体
制
に
参
加
し
、

急
性

期
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
。

 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
上
で
医
用
画
像
が
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
 

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

）
を
導
入

し
、
院

外
に

お
い

て
も

専
門

医
に

よ
る

画
像

参
照

が
可

能
と

な
り

、
よ

り
迅

速
か

つ
適

切
な

救
急

医
療

の
提

供
に

繋

げ
た
。
 

・
朝
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
等
を
通
じ
て
救
急
患
者
症
例
の
検
討
を
行
い
、
救
急
医
療
に
携
わ
る
当
直
医
や
研
修
医

、
看
護
師
の
育

成
に

努
め

た
ほ

か
、
内

科
救

急
当

番
医

が
行

っ
て

い
る

一
次

対
応

に
つ

い
て

、
必

要
に

応
じ

専
門

当
直

医
が

協
力

す
る

診
療
体
制
を

構
築
す
る
な
ど
、
断
ら
な
い
救
急
診
療
体
制
を
推
進
し
た
。
 

【
特
記
事
項

】
 

 【
今
後
の
課

題
】
 

・
急
性
期
病

院
と
し
て
重
症
度
の
高
い
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
機
能
強
化
に
向
け
た
体
制
構
築
を
目
指

す
。

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

ウ
 
救
急
医
療
の
充
実

 
ウ

 
救
急
医
療

の
充
実

 

５
 

Ａ
 

ウ
 
救
急
医
療
の
充

実
 

高
齢
者
の
救
急
医
療
を
担
う
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て

、
都
民
が

安
心

で
き
る
救
急
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に

、
重
症
患
者
の
受
入
れ

の
中

心
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ

 や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
 
を
効
率
的
に
活
用
し
、
重
症
度
の

高
い
患
者
の
受
入
れ
を
積
極
的

に
行
う
。
 

I
CU

や
C
CU

を
効
率
的
に
運
用
し
、
重
症
度
の
高
い
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

と
と
も

に
、
救
急
診
療

体
制
の
充
実
や
職

員
の
育
成
に
努

め
、
高
齢
者
の
救

急
医
療
を

担
う
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
、
都
民
が
安
心
で
き
る
救
急
医
療
を
提
供
す
る
。
 

  

・
東
京
都
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

加
盟

施
設

と
し

て
、

24
時

間
体

制
で

急
性

期
患

者
を

受
け

入
れ

た
。

さ
ら

に
、

急
性

大
動

脈
ス

ー
パ

ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
大

動
脈

支
援

病
院

と
し

て
、

急
性

大
動

脈
疾

患
患

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
。【

再
掲

：
項

目
4】

 

・
断

ら
な
い

救
急

診
療

体
制

を
推

進
す

る
た

め
、

内
科

救
急

当
番

医
が

行
っ

て
い

る
一

次
対

応
に

つ
い

て
、

必
要

に
応

じ
専

門
当

直
医

が

協
力

す
る
診

療
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
ま

た
、

夜
間

当
直

の
責

任
者

に
は

、
専

門
当

直
医

を
当

て
る

こ
と

と
し

、
内

科
救

急
当

番
医

の

負
担
軽
減
を
図
っ
た

。
 

・
研
修
医
な
ど
の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

、
毎

朝
実

施
す

る
朝

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

※
）
な

ど
に

お
い

て
救

急
患

者
症

例
の

検
討

を
行

い
、

職
員
の
育
成
に
努
め

た
。

 

※
 朝

カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス

…
毎

朝
開

催
し

て
い

る
、

夜
間

当
直

帯
の

入
院

症
例

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

 

・
平
成

28
年

4
月

よ
り

救
急

患
者

の
受

入
れ

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

上
で

医
用

画
像

が
閲

覧
で

き
る

シ
ス
テ

ム
（

Ｓ
Ｙ

Ｎ
Ａ

Ｐ
Ｓ

Ｅ
 

Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ

）
を

導
入

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
院

外
に

お
い

て
も

専
門

医
に

よ
る

画
像

参
照

が
可

能

と
な
り
、
遠
隔
で
専

門
医

の
意

見
を

即
時

的
に

伝
え

る
シ

ス
テ

ム
が

構
築

さ
れ

、
よ

り
迅

速
か

つ
適

切
な

救
急

医
療

の
提

供
に

繋
が

っ
た

。 

○
 

24
時
間

3
65

日
、
都
民
が
安
心
で
き
る
救
急
医
療
の
提
供
を
行
う

た
め
、
救
急
診
療
部
を
中
心

に
、
救
急
患
者
の
受
入
れ
に
関
す
る
研

修
医
の
育
成
や
救
急
患
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
検
証

、
問
題
点
の

把
握
・
改
善
に
努
め
、
救
急
患
者
の
病
状
に
応
じ
た
迅
速
か
つ
適
切

な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を

目
指
す
。
 

 

○
 
救

急
隊
や
地
域
の

医
療
機
関
と
の
意

見
交
換
を
通
じ

て
、
救
急
診
療
体

制
の
改
善

を
行
い
、
よ
り
良
い
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

救
急
患
者
受
入
数

9
,0
00

人
以
上
 

・
日

中
は
当

番
医

が
、

ま
た

当
直

帯
は

各
専

門
領

域
の

当
直

医
が

中
心

と
な

り
、

看
護

師
と

連
携

し
な

が
ら

救
急

隊
か

ら
の

依
頼

に
対

す

る
迅
速
な
対
応
に
努

め
た

。
ま

た
、
当

直
体

制
検

討
委

員
会

を
開

催
し

、
当

直
体

制
の

在
り

方
に

関
す

る
検

討
や

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

断
ら
な
い
救
急
の
実

現
に

向
け

た
体

制
の

整
備

に
努

め
た

。
 

・
板

橋
消
防

署
を

は
じ

め
地

域
の

関
係

機
関

を
訪

問
し

、
セ

ン
タ

ー
の

救
急

体
制

や
受

入
状

況
に

つ
い

て
広

報
及

び
意

見
交

換
を

行
い

、

受
入

要
請
件

数
の

増
加

や
救

急
診

療
体

制
の

改
善

に
つ

な
げ

た
。

ま
た

、
診

療
委

員
会

救
急

部
会

に
お

い
て

、
救

急
外

来
の

滞
在

時
間

が

長
い
症
例
や
受
入
困

難
理

由
を

報
告

・
検

証
し

、
滞

在
時

間
の

短
縮

化
や

断
ら

な
い

救
急

診
療

の
推

進
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
患

者
及
び

そ
の

家
族

が
安

心
し

て
治

療
・

リ
ハ

ビ
リ

・
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
転

院
調

整
に

お
け

る
負

担
が

最
小

限
と

な

る
よ

う
、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

と
の

申
し

合
わ

せ
を

行
い

、
早

期
の

転
院

調
整

が
可

能
と

な
る

連
携

体
制

を
構

築
し

た
。

ま
た

、

医
療

連
携
室

、
病

床
管

理
、

在
宅

医
療

・
福

祉
相

談
室

が
連

携
し

、
積

極
的

な
早

期
介

入
・

早
期

退
院

支
援

を
実

施
す

る
な

ど
、

院
内

外

の
連
携
に
よ
る
患
者

一
人

ひ
と

り
の

症
状

や
環

境
に

応
じ

た
退

院
支

援
を

実
施

し
た

。【
再

掲
：

項
目

4】
 

・
上
記
の
取
組
等
に

よ
り

、
適

切
な

退
院

支
援

と
そ

れ
に

伴
う

積
極

的
な

救
急

患
者

の
受

入
れ

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
救
急
患
者
受
入
数

 
 

  
 

  
 
9
,8
60

名
（

平
成

27
年

度
 

10
,1
02

名
）

 

 
救
急
車
受
入
数

  
  
 

 
 

 
 

4,
39
9
人

（
平

成
27

年
度

 
4
,3
71

人
）

 

 
救
急
車
搬
送
か

ら
の

入
院

率
 

  
 
54
.9
％

（
平

成
2
7
年

度
 
5
6.

1％
）

 

 
救
急
患
者
断
り
率

  
  
  
  
  
 

 1
1.

1％
（

平
成

27
年

度
 

9.
7％

）
 

 

【
項
目

05
】
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○
 
救
急
症
例
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
継
続
し
て
行
い
、
研
修
医
の
教
育
・
指
導
体
制

 

を
充
実

さ
せ
る
な
ど
、

救
急
医
療
に
お
け

る
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を

図
る
。
 

 
 

・
朝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や

診
療

科
別

に
開

催
す

る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等

に
お

い
て
救

急
患

者
症

例
の
検

討
を
行

い
、
救

急
医

療
に
携

わ
る
当

直
医

や
 

看
護
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や

研
修

医
の
育

成
を
行

っ
た
。

 

・
初
期
研
修
医
に
つ

い
て

は
、

外
科

、
麻

酔
科

、
救

急
診

療
部

の
医
師

が
指

導
医

と
な

り
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
（

模
擬

患
者

）
を

用
い

て
、

縫
合
、
中
心
静
脈
カ

テ
ー

テ
ル

挿
入

、
気

管
切

開
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

研
修

を
実

施
し

、
医

療
技

術
の

向
上

を
図

っ
た

。
 

・
急

変
時
の

対
応

力
向

上
を

目
的

と
し

て
、

全
看

護
職

員
を

対
象

に
急

変
時

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

Ｅ
Ｍ

コ
ー

ル
が

発
生

し

た
事
例
を
用
い
て
訓

練
を

行
い

、
適

切
な

ス
キ

ル
の

習
得

に
努

め
た

。
 

 

○
 
都
の
施
策
で
あ
る
「
救
急

医
療
の
東
京
ル
ー
ル
」
等
に
参
加
す
る

と
と

も
に
、
二
次
救
急
医
療
機

関
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
持
つ
機
能
を

活
か

し
な
が
ら
救
急
患
者
の
積

極
的
な
受
入
れ
に
努
め
る
。
 

  

○
 
東

京
都
地
域
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
「
救
急
医

療
の
東
京
ル
ー
ル

」
に
お
け

る
役

割
を
確
実
に
果

た
す
と
と
も
に
、
断

ら
な
い
救
急
の

た
め
、
よ
り
良
い

体
制
の

確
立
と
積
極
的
な
救
急
患
者
の
受
入
れ
に
努
め
る
。
 

 

・
二

次
救
急

医
療

機
関

及
び

「
救

急
医

療
の

東
京

ル
ー

ル
」

に
定

め
ら

れ
た

区
西

北
部

医
療

圏
に

お
け

る
東

京
都

地
域

救
急

医
療

セ
ン

タ

ー
と
し
て
、
地
域
の

救
急

医
療

機
関

と
も

協
力

・
連

携
し

て
救

急
患

者
の

受
入

れ
を

行
っ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
東
京
ル
ー
ル
搬
送

患
者

受
入

数
 

25
人

（
平

成
27

年
度

 
38

人
）

 

 
  

東
京
ル
ー
ル
搬

送
患

者
受

入
率

 
46
.3
％

（
平

成
2
7
年

度
 
6
2.

3％
）

 

 

○
  
急
性
大

動
脈
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
東
京
都

CC
U
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
東
京

都
脳
卒
中

救
急
搬
送
体
制
に
参
加
し
、
急
性
期
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

I
C
U/
CC
U
患

者
受
入
数

3,
00
0
人
 

    

 

・
東

京
都
Ｃ

Ｃ
Ｕ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

加
盟

施
設

と
し

て
重

症
の

心
臓

疾
患

患
者

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
脳

卒
中

の
ｔ

－
Ｐ

Ａ

治
療

適
用
患

者
の

受
入

れ
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

急
性

大
動

脈
ス

ー
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
緊

急
大

動
脈

支
援

病
院

と
し

て
、

急
性

大
動

脈

疾
患
に
対
す
る
急
性
期

治
療

を
推

進
し

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
ｔ
－
Ｐ
Ａ
治
療

実
施

件
数

 
23

件
（

平
成

27
年

度
 
2
2
件

）【
再

掲
：

項
目

1】
 

 
 
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ

 
患

者
受

入
数

  
延

3
,1
10

人
【

再
掲

：
項

目
4】

 

 
 
（
平
成

2
7
年

度
 
Ｉ

Ｃ
Ｕ

／
Ｃ

Ｃ
Ｕ

患
者

受
入

数
 
延

3
,0
24

人
）

 

 
 
急
性
大
動
脈
疾
患

受
入

数
 

34
件

（
平

成
27

年
度

 
2
7
件

）【
再

掲
：

項
目

4】
 

 

【
項
目

05
】
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中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
地
域
連
携

の
推
進
＞

 
【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
各

診
療

科
の
特
徴

な
ど
を
ま
と
め
た
「
診

療
科

案
内
」
を
作

成
し
、
地

域
の
医

療
機

関
へ

の
配

布
や

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通

じ
た
広

報
活

動
に
努

め
た
ほ
か
、
主

要
沿

線
・
駅

周
辺

別
の
連

携
医

を
掲

載
し
た
マ
ッ
プ
を
新

た
に
作

成
す

る
な
ど
、
医
療

機
関
・
介

護

施
設
等
と
の
紹
介
、
逆
紹
介
の
推
進
を
図
っ
た
。

 
・
地
域
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
＠
Ｒ
Ｎ
Ａ
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
を
開
始
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
じ
た
連
携
医
か
ら
の
放
射

線
検
査
や
超
音
波
検

査
等

の
受

入
体

制
の
構

築
に
取

り
組

ん
だ
。

 
・
東
京

都
災
害

拠
点
病

院
と
し
て
、
ト
リ
ア
ー

ジ
研

修
会
や

大
規

模
災
害

訓
練

な
ど
を
実

施
し
た
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災

害
派

遣
医

療
チ
ー

ム
）
に
つ

い
て
は
内

閣
府

が
主

催
す

る
大

規
模

地
震

時
医

療
活

動
訓

練
に
参

加
す

る
な
ど
、
年

間
を
通

し
て

計
画
的
に
セ
ン
タ
ー
の
災
害
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行

っ
た
。

 
【
特
記
事
項

】 
・
平
成

28
年

1
2
月
に

板
橋
区
と
の
間
で
「
緊
急
医
療
救
護
所
の
設
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。

 
・
熊
本
地
震

の
発
生
に
際
し
て
、
東
京
都
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
医
療
救

護
班
を
現
地
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
支
援
の
た
め
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た
め
の
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や

介
護

予
防

体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
提

供
し
た
。

 
【
今
後
の
課

題
】 

・
地
域
連
携

の
強
化
及
び
紹
介
、
逆
紹
介
の
更
な
る
推
進

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
報

告
 

エ
 
地
域
連
携
の
推
進

 
エ

 
地
域
連

携
の
推
進

 
               ６
                 

               Ｂ
 

                

エ
 
地
域
連
携
の
推

進
 

○
 

公
開

Ｃ
Ｐ

Ｃ
（

臨
床

病
理

検
討

会
）

や
医

療
連

携
研

修
会

等
の

開

催
、

高
額

医
療

機
器

等
の

共
同

利
用

な
ど

、
疾

病
の

早
期

発
見

・
早

期
治
療
に
向
け
た
地
域
連
携

の
推
進
を
図
る
。
 

                            

○
 
医
療
機
関
へ
の
訪
問
や
連
携
会
議
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
セ
ン
タ
ー
の
連
携
医
制

度
を
Ｐ
Ｒ
し
、
連
携
医
療
機
関
及
び
連
携
医
と
の
関
係
を
強
化
す
る
。
 

    

・
セ

ン
タ
ー

の
連

携
強

化
の

た
め

、
医

療
機

関
へ

の
訪

問
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

・
Ｃ

Ｐ
Ｃ

の
開

催
、

地
域

連
携

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ

の
発

行
、

Ｗ
Ｅ

Ｂ

上
で
の
外
来
予
約
、

検
査

予
約

枠
の

設
置

な
ど

に
取

り
組

み
、

連
携

医
療

機
関

の
増

加
や

連
携

医
の

確
保

に
努

め
た

。
 

・
平
成

28
年
度
よ

り
、
セ

ン
タ

ー
の

各
診

療
科

の
特

徴
な

ど
を

ま
と

め
た

「
診

療
科

案
内

」
を

作
成

し
、

地
域

の
医

療
機

関
へ

の
配

布
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲

載
等

の
積

極
的

な
広

報
活

動
に

努
め

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
（

平
成

29
年

3
月

31
日

現
在

）
 

 
 
連
携
医
療
機
関
数

 
69
7
機

関
（

平
成

2
7
年

度
 
6
79

機
関

）
 

 

 
 
連
携
医
数
 

  
  
 

73
9
名

 
（

平
成

2
7
年

度
 
7
18

名
）

 

・
各

診
療
科

に
よ

る
医

療
関

係
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
セ

ン
タ

ー
医

師
に

よ
る

講
演

の
ほ

か
、

外
部

講
師

を
招

聘
し

、
最

新

の
治
療
法
や
診
断
方
法

の
説

明
を

行
っ

た
。

院
外

か
ら

も
多

数
の

参
加

が
あ

り
、

情
報

交
換

と
連

携
強

化
を

推
進

し
た

。
 

・
顔

の
見
え

る
医

療
連

携
の

実
現

化
に

向
け

て
各

医
師

会
へ

の
訪

問
を

は
じ

め
、

連
絡

会
、

意
見

交
換

会
を

開
催

し
た

。
さ

ら
に

、
地

域

の
医
療
機
関
や
介
護
施

設
等

と
の

医
療

連
携

会
議

を
開

催
し

た
ほ

か
、

退
院

支
援

加
算

1
の

施
設

基
準

上
で

届
け

出
て

い
る

連
携

医
療

機

関
と
の
定
期
的
な
打
ち

合
わ

せ
を

行
う

な
ど

、
連

携
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
板

橋
区
医

師
会

主
催

に
よ

る
介

護
保

険
主

治
医

意
見

書
講

習
会

を
豊

島
病

院
と

合
同

で
開

催
し

、
介

護
保

険
制

度
や

障
害

者
総

合
支

援

法
で

重
要
な

役
割

を
担

う
主

治
医

意
見

書
の

適
切

な
作

成
方

法
と

申
請

者
が

可
能

な
限

り
早

く
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

開
始

で
き

る
よ

う
に

、

医
師
に
対
し
て
早
期
作

成
の

徹
底

を
周

知
し

た
。

 

 

○
 
地
域
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、
W
EB

を
通
じ
て
連
携
医
か
ら
の
放
射
線
検

査
、
超
音
波
検
査
の
依
頼
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
。
 

・
平
成

28
年

5
月
よ

り
放

射
線

科
お

よ
び

外
来

診
療

科
、

平
成

28
年

9
月

よ
り

臨
床

検
査

科
に

お
い

て
地

域
医

療
連

携
シ

ス
テ

ム
（

Ｃ

＠
Ｒ

Ｎ
Ａ
シ

ス
テ

ム
）

の
運

用
を

開
始

し
、

Ｗ
Ｅ

Ｂ
を

通
じ

た
連

携
医

か
ら

の
放

射
線

検
査

や
超

音
波

検
査

等
の

依
頼

に
対

す
る

受
入

体

制
を
構
築
し
た
。
医
師

会
と

の
連

携
連

絡
会

で
の

紹
介

や
施

設
訪

問
等

を
行

い
、

利
用

促
進

を
図

っ
た

。
 

 

○
 
医
療
機

関
・
介
護
施
設
か
ら
の
紹
介
や
紹
介
元
医
療
機
関
等
へ
の
返
送
、
地
域
医

療
機
関
等

へ
の
逆
紹
介
を
推
進
し
、
診
療
機
能
の
明
確
化
と
地
域
連
携
の
強
化
を
図

る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

紹
介
率

8
0％

 

返
送
・

逆
紹
介
率

6
0％

 

 

・
紹

介
患
者

の
確

保
及

び
紹

介
元

医
療

機
関

・
介

護
施

設
へ

の
返

送
、

地
域

の
医

療
機

関
へ

の
逆

紹
介

に
努

め
た

。
ま

た
、

逆
紹

介
の

推

進
を
図
る
た
め
、
主
要

沿
線

・
駅

周
辺

別
の

連
携

医
を

掲
載

し
た

マ
ッ

プ
の

作
成

を
行

っ
た

。
 

・
連

携
協
力

体
制

の
強

化
及

び
地

域
の

連
携

医
療

機
関

の
負

担
軽

減
の

た
め

、
転

院
後

・
退

院
後

の
急

性
憎

悪
に

つ
い

て
、

必
要

に
応

じ

て
、

セ
ン
タ

ー
に

て
適

切
に

受
入

れ
を

行
っ

た
。

ま
た

、
在

宅
医

か
ら

の
診

療
依

頼
、

入
院

依
頼

に
つ

い
て

も
積

極
的

な
受

入
れ

を
行

っ

た
。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
紹
介
患
者
数
 

 
 1
2,
74
8
人

（
平

成
2
7
年

度
 
1
2,
44
6
人

）
 

 
 
紹
介
率
 
 
 
 

 
71
.8
％

（
平

成
2
7
年

度
 
7
6.

6％
）

 

【
項
目

06
】
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返
送
・
逆
紹
介

率
 

 
70
.7
％

（
平

成
2
7
年

度
 
6
2.

9％
）

 

・
患

者
及
び

そ
の

家
族

が
安

心
し

て
治

療
・

リ
ハ

ビ
リ

・
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
転

院
調

整
に

お
け

る
負

担
が

最
小

限
と

な

る
よ

う
、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

と
の

申
し

合
わ

せ
を

行
い

、
早

期
の

転
院

調
整

が
可

能
と

な
る

連
携

体
制

を
構

築
し

た
。

ま
た

、

医
療

連
携
室

、
病

床
管

理
、

在
宅

医
療

・
福

祉
相

談
室

が
連

携
し

、
積

極
的

な
早

期
介

入
・

早
期

退
院

支
援

を
実

施
す

る
な

ど
、

院
内

外

の
連
携
に
よ
る
患
者
一

人
ひ

と
り

の
症

状
や

環
境

に
応

じ
た

退
院

支
援

を
実

施
し

た
。【

再
掲

：
項

目
4】

 

 

○
 
高
額
医

療
機
器
を
活
用
し
た
画
像
診
断
や
検
査
依
頼
の
受
入
れ
、
研
修
会
、
各
診

療
科
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
、
公
開

C
PC
（
臨
床

病
理
検
討
会
）
な
ど
を
通
じ
て
、
疾
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向
け
た
地
域
連
携
の
強
化
を
図
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

各
診
療
科
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
及
び
公
開

C
PC

開
催
数

1
0
回
 

 

・
地

域
の
医

療
機

関
か

ら
の

画
像

診
断

・
検

査
依

頼
に

つ
い

て
は

、
検

査
結

果
等

の
レ

ポ
ー

ト
を

迅
速

に
作

成
す

る
と

と
も

に
、

地
域

医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

＠
Ｒ

Ｎ
Ａ

シ
ス

テ
ム

）
の

導
入

や
地

域
連

携
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｓ
な

ど
を

活
用

し
て

Ｐ
Ｅ

Ｔ
、
Ｃ

Ｔ
（

3
20

列
）
や

Ｍ
Ｒ

Ｉ
な

ど
の
高
額
機
器
の
共

同
利

用
を

推
進

し
、

地
域

医
療

水
準

の
向

上
に

努
め

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
高
額
医
療
機
器
の

共
同

利
用

件
数

 
43
1
件

（
平

成
27

年
度

 
4
32

件
）

 

・
一
般
都
民
向
け
に

、
板

橋
区

医
師

会
と

の
共

催
に

よ
る

公
開

講
座

を
開

催
し

た
。（

テ
ー

マ
「

中
高

年
の

た
め

の
健

康
講

座
－

泌
尿

器
の

ト
ラ
ブ
ル
か
か
え
て

い
ま

せ
ん

か
？

～
人

に
は

言
え

な
い

お
し

っ
こ

の
話

～
」、

参
加

者
数

28
2
名

）
 

・
区

民
へ
の

公
開

形
式

で
開

催
さ

れ
る

板
橋

区
医

師
会

医
学

会
に

お
い

て
は

、
癌

の
予

防
や

早
期

発
見

、
新

た
な

治
療

法
、

リ
ハ

ビ
リ

に

よ
る

Ｑ
Ｏ
Ｌ

改
善

、
終

末
期

の
患

者
支

援
等

に
関

す
る

発
表

を
行

う
な

ど
、

医
療

情
報

の
発

信
と

共
有

に
よ

る
地

域
連

携
の

強
化

を
図

っ

た
。
 

・
地

域
医
療

機
関

を
対

象
と

し
た

公
開

Ｃ
Ｐ

Ｃ
（

※
）

の
開

催
や

豊
島

病
院

と
の

合
同

公
開

Ｃ
Ｐ

Ｃ
を

実
施

し
た

。
※

Ｃ
Ｐ

Ｃ
：

臨
床

病

理
検
討
会
 

・
各

診
療
科

に
よ

る
医

療
関

係
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
セ

ン
タ

ー
医

師
に

よ
る

講
演

の
ほ

か
、

外
部

講
師

を
招

聘
し

、
最

新

の
治
療
法
や
診
断
方
法

の
説

明
を

行
っ

た
。
院

外
か

ら
も

多
数

の
参

加
が

あ
り

、
情

報
交

換
と

連
携

強
化

を
推

進
し

た
。【

再
掲
：
項

目
6 】
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
公
開
Ｃ
Ｐ
Ｃ
開
催

数
5
回

／
参

加
者

総
数

1
67

名
（

う
ち

院
外

参
加

者
4
6
名

）
 

（
平
成

2
7
年

度
 
公

開
Ｃ

Ｐ
Ｃ

開
催

数
4
回

／
参

加
者

総
数

1
32

名
）（

う
ち

院
外

参
加

者
3
7
名

）
 

 
各
診
療
科
セ
ミ

ナ
ー

開
催

数
1
5
回

／
参

加
者

総
数

8
42

名
（

う
ち

院
外

参
加

者
3
70

名
）

 

（
平
成

2
7
年

度
各

診
療

科
セ

ミ
ナ

ー
開

催
数

1
2
回

／
参

加
者

総
数

71
4
名

）（
う

ち
院

外
参

加
者

30
7
名

）
 

 

○
 
脳
卒
中

や
大
腿
骨
頸
部
骨
折
な
ど
の
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
活
用
し
、
患

者
が
退
院

後
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
連
携
体
制
の
強
化
を
図

る
。
 

・
医

師
を
は

じ
め

と
し

た
チ

ー
ム

ス
タ

ッ
フ

が
医

療
内

容
や

回
復

の
状

態
等

を
評

価
し

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

を
活

用
し

て
回

復

期
を

担
う
病

院
や

診
療

所
、

介
護

保
険

施
設

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
へ

の
円

滑
な

退
院

調
整

を
行

う

こ
と
で
、
患
者
や
そ

の
家

族
が

退
院

後
も

安
心

し
て

治
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
医

療
連

携
体

制
の

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。【
再

掲
：

項
目

4
】
 

・
脳

卒
中
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

に
つ

い
て

、
患

者
を

迅
速

に
転

院
、

リ
ハ

ビ
リ

に
繋

げ
て

い
け

る
よ

う
、

連
携

の
深

い
回

復
期

リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
と

診
療

情
報

や
Ａ

Ｄ
Ｌ

等
の

情
報

交
換

を
行

う
た

め
の

連
絡

会
議

を
定

期
的

に
開

催
し

、
地

域
連

携
ク

リ
ニ

カ

ル
パ
ス
の
さ
ら
な
る

活
用

に
向

け
た

体
制

を
強

化
し

た
。

 

・
東

京
都
脳

卒
中

地
域

連
携

パ
ス

合
同

会
議

、
区

西
北

部
脳

卒
中

地
域

連
携

パ
ス

会
議

に
参

加
し

、
情

報
収

集
を

行
う

と
と

も
に

、
脳

卒

中
医
療
に
関
わ
る
ス

タ
ッ

フ
間

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。【

再
掲

：
項

目
4】

 

・
ク

リ
ニ
カ

ル
パ

ス
の

さ
ら

な
る

活
用

に
向

け
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
に

関
す

る
基

本
知

識
や

運
用

状
況

等
を

テ
ー

マ
と

し
た

ク
リ

ニ
カ

ル

パ
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

し
た

。【
再

掲
：

項
目

4】
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

【
再

掲
：

項
目

4】
 

 
 
脳
卒
中
地
域
連

携
パ

ス
実

績
件

数
 

30
件

（
平

成
27

年
度

 
61

件
）

 

 
 
大
腿
骨
頚
部
骨
折

地
域

連
携

パ
ス

実
施

件
数

 0
件

 
（

平
成

27
年

度
 

52
件

）
 

 
  

【
項
目

06
】
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○
 

在
宅

医
療

に
対

す
る

医
療

連
携

病
床

の
設

置
を

は
じ

め
、

地
域

の

医
療

機
関

や
介

護
施

設
等

と
の

連
携

や
協

力
体

制
の

構
築

を
図

り
、

高
齢
者
に
係
る
質
の
高
い
在

宅
療
養
の
実
現
に
貢
献
す
る
。
 

 

○
 
高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
療
養
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
連
携
病
床
に
お

い
て
患
者
の
受
入
れ
を
行
う
。
ま
た
、
東
京
都
在
宅
難
病
患
者
一
時
入
院
事
業
の
受

託
を
通
じ
て
、
都
民
の
安
定
し
た
療
養
生
活
の
確
保
に
貢
献
す
る
。
 

 

・
在

宅
医
療

連
携

病
床

に
つ

い
て

は
、

連
携

医
よ

り
事

前
に

情
報

提
供

さ
れ

た
患

者
を

対
象

と
し

て
、

連
携

医
か

ら
の

要
請

に
応

じ
て

予

定
入
院
患
者
の
受
入

れ
を

行
っ

た
。

ま
た

、
対

象
患

者
の

緊
急

入
院

に
つ

い
て

は
、

総
合

診
療

科
と

し
て

積
極

的
に

受
入

れ
を

行
っ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 
  

 
 
受
入
件
数
 

52
件

（
平

成
27

年
度

 
44

件
）

 

・
退

院
前
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
介

護
支

援
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
を

開
催

し
、

在
宅

医
療

連
携

病
床

入
院

患
者

の
総

合
評

価
や

家

族
と

地
域
の

ケ
ア

ス
タ

ッ
フ

等
と

病
状

や
診

療
方

針
に

つ
い

て
共

有
す

る
こ

と
で

、
患

者
を

中
心

と
し

た
介

護
支

援
体

制
を

調
整

し
、

適

切
な
在
宅
医
療
へ
の

移
行

を
推

進
し

た
。

 

・
東
京
都
在
宅
難
病

患
者

一
時

入
院

事
業

の
入

院
受

入
施

設
と

し
て

、
難

病
患

者
の

在
宅

療
養

を
支

援
し

た
。

 

○
 
退
院
前

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
認
定
看
護
師
の
講
師
派
遣
等
を
通
じ
て
、
地
域

の
医
療
機

関
や
介
護
施
設
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
患
者
が
安
心
し
て
地
域

で
医
療
等

が
受
け
ら
れ
る
環
境
の
確
保
に
努
め
る
。
 

 

・
地

域
医
療

連
携

を
推

進
す

る
取

組
と

し
て

、
在

宅
看

護
相

談
室

の
看

護
師

を
中

心
と

し
た

退
院

前
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
退

院
時

同

行
訪
問
を
実
施
し
、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
専

門
・

認
定

看
護

師
に

よ
る

専
門

相
談

窓
口
「

た
ん

ぽ
ぽ

」

に
つ
い
て
、
セ
ミ
ナ

ー
・

研
修

会
等

の
場

で
の

周
知

を
行

い
、

訪
問

看
護

師
等

の
専

門
職

か
ら

の
電

話
相

談
を

2
2
件

受
け

付
け

た
。

 

・
近

隣
の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
や

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
と

デ
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

開
催

し
た

。
看

護
体

験
の

共
有

を
図

る
こ

と

で
、
ケ
ア
の
振
り
返
り

を
行

い
、

看
護

の
質

の
向

上
に

努
め

た
。

 

・
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師

を
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
を

運
営

す
る

社
会

福
祉

法
人

施
設

へ
講

師
と

し
て

派
遣

し
た

。（
年

4
回

）
 

・
板
橋
区
訪
問
看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

よ
り

実
習

生
4
名

を
受

け
入

れ
、

セ
ン

タ
ー

よ
り

訪
問

看
護

研
修

生
を

4
名

派
遣

し
た

。
 

・
セ
ン
タ
ー
の
認
定
看

護
師

・
専
門

看
護

師
と

地
域

の
訪

問
看

護
師

の
さ

ら
な

る
連

携
強

化
を

目
的

と
し

て
、
平

成
28

年
7
月

に
「

認
知

症
の
人
を
支
え
る
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
の

実
際

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

勉
強

会
及

び
意

見
交

換
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
平

成
28

年
1
2
月
に
は
「
慢
性

疾
患

の
あ

る
認

知
症

患
者

が
在

宅
医

療
す

る
た

め
に

必
要

な
看

護
介

入
と

訪
問

看
護

の
連

携
」
を

テ
ー

マ
と

し
た

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。

 

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

看
護

師
と

と
も

に
褥

瘡
患

者
の

訪
問

看
護

を
計

14
回

実
施

し
た

（
平

成
27

年
度

27
回

）。
自

宅
で

も
継

続

可
能

な
ケ
ア

の
方

法
を

提
案

す
る

と
と

も
に

、
訪

問
看

護
師

と
と

も
に

ケ
ア

方
法

の
評

価
・

修
正

を
す

る
こ

と
で

、
褥

瘡
の

早
期

治
癒

と

予
防

ケ
ア
を

図
っ

た
。

さ
ら

に
、

在
宅

医
療

・
福

祉
相

談
室

の
看

護
師

に
よ

る
退

院
前

、
退

院
時

、
退

院
後

訪
問

を
推

進
す

る
こ

と
で

、

患
者
が
安
心
し
て
地

域
で

医
療

等
が

受
け

ら
れ

る
環

境
の

確
保

に
努

め
た

（
計

8
2
件

実
施

）。
 

・
こ

れ
ら
の

取
組

を
通

じ
て

、
地

域
の

医
療

機
関

や
介

護
施

設
等

と
の

連
携

強
化

を
図

り
、

患
者

が
安

心
し

て
地

域
で

医
療

等
が

受
け

ら

れ
る
環
境
の
確
保
に

努
め

た
。

 

 

○
 

隣
接

す
る

介
護

施
設

と
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

を
活

か
し

な
が

ら
緊

密

な
協

力
体

制
を

構
築

し
、

地
域

に
お

け
る

医
療

と
介

護
の

連
携

モ
デ

ル
と
し
て
発
信
し
て
い
く
。

 

 

○
 
「
ク
ロ

ー
バ
ー
の
さ
と
」
や
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
患
者
及
び
家
族
に
対

し
て
医
療
か
ら
介
護
ま
で
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
 

 
 

 

・
高
齢
者
複
合
型
施

設
「

ク
ロ

ー
バ

ー
の

さ
と

 カ
ウ

ピ
リ

板
橋

」
と

の
医

療
協

力
に

関
す

る
協

定
に

基
づ

き
、
患

者
の

受
入

れ
や

施
設

へ

の
入
所
・
再
入
所
を

迅
速

に
行

っ
た

。
 

 

○
 

災
害

等
の

発
生

に
備

え
、

地
域

の
医

療
機

関
や

介
護

施
設

等
と

協

力
関

係
の

構
築

に
努

め
る

と
と

も
に

、
発

災
時

に
は

施
設

の
特

性
を

最

大
限
に
活
か
し
、
地
域
に
お
け

る
医
療
救
護
活
動
へ
貢
献
す
る
。

 

 

○
 
二
次
医
療
圏
（
区
西
北
部
）
に
お
け
る
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
発
災
時
の
傷
病

者
の

受
入

れ
及

び
医

療
救

護
班

の
派

遣
等

の
必

要
な

医
療

救
護

活
動

を
適

切
に

行

え
る

よ
う

、
定

期
的

な
訓

練
の

実
施

と
適

正
な

備
蓄

資
器

材
の

維
持

管
理

に
努

め

る
。
 

       

 
 

・
東
京
都
災
害
拠
点
病

院
と

し
て

、
東

京
都

ト
リ

ア
ー

ジ
研

修
会

や
大

規
模

災
害

訓
練

な
ど

セ
ン

タ
ー

の
災

害
対

応
力

を
高

め
る

取
り

組

み
を
行
っ
た
。
平
成

28
年

10
月

に
開

催
し

た
大

規
模

災
害

訓
練

に
お

い
て

は
、
板

橋
看

護
専

門
学

校
学

生
に

よ
る

模
擬

患
者

役
を

設
け

、

よ
り
実
際
の
災
害
に

近
い

形
で

の
対

応
訓

練
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
6
年

度
に

編
成

さ
れ

た
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
（

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
）

に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
が

主
催

す
る

大
規

模
地

震
時

医
療

活
動

訓
練

に
参

加
す

る
な

ど
、

災
害

発
災

時
の

対
応

力
の

更
な

る
向

上
に

努
め

た
。
 

・
平
成

2
8
年

12
月

に
板

橋
区

と
の

間
で

、
板

橋
区

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

板
橋

区
が

緊
急

医
療

救
護

所
を

開
設

し
て

軽
症

者
の

治
療

を
行
う
こ
と
な
ど
に

つ
い

て
定

め
た

「
緊

急
医

療
救

護
所

の
設

置
に

関
す

る
協

定
書

」
を

締
結

し
た

。
 

・
平
成

28
年
熊
本

地
震

の
発

生
に

際
し

て
は

、
東

京
都

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
医

療
救

護
班

1
班
（

医
師

、
看

護
師

2 、
薬

剤
師

、
事

務
）

を
現
地
に
派
遣
し
、

阿
蘇

医
療

セ
ン

タ
ー

の
準

夜
帯

に
お

け
る

救
急

外
来

診
療

の
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
熊

本
地

震
の

被
災

者
に

対
す

る
支
援
と
し
て
、
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た

め
の

弾
性

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

や
介

護
予

防
体

操
の

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

提
供

し
た

。
 

・
板
橋
区
内
で
、
院

内
に

感
染

防
止

対
策

チ
ー

ム
を

有
す

る
医

療
機

関
と

感
染

防
止

対
策

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

医
師

、
看

護
師

、
薬

 

【
項
目

06
】
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剤
師
、
臨
床
検
査
技
師

が
参

加
）

を
年

4
回

実
施

し
、

各
施

設
に

お
け

る
感

染
対

策
に

関
す

る
情

報
共

有
や

相
互

の
病

院
ラ

ウ
ン

ド
を

実

施
し
た
。
感
染
症
等

の
発

生
に

備
え

、
地

域
の

医
療

機
関

等
と

の
協

力
関

係
の

強
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
発

生
時

の
対

応
等

に
つ

い
て

検
討
を
行
う
な
ど
、

必
要

な
体

制
の

整
備

を
進

め
た

。
 

 

 

【
項
目
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中

期
計
画

 
年
度
計

画
 

オ
 
安
心
か
つ
信
頼
で
き
る
質
の
高
い
医
療
の
提
供

 
オ

 
安
心
か
つ
信
頼
で
き
る
質
の
高
い
医
療
の
提
供

 

都
民

が
住
み

慣
れ
た

地
域
で

安
心
し

て
生

活
を

送
る
た

め
、
重

点
医

療
の

み
な
ら

ず
、

地
域
に

お
い

て
セ

ン
タ

ー
が

担
う

べ
き
医

療
機
能
に

合
わ

せ
た
質

の
高

い
医
療

の
提

供
に

努
め

る
と

と
も

に
、
組

織
的
に
医

療
安

全
対
策

に
取

り
組
み

、
安

心
か

つ
信

頼
さ

れ
る

医
療
の

確
保
を
図

る
。

 

セ
ン
タ
ー
の
特
性
を
活
か
し
た
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
組
織
的
な
医
療
安
全
対
策
に
取
り
組
み
、
安
心
か
つ

信
頼

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

体
制

を
強

化
す

る
。

 

 

 
中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
よ
り
質
の

高
い
医
療
の
提
供
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・「
フ
レ
イ
ル

外
来
」
に
お
い
て
、
外
来
患
者
の
フ
レ
イ
ル
、
認
知
機
能
な
ど
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
原
因
と
な
る
疾
患
の
包
括

的
な

治
療

と
栄

養
、
運

動
な

ど
の

生
活

指
導

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
外

科
手

術
前

の
フ

レ
イ

ル
評

価
を

行
う

こ
と

に
よ
り
、
手
術
適
応
の
決
定
や
合
併
症
、
在
院
日
数
の
予
測
に
役
立
て
る
な
ど
、
高
齢
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
最
適
な
医
療
の

提
供

を
推

進
し

た
。

 

・
平
成

28
年

6
月
に
全
病
棟
を
対
象
と
し
て
「
経
口
摂
取
開
始
の
た
め
の
チ
ャ
ー
ト
」
を
導
入
し

、
多
職
種
が
協
働
し
て
入
院

早
期

か
ら

の
経

口
摂

取
開

始
に

取
り

組
み

、
経

口
摂

取
患

者
の

増
加

や
禁

食
率

の
低

下
等

に
つ

な
げ

る
な

ど
、
患
者

の
早
期
回
復
や
重
症
化
予
防
を
促
進
し
た
。
 

【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(ｱ
) 
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供

 
(ｱ

) 
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供

 

７
 

Ｂ
 

(ｱ
) 
よ
り
質
の
高
い
医

療
の

提
供

 

○
 

重
点

医
療

の
み

な
ら

ず
、

高
齢

者
の

特
有

の
疾

患
に

対
応

す
る

た

め
、

各
分

野
に

お
い

て
医

療
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

多
職

種
協

働
に
よ
る
医
療
の
提
供
を
実

践
す
る
。
 

                     

○
 
フ
レ
イ
ル
外
来
、
も
の
忘
れ
外
来
、
骨
粗
鬆
症
外
来
、
ロ
コ
モ
外
来
、
さ
わ
や
か

排
尿
外
来
な
ど
の
専
門
外
来
を
実
施
し
、
高
齢
者
特
有
の
症
候
群
・
疾
患
を
持
つ
患

者
の

Q
OL

向
上
を
目
指
す
。
 

 

・
高
齢
者
に
特
有
の

疾
患

に
対

応
す

る
ケ

ア
外

来
に

つ
い

て
、
認

定
看

護
師

を
専

任
で

配
置

し
、
よ

り
専

門
性

の
高

い
ケ

ア
を

提
供

し
た

。

認
定
看
護
師
と
医
師

が
協

働
し

て
患

者
目

線
を

心
掛

け
た

、
身

体
的

・
精

神
的

・
社

会
的

に
負

担
の

少
な

い
療

養
支

援
を

行
っ

た
。
ま

た
、

在
宅
に
お
け
る
ケ
ア

方
法

に
つ

い
て

も
患

者
家

族
と

と
も

に
検

討
し

、
無

理
な

く
継

続
で

き
る

ケ
ア

の
実

施
を

支
援

し
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
（

専
門

外
来

）
 

 
 
も
の
忘
れ
外
来
 

 
 

 
 

 
  

1,
85
0
人

（
平

成
27

年
度

 
1
,
68
8
人

）
 

 
 
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来

 
 

 
 

 
 

 
55
0
人

（
平

成
27

年
度

 
 

44
3
人

）
 

 
 
ス
ト
ー
マ
・
ス
キ

ン
ケ

ア
外

来
 

 
24
9
人

（
平

成
27

年
度

 
 

42
2
人

）
 

 
 
ロ
コ
モ
外
来
 
 

 
 

 
 

 
 

  
38
2
人

（
平

成
27

年
度

 
 

41
7
人

）
 

 
 
さ
わ
や
か
ケ
ア
外

来
（

※
1）

 
 

 
31

人
（

平
成

27
年

度
 

 
 7
1
人

）
  

 
 
フ
レ
イ
ル
（
※

2）
外

来
 

 
 

 
 5
86

人
（

平
成

27
年

度
  
  

2
32

人
）

 

（
※

1）
排
尿
障
害

に
関

す
る

専
門

外
来

 

（
※

2）
高
齢
期
に

生
理

的
予

備
能

が
低

下
す

る
こ

と
で

、
ス

ト
レ

ス
に

対
す

る
脆

弱
性

が
亢

進
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

健
康

障
害

を
起

こ
し

や

す
い
ハ
イ
リ
ス
ク
な

状
態

。
 

・
前

年
度
に

開
設

し
た

「
フ

レ
イ

ル
外

来
」

の
診

療
を

さ
ら

に
推

進
し

た
。

外
来

患
者

の
フ

レ
イ

ル
、

認
知

機
能

な
ど

の
評

価
を

行
う

と

と
も

に
そ
の

原
因

と
な

る
疾

患
の

包
括

的
な

治
療

と
栄

養
、

運
動

な
ど

の
生

活
指

導
を

行
っ

た
。

ま
た

、
外

科
の

術
前

の
フ

レ
イ

ル
の

評

価
を
行
う
こ
と
で
、

手
術

の
適

応
の

決
定

や
合

併
症

、
在

院
日

数
の

予
測

に
役

立
て

た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

〇
 
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
骨
粗
鬆
症
治
療
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
・
生
活
習
慣
病

を
は

じ
め

と
し

た
種

々
の

疾
患

に
対

す
る

個
別

化
医

療
の

推
進

に
向

け
て

取
り

組

む
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
骨
粗
鬆
症
診
療
シ
ス
テ
ム
新
規
エ
ン
ト
リ
ー
件
数

2
5
例
 

・
臨

床
研
究

推
進

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
研

究
部

門
と

連
携

し
て

遺
伝

子
情

報
を

活
用

し
た

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
骨

粗
鬆

症
治

療
を

実
施

し

た
。
骨
粗
鬆
症
と
診

断
さ

れ
た

患
者

及
び

薬
物

治
療

を
開

始
す

る
患

者
を

対
象

に
、「

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
骨

粗
鬆

症
診

療
シ

ス
テ

ム
」
に

よ

る
骨
折
リ
ス
ク
評
価

を
行

い
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
に

よ
る

治
療

方
針

を
設

定
し

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

骨
粗

鬆
症

診
療

シ
ス

テ
ム

新
規

エ
ン

ト
リ

ー
件

数
 

12
例

（
平

成
27

年
度

 
16

例
）

 

【
項
目
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・
日

本
医
療

研
究

開
発

機
構

（
Ａ

Ｍ
Ｅ

Ｄ
）

が
所

管
す

る
「

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
の

実
現

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
つ

い
て

、
協

力
医

療
機

関

と
し
て
症
例
登
録
と
Ｄ

Ｎ
Ａ

採
取

を
行

っ
た

。
 

 

○
 
薬
剤
師
に
よ
る
入
院
患
者
持
参
薬
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に

、
薬
剤
師
を
病
棟
に

配
置
し

、
投
与
前
の
薬
剤
確
認
か
ら
退
院
後
の
服
薬
指
導
ま
で
一
貫
し
た
薬
剤
管
理

を
行
う
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

薬
剤
管
理
指
導
業
務
算
定
件
数

1
3,

5
00

件
 

 

・
薬

剤
師
の

病
棟

配
置

を
継

続
し

て
実

施
し

、
投

与
前

の
薬

剤
確

認
か

ら
退

院
後

の
服

薬
指

導
ま

で
一

貫
し

た
薬

剤
管

理
を

行
う

こ
と

に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
患

者
に

対
し

て
安

心
・

安
全

で
、

専
門

性
の

高
い

薬
物

療
法

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
薬
剤
管
理
指
導

業
務

算
定

件
数

 1
5,
04
3
件

（
平

成
27

年
度

 
1
4
,1

38
件

）
 

 

○
 
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、
退
院
支
援
チ
ー
ム
、
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
、
認
知

症
ケ
ア
チ
ー
ム
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
多
職
種
協
働

に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
、
患
者
の
早
期
回
復
、
重
症
化
予
防
に
取
り
組
み

、

早
期
退
院
に
つ
な
げ
る
。
 

・
医

師
、
歯

科
医

師
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

臨
床

検
査

技
師

、
管

理
栄

養
士

か
ら

な
る

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
に

よ
る

栄
養

介
入

を
延

べ

3
36

人
に
対
し
て
実

施
し

、
患

者
の

栄
養

状
態

の
評

価
及

び
適

切
な

栄
養

必
要

量
や

栄
養

補
給

の
方

法
等

の
検

討
を

進
め

た
。
ま

た
、
前

年

度
に
試
行
し
た
経
口

摂
取

開
始

の
た

め
の

チ
ャ

ー
ト

を
平

成
2
8
年

6
月

に
全

病
棟

を
対

象
と

し
て

導
入

し
、
多

職
種

が
協

働
し

、
入

院
早

期
か
ら
の
経
口
摂
取
開

始
に

取
り

組
ん

だ
。

そ
の

結
果

、
経

口
摂

取
患

者
の

増
加

や
禁

食
率

の
一

層
の

低
下

等
(平

成
2
7
年

度
20
.2
％

、

平
成

2
8
年
度

15
.8
%)
の

効
果

が
得

ら
れ

、
患

者
の

早
期

回
復

や
重

症
化

予
防

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
退

院
支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

患
者

に
適

し
た

退
院

支
援

、
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

チ
ー

ム
に

よ
る

認
知

症
患

者
、

せ
ん

妄
患

者
、

そ
の

他
の

精

神
科

的
問
題

を
抱

え
る

患
者

へ
の

評
価

・
治

療
な

ど
を

実
施

し
、

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

に
よ

る
患

者
の

早
期

回
復

と
重

症
化

予
防

に
積

極

的
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 

○
 

都
が

定
め

る
保

健
医

療
計

画
を

踏
ま

え
、

う
つ

病
等

を
は

じ
め

と

す
る
高
齢
者
の
精
神
疾
患
に

対
す
る
医
療
の
充
実
を
図
る
。
 

 

○
 
高
齢
者
の
う
つ
病
を
は
じ
め
と
し
た
気
分
障
害

、
妄
想
性
障
害
な
ど
の
精
神
疾
患

の
診
断
・
治
療
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
医
療
機
関
と
の
連
携
に
努
め
る
。
 

   

・
認

知
症
専

門
相

談
室

に
お

け
る

受
療

相
談

、
連

携
医

療
機

関
か

ら
の

紹
介

に
よ

る
緊

急
入

院
対

応
、

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
チ

ー
ム

に
よ

る

一
般

病
棟
入

院
中

の
患

者
の

精
神

医
学

的
評

価
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

、
認

知
症

、
せ

ん
妄

の
老

年
期

う
つ

病
な

ど
の

気
分

障
害

、
妄

想
性

障

害
に
代
表
さ
れ
る
老
年

期
精

神
病

性
障

害
の

診
断

、
治

療
を

実
施

し
た

。
平

成
28

年
度

は
う

つ
病

を
含

む
気

分
障

害
の

患
者

を
8
7
名
（

平

成
2
7
年
度
名

11
5
名

）、
妄

想
性

障
害

を
含

む
精

神
病

性
障

害
の

患
者

に
つ

い
て

2
2
名
（

平
成

27
年

度
2
9
名

）
の

入
院

診
療

を
実

施
し

た
。
 

 

○
 

医
師

、
医

療
技

術
職

、
看

護
師

等
の

職
員

の
専

門
性

の
向

上
を

図

る
た

め
、

専
門

的
か

つ
高

度
な

技
術

を
有

す
る

職
員

の
育

成
に

努
め

る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
 デ

ー
タ
の
分
析
や
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
な
ど
の

検
証
を
通
じ
て
、
医
療
の
質

の
向
上
を
図
る
。
 

  

○
 
高
齢
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

、
研
修
や
勉
強
会
を

実
施
し
、
医
師
・
看
護
師
・
医
療
技
術
職
の
専
門
能
力
向
上
を
図
る
。
 

    
 

・
看
護
師

の
専
門

能
力

の
向

上
の
た
め
、
研

修
派

遣
等

を
計

画
的

に
推

進
し
た
。
日

本
体

外
循

環
技

術
医

学
会

三
年

次
教

育
セ
ミ
ナ
ー

（
2

名
）
、

補
助
人
工
心
臓
研
修
コ
ー

ス
（
4
名
）、

人
工

臓
器

学
会

教
育

セ
ミ
ナ
ー

（8
名

）
へ

の
派

遣
を
行

っ
た
ほ
か
、
東

京
都

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

Ⅰ

（
12

名
）
、
東
京
都
認
知

症
対

応
力
向

上
研

修
Ⅱ

（
2
名
）
等

へ
の
派

遣
を
行

っ
た
。

 

・
「
人
工
心
臓
管
理
技

術
認

定
士

」（
2
名

）
、
「
糖

尿
病

療
養

指
導

士
」（

5
名

）
、
「
認

定
看

護
管

理
者

フ
ァ
ー

ス
ト
レ
ベ

ル
」
（
2
名
）
、
「
核

医
学

診
療

看
護
師
」
（2

名
）
、
「
介

護
福

祉
士

」（
2
名

）
に
合

格
す

る
な
ど
、
よ
り
専

門
的

な
知

識
を
有

す
る
人

材
の
育

成
を
推

進
し
た
。

 

 

○
 
各
委
員
会
を
中
心
に
、
DP
C
デ
ー
タ
や
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
な
ど
の
分
析
及
び
検
証

を
行
い
、
医
療
の
標
準
化
・
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
医
療
の
質
の
向
上
を
図

る
。
 

・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
・
原
価
計

算
経

営
管

理
委

員
会

に
お

い
て

適
切

な
Ｄ

Ｐ
Ｃ

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

が
さ

れ
て

い
る

か
継

続
し

て
確

認
を

行
っ

た
。
ま

た
、

各
診
療
科
に
お
け
る

収
益

お
よ

び
費

用
を

正
確

に
把

握
す

る
た

め
に

検
証

・
実

施
を

行
い

、
医

療
の

標
準

化
・

効
率

化
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
自

院
の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

デ
ー

タ
と

全
国

の
公

開
Ｄ

Ｐ
Ｃ

デ
ー

タ
を

比
較

し
、

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

Ｍ
Ｄ

Ｃ
（

主
要

診
断

群
分

類
）

別
の

患
者

数

や
平

均
在
院

日
数

に
関

し
て

分
析

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
地

域
連

携
の

強
化

や
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
の

効
率

的
な

利
用

促
進

な
ど

の
改

善

策
に
つ
い
て
検
討
し

た
。

 

・
ク

リ
ニ
カ

ル
パ

ス
推

進
委

員
会

を
中

心
と

し
て

、
術

前
検

査
セ

ン
タ

ー
の

更
な

る
活

用
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
用

疾
患

の
拡

大
な

ど

に
努

め
、
医

療
の

標
準

化
と

効
率

化
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

を
用

い
て

既
存

の
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

を
分

析
・

検
証

す
る

こ

と
で
、
医
療
の
質
の

向
上

に
努

め
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

数
 

85
種

(
 平

成
2
7
年

度
 
80

種
）

 

 

【
項
目

07
】

 



－ 81 －

○
 

医
療
の
質
の
指
標
（
ク
オ
リ

テ
ィ
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
）
を

検
討

・

設
定

し
、

セ
ン

タ
ー

の
医

療
の

質
の

客
観

的
な

評
価

・
検

証
を

行
う

と
と
も
に
、
医
療
内
容
の
充
実
に
活
用
し
て
い
く
。
 

 

○
 
「
医
療

の
質
の
指
標
（
ク
オ
リ
テ
ィ
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー

）」
を
検
討
・
設
定
し
、

セ
ン
タ
ー
の
医
療
の
質
の
客
観
的
な
評
価
・
検
証
を
行
う

。
そ
の
結
果
を
反
映
し
た

改
善
策
を
迅
速
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
医
療
の
質
・
安
全
性
の
向
上
、
職

員
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
「
医
療
の
質
の

評
価
・
公
表
等
推
進
事
業
」
に
参
加
し
、
様
々
な
臨
床
指
標
を
公
表
し
他
病
院
と
比

較
す
る
な
ど

、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
療
の
質
向
上
を
推
進
す
る
た
め
の
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
と
し
て
活
用
す
る
。
 

 

・
診

療
実
績

や
臨

床
指

標
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
開

し
、

各
診

療
科

の
特

性
や

実
績

に
つ

い
て

対
外

的
に

発
信

し
た

。

ま
た

、
公
開

デ
ー

タ
に

各
診

療
科

の
特

性
を

踏
ま

え
た

解
説

を
付

記
す

る
こ

と
に

よ
り

、
閲

覧
者

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
い

内
容

と
な

る

よ
う
努
め
た
。
 

・「
平
成

2
8
年
度
全
国

自
治

体
病

院
協

議
会

 医
療

の
質

の
評

価
・

公
表

事
業

」
に

参
加

し
、
医

療
の

質
の

指
標

デ
ー

タ
を

提
出

し
た

。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
の
指
標

を
他

病
院

と
比

較
し

、
医

療
の

質
の

改
善

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 

【
項
目

07
】

 



－ 82 －

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
医
療
安
全
対
策
の
徹
底
＞

 
【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
平
成

28
年

6
月
の
医
療
法
施
行
規
則
の
改
正
に
基
づ
き
、
病
院
の
管
理
者
及
び
医
療
安
全
管
理
部
門
が
院
内
で
の
死
亡
事

例
を

遺
漏

な
く

把
握

し
、
分

析
及

び
必

要
な

指
導

が
行

え
る

体
制

を
確

保
す

る
た

め
に

、
全

死
亡

患
者

の
サ

マ
リ

を
作

成
し
、
医
療

安
全
対
策
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
1
回

/週
）
に
お
い
て
検
討
を
行
う
な
ど
、
医
療
安
全
管
理
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化

を
図

っ
た

。
 

・
患
者
・
家

族
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
全
か
つ
適
切
な
医
療
を
行
う
た
め

、「
説
明
と
同
意
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定

や
各

診
療

科
の

説
明

同
意

文
書

の
書

式
の

統
一

化
に

取
り

組
む

な
ど

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
・
コ

ン
セ

ン
ト

に
対

す
る

セ

ン
タ
ー
の
方

針
や
手
順
を
明
確
に
し
、
職
員
の
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
努
め
た
。
 

【
特
記
事
項

】
 

 【
今
後
の
課

題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(ｲ
) 
医
療
安
全
対
策
の
徹
底

 
(ｲ

) 
医
療
安
全
対
策
の
徹
底

 

８
 

Ｂ
 

(ｲ
) 
医
療
安
全
対
策
の

徹
底

 

○
 

都
民

か
ら

信
頼

さ
れ

る
医

療
機

関
と

し
て

、
医

療
安

全
管

理
体

制

の
更

な
る

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
医

療
機

関
と

定
期

的
に

院
内

感
染

防
止

策
の

検
討

を
進

め
る

な
ど

、
地

域
全

体
で

感
染

防
止

対
策
に
取
り
組
む
。
 

             

○
 
安
全
管
理
委
員
会
を
中
心
に
、
医
療
安
全
に
対
す
る
リ
ス
ク
・
課
題
の
把
握
と
適

切
な
改
善
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
医
療
安
全
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
。
ま
た

、

研
修
や
講
演
会
等
を
通
じ
て
、
職
員
の
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
努
め

、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
を
確
立
す
る
。
 

・
良

質
か
つ

適
切

な
医

療
を

行
う

た
め

「
説

明
と

同
意

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

の
策

定
及

び
「

終
末

期
医

療
に

お
け

る
延

命
治

療
に

関

す
る

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
改

訂
し

た
。

ま
た

、
現

行
の

説
明

同
意

文
書

の
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

新
規

作
成

時
は

医
療

安
全

管
理

委

員
会
に
お
い
て
、
内
容

を
審

議
す

る
運

用
を

開
始

し
、

医
療

安
全

体
制

の
さ

ら
な

る
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
職

員
を
講

師
と

し
た

安
全

管
理

講
演

会
を

開
催

し
た

。
医

療
事

故
調

査
制

度
の

知
識

・
理

解
を

深
め

る
た

め
の

講
演

会
や

イ
ン

シ
デ

ン

ト
・

ア
ク
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

報
告

が
あ

っ
た

も
の

の
う

ち
、

よ
り

注
意

が
必

要
と

考
え

る
事

例
を

取
り

上
げ

、
正

し
い

知
識

の

再
確
認
を
行
う
こ
と
を

目
的

と
し

た
講

演
会

を
実

施
し

、
職

員
の

意
識

と
知

識
・

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
平
成

2
8
年
度
第

1
回

医
療

安
全

管
理

講
演

会
：
「

医
療

事
故

調
査

制
度

に
つ

い
て

」（
平

成
28

年
6
月

）
 

 
 
平
成

2
8
年
度

第
2
回

医
療

安
全

管
理

講
演

会
：
「

輸
血

・
血

液
製

剤
に

つ
い

て
」（

平
成

28
年

9
月

）
 

 
 
平
成

2
8
年
度

第
3
回

医
療

安
全

管
理

講
演

会
：
「

説
明

と
同

意
に

つ
い

て
」（

平
成

29
年

1
月

）
 

 
 
平
成

2
8
年
度

第
4
回

医
療

安
全

管
理

講
演

会
：
「

疑
義

照
会

に
つ

い
て

」「
食

事
ア

レ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

」（
平

成
29

年
3
月

）
 

・
薬

剤
師
に

よ
る

病
棟

配
置

薬
の

確
認

の
機

会
を

増
や

す
と

と
も

に
、

配
置

医
薬

品
の

種
類

・
数

量
の

見
直

し
を

行
い

、
安

全
か

つ
適

切

な
薬
剤
管
理
の
徹
底
に

努
め

た
。

 

・
ハ

イ
リ
ス

ク
薬

品
に

つ
い

て
一

覧
表

を
作

成
配

布
す

る
と

同
時

に
、

当
該

病
棟

に
常

備
さ

れ
て

い
る

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

を
明

示
す

る
こ

と

に
よ
り
注
意
を
促
し
た

。
 

・
薬
剤
、
規
格
、
用
法

、
剤

形
な

ど
の

変
更

に
つ

い
て

、
一

定
の

ル
ー

ル
に

基
づ

き
薬

剤
師

が
処

方
修

正
（

月
30
0
件

程
度

）
や

医
師

へ

の
提
案
を
行
う
こ
と

で
、

薬
学

的
患

者
ケ

ア
の

推
進

や
副

作
用

の
重

篤
化

の
回

避
、

医
師

の
業

務
軽

減
等

を
実

現
し

た
。

 

・
安

全
管
理

委
員

会
及

び
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

推
進

会
議

に
て

、
救

急
カ

ー
ト

内
に

装
備

す
る

物
品

の
検

討
を

行
っ

た
。

配
置

部
署

以

外
の

医
師
・

看
護

師
で

あ
っ

て
も

、
必

要
最

低
限

の
救

急
救

命
措

置
が

可
能

な
よ

う
に

、
カ

ー
ト

内
の

品
目

・
数

量
・

配
置

を
院

内
で

統

一
し
た
。
 

・
Ｅ

Ｍ
コ
ー

ル
要

請
時

に
、

よ
り

迅
速

な
対

応
が

可
能

と
な

る
よ

う
参

集
ル

ー
ル

の
見

直
し

を
行

う
な

ど
、

緊
急

時
の

対
応

方
法

の
検

討

を
行
っ
た
。
 

 

○
 
転
倒
、
転
落
の
防
止
と
し
て
、
回
避
・
軽
減
に
有
効
な
手
法
を
検
証
し
、
高
齢
者

に
必
要
か
つ
安
全
な
療
養
環
境
を
整
備
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

転
倒
・
転
落
事
故
発
生
率

0
.2

5％
以
下
 

  

・
転

倒
転
落

事
故

を
防

止
す

る
た

め
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
レ

ポ
ー

ト
の

分
析

や
離

床
セ

ン
サ

ー
の

活
用

、
転

倒
・

転
落

防

止
ア

セ
ス
メ

ン
ト

ス
コ

ア
シ

ー
ト

の
改

訂
を

行
っ

た
。

ま
た

、
ス

タ
ッ

フ
間

の
情

報
共

有
を

円
滑

に
図

る
た

め
、

転
倒

・
転

落
ハ

イ
リ

ス

ク
患
者
の
ネ
ー
ム
バ

ン
ド

に
赤

線
を

引
く

対
策

を
開

始
す

る
な

ど
、

事
故

予
防

に
努

め
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
転
倒
・
転
落
事
故

発
生

率
 

0.
3
7%
（

平
成

2
7
年

度
 
0
.3
7%
）

 

 

【
項
目

08
】
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○
 

感
染

防
止

対
策

チ
ー

ム
を

組
織

す
る

医
療

機
関

と
定

期
的

な
協

議
を

実
施

す
る

な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
む
。
 

 
 

・
板

橋
区
内

で
、

院
内

に
感

染
防

止
対

策
チ

ー
ム

を
有

す
る

医
療

機
関

と
感

染
防

止
対

策
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
医

師
、

看
護

師
、

薬

剤
師
、
臨
床
検
査
技
師

が
参

加
）

を
年

4
回

実
施

し
、

各
施

設
に

お
け

る
感

染
対

策
に

関
す

る
情

報
共

有
や

相
互

の
病

院
ラ

ウ
ン

ド
を

実

施
し
た

。【
再
掲
：
項

目
6】

 

・
セ

ン
タ
ー

主
催

の
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
お

い
て

は
、

行
政

と
の

連
携

強
化

を
目

的
と

し
て

板
橋

区
保

健
所

に
結

核
対

策
に

関
す

る

講
演

を
依
頼

し
対

応
策

の
確

認
及

び
整

理
を

行
っ

た
ほ

か
、

エ
イ

ズ
治

療
拠

点
病

院
と

し
て

、
連

携
す

る
医

療
機

関
に

対
し

て
針

刺
し

血

液
曝

露
事
象

時
の

診
察

受
入

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
ま

た
、

各
施

設
に

お
け

る
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

事
例

の
報

告
会

を
行

い
、

対
応

策
に

つ

い
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
実

施
す

る
な

ど
地

域
ぐ

る
み

で
の

感
染

防
止

対
策

に
取

り
組

ん
だ

。
 

○
 

組
織

的
な

医
療

安
全

対
策

に
取

り
組

む
た

め
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

中
心

に
医

療
安

全
に

係
る

院
内

や
他

の
医

療
機

関
の

状
況

把
握

・
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
に

基
づ

き
医

療
安

全
確
保
の
業
務
改
善
を
図
る

。
 

 

○
 
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
セ
ン
タ
ー
の
状
況
把
握
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
院
内
医
療
事
故
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
事
故
発
生
時
に

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

・
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
会

議
及

び
安

全
管

理
委

員
会

に
お

い
て

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・

ア
ク

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

の
集

約
・

分
析

を

行
い

、
特
に

注
意

喚
起

事
例

に
関

し
て

は
、

部
門

別
で

具
体

的
な

事
例

を
挙

げ
、

そ
の

要
因

と
再

発
防

止
策

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、

病
院

幹
部
会

議
で

の
報

告
や

全
職

員
が

閲
覧

で
き

る
フ

ォ
ル

ダ
に

掲
載

し
周

知
徹

底
を

図
る

な
ど

、
医

療
安

全
管

理
体

制
の

強
化

及
び

業

務
改

善
を
図

っ
た

。
ま

た
、

他
の

医
療

機
関

に
お

け
る

事
故

事
例

や
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
か

ら
提

供
さ

れ
る

医
療

安
全

情
報

な
ど

、

広
く
情
報
収
集
を
行
い

、
院

内
で

の
事

故
防

止
に

役
立

て
た

。
 

 

〇
 
平
成

2
7
年

10
月
に
施
行
さ
れ
た
医
療
事
故
調
査
制
度
に
つ
い
て

、
院
内
事
故
調

査
体
制
を

確
立
し
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
な
ど
適
切
に
対
応

す
る
。
 

・
医

療
事
故

調
査

制
度

の
開

始
に

伴
い

、
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
策

等
を

検
討

す
る

た
め

の
組

織
体

制
な

ど
を

定
め

た
「

医
療

安
全

対

策
室

設
置
要

綱
」

及
び

「
事

例
検

討
会

議
設

置
要

綱
」

を
改

訂
し

、
医

療
安

全
体

制
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

っ
た

。
さ

ら
に

、
医

療
事

故

発
生

時
の
院

内
で

の
事

故
調

査
体

制
等

を
定

め
た

「
院

内
事

故
調

査
委

員
会

設
置

要
綱

」
を

改
訂

し
、

委
員

と
し

て
外

部
の

専
門

家
を

含

め
る
こ
と
と
す
る
な
ど

、
公

平
性

や
中

立
性

を
踏

ま
え

た
よ

り
厳

格
な

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
平
成

28
年

6
月

改
正

の
医

療
法

施
行

規
則

に
基

づ
き

、
医

療
機

関
の

管
理

者
は

、
院

内
で

の
死

亡
事

例
を

遺
漏

な
く

把
握

で
き

る
体

制

を
確
保
す
る
た
め
に

、
全

死
亡

患
者

の
サ

マ
リ

を
作

成
し

、
医

療
安

全
対

策
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
1
回

/週
）

に
お

い
て

、
検

討
を

行
う

体

制
を
確
保
し
た
。
 

 

○
 

院
内

感
染

対
策

チ
ー

ム
を

中
心

に
院

内
感

染
に

関
す

る
情

報
を

分

析
・

評
価

す
る

と
と

も
に

、
病

棟
ラ

ウ
ン

ド
の

所
見

等
を

も
と

に
、

効
果
的
に
院
内
感
染
対
策
を

実
施
す
る
。
 

 

○
 
感
染

対
策
チ

ー
ム

(I
CT
)に

よ
る

ラ
ウ
ン

ド
を
定

期
的
に

実
施
し
て

院
内
感

染
の

情
報
収
集
や
分
析
を
行
い
、
効
果
的
な
院
内
感
染
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
全
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
会

や
院

内
感

染
に

関
す

る
情

報
を

メ
ー

ル
や

院
内

掲
示

板

を
活
用
し
て
職
員
に
周
知
し
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

院
内
感
染
症
対
策
研
修
会
の
参
加
率

1
00

% 

 

 

 
 

・
昨

年
度
ま

で
の

定
期

ラ
ウ

ン
ド

（
①

血
液

培
養

陽
性

者
ラ

ウ
ン

ド
、

②
広

域
抗

菌
薬

の
使

用
状

況
確

認
ラ

ウ
ン

ド
、

③
感

染
管

理
認

定

看
護

師
が
単

独
で

行
う

感
染

管
理

ラ
ウ

ン
ド

、
④

清
掃

ラ
ウ

ン
ド

）
に

加
え

て
、

今
年

度
よ

り
⑤

経
路

別
予

防
策

実
施

確
認

ラ
ウ

ン
ド

、

⑥
手

指
衛
生

の
直

接
観

察
ラ

ウ
ン

ド
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

同
じ

感
染

症
が

同
一

部
署

で
複

数
例

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
現

場
で

の
対

策

確
認
及
び
対
策
の
変
更

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

保
健

所
へ

の
連

絡
等

を
行

う
な

ど
、

感
染

防
止

策
の

徹
底

に
努

め
た

。
 

・
院
内
感
染
対
策
講
演

会
を

年
4
回

開
催

し
た

。
ま

た
、
薬

剤
耐

性
菌

対
策

を
広

く
周

知
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
外

部
講

師
に

よ
る
「

薬

剤
耐

性
菌
対

策
」

の
講

演
会

も
実

施
し

た
。

不
参

加
職

員
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
と

し
て

、
講

演
会

を
録

画
し

た
ビ

デ
オ

上
映

会
の

開
催

や
Ｄ

Ｖ

Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行

っ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
院
内
感
染
症
対
策

研
修

会
の

参
加

率
 

76
%（

平
成

27
年

度
実

績
 

10
0%
）

 

・
日

常
的
な

感
染

対
策

に
つ

い
て

は
、

感
染

管
理

認
定

看
護

師
が

感
染

管
理

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
細

菌
検

査
室

か
ら

タ
イ

ム
リ

ー
に

情

報
を
確
認
し
、
現
場
で

の
感

染
対

策
が

即
時

開
始

さ
れ

る
よ

う
に

各
部

署
と

連
携

し
て

対
応

し
た

。
 

・
自

施
設
で

作
成

し
た

感
染

管
理

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
に

関
し

て
、

手
順

の
遵

守
状

況
を

確
認

す
る

た
め

、
看

護
師

を
対

象
に

感
染

対

策
チ

ー
ム
が

中
心

と
な

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
、

オ
ム

ツ
交

換
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

介
助

、
開

放
式

吸
引

、
点

滴
準

備
な

ど
の

各
処

置

に
お
け
る
手
順
を
モ
ニ

タ
ー

・
評

価
し

、
遵

守
率

の
向

上
を

図
っ

た
。

ま
た

、
こ

れ
に

つ
い

て
学

会
発

表
も

実
施

し
た

。
 

・
院

内
メ
ー

ル
等

に
お

い
て

全
職

員
に

向
け

て
感

染
症

情
報

週
報

を
発

信
し

、
流

行
し

て
い

る
感

染
症

情
報

や
注

意
喚

起
事

例
な

ど
に

つ

い
て
注
意
喚
起
を
図
っ

た
。

 

 

【
項
目

08
】
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中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
患
者
中
心
の
医
療
の
実
践
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
病
院
に
お
い
て
組
織
的
に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
な
活
動
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
第
三
者
（

公
益

財
団

法
人

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

）
が

審
査

す
る

病
院

機
能

評
価

を
平

成
2
8
年

10
月

に
受

審
し

た
。
患

者
の

視

点
で
質
の
高
い
医
療
・
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
病
院
を
挙
げ
て
各
種
の
改
善

活
動

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
高

齢
者

医
療

の
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
ホ

ス
ピ

タ
ル

と
し

て
安

全
で

高
品

質
な

医
療

が
提

供
さ

れ
て

い
る
と
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。
 

・
新
た
に
血
管
外
科
、
化
学
療
法
科
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
を
開
始
す
る
な
ど
、
患
者
が
自
ら
の
治
療
に
納
得
し
て

様
々

な
選

択
が

で
き

る
よ

う
更

な
る

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

カ
 
患
者
中
心
の
医
療
の
実
践
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 
カ

 
患
者
中
心
の
医
療
の
実
践
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

９
 

Ｂ
 

カ
 
患
者
中
心
の
医
療

の
実

践
・
患
者

サ
ー
ビ
ス
の

向
上

 

院
内

の
療

養
環

境
を

は
じ

め
と

す
る

患
者

ア
メ

ニ
テ

ィ
の

向
上

や
医

療
内
容
の
平
易
な
説
明
に
努
め

る
な
ど
、
患
者
・
家
族
の
立
場
に
立
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。
 

院
内
の
療
養
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
患
者
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
及
び
患
者
・
家
族
の

立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。
 

 

・
病
院
に
お
い
て
組

織
的

に
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
基

本
的

な
活

動
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
第

三
者

が
審

査
す

る
病

院

機
能
評
価
を
平
成

2
8
年

10
月

に
受

審
し

た
。

9
割

を
超

え
る

項
目

に
お

い
て

Ａ
評

定
以

上
の

評
価

を
受

け
る

と
と

も
に

、
改

善
要

望
事

項

と
な
る
Ｃ
評
定
も
な

く
、

平
成

2
9
年

1
月

4
日

付
で

認
定

を
受

け
た

。
 

・
敷
地
内
を
よ
り

安
全

に
通

行
で

き
る

よ
う

通
路

区
分

を
明

確
に

表
示

す
る

な
ど

、
療

養
環

境
の

整
備

に
努

め
た

。
 

・
セ
ン
タ
ー
主
催

の
イ

ベ
ン

ト
情

報
や

メ
デ

ィ
ア

出
演

情
報

を
掲

載
す

る
た

め
の

「
広

報
板

」
を

新
た

に
正

面
玄

関
ス

ペ
ー

ス
に

設
置

し
、

患
者
・
家
族
に
対

す
る

情
報

発
信

の
体

制
を

強
化

し
た

。
 

・
こ
れ
ま
で
外
来

2
箇

所
の

み
で

あ
っ

た
ご

意
見

箱
を

各
階

に
設

置
し

、
入

院
患

者
や

家
族

か
ら

広
く

意
見

を
も

ら
う

よ
う

環
境

を
整

備
し

た
。
 

・
医
師
事
務
作
業

補
助

者
を

計
画

的
に

採
用

し
、

医
師

の
事

務
負

担
軽

減
に

努
め

た
。

 

・
外
来
患
者
来
院

時
に

お
け

る
受

付
操

作
等

の
サ

ポ
ー

ト
を

年
間

通
じ

て
実

施
し

た
。

 
 

 

○
 

医
療
に
関
す
る
情
報
の
特
性
を
踏
ま
え
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
等
を
通
じ
、
患
者
や
そ
の
家
族

が
治
療
の
選
択
・
決
定
を
医
療

者
と
と
も
に
主
体
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。
 

     

○
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
し
、
患
者
の
信
頼
と
理
解
、
同
意
に
基

づ
い
た
医
療
を
推
進
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

入
院
患
者
満
足
度

9
0％

 

外
来
患
者
満
足
度

8
0％

 

  

・
「

患
者

権
利
章

典
」

を
院

内
掲

示
す

る
と

と
も

に
外

来
・

入
院

案
内

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

患
者

や
家

族
等

へ
の

周
知

を
継

続
し

た
。
ま
た
、
病
状
や

治
療

方
針

な
ど

を
分

か
り

や
す

く
説

明
し

た
上

で
同

意
を

得
る

こ
と

に
努

め
る

な
ど

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
・
コ

ン
セ

ン

ト
の
徹
底
を
図
り

、
患

者
満

足
度

の
向

上
に

つ
な

げ
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
入
院
患
者
満
足

度
 

  
 9
0.

7％
（

平
成

2
7
年

度
 
9
0.

6％
）

 

 
 
外
来
患
者
満

足
度

 
  

8
3.

3％
（

平
成

2
7
年

度
 
8
1.

3％
）

 
 

・
患
者
や
家
族
の

要
望

に
応

じ
て

診
療

録
等

の
開

示
を

引
き

続
き

行
い

、
適

切
な

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
と

信
頼

の
確

保
に

努
め

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
カ
ル
テ
開
示
請

求
対

応
 

16
2
件

（
平

成
27

年
度

 
1
35

件
）

 

○
 
患
者
が
十
分
な
情
報
に
基
づ
き
、
様
々
な
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
外
来
を
実
施
す
る
と
と
も
に

、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
権
利
を
患

者
が
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
院
内
掲
示
等
に
よ
り
更
な
る
周
知
を
図
る
。
 

  

・
平
成

28
年
度
よ
り

新
た

に
血

管
外

科
、
化

学
療

法
科

の
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

を
開

始
し

、
計

1
2
診

療
科

に
お

い
て

セ
カ

ン
ド

オ

ピ
ニ
オ
ン
が
実
施

で
き

る
体

制
を

整
備

し
た

。
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

を
希

望
す

る
患

者
・
家

族
に

対
し

て
は

、
当

該
診

療
科

医
師

と
協

議

し
た
上
で
、
積
極

的
に

患
者

を
受

け
入

れ
、

患
者

や
そ

の
家

族
が

治
療

の
選

択
・

決
定

を
主

体
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

た
。
 

・
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン

外
来

に
つ

い
て

病
院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

広
報

活
動

を
行

っ
た

。
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

か
ら

1

ク
リ
ッ
ク
で
セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
の

紹
介

ペ
ー

ジ
を

閲
覧

で
き

、
受

診
相

談
に

あ
た

り
必

要
と

な
る

申
込

書
・
同

意
書

を
簡

便
に

ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
運

用
等

を
行

い
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
外

来
の

利
用

促
進

に
努

め
た

。
 

 
■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ

ン
利

用
患

者
数

 2
2 
名

（
平

成
2
7
年

度
 
2
3
名

）
 

【
項
目

09
】
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.
 

    
 

   ○
 
患
者
や
来
院
者
の
立
場
に
立
っ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
提
供
の
た
め
、
分

か
り
や
す
い
院
内
表
示
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
接
遇
研
修
の
実
施

に
よ
り
、
接
遇
に
対
す
る
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図
る
。
 

 

○
 
接
遇
に
関
す
る
研
修
計
画
を
策
定
し

、
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
や
自
己
点
検
を
行

う
こ
と
で
全
職
員
の
意
識
と
接
遇
を
向
上
さ
せ
る
。
 

  

 
 

・
動
作
や
言
葉
遣
い

、
患

者
目

線
で

の
対

応
等

に
関

す
る

外
部

講
師

に
よ

る
接

遇
研

修
を

開
催

し
、

職
員

の
接

遇
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。
 
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
接
遇
研
修
参

加
者

数
 8
4
人

（
平

成
2
7
年

度
 
79

人
）

 
 

 
※
新
た
に
セ

ン
タ

ー
職

員
と

な
っ

た
事

務
等

が
対

象
。

 

・
外
来
患
者
案
内

を
通

じ
て

事
務

職
員

が
接

遇
及

び
外

来
患

者
の

受
入

れ
業

務
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
病

院
職

員
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

る
こ

と
を
目
的
と
し
て

職
員

接
遇

研
修
（

悉
皆

）
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
非

常
勤

を
含

む
事

務
職

員
が

輪
番

で
正

面
玄

関
に

お
い

て
外

来
患

者

案
内
（

1
日

2
名
×

1
時

間
）

を
実

施
し

、
ま

た
そ

の
研

修
内

容
に

つ
い

て
も

報
告

書
を

作
成

し
て

上
司

が
確

認
を

行
う

こ
と

で
、

接
遇

に

係
る
意
識
と
技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。
自

動
再

来
受

付
機

の
受

付
補

助
や

車
い

す
の

手
配

、
診

療
科

へ
の

案
内

、
美

化
活

動
な

ど
を

通
し

て

患
者
・
家
族
と
触

れ
合

う
こ

と
に

よ
り

、
安

心
で

快
適

な
医

療
環

境
の

提
供

に
努

め
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
 
職
員
文
化
祭
（
ア
ー
ト
作
品
展
示
）
や
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
、
養
育
院
・
渋

沢
記
念
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
な
ど

、
療
養
生
活
や
外
来
通
院
の
和
み
と
な
る
環
境
と
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
 

  

 
 

・
平
成

2
8
年

7
月

に
メ

ト
ロ

文
化

財
団

に
よ

る
音

楽
の

贈
り

物
コ

ン
サ

ー
ト

、
平

成
2
8
年

1
2
月

に
セ

ン
タ

ー
職

員
等

に
よ

る
ク

リ
ス

マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
、

平
成

2
9
年

3
月

に
板

橋
区

演
奏

家
協

会
会

員
に

よ
る

春
の

音
楽

鑑
賞

会
を

そ
れ

ぞ
れ

開
催

し
た

。
 

・
養
育
院
・
渋
沢

記
念

コ
ー

ナ
ー

に
お

い
て

、
利

用
者

の
健

康
と

生
活

に
役

立
つ

知
識

の
紹

介
、
病

気
や

治
療

法
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る

た
め
の
入
院
設
備
の

写
真

パ
ネ

ル
や

貸
出

図
書

の
充

実
を

図
っ

た
。
ま

た
、
セ

ン
タ

ー
の

各
種

案
内

や
板

橋
区

観
光

ガ
イ

ド
マ

ッ
プ

を
掲

示

す
る
な
ど
、
休
憩
・

待
合

ス
ペ

ー
ス

機
能

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

 

○
 
患
者
・
家
族
の
満
足
度
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
患
者
満
足
度
調

査
や
退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
の
分
析
を
行

い
、
患
者
・
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
る
。
 

 

○
 
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
医
療
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員

会
を
中
心
に
検
討
し

、
ご
意
見
箱
や
患
者
満
足
度
調
査
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
患
者

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
改
善
を
行
う
。
 

 
 

・
こ
れ
ま
で
外
来

2
箇

所
の

み
で

あ
っ

た
ご

意
見

箱
を

病
棟

各
階

に
設

置
し

、
入

院
患

者
や

家
族

か
ら

広
く

意
見

を
も

ら
う

よ
う

環
境

を
整

備
し
た

。【
再
掲
：
項

目
9】

 

・
ご
意
見
箱
に
寄

せ
ら

れ
た

要
望
・
苦

情
や

患
者

満
足

度
調

査
の

結
果

に
つ

い
て

、
病

院
運

営
会

議
に

報
告
・
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
患

者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委

員
会

に
お

い
て

改
善

策
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
っ

た
。

 

 
■
平
成

2
8
年
度
実

績
（

ご
意

見
箱

の
集

計
）

 

 
 
意
見
・
要
望

 
11
1
件

（
平

成
2
7
年

度
 
93

件
）

 

 
 
感
謝
 
 
 

 
 3
8
件

（
平

成
2
7
年

度
 
22

件
）

 

 

【
項
目

09
】
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中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 

１
 
都
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
(２

) 
高
齢
者

の
健
康
の
維
持
・
増
進
と
活
力
の
向
上
を
目
指
す
研
究

 
 

 
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
と
自
立
し
た
生
活
の
継
続
、
ま
た
多
様
な
社
会
活
動
に
お
け
る
高
齢
者
の
持
て
る
力
の
発
揮
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー

の
重

点
医

療
や

老
化

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
高

齢
者

の
健

康
長

寿
と
福

祉
に
関

す
る
研

究
を
行

い
、
高

齢
者

の
医

療
、
看
取
り
を
含
め
た
ケ
ア
、
健
康
増
進
の
諸
問
題
に
包
括
的
に
取
り
組
む

。
ま
た
、
研
究
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
特
色

で
あ
る
病

院
と
の
連

携
を
強

化
し
て
高

齢
者

疾
患

の
治

療
と
予

防
に
有

効
な
臨

床
応

用
研

究
や

技
術

開
発

を
進

め
る
ほ
か
、

地
域
モ
デ
ル
の
在
り
方
に
関
す
る
提
案
を
行
う
な
ど
研
究
成
果
の
普
及
を
図
り
、
公
的
な
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

 
目
標
値
：
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
研
究
課
題

 5
 件

/年
 

 

中
期
計
画

の
進
捗
状
況
 

＜
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
推
進
（
医
療
と
研
究
の
連
携
）
＞

 

【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
全

7
件
の

研
究
助
成
課
題
を
採
択
し
、
研
究
費
の
執
行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
進
捗
状
況
の
把
握
や
技
術
支
援
、
関
連
分
野

の
情

報
提

供
を

行
う

な
ど

臨
床

応
用

に
向

け
支

援
し

た
。

 

・
当
セ
ン
タ

ー
が
独
自
開
発
し
た
血
中
Ｇ
Ｄ
Ｆ

15
高
感
度
定
量
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
行
っ
た
高
齢
者
コ
ホ
ー
ト
の
解
析
か
ら
、
血

中
Ｇ

Ｄ
Ｆ

15
濃

度
が

総
死

亡
率

と
関

連
す

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。
ま

た
、
同

シ
ス

テ
ム

を
基

礎
に

ミ
ト

コ

ン
ド
リ
ア
病
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
に
用
い
る
汎
用
型
自
動
検
査
装
置
に
適
合
し
た
定
量
キ
ッ
ト
の
開
発
に
成
功
し
た

｡ 

・
将
来
的
臨
床
応
用
を
見
据
え
、
人
工
関
節
術
の
予
後
評
価
法
と
し
て
、
Ｎ
ａ
Ｆ

-Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
客
観
的
評
価
基
準
の
策
定

に
向

け
て

症
例

を
蓄

積
し

た
。

 

【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

ア
 
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
推
進
（
医
療
と
研
究
の
連
携
）
 

ア
 
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
推
進
（
医
療
と
研
究
の
連
携
）
 

1
0
 

Ａ
 

ア
 
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ

ー
チ
の

推
進

（
医

療
と
研

究
の

連
携

）
 

○
 

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
推
進
室
を
中
心
と
し
て
、
萌
芽

的
研

究
の

発
掘

か
ら

臨
床

応
用

ま
で

一
貫

し
て

推
進

す
る

体
制

を
整

え
、
病
院
と
研
究
所
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。
 

 

○
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
（
T
R）

研
究
採
択
課
題
の
実
用
化
を
促
進
す
る

た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て

T
R
推
進
室
の
支
援
を
行
う
。
 

・
 
新

た
な

健
康
増

進
法

及
び
次

世
代

の
治
療

法
や
診

断
技

術
に
繋

が
る

基
礎
技

術

の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
実
用
化
を
重
視
し
た
新
規

T
R
研
究
課
題
の
募
集
を

行
う

｡
ま

た
､
こ

れ
ま

で
に

支
援

し
て

き
た

課
題

の
適

正
な

評
価

と
実

用
化

を
目

指
す
。

 

・
 
病

院
部

門
と
研

究
部

門
双
方

か
ら

の
研
究

活
動
の

取
り

組
み
を

啓
発

す
る
た

め

に
、

TR
情

報
誌

の
定
期

発
行
や

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

し
、
セ

ン
タ
ー
内

に
周

知

を
図
る

。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

T
R
研
究

課
題
採
択
数

5
件
 

T
R
情
報

誌
発
行
回
数

4
回
 

 

・
英

国
の
権

威
あ

る
学

術
雑

誌
Ｎ

ａ
ｔ

ｕ
ｒ

ｅ
に

お
い

て
、

先
進

的
研

究
に

よ
っ

て
日

本
の

健
康

科
学

を
け

ん
引

す
る

機
関

と
し

て
、

当

セ
ン
タ
ー
の
研
究
部
門

が
第

9
位

、
病

院
部

門
が

第
2
0
位

に
選

出
さ

れ
た

。
 

・
当
セ
ン
タ
ー
が
独
自

開
発

し
た

血
中

Ｇ
Ｄ

Ｆ
15

高
感

度
定

量
シ

ス
テ

ム
を

基
礎

に
、

指
定

難
病

で
あ

る
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

病
の

コ
ン

パ

ニ
オ

ン
診

断
シ

ス
テ

ム
の

開
発

を
民

間
企

業
と

共
同

で
進

め
た

結
果

､
汎

用
型

自
動

検
査

装
置

に
適

合
し

た
定

量
キ

ッ
ト

の
開

発
に

成
功

し
た

｡ま
た
、
同
高

感
度

定
量

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

行
な

っ
た

高
齢

者
コ

ホ
ー

ト
の

解
析

か
ら

、
血

中
Ｇ

Ｄ
Ｆ

15
濃

度
が

総
死

亡
率

と
関

連

す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な

っ
た

。
 

・
当
セ
ン
タ
ー
が
独

自
開

発
し

た
技

術
の

実
用

化
を

進
め

る
べ

く
､先

行
技

術
の

調
査

を
行

な
い

、
独

自
技

術
の

権
利

化
に

努
め

た
｡ 

・
本
年
度
の
研
究
助

成
課

題
と

し
て

採
択

し
た

7
課

題
に

対
し

、
研

究
費

の
執

行
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
進

捗
状

況
の

把
握

に
努

め
、

技
術
支
援
や
関
連
分

野
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
 

・
病

院
部
門

と
研

究
部

門
双

方
か

ら
の

研
究

活
動

の
取

り
組

み
を

啓
発

す
る

た
め

、
全

職
員

向
け

に
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ

（
Ｔ
Ｒ

)情
報
誌
「

Ｃ
ｒ

ｏ
ｓ

ｓ
－

Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ

」
を

刊
行

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
Ｔ
Ｒ
研
究
課
題
採

択
数

 
7
件

（
研

究
部

門
5
件

、
病

院
部

門
2
件

）
 

 
 
（
平
成

2
7
年

度
8
件

＜
研

究
部

門
2
件

、
病

院
部

門
6
件

＞
）

 

 
 
Ｔ
Ｒ
情
報
誌
発
行

回
数

 
4
回

（
平

成
2
7
年

度
 

4
回

）
 

 

 
○

 
研

究
所

及
び

病
院

の
両

部
門

の
職

員
が

論
文

発
表

､
研

究
活

動
及

び
研

究
費

の
獲

得
を
効
率
的
に
促
進
で
き
る
よ
う
、
支
援
体
制
を
整
え
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

研
究
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
数

3
回
 

 

・
シ
ー
ズ
の
育
成
や
新

規
技

術
の

実
用

化
を

推
進

す
べ

く
、

各
領

域
の

専
門

家
を

講
師

に
招

き
､セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

｡ 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

研
究
支
援
セ
ミ
ナ

ー
開

催
数

 
3
回

（
平

成
2
7
年

度
 

3
回

）
 

【
項
目

10
】
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○
 

東
京
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
研
究
組
合
（
Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
等
を
活
用
し
て
産
・
学
・
公
の
連
携
を
強
化
し
、
外
部
機

関
と
積
極
的
に
知
見
・
技
術
の

情
報
共
有
や
臨
床
研
究
の
共
同
実
施
を

行
う
。
 

 

○
 

TO
BI
RA

で
開
催
す
る
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
通
じ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
研
究
内

容
や
研
究

成
果
を
広
く
多
方
面
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
外
部
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
共
同
・
受
託
研
究
に
つ
な
げ
る
取
組
を
推
進
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

T
O
BI

RA
研
究
発
表
数
（
講
演
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
）
8
件
 

外
部
資
金
獲
得
件
数

2
30

件
 

外
部
資

金
獲
得
金
額
（
研
究
員
一
人
あ
た
り
）

6,
50
0
千
円
 

共
同
・

受
託
研
究
等
実
施
件
数
（
受
託
事
業
含
む
）

65
件
 

 
 

・
研
究
シ
ー
ズ
の
発

信
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
や

､Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ｉ

Ｒ
Ａ

（
※

）
と

の
連

携
等

に
よ

り
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

研
究

の
促

進
に

向
け

､有
機
的
な
情
報

交
流

を
図

っ
た

｡ 

（
※

）Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ａ

:バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

技
術

研
究

組
合

｡東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

な
ど

と
平

成
23

年
8
月

に
設

立
｡ 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ａ
第

5
回

研
究

交
流

フ
ォ

ー
ラ

ム
 
講

演
 

1
件

、
ポ

ス
タ

ー
発

表
 

8
件

 

外
部
資
金
獲
得
件

数
 2
70

件
（

平
成

2
7
年

度
 
2
16

件
）

 

外
部
資
金
獲
得
金

額
（

研
究

員
一

人
あ

た
り

）
8,
60
8
千

円
（

平
成

27
年

度
 

6,
34
4
千

円
）

 

共
同
・
受
託
研
究

等
実

施
件

数
（

受
託

事
業

含
む

）
67

件
（

平
成

27
年

度
 

55
件

）
 

 

○
 

病
院
部
門
と
連
携
し
、
健
康

増
進
や
尿
失
禁
、
低
栄
養
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
図
る
。
 

  

○
 
東
京
都
、
板
橋
区
、
医
師
会
等
と
認
知
症
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
強
化
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
政
策
科
学
的
研
究
を
引
き
続
き
遂
行
す
る
。
 

 

 
 

・
認
知
症
支
援
推
進

セ
ン

タ
ー

と
共

同
で

、
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

、
相

談
員

研
修

及
び

認
知

症
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー
研
修
を
実
施

す
る

と
と

も
に

、
研

修
効

果
及

び
認

知
症

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

事
業

の
事

業
評

価
の

分
析

を
開

始
し

た
。

 

○
 
精
神
科

と
連
携
し
、
う
つ
病
、
妄
想
性
障
害
な
ど
、
高
齢
者
の
難
治
性
精
神
疾
患

の
病
態
解

明
と
治
療
法
の
開
発
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
。
 

 

・
一
般
病
院
の
精
神
病

床
に

入
院

す
る

高
齢

者
患

者
に

お
い

て
、

自
宅

へ
と

退
院

せ
ず

、
施

設
や

精
神

科
病

院
等

へ
転

院
す

る
主

な
要

因

は
患
者
年
齢
が
高
い
こ

と
、

認
知

症
を

発
症

し
て

い
る

こ
と

、
ま

た
医

療
保

護
入

院
で

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

、
厚

生
労

働
科

学
研

究

報
告
書
で
報
告
し
た
。

 

 

○
 

PE
T
部
門
と
放
射
線
診
断
部
門
が
連
携
し
、
認
知
症
診
断
､が

ん
診
断
及
び
そ
の
他

の
高
齢
者

疾
患
の
診
断
や
治
療
に
有
効
な
候
補
化
合
物
を
絞
り
込
み
、
当
セ
ン
タ
ー

で
の
実
施

を
目
指
し
た
評
価
を
行
う
。
 

 

・
乳
が
ん
の
早
期
発
見

に
有

効
な
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

で
あ

る
[1
8Ｆ

]
-Ｆ

Ｅ
Ｓ
（

※
）
に

つ
い

て
、
短

寿
命

放
射

性
薬

剤
臨

床
利

用
委

員
会

に
お

い
て
当
該
薬
剤
の
臨
床

使
用

が
承

認
さ

れ
、

臨
床

試
験

を
実

施
す

る
準

備
が

整
っ

た
。

 

（
※
）

[1
8Ｆ

]－
Ｆ
Ｅ

Ｓ
：

エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

受
容

体
を

画
像

化
す

る
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

｡ 

・「
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
用
い

た
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層

撮
影

に
よ

る
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

診
断

」
と

｢Ｆ
Ｄ

Ｇ
−Ｐ

Ｅ
Ｔ

／
Ｃ

Ｔ
の

不
明

熱
診

断
へ

の
応

用
−ガ

リ
ウ
ム
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ

と
の

比
較

研
究

｣の
2
課

題
の

先
進

医
療

Ｂ
の

実
施

体
制

が
整

い
、

被
験

者
の

募
集

を
開

始
し

た
。

 

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
部
門
、
放

射
線

診
断

部
門

及
び

整
形

外
科

の
連

携
に

よ
り

、
 [
18
Ｆ

]-
Ｎ

ａ
Ｆ

（
※

）
に

よ
る

、
骨

代
謝

変
化

の
検

討
を

開
始

し
、
Ｎ
ａ
Ｆ

-Ｐ
Ｅ
Ｔ

に
よ

る
客

観
的

評
価

基
準

の
策

定
に

向
け

て
症

例
を

蓄
積

し
た

。
 

（
※
）

[1
8Ｆ

]－
Ｎ
ａ

Ｆ
：

骨
代

謝
状

態
を

画
像

化
す

る
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

｡ 

 

○
 
高
齢
者

の
頻
尿
や
尿
失
禁
の
防
止
に
効
果
が
認
め
ら
れ
た
「
非
侵
襲
的
皮
膚
刺
激

手
法

｣の
普
及
に
向
け
て
､そ

の
最
も
効
果
的
な
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
を
目
指
す

｡ 

・
高
齢
女
性
の
夜
間

頻
尿

に
対

し
､当

セ
ン

タ
ー

が
民

間
企

業
と

共
同

で
開

発
し

た
小

型
ロ

ー
ラ

ー
に

よ
る

ヒ
ト

会
陰

部
へ

の
短

期
皮

膚
刺

激
効
果
に
つ
い
て
、
泌

尿
器

科
と

連
携

し
て

被
験

者
の

選
定

だ
け

で
な

く
、
研

究
デ

ザ
イ

ン
な

ど
の

策
定

及
び

検
証

し
､論

文
発

表
す

る
と

と
も
に
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

 Ｏ
Ｎ

Ｅ
,
 2
01

6）
､プ

レ
ス

発
表

、
研

究
所

ニ
ュ

ー
ス

及
び

病
院

売
店

で
の

販
売

を
開

始
す

る
な

ど
、

一
般

都
民

へ

の
一
層
の
普
及
還
元

に
努

め
た

。
 

・
麻
酔
下
ラ
ッ
ト
の

皮
膚

神
経

の
電

気
刺

激
を

利
用

し
て

、
そ

の
効

果
の

求
心

性
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

析
し

た
結

果
、

本
ロ

ー
ラ

ー
の

刺
激

は
排
尿
収
縮
抑
制
に

適
し

た
皮

膚
感

覚
神

経
の

活
動

を
誘

発
す

る
作

用
が

あ
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
､本

解
析

結
果

を
論

文
発

表
し

た
。（

Ｊ
 

Ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉ
ｏ
ｌ

 Ｓ
ｃ

ｉ
,
 2
01

6）
 

○
 
病
理
部

と
連
携
し
、
認
知
症
の
超
早
期

P
ET

画
像
診
断
と
し
て

､1
8
F-
TH
K5
35
1
を

用
い
た
タ
ウ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
実
施
し

､評
価
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
。
 

・
新
規
タ
ウ
イ
メ
ー

ジ
ン

グ
剤
（

※
）
[
18
Ｆ

]-
Ｔ

Ｈ
Ｋ

53
51

に
つ

い
て

、
短

寿
命

放
射

性
薬

剤
臨

床
利

用
委

員
会

で
の

承
認

を
得

て
、
臨

床
使
用
を
開
始
し
た
。

 

・
生
前
に
タ
ウ
イ
メ
ー

ジ
ン

グ
剤

[1
1Ｃ

]Ｐ
Ｂ

Ｂ
3
に

よ
る

脳
画

像
評

価
を

実
施

し
、
死

後
剖

検
の

協
力

が
得

ら
れ

た
6
症

例
に

つ
い

て
病

理
学
的
解
析
を
行
な
っ

た
結

果
、

生
前

の
Ｐ

Ｅ
Ｔ

画
像

に
お

い
て

、
進

行
性

核
上

性
麻

痺
に

お
け

る
タ

ウ
タ

ン
パ

ク
病

変
が

可
視

化
で

き

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

（
※
）
タ
ウ
イ
メ
ー
ジ

ン
グ

剤
：

認
知

症
の

診
断

指
標

と
な

る
タ

ウ
タ

ン
パ

ク
質

に
対

し
､親

和
性

が
高

い
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

｡ヒ
ト

に
投

与
す

る
事
に
よ
り

､生
体

内
の

タ
ウ

タ
ン

パ
ク

質
の

凝
集

箇
所

を
可

視
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡ 

【
項
目

10
】
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○
 

定
期
的
に
研
究
計
画
の
進
行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
外
部
の
有
識

者
か
ら
な
る
評
価
委
員
会
も
開
催
し
、
研
究
テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
の
妥

当
性
を
検
証
す
る
。
 

○
 
外
部
有

識
者
か
ら
な
る
外
部
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
学
術
的
な
独
創
性
・
新
規

性
や
計
画

実
現
の
可
能
性
及
び
研
究
の
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
。
ま

た
、
外
部
評
価
委
員
会
で
の
評
価
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
な
ど
、
透

明
性
を
確

保
す
る
。
 

  

 
 

・
外
部
有
識
者
（
学
識

経
験

者
、

都
民

代
表

及
び

行
政

関
係

者
等

）
8
名

か
ら

構
成

さ
れ

る
外

部
評

価
委

員
会

に
よ

り
、

平
成

2
8
年

度
の

研
究
成
果
、
進
捗
状
況

、
中

期
計

画
期

間
に

お
け

る
研

究
計

画
の

実
現

可
能

性
に

つ
い

て
評

価
を

受
け

た
。

同
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

、

次
年
度
以
降
の
研
究
所

の
運

営
方

針
の

作
成

、
研

究
チ

ー
ム

・
テ

ー
マ

・
長

期
縦

断
研

究
等

の
研

究
計

画
・

体
制

等
の

見
直

し
、

研
究

費

予
算
の
配
分
等
に
活
用

し
た

。
 

・
各
研
究
テ
ー
マ
の
進

行
管

理
及
び

情
報

共
有

の
た

め
、
セ

ン
タ

ー
幹

部
に

よ
る

中
間

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た
（

平
成

2
8
年

11
月

-1
2

月
）。

ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、

特
に

中
期
計

画
に

掲
げ

る
三

つ
の

重
点

医
療

（
①

血
管

病
医

療
、

②
高

齢
者

が
ん

医
療

、
③

認
知

症
医

療
）

を
中

心
に
進
め
ら
れ
、
こ

れ
ら

の
分

野
に

お
い

て
疾

患
の

予
防

法
や

高
度

な
治

療
技

術
の

開
発

に
寄

与
す

る
研

究
と

な
っ

て
い

る
か

な
ど

に
つ

い
て
、
各
研
究
者
の

技
術

背
景

や
知

識
を

最
大

限
に

活
か

し
つ

つ
、

進
行

管
理

を
行

っ
た

。
 

 

○
 
セ
ン
タ

ー
内
部
の
委
員
か
ら
な
る
内
部
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
研
究
の
計
画
・

成
果
及
び

継
続
、
進
行
管
理
等
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
。
 

 
 

・
内
部
評
価
委
員
会

で
は

、
各

研
究

チ
ー

ム
の

研
究

成
果

に
つ

い
て

、
法

人
経

営
者

及
び

現
場

の
リ

ー
ダ

ー
の

立
場

か
ら

外
部

評
価

委
員

会
と
同
じ
評
価
項
目

に
よ

り
評

価
を

行
っ

た
。

 

 

 

【
項
目

10
】
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中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
高
齢
者
に
特
有
な
疾
患
と
生
活
機
能
障
害
を
克
服
す
る
た
め
の
研
究
＞

 

【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
認
知
症
診

断
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
研
究
成
果
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
で
特
異
的
に
観
察
さ
れ
る
複
数
の
シ
ト
ル
リ
ン
化

タ
ン
パ
ク
質

を
世

界
で
初

め
て
同

定
し
、
特

許
を
出

願
し
た
。

 
・
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
剤
を
用
い
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
の
基
礎
技
術
と
な
る
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
読
影
法
」
を
確
立
し
た
｡ 

【
特
記
事
項

】 
 【
今
後
の
課
題

】 
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

イ
 
高
齢
者
に
特
有
な
疾
患
と
生

活
機
能
障
害
を
克
服
す
る
た
め
の
研
究

 
イ

 
高
齢
者
に
特
有
な
疾
患
と
生
活
機
能
障
害
を
克
服
す
る
た
め
の
研
究

 
             

1
1
 

             

             Ａ
              

イ
 
高
齢
者
に
特
有
な
疾

患
と
生

活
機

能
障

害
を
克

服
す
る
た
め
の

研
究

 

○
 

セ
ン

タ
ー

の
重

点
医

療
（

血
管

病
、

高
齢

者
が

ん
及

び
認

知
症

）

に
関

す
る

基
盤

研
究

を
推

進
し

、
治

療
や

予
防

に
有

効
な

臨
床

応
用

研
究
へ
の
展
開
を
図
る
。
 

                        

〇
 

心
臓

の
組

織
幹

細
胞

の
潜

在
能

力
を

利
用

し
た

心
臓

組
織

再
生

治
療

の
実

現
に

向
け

､分
子
・
細
胞
レ
ベ
ル
の
基
盤
研
究
を
行
う
。
 

・
心
血
管
病
の
病
態
解
明
に
向
け
た
分
子
・
細
胞
レ
ベ
ル
の
基
盤
研
究
を
進
め
る
。
 
 

・
心
臓

組
織
幹
細
胞
が
有
す

る
組
織
再
生

機
構
を
解
明
し
、
再

生
を
人
為
的
に
誘
導

す
る
有
効
な
治
療
法
の
開
発
を
目
指
す

｡ 

○
  
が
ん
の

発
生
の
要
因
と
な
る
テ
ロ
メ
ア
の
変
化
と
ゲ
ノ
ム
の
異
常
を
解
析
す
る

｡ 

・
諸

臓
器

の
構

成
細

胞
の

テ
ロ

メ
ア

長
短

縮
、

遺
伝

子
変

異
や

遺
伝

子
発

現
を

解

析
し

、
老

化
と

が
ん

の
関

連
性

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
で

、
高

齢
者

が
ん

の
予

防
、
診

断
と
治
療
に
有
用
な
技
術
の
確
立
を
目
指
す
。
 

・
近
年
、

社
会
の
高
齢
化
と
と
も
に
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
の
診
 

断
・
治
療
標
的
を
同
定
し
、
そ
の
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
 

に
、
が
ん
増
殖
並
び
に
治
療
抵
抗
性
の
抑
制
方
法
を
検
討
す
る
。
 

 

・
血
管
病
発
症
機
序
の
解
明
に
向
け
て
、
内
皮
細
胞
の
細
胞
老
化
に
お
け
る
炎
症
の
影
響
に
つ
い
て
解
析
し
た
結
果
、
炎
症
に
よ
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
に
陥
る
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

・
臓
器
の
機
能
維
持
や
組
織
の
修
復
・
再
生
機
構
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
繊
維
芽
細
胞
に
お
い
て
、
細
胞
膜
上
の
特
定
の
糖
鎖
（
27

年
度
同
定
）

が
果
た
す
機
能
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
、
論
文
発
表
し
た
。
 

・
心
筋
梗
塞
の
病
態
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
実
験
に
お
い
て
､モ

デ
ル
作
製
時
の
手
術
侵
襲
に
伴
う
炎
症
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
､実

験
に
更
に
適
し
た

病
態
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
マ
ウ
ス
の
心
臓
及
び
心
血
管
系
組
織
に
お
け
る
加
齢
変
化
に
つ
い
て
、
組
織
学
的
・
病
理
学
的
観
点
か
ら
解
析

を
進
め
た
。
 

 ・
高
齢
者
に
多
い

2
型

糖
尿

病
の

膵
島

と
、
加

齢
に

お
け

る
膵

島
の

α
細

胞
と

β
細

胞
を

解
析

し
た

結
果

、
加

齢
と

共
に

α
細

胞
の

テ
ロ

メ

ア
が
β
細
胞
よ
り
先
に

短
縮

す
る

こ
と

、
ま

た
2
型

糖
尿

病
で

は
正

常
例

よ
り

も
早

く
テ

ロ
メ

ア
短

縮
が

生
じ

る
こ

と
を

解
明

し
、
論

文
発

表
し
た
。
 

・
副
甲
状
腺

､バ
レ

ッ
ト

食
道

､石
綿

曝
露

中
皮

及
び

末
梢

肺
細

気
管

支
に

お
い

て
、
老

化
や

発
が

ん
に

関
連

し
て

テ
ロ

メ
ア

の
短

縮
が

生
じ

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た

。
 

・
膵
が
ん
細
胞
に
多
く

発
現

す
る

が
ん

幹
細

胞
マ

ー
カ

ー
で

あ
る

ｎ
ｅ

ｓ
ｔ

ｉ
ｎ

の
リ

ン
酸

化
を

抑
制

す
る

こ
と

に
よ

り
、
膵

が
ん

の
増

殖

と
転
移
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

、
論

文
発

表
し

た
。

 

・
前
立
腺
が
ん
研
究
に

関
す

る
ア

ン
ド

ロ
ゲ

ン
受

容
体

協
調

転
写

因
子

Ｏ
ｃ

ｔ
1
の

研
究

に
お

い
て

、
本

転
写

因
子

の
ア

ン
ド

ロ
ゲ

ン
・
シ

グ
ナ
ル
伝
達
系
に
お
け

る
役

割
と

、
ホ

ル
モ

ン
療

法
へ

の
抵

抗
性

獲
得

に
関

す
る

役
割

を
解

明
す

る
と

と
も

に
、
本

転
写

因
子

の
標

的
遺

伝

子
と
し
て
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｌ
3
を

同
定

し
た

。
更

に
、

Ｏ
ｃ

ｔ
1
の

生
理

機
能

を
阻

害
す

る
新

規
ポ

リ
ア

ミ
ド

薬
剤

の
が

ん
治

療
薬

と
し

て
の

可
能

性
を
提
唱
し
た
。
 

・
長
鎖
非
コ
ー
ド
Ｒ
Ｎ

Ａ
で

あ
る

Ｓ
Ｏ

Ｃ
Ｓ

2－
Ａ

Ｓ
1
が

、
ホ

ル
モ

ン
療

法
の

抵
抗

性
を

獲
得

し
た

前
立

腺
が

ん
で

増
加

し
て

い
る

こ
と

を
発
見
し
た
。
こ
の
Ｓ

Ｏ
Ｃ

Ｓ
2－

Ａ
Ｓ

1
は

、
細

胞
の

ア
ポ

ト
ー

シ
ス

（
※

）
を

制
御

す
る

下
流

因
子

群
を

標
的

と
し

て
細

胞
生

存
に

働

く
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｏ

Ｃ
Ｓ

2－
Ａ

Ｓ
1
が

難
治

性
高

齢
者

が
ん

の
治

療
標

的
と

な
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

（
※
）
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
：

プ
ロ

グ
ラ

ム
さ

れ
た

細
胞

死
 

【
項
目

11
】
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○
 

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
や

モ
デ

ル
動

物
を

作
製

･
活

用
し

､
認

知
症

の
発

症
機

構
を

解

析
す
る
と

と
も
に

､診
断
薬
や

記
憶
障

害
改
善

治
療
に

資
す
る

技
術
基
盤

を
構
築
す

る
。
 

・
認
知
症
患
者
の
脳
中
で
発
現
変
化
を
示
す
マ
イ
ク
ロ

R
NA

の
機
能
解
析
を
行
う

｡ 

・
シ
ト
ル

リ
ン
化

G
FA

P（
C
it

-G
FA

P）
に
特
異
的
に
反
応
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル

抗
体
を
用
い
た

E
LI
SA

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
､高

齢
者
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
の
生
体

試
料
を

用
い
て
、
そ
の
有
用
性
や
特
異
性
を
検
証
す
る
。
 

・
プ
ル
キ

ン
エ
細
胞
特
異
的
に

E
RK

2
が
機
能
欠
損
し
た
モ
デ
ル
動
物
を
作
製
し

､

小
脳
に
依
存
し
た
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
行
う

｡ 

・
神
経
変

性
の
髄
液
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
の
髄
液
中

p
3
ペ
プ
チ
ド

（
Ca
ls
yn
te
ni
n-
3
の
分
解
産
物
）
の
高
感
度
測
定
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
。 

・
脳
内
コ
リ
ン
作
動
系
活
性
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
進
め
る
。
 

・
大
脳
基
底
核
起
因
病
態
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
電
気
生
理
学
的
解
析
を
進
め
る
。
 

・
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
お
け
る

A
P
P（

ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆
体
タ
ン
パ
ク
質
）
に
特

有
の
糖
鎖
構
造
及
び
そ
れ
を
形
成
す
る
糖
転
移
酵
素
の
解
析
を
行
う
。
 

 

                              

                                  

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
患

者
の

脳
で

特
異

的
に

観
察

さ
れ

る
複

数
の

シ
ト

ル
リ

ン
化

タ
ン

パ
ク

質
を

世
界

で
初

め
て

同
定

し
、
こ

れ
を

指
標

と
し
た
認
知
症
診
断

薬
へ

の
応

用
の

可
能

性
が

示
さ

れ
、

特
許

を
出

願
し

た
。

 

・
認
知
症
の
脳
で
特

異
的

に
発

現
が

変
化

し
て

い
る

マ
イ

ク
ロ

Ｒ
Ｎ

Ａ
に

つ
い

て
解

析
し

た
結

果
、
本

マ
イ

ク
ロ

Ｒ
Ｎ

Ａ
が

特
定

の
細

胞
で

の
み
発
現
し
て
い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

 

・
当
セ
ン
タ
ー
が
保

有
す

る
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

検
体

を
用

い
、
Ｏ

型
糖

鎖
転

移
酵

素
（

Ｇ
Ａ

Ｌ
Ｎ

Ｔ
）
の

2
0
種

の
ア

イ
ソ

フ
ォ

ー
ム
（

※
）

を
解
析
し
た
結
果
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

脳
で

は
､こ

の
う

ち
の

特
定

の
ア

イ
ソ

フ
ォ

ー
ム

の
み

の
発

現
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。
ま
た
、
こ
の
う

ち
の

Ｇ
Ａ

Ｌ
Ｎ

Ｔ
６

の
生

理
機

能
と

し
て

、
ア

ミ
ロ

イ
ド

β
前

駆
体

タ
ン

パ
ク

質
(Ａ

Ｐ
Ｐ

)の
Ｏ

型
糖

鎖
修

飾
を

増
加

さ
せ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病

の
発

症
に

深
く

関
わ

っ
て

い
る

と
さ

れ
る

ア
ミ

ロ
イ

ド
β

の
産

生
を

抑
制

す
る

作
用

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
 

（
※
）
ア
イ
ソ
フ
ォ
ー

ム
：

部
分

的
に

分
子

構
造

は
異

な
る

が
､同

様
の

生
理

機
能

を
も

つ
タ

ン
パ

ク
質

。
 

・
認
知
症
の
問
題
行
動

で
あ

る
常

同
行

動
で

は
、

線
条

体
の

D
1
ド

ー
パ

ミ
ン

受
容

体
を

持
つ

神
経

細
胞

が
異

常
に

興
奮

し
て

い
る

こ
と

を

モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い

た
実

験
で

明
ら

か
に

し
た

。
こ

の
常

同
行

動
の

原
因

と
な

る
神

経
細

胞
の

興
奮

性
を

是
正

で
き

れ
ば

、
認

知
症

の
症

状
を
緩
和
で
き
る
と
期

待
さ

れ
る

。
 

・
吸
入
麻
酔
薬
セ
ボ
フ

ル
ラ

ン
が

Ｉ
ｈ

電
流

を
抑

制
す

る
こ

と
で

、
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

を
放

出
す

る
線

条
体

神
経

細
胞

の
発

火
活

動
を

減
少

さ
せ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

こ
の

結
果

か
ら

､手
術

後
の

認
知

機
能

障
害

の
原

因
の

一
つ

と
し

て
、

麻
酔

薬
に

よ
る

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
の

放

出
へ
の
影
響
が
あ
る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

・
嗅
覚
の
機
能
は
、
認

知
症

で
は
Ｍ

Ｃ
Ｉ

の
段

階
か

ら
低

下
が

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
早

期
診

断
マ

ー
カ

ー
と

し
て

注
目

さ
れ

る
。
嗅

覚
調

節
を
つ
か
さ
ど
る
嗅
球

に
は

、
新

皮
質

や
海

馬
と

共
通

し
て

、
認

知
機

能
に

不
可

欠
な

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
を

使
っ

て
情

報
を

伝
え

る
神

経
が

連
絡
す
る
が
、
前
脳

基
底

部
を

刺
激

す
る

と
、
嗅

球
に

お
い

て
も

ア
セ

チ
ル

コ
リ

ン
の

放
出

が
増

加
す

る
も

の
の

、
新

皮
質

で
は

誘
発

さ
れ

る
血
流
の
増
加
が
嗅
球

で
は

見
ら

れ
な

い
こ

と
を

脳
血

流
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
装

置
を

用
い

て
明

ら
か

に
し

た
。

 

 

○
 

高
齢

者
疾

患
や

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

な
ど

に
よ

る
身

体
機

能
低

下
の

機

序
を

解
明

し
、

生
活

機
能

障
害

に
関

す
る

機
能

改
善

や
予

防
法

を
提

言
す
る
。
 

  

〇
 
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
に
よ
り
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
及
び
糖
尿
病
合
併
症
、
健
康

長
寿
に
関
連
す
る
タ
ン
パ
ク
質
と
そ
の
分
子
修
飾
を
解
明
し
、
疾
患
・
健
康
長
寿
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
探
索
す
る
。
 

・
動

脈
硬

化
及

び
動

脈
中

膜
変

性
症

に
お

い
て

変
動

す
る

タ
ン

パ
ク

質
及

び
そ

の

翻
訳
後
修
飾
に
つ
い
て
の
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
を
進
め
る
。
 

・
糖
尿
病

患
者
及
び
糖
尿
病
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
の
腎
組
織
の

O
-G
lc
NA
c
化
プ
ロ
テ
オ

ー
ム

解
析

か
ら

共
通

す
る

変
化

を
抽

出
し

､
糖

尿
病

及
び

糖
尿

病
合

併
症

マ
ー

カ
ー
を
探
索
す
る
。
 

・
 長

寿
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る

1
05

歳
以
上
の
超
百
寿
者
血
漿
サ
ン
プ
ル
を
用
い
、

グ
ラ

イ
コ

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
解

析
（

糖
タ

ン
パ

ク
質

の
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
）

を
進

め
る

と
と

も
に

､
レ

ク
チ

ン
を

用
い

て
濃

縮
し

た
低

分
子

糖
ペ

プ
チ

ド
の

解
析
も
併
せ
て
行
う

｡ 

 

・
大
動
脈
中
膜
の
プ
ロ

テ
オ

ー
ム

解
析

に
よ

り
、
ア

ク
チ

ン
に

結
合

す
る

タ
ン

パ
ク

質
で

あ
る
“

ゲ
ル

ソ
リ

ン
”
の

リ
ン

酸
化

修
飾

が
、
高

齢
者
に
特
徴
的
に
増
加

し
て

い
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

 

・
糖
尿
病
モ
デ
ル
ラ
ッ

ト
の

腎
組

織
の

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

解
析

に
よ

り
、
糖

尿
病

ラ
ッ

ト
の

腎
組

織
で

は
ク

エ
ン

酸
回

路
に

関
連

す
る

酵
素

発

現
に
異
常
が
見
ら
れ
る

こ
と

、
ま

た
、
こ

の
結

果
に

矛
盾

せ
ず

、
腎

組
織

で
は

フ
マ

ル
酸

が
腎

臓
の

線
維

化
に

先
立

っ
て

蓄
積

す
る

こ
と

が

判
明
し
た
。
 

・
独
自
に
開
発
し
た
分

析
技

術
(Ｓ

Ａ
Ｌ

Ｓ
Ａ

法
)を

用
い

て
超

百
寿

者
血

漿
サ

ン
プ

ル
の

糖
鎖

構
造

を
解

析
し

た
結

果
、
超

百
寿

者
に

特
徴

的
に
観
察
さ
れ
る
シ

ア
ル

酸
の

結
合

様
式

が
存

在
す

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

 

○
 
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
及
び
神
経
筋
難
病
に
焦
点
を
当
て

、
早
期
診
断
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ

ー
の
解
析

を
行
い

､運
動
機
能

低
下
の

予
防
法

や
治
療

法
開
発

の
基
盤
研

究
を
進
め

る
。
 

・
運

動
神

経
細

胞
や

筋
細

胞
株

を
樹

立
し

、
機

能
の

維
持

機
構

及
び

代
謝

調
節

の

分
子
機
構
の
解
析
を
進
め
る
。
 

・
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
や
剖
検
例
の
ゲ
ノ
ム
及
び
エ
ク
ソ
ー
ム
解
析
に
よ
っ
て
、
新
規
の

 

骨
粗
鬆
症
や
高
齢
者
疾
患
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
探
索
す
る
。
 

 

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
超
高
解

像
度

顕
微

鏡
を

用
い

て
、
神

経
筋

シ
ナ

プ
ス

の
神

経
終

末
（

プ
レ

シ
ナ

プ
ス

）
に

存
在

す
る

神
経

伝
達

分
子

の
放

出
部

位
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ

ー
ン

）
に

集
積

す
る

分
子

群
Ｂ

ａ
ｓ

ｓ
ｏ

ｏ
ｎ

, 
Ｐ

ｉ
ｃ

ｃ
ｏ

ｌ
ｏ

及
び

Ｐ
/Ｑ

－
ｔ

ｙ
ｐ

ｅ
 Ｖ

Ｇ
Ｃ

Ｃ
を

解
析

し
た

結
果
、
正
常
と
加
齢
組

織
や

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

に
お

い
て

差
異

が
見

ら
れ

る
事

を
世

界
で

初
め

て
発

見
し

、
論

文
報

告
し

た
。
こ

の
結

果
か

ら
、

こ
れ

ら
の

分
子
群

の
異

常
が

加
齢

や
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
お

け
る

神
経

か
ら

筋
肉

へ
の

シ
グ

ナ
ル

伝
達

の
異

常
の

素
因

と
な

っ
て

い
る

可
能

性

が
示
唆
さ
れ
た
。
 

【
項
目

11
】
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〇

 
加

速
度

計
付

身
体

活
動

測
定

器
で

測
定

さ
れ

た
日

常
身

体
活

動
と

老
年

症
候

群

と
の
関
係

に
つ
い
て
、
健
康
長
寿
に
最
適
な
生
活
習
慣
を
解
明
す
る
。
 

・
高

齢
者

に
お

け
る

日
常

身
体

活
動

と
、

体
温

、
睡

眠
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
（

う

つ
病
）
及
び
生
活
機
能
（
自
立
度
・
QO
L）

と
の
関
係
を
統
計
学
的
手
法
を
用
い

て
解
析
し
、
普
及
方
法
を
検
討
す
る
。
 

 

 
 

・
高
齢
者
の
日
常
身

体
活

動
（

活
動

量
計

を
用

い
た

2
4
時

間
、

3
65

日
、

10
年

に
わ

た
る

測
定

デ
ー

タ
）

と
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
、

骨
粗

鬆
症

及
び
骨
折
な
ど
筋
骨

格
系

疾
患

の
発

症
状

況
と

の
関

係
性

を
解

析
し

た
結

果
、

一
日

に
7
,0
00
～

8,
00
0
歩

程
度

、
そ

の
う

ち
中

強
度

（
安

静
時
代
謝
量
の

3
倍

以
上

）
の

活
動

時
間

が
平

均
し

て
一

日
に

1
5～

2
0
分

程
度

含
ま

れ
て

い
る

と
筋

骨
格

系
疾

患
の

発
症

を
有

意
に

抑
制

で
き
る
可
能
性
が
示

唆
さ

れ
た

。
 

○
 

Ｐ
Ｅ

Ｔ
を

用
い

て
、

血
管

病
や

が
ん

、
認

知
症

の
病

態
を

評
価

す

る
新
し
い
診
断
法
を
開
発
す

る
。
 

         

○
 
認
知
症
の
早
期
診
断
法
・
発
症
予
測
法
を
確
立
し
、
客
観
的
な
介
入
効
果
判
定
法

も
開
発
す
る
。
 

・
健
常
老
年
者
（

10
0
名
）
の

PE
T
に
よ
る
追
跡
を
継
続
す
る
。
 

・
レ
ビ
ー
小
体
病
と
タ
ウ
オ
パ
チ
ー
症
例
に
お
け
る

PE
T
画
像
の
蓄
積
と
解
析
を

行
う
。
 

 

・
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー

ジ
ン

グ
剤

[1
8Ｆ

]－
Ｆ

ｌ
ｕ

ｔ
ｅ

ｍ
ｅ

ｔ
ａ

ｍ
ｏ

ｌ
の

製
造

と
撮

像
に

係
る

学
会

施
設

認
証

を
取

得
し

、
院

内
製

造

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
に
よ
る
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
疾

患
修

飾
薬

の
国

際
治

験
を

開
始

し
た

。
 

・
多
施
設
共
同
研
究
や

国
際

治
験

に
お

け
る

ア
ミ

ロ
イ

ド
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
読

影
法

を
確

立
し

、
2
編

の
論

文
発

表
を

行
な

っ
た

。
 

・
遺
伝
性
認
知
症
疾
患

の
国

際
多

施
設

共
同

研
究

（
Ｄ

Ｉ
Ａ

Ｎ
）（

※
）

に
参

加
す

る
た

め
、

米
国

の
臨

床
研

究
施

設
認

証
（

Ｆ
Ｗ

Ａ
）

及

び
[1
1Ｃ

]Ｐ
ｉ
Ｂ
の
薬

剤
製

造
認

証
を

取
得

し
、

症
例

の
登

録
検

査
を

開
始

し
た

。
 

（
※
）
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｎ
：
遺

伝
性

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

の
病

態
解

明
と

発
症

阻
止

を
目

指
し

、
米

国
ワ

シ
ン

ト
ン

大
学

を
中

心
に

実
施

さ
れ

て
い

る
国
際
共
同
研
究
で
、

高
齢

発
症

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

の
モ

デ
ル

と
な

る
。

日
本

か
ら

は
4
臨

床
施

設
と

2Ｐ
Ｅ

Ｔ
施

設
が

Ｄ
Ｉ

Ａ
Ｎ

−Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
し
て
参
画

。
 

・
軽
度
の
血
糖
値
上
昇

が
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
と

関
連

の
深

い
脳

部
位

の
機

能
を

抑
制

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

、
糖

尿
病

と
認

知
症

を
結

ぶ
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ

と
し

て
論

文
報

告
し

た
。

 

・
こ
れ
ま
で
に
行
な
っ

て
き

た
健

常
老

年
者

1
00

例
の

追
跡

調
査

か
ら

、
前

頭
葉

下
部

の
代

謝
が

低
い

と
自

己
身

体
能

力
の

予
測

が
悪

く
、

う
つ
傾
向
が
高
く
、
活

動
性

が
低

い
傾

向
が

認
め

ら
れ

、
こ

れ
ら

は
身

体
的

脆
弱

性
の

要
因

に
な

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
り

、
論

文
報

告
し

た
。
 

 

〇
 
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
加
え
て
、
認
知
機
能
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
る
神
 

経
伝
達
機
能
や
神
経
可
塑
性
・
神
経
保
護
作
用
に
着
目
し
た
ト
レ
ー
サ
ー
（
病
態
 

を
画

像
化

す
る

際
に

体
内

に
取

り
込

ん
で

追
跡

す
る

物
質

）
の

新
規

開
発

及
び

導

入
を
行
い
、
認
知
症
や
う
つ
病
の
病
態
生
理
を
解
明
す
る
。
 

・
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
受

容
体

サ
ブ

タ
イ

プ
１

(m
Gl
uR
1)

の
リ

ガ
ン

ド
で

あ
る

1
1
C-
IT
MM

を
用
い
た

mG
lu
R1

の
P
E
T
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
蓄
積
し
､神

経
変
性
疾

患
の
診
断
指
標
と
し
て
の
有
用
性
を
検
討
す
る

｡ 

・
タ
ウ
オ

パ
チ
ー
に
対
す
る
新
規
ト
レ
ー
サ
ー
（

TH
K-

53
51
）
の
初
期
評
価
を
行
う
。 

             

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
薬
剤
Ｉ
Ｔ

Ｍ
Ｍ
（

※
）
を

用
い

て
、
脊

髄
小

脳
変

性
症

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

お
よ

び
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
を

対
象

と
し

た
臨

床
研

究
を
継
続
実
施
し
た

。
Ｉ

Ｔ
Ｍ

Ｍ
に

よ
る

ｍ
Ｇ

ｌ
ｕ

Ｒ
1（

※
）

密
度

の
低

下
の

評
価

は
、

遺
伝

性
及

び
孤

発
性

脊
髄

小
脳

変
性

症
の

特
異

的
な
マ
ー
カ
ー
に
な
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
、
論

文
報

告
し

た
。
未

治
療

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
患

者
で

は
小

脳
半

球
・
側

頭
葉
・
頭

頂
葉

に
お
い

て
[1
1Ｃ

]Ｉ
Ｔ
Ｍ
Ｍ
の

分
布

容
積

比
の

低
下

が
認

め
ら

れ
た

。
ｍ

Ｇ
ｌ

ｕ
Ｒ

1
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
は

Ｆ
Ｄ

Ｇ
に

比
べ

て
小

脳
運

動
性

失
調

の
評

価
と
良
い
相
関
を
認
め

、
論

文
報

告
し

た
。

 

（
※
）
Ｉ
Ｔ
Ｍ
Ｍ
：
代

謝
型

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

受
容

体
1
型

（
ｍ

Ｇ
ｌ

ｕ
Ｒ

1）
を

可
視

化
す

る
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

｡ 

（
※
）
ｍ
Ｇ
1ｕ

Ｒ
1：

中
枢

神
経

に
広

く
存

在
し

、
記

憶
や

学
習

な
ど

様
々

な
感

覚
情

報
処

理
に

重
要

な
働

き
を

も
つ

タ
ン

パ
ク

質
で

あ
り

、

脳
の
神
経
細
胞
の
損

傷
に

こ
の

タ
ン

パ
ク

質
の

減
少

が
関

係
す

る
｡ 

・
タ
ウ
オ
パ
ー
チ
ー

の
新

規
ト

レ
ー

サ
ー

Ｔ
Ｈ

Ｋ
53
51

に
つ

い
て

、
短

寿
命

放
射

性
薬

剤
臨

床
利

用
委

員
会

で
の

承
認

を
得

て
、

臨
床

使

用
を
開
始
し
た
。
 

・
新
規
Ｐ
Ｅ
Ｔ
薬
剤
Ｐ

ｒ
ｅ

ｌ
ａ

ｄ
ｅ

ｎ
ａ

ｎ
ｔ
（

※
）
 と

、
同

じ
く

Ｐ
Ｅ

Ｔ
薬

剤
の

Ｃ
Ｂ

18
4（

※
）
の

世
界

初
の

初
期

臨
床

試
験

を
終

了
し
、
論
文
報
告
し

た
。

 

（
※
）
Ｐ
ｒ
ｅ
ｌ
ａ

ｄ
ｅ

ｎ
ａ

ｎ
ｔ

：
ア

デ
ノ

シ
ン

Ａ
2Ａ

受
容

体
の

脳
内

局
在

を
分

析
す

る
目

的
で

開
発

し
た

新
規

Ｐ
Ｅ

Ｔ
薬

剤
。

ア
デ

ノ
シ
ン
Ａ

2Ａ
受
容
体

は
、

睡
眠

や
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
病

態
に

関
連

が
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
｡ 

（
※
）
Ｃ
Ｂ

18
4：

ト
ラ

ン
ス

ロ
ケ

ー
タ

ー
蛋

白
（

Ｔ
Ｓ

Ｐ
Ｏ

）
の

リ
ガ

ン
ド

と
な

る
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

。
活

性
化

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
末

梢
性

ベ

ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
受
容

体
を

可
視

化
し

、
加

齢
に

伴
う

神
経

変
性

や
、

神
経

炎
症

に
伴

う
ミ

ク
ロ

グ
リ

ア
の

活
性

化
を

捉
え

る
。

 

・
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が

座
長

と
な

っ
て

と
り

ま
と

め
た

「
ア

ミ
ロ

イ
ド

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

臨
床

使
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」（
日

本
核

医
学

会
・

日

本
認
知
症
学
会
・
日

本
神

経
学

会
と

の
合

同
で

発
表

）
を

、
ア

ミ
ロ

イ
ド

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

剤
の

製
造
・
販

売
が

承
認

さ
れ

た
こ

と
を

う
け

て

改
訂
し

､ア
ミ
ロ
イ

ド
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
の

普
及

に
貢

献
し

た
｡ 

○
  
乳
が
ん

に
お
け
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

）
受
容
体
の
定
量
的
評
価
法

の
確
立
を
目
指
し
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
フ
ッ
素

1
8
標
識
体
（
18
F-

FE
S）

を
用
い
た

F
E
S-
PE
T
臨
床
試
験
を
実
施
す
る
。
 

・
[1
8F
]－

Ｆ
Ｅ
Ｓ
の

短
寿

命
放

射
性

薬
剤

臨
床

利
用

委
員

会
で

の
承

認
を

得
た

。
 

  

【
項
目

11
】
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中
期

計
画

の
進

捗
状

況
 

＜
活
気
あ
る
地
域
社
会
を
支
え
、
長
寿
を
目
指
す
研
究
＞

 
 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
就
労
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
に
つ
い
て
の
書
籍
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
絵
本
の
読

み
聞

か
せ

を
行

う
世

代
間

交
流

研
究

に
お

い
て

示
さ

れ
た

海
馬

萎
縮

の
抑

制
効

果
な

ど
に

つ
い

て
、
12

区
市

へ
の

普
及

を
行
い
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
進
め
た
。
 

・
高
齢
者
へ
の
中
強
度
の
運
動
負
荷
に
お
い
て
は

､摂
取
す
る
栄
養
素
に
よ
っ
て
筋
肉
量
の
増
減
が
決
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り

、
そ

の
栄

養
素

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て

特
許

を
出

願
し

た
。

 

・
都
の
委
託
研
究
事
業
「
認
知
症
と
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
た
地
域
ケ
ア
モ
デ
ル
事
業
」
に
お
い
て
、
大
都
市
に
暮
ら

す
高

齢
者

の
認

知
症

有
病

率
と

生
活

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
調

査
を

実
施

し
た

。
 

・
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ

-2
1
を
用
い
た
総
合
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
と
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
認
知
症
初
期
支
援
体
制
の
構
築
を
支
援
し
た
ほ

か
、

当
セ

ン
タ

ー
で

行
う

認
知

症
ケ

ア
加

算
の

た
め

の
客

観
的

評
価

法
と

し
て

Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｃ

-2
1
を

採
用

し
､運

用
を

開
始
し
た
。
 

【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
報

告
 

ウ
 
活
気
あ
る
地
域
社
会
を
支
え
、
長
寿
を
目
指
す
研
究

 
ウ

 
活
気
あ
る
地
域
社
会
を
支
え
、
長
寿
を
目
指
す
研
究

 

1
2
 

Ｂ
 

ウ
 
活
気
あ
る
地
域
社

会
を
支

え
、
長

寿
を
目

指
す
研

究
 

(ｱ
) 
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

社
会
環
境
づ
く
り
へ
の
貢
献

 
(ｱ

) 
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
社
会
環
境
づ
く
り
へ
の
貢
献

 
(ｱ

) 
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の

社
会

環
境

づ
く
り
へ

の
貢

献
 

○
 

高
齢

者
の

社
会

参
加

や
社

会
貢

献
活

動
が

健
康

長
寿

に
及

ぼ
す

影

響
を

研
究

す
る

。
ま

た
、

虚
弱

化
予

防
な

ど
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

た
社

会
シ

ス
テ

ム
を

提
案

す
る

な
ど

、
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
の

解
決

に
役

立
て
る
。
 

○
 

地
域

高
齢

者
の

社
会

参
加

活
動

や
社

会
貢

献
活

動
を

促
進

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
・
支
援
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
開
発
・
評
価
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。
 

・
世
代
間

交
流
活
動
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
(
SC
）
に
つ
い
て
多
面
的
に
行

っ
た

検
証

結
果

を
基

に
、

社
会

参
加

や
社

会
的

孤
立

対
策

の
社

会
実

装
に

向
け

た
手
法
を
提
案
し
て
い
く
。
 

・
都

内
及

び
都

内
近

郊
の

コ
ホ

ー
ト

に
お

い
て

、
高

齢
者

の
社

会
的

孤
立

に
関

す

る
調

査
・

予
防

、
疫

学
研

究
を

継
続

し
、

新
た

な
社

会
参

加
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

案
す
る
。
 

・
高

齢
者

の
社

会
参

加
を

地
域

の
重

層
的

子
育

て
支

援
に

活
用

す
る

た
め

の
高

齢

者
社
会
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
着
手
す
る
。
 

・
就
労
支
援
の
コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

都
内

の
就

労
支

援
施

設
に

お
け

る
求

職
者

縦
断

調
査

や
高

齢
者

就
労

支
援

研
究

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

ま
と

め
た

書
籍
（

2
冊

）
を

刊
行

す
る

と
と

も
に

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、
社

会
へ

の
普

及
・
還

元
に

努
め

た
。 

・
高
齢
者
が
絵
本
の

読
み

聞
か

せ
を

行
う

世
代

間
交

流
研

究
に

お
い

て
、
6
年

の
追

跡
調

査
に

お
け

る
頭

部
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検
査

に
て

、
対

象
高

齢

者
の
海
馬
萎
縮
の
抑
制

効
果

が
見

ら
れ

た
。

 

ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を

12
区

市
に

普
及

す
る

と
と

も
に

、
文

科
省

中
教

審
生

涯
学

習
分

科
会

に
お

い
て

優
良

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て

紹
介
さ
れ
た
。
 

・
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

社
会

技
術

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

の
事

業
の

一
環

と
し

て
、

都
内

Ｋ
区

、
Ｏ

区
、

神
奈

川
県

Ｋ

市
、
民
間
企
業
ら
と
協

働
し

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

用
い

た
多

世
代

型
生

活
支

援
マ

ッ
チ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開

発
お

よ
び

多
世

代
交

流
の

場

づ
く
り
に
着
手
し
た
。

 

○
 

地
域

高
齢

者
に

お
け

る
虚

弱
化

の
プ

ロ
セ

ス
の

解
明

に
関

す
る

縦
断

研
究

を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
い
く
。
 

・
縦
断
研
究
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
虚
弱
化
の
類
型
化
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に

、

類
型

化
さ

れ
た

虚
弱

の
パ

タ
ー

ン
ご

と
に

そ
の

進
行

に
関

わ
る

要
因

に
つ

い
て

分
析
す

る
。
 

・
モ

デ
ル

地
域

（
非

都
市

部
）

に
お

け
る

虚
弱

化
予

防
の

実
証

実
験

結
果

を
踏

ま

え
、

健
康

寿
命

を
支

え
る

地
域

社
会

シ
ス

テ
ム

の
都

市
部

（
都

内
）

へ
の

展
開

を
進
め

る
。
 

・
群
馬
県
Ｋ
町
（
7
29

名
）
及

び
埼

玉
県

Ｈ
町
（

46
7
名

）
に

お
け

る
縦

断
研

究
と

、
こ

れ
ま

で
に

行
な

っ
た

縦
断

研
究

の
蓄

積
デ

ー
タ

を

併
せ
て
分
析
し
た
結
果

、
歩

行
機

能
の

加
齢

変
化

パ
タ

ー
ン

が
認

知
症

の
予

測
因

子
と

な
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

・
フ
レ
イ
ル
の
発
現
に

影
響

す
る

要
因

と
し

て
、

歩
行

速
度

、
食

品
の

混
和

能
力

、
主

観
的

咀
嚼

能
力

が
有

意
に

関
連

し
て

い
る

こ
と

が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
 

ま
た
、
３
ヶ
月
間
に
わ

た
る

介
入

研
究

の
結

果
か

ら
、

高
齢

者
に

対
し

、
筋

肉
量

が
減

少
す

る
傾

向
が

見
ら

れ
る

中
強

度
の

筋
肉

負
荷

運

動
の
実
施
下
に
お
い
て

､低
用

量
の

乳
た

ん
ぱ

く
質

､亜
鉛

及
び

ビ
タ

ミ
ン

類
（

ビ
タ

ミ
ン

Ｄ
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｂ
12
、

葉
酸

な
ど

）
を

摂
取

し

て
お
く
と
、
筋
量
が
維

持
又

は
増

加
す

る
傾

向
と

な
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

り
、

そ
の

組
み

合
わ

せ
物

に
つ

い
て

特
許

出
願

を
行

う
と

と

も
に
、
介
入
結
果
を
学

会
発

表
及

び
論

文
報

告
し

た
。（

Ｊ
 Ｇ

ｅ
ｒ

ｏ
ｎ

ｔ
ｏ

ｌ
 Ａ

 Ｂ
ｉ

ｏ
ｌ

 Ｓ
ｃ

ｉ
 Ｍ

ｅ
ｄ

 Ｓ
ｃ

ｉ
.、

Ｊ
 Ａ

ｍ
 

Ｍ
ｅ
ｄ

 Ｄ
ｉ
ｒ
 Ａ

ｓ
ｓ

ｏ
ｃ

な
ど

全
7
報

）
 

・
来
年
度
実
施
予
定
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
策

定
の

準
備

と
し

て
、
都

内
Ｏ

区
の

高
齢

者
の

1
5,
50
0
名

を
対

象
に

郵
送

調
査
（

フ
レ

イ

ル
該
当
率
、
栄
養
・
運

動
・

社
会

参
加

状
況

等
）

を
実

施
し

（
回

収
率

7
7%

）、
健

康
度

及
び

課
題

把
握

の
た

め
の

調
査

・
解

析
を

開
始

し

た
。
 

 

【
項
目

12
】
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○
 

高
齢

者
の

精
神

疾
患

や
認

知
症

の
早

期
発

見
・

対
応

シ
ス

テ
ム

を

確
立
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

 の
改
善
と
維
持
を
目
指
す
。
ま
た

、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス

と
身

体
機

能
の

向
上

に
資

す
る

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
、

実
施
す
る
。
 

     

○
 
認
知
症

の
Q
OL

維
持
・
改
善
及
び
サ
ル
コ
ペ
ニ
ッ
ク
・
オ
ベ
シ
テ
ィ

(S
O)
予
防
に

効
果
的
な
包
括
的
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
。
 

・
認

知
症

高
齢

者
が

尊
厳

を
も

っ
て

在
宅

生
活

を
継

続
で

き
る

認
知

症
ケ

ア
モ

デ

ル
の

構
築

に
向

け
、

都
内

特
定

地
域

で
の

認
知

症
有

病
率

や
生

活
状

況
等

を
把

握
す
る
た
め
の
生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
、
診
断
後
支
援
を
行
う
。
 

・
認

知
症

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
D
A
SC

）
を

含
む

包
括

的
尺

度
を

用
い

た
認

知
症

初
期

支
援

体
制

の
有

用
性

検
証

を
継

続
し

、
区

市
町

村
レ

ベ
ル

で
の

地
域

の
特

性
に
応
じ
た
認
知
症
支
援
体
制
構
築
を
支
援
す
る
。
 

・
乳
製
品
摂
取
の
認
知
機
能
維
持
･改

善
へ
の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
脳
由

 

来
神
経
栄
養
因
子

(B
DN
F)
の
血
中
濃
度
等
を
追
跡
す
る

R
CT
（
無
作
為
比
較
試
 

験
）
介

入
研
究
を
実
施
す
る
。
 

・
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
包
括
的
健
診
デ
ー
タ
を
用
い
、

SO
と
尿
失
禁
・
転
倒
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
解
析
す
る
。
 

・
都
の
委
託
研
究
事
業
「

認
知

症
と

共
に

暮
ら

せ
る

社
会

に
向

け
た

地
域

ケ
ア

モ
デ

ル
事

業
」
に

お
い

て
、
都

内
Ｉ

区
に

在
住

す
る

7
0
歳

以
上
高
齢
者

 7
,6
14

名
の

悉
皆

調
査

を
行

い
、
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
（

※
）
24

点
未

満
の

認
知

機
能

低
下

高
齢

者
の

出
現

頻
度

を
推

計
し

た
。
ま

た
、

Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ

24
点
未
満

の
3
35

人
を

対
象

に
医

学
的

評
価

を
行

い
、
認

知
症

で
あ

り
、
支

援
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

を
対

象
に

診
断

後
支

援

に
よ
る
介
入
研
究
を
開

始
し

た
。

 

（
※
）
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
：

認
知

症
を

評
価

す
る

検
査

方
法

の
一

つ
｡ 

・
都
内
の
複
数
自
治

体
に

お
い

て
、
Ｄ

Ａ
Ｓ

Ｃ
-
21

を
用

い
た

総
合

ア
セ

ス
メ

ン
ト

研
修

と
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

認
知

症
初

期
支

援
体

制

の
構
築
を
支
援
し
た

。
ま

た
自

治
体

の
公

的
事

業
と

し
て

実
装

化
さ

れ
、

認
知

症
初

期
段

階
の

高
齢

者
へ

の
支

援
が

展
開

さ
れ

て
い

る
こ

と
に
つ
い
て
複
数
の

学
会

で
発

表
す

る
な

ど
社

会
に

還
元

し
た

。
 

・
認
知
機
能
の
診
断
及

び
ケ

ア
方

針
の

策
定

を
目

的
と

し
て

、
対

象
者

の
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
日

常
生

活
動

作
）

及
び

Ｉ
Ａ

Ｄ
Ｌ

（
手

段
的

日
常

生

活
動
作
）
を
総
合
的

、
客

観
的

に
診

断
で

き
る

Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｃ

-2
1
を

用
い

た
認

知
症

ケ
ア

加
算

を
精

神
科

病
棟

及
び

緩
和

ケ
ア

病
棟

を
除

く

全
病
棟
の
入
院
患
者
に

対
し

て
開

始
し

た
。

 

・
地
域
在
住
高
齢
者

を
対

象
に

、
乳

製
品

摂
取

が
認

知
機

能
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
の

介
入

研
究

を
実

施
し

、
Ｂ

Ｄ
Ｎ

Ｆ
（

脳
由

来
神

経
栄
養
因
子

)（
※
）

の
変

化
に

つ
い

て
の

検
証

を
開

始
し

た
。

 

・
地
域
在
住
サ
ル
コ

ペ
ニ

ッ
ク

・
オ

ベ
シ

テ
ィ

高
齢

者
に

お
け

る
尿

失
禁

や
転

倒
関

連
の

特
徴

を
分

析
す

る
と

も
に

学
会

で
発

表
す

る
な

ど
社
会
に
還
元
し
た
。

 

（
※
）
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
：

脳
由

来
神

経
栄

養
因

子
。

高
齢

者
の

う
つ

や
認

知
機

能
と

強
く

関
連

す
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
 

 

○
 

高
齢

者
の

健
康

維
持

・
増

進
、

在
宅

療
養

生
活

支
援

に
資

す
る

研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
、

要
介

護
者

の
ケ

ア
の

在
り

方
に

係
る

体
制

づ
く
り
や
質
の
向
上
を
目
指

す
。
 

○
 
生
活
機
能
低
下
を
防
ぐ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
技
術
、
心
理
社
会
的
支
援

、

生
活
指
導
、
権
利
擁
護
の
実
態
調
査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
 

 

・
都
内
の
複
数
自
治
体

を
モ

デ
ル

と
し

、
現

在
の

介
護

保
険

財
政

、
地

域
分

析
デ

ー
タ

を
基

に
将

来
あ

る
べ

き
姿

を
定

義
し

、
各

自
治

体

に
対
し
て
そ
れ
を
達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

施
策

を
提

言
し

た
。

ま
た

生
活

機
能

低
下

を
防

ぐ
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

や
生

活
指

導
な

ど

に
つ
い
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス

を
住

民
の

学
び

の
場

と
し

、
住

民
が

地
域

で
の

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
者

に
な

る
こ

と
が

で
き

る
介

入

モ
デ
ル
を
開
発
及
び
実

施
し

た
。

 

 

○
 
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
」
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
、
実
践
に
お
け
る
課
題
を
組
み
入
れ
た
新
た
な
終
末
期
意
思
決
定
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手
す
る
。
 

 

・
65

歳
以
上
の
親

を
持

つ
子

を
対

象
に

し
た

ラ
イ

フ
デ

ザ
イ

ン
ノ

ー
ト

を
通

じ
た

調
査

結
果

を
踏

ま
え

、
終

末
期

に
関

す
る

親
子

間
の

会

話
の
促
進
要
因
を
分

析
し

た
結

果
、

子
に

必
要

性
の

認
識

が
あ

り
、

回
避

傾
向

が
な

い
ほ

ど
会

話
す

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
り

、
子

の
認

識
に
働
き
か
け
る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
有

効
で

あ
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

 

○
 
福
祉
施
設
で
の
良
質
な
看
取
り
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
「
反
照
的
習
熟
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
研
究
の
効
果
を
検
証
し
現
場
へ
の
還
元
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

汎
用
性
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
。
 

・
反
照
的
習
熟
プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
た

福
祉

施
設

職
員

の
、

看
取

り
に

関
す

る
内

省
に

よ
る

業
務

改
善

効
果

に
つ

い
て

の
デ

ー
タ

解
析

を
進
め
た
。
ま
た
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

に
よ

る
討

論
内

容
を

逐
語

録
デ

ー
タ

と
し

て
集

約
し

、
ケ

ア
提

供
者

の
看

取
り

に
対

す
る

認
識

を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の

質
的

分
析

（
共

起
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
分

析
）

を
行

い
実

態
を

把
握

し
た

。
そ

れ
に

よ
り

家
族

の
関

与
が

重
要

で
あ

る
な
ど
看
取
り
に
必

要
な

体
制

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
 

 

○
 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
係
る
課
題
と
そ
の
対
応
策
を
検
討
す
る
た
め
、
地
域

単
位
で
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
を
分
析
・
検
討
す
る
。
 

 
 

・
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療

広
域

連
合

の
外

来
レ

セ
プ

ト
を

分
析

し
た

結
果

、
受

診
医

療
機

関
が

3
施

設
以

上
、

糖
尿

病
・

う
つ

病
・

不

眠
症

・
変
形

性
関
節

症
・

高
血

圧
治

療
中

か
ど

う
か

を
健

診
時

に
把

握
す

る
こ

と
で

、
地

域
ベ

ー
ス

で
多

剤
処

方
患

者
を

簡
便

に
ス

ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
き
る
可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

・
国

民
生
活

基
礎
調

査
の

個
別

デ
ー

タ
を

使
っ

て
家

族
介

護
者

の
ト

レ
ン

ド
を

分
析

し
た

結
果

、
未

婚
・

離
別

・
死

別
等

の
独

身
の

子
供

に
よ

る
介
護

の
増
加

が
見

ら
れ

る
と

と
も

に
、

独
身

の
同

居
介

護
者

の
就

労
率

は
三

世
代

世
帯

の
子

供
の

そ
れ

よ
り

も
低

い
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
明
ら

か
と
な

り
、

就
労

し
て

い
な

い
独

身
の

子
供

介
護

者
に

対
す

る
生

活
支

援
、

介
護

終
了

後
の

就
労

支
援

等
の

対
策

の
必

要
性

が
示
唆
さ
れ
た
。
 

     

【
項
目

12
】
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(ｲ
) 
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
支
援

 
(ｲ

) 
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
支
援

 
(ｲ

) 
災
害
時
に
お
け
る
高

齢
者

へ
の
支

援
 

○
 

東
日

本
大

震
災

の
経

験
に

基
づ

く
課

題
分

析
を

行
い

、
将

来
の

災

害
発

生
時

や
発

生
後

の
中

・
長

期
の

被
災

高
齢

者
の

健
康

維
持

（
孤

立
・

虚
弱

・
う

つ
予

防
な

ど
）

に
有

用
な

支
援

策
や

行
政

の
対

応
の

在
り
方
を
提
案
す
る
。
 

・
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
被
災
地
に
居
住
す
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
講
座
等
の
実
施
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
再
建
に
関
わ
っ
て
い
る
専
門
職
へ
の

支
援
活
動
を
継
続
す
る
。
 

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
被
災
体
験
談
を
も
と
に
、
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
発
生
し
た
困
難
課
題
や
専

門
職
と
し
て
の
業
務
上
の
課
題
等
を
整
理
し
、
震
災
記
録
集
と
し
て
取
り
ま
と
め

 

る
。
 

・
被
災
地
の
実
情
に
応
じ
た
認
知
症
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
実
現
可
能
性
と

有
用
性
を
継
続
的
に
評
価
す
る
。
 

 

・
宮
城
県
気
仙
沼
市

、
石

巻
市

及
び

岩
手

県
陸

前
高

田
市

に
お

い
て

、
医

療
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

復
旧

を
担

う
専

門
職

及
び

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
支
援
を
目
的
と

し
た

研
修

講
座

を
実

施
し

た
。
ま

た
、
27

年
度

作
成

し
た

介
護

予
防

体
操

の
自

立
的

拡
大

を
目

指
し

、「
介

護
予

防
体

操
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成

講
座

」
及

び
「

活
動

交
流

研
修

」
を

実
施

し
た

。
 

・
今
後
予
想
さ
れ
る

首
都

圏
災

害
へ

の
準

備
に

向
け

た
資

料
と

し
て

、
宮

城
県

気
仙

沼
市

の
保

健
・

医
療

・
福

祉
の

従
事

者
と

関
連

行
政

職
職
員
を
対
象
と
し

、
東

日
本

大
震

災
直

後
か

ら
の

活
動

状
況

の
聴

き
取

り
を

報
告

書
（

東
日

本
大

震
災

被
災

後
3
年

時
点

の
保

健
・

福

祉
・
医
療
の
従
事
者
と

関
連

行
政

職
職

員
の

活
動

実
態

に
関

す
る

調
査

）
に

ま
と

め
た

。
 

 
 

  

【
項
目

12
】

 



－ 95 －

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
先
進
的
な
老
化
研
究
の
展
開
・
老
年
学
研
究
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
＞

 
 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
日
本
人
の
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
患
者
の
血
漿
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
濃
度
が
健
常
者
に
比
べ
低
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、

そ
の

治
療

に
ビ

タ
ミ

ン
Ｃ

が
有

用
で

あ
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

 

・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
(Ｍ

Ｄ
)の

原
因
遺
伝
子
の
一
つ
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
遺
伝
子
の
機
能
解
析
か
ら

､本
遺
伝
子
は
筋
肉
の

機
能

維
持

に
不

可
欠

な
糖

鎖
合

成
に

お
い

て
､そ

の
材

料
(Ｃ

Ｄ
Ｐ

－
リ

ビ
ト

ー
ル

)を
合

成
す

る
遺

伝
子

で
あ

る
こ

と
を

解
明
し
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
遺
伝
子
を
人
工
的
に
Ｍ
Ｄ
型
に
変
異
さ
せ
た
培
養
細
胞
に
お
い
て

､Ｃ
Ｄ
Ｐ
－
リ
ビ
ト
ー
ル
を
添
加

す
る

こ
と

に
よ

り
､糖

鎖
構

造
が

正
常

型
に

回
復

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
｡こ

の
研

究
成

果
か

ら
､Ｉ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
遺

伝

子
変
異
型
Ｍ
Ｄ
の
薬
物
治
療
の
可
能
性
を
世
界
で
初
め
て
示
し
た
。
 

・
指
定
難
病
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
た
結
果

､汎
用
型
自
動
検
査
装
置

に
適

合
し

た
定

量
キ

ッ
ト

の
開

発
に

成
功

し
た

｡ 

【
特
記
事
項
】
 

・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
に
係
る
一
連
の
研
究
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
、
遠
藤
玉
夫
副
所
長
の
日
本
学
士
院
賞
受
賞
が
決
定

し
た

｡ 

【
今
後
の
課
題
】
 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

自
己
評
価

年
度

計
画

に
係

る
実

績
報

告
 

エ
 
先
進
的
な
老
化
研
究
の
展
開
・
老
年
学
研
究
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

 
エ

 
先
進
的
な
老
化
研
究
の
展
開
・
老
年
学
研
究
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

 

1
3
 

Ａ
 

○
老

化
抑

制
化

合
物

の
同

定
及

び
そ

の
機

序
解

明
を

目
指

し
、

老
化

の
抑

制
や

高
齢

者
疾

患
の

予
防

に
効

果
の

あ
る

老
化

関
連

遺
伝

子
を

探
索
す
る
。
 

○
老

化
制
御
や
健
康

維
持
に
重
要
な
遺

伝
子
や
タ
ン
パ

ク
質
を
同
定
し

､そ
の
機
能

や
作
用
機
構
を
解
明
す
る

｡ 

・
老

化
制

御
や

健
康

増
進

に
資

す
る

化
合

物
を

同
定

し
、

そ
の

有
効

性
に

つ
い

て

解
析
を

進
め
る

｡ 

・
老
化
制

御
や
老
化
関
連
疾
患
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
同
定
し

､診
断
や
治
療
へ
の

応
用
を

探
る
。
 

・
ビ
タ
ミ
ン

C
並
び
に
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
脂
質
代
謝
と
の
関
連
の
解
明
を
目
指
す

。
 

・
水
素
分
子
の
抗
炎
症
作
用
等
の
作
用
機
序
の
解
明
及
び
そ
の
投
与
の
有
効
性
に
 

つ
い
て
検
討
す
る
。
 

エ
 
先
進
的
な
老
化
研
究
の
展
開
・
老
年
学
研
究
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

・
日
本
人
の
慢
性
閉

塞
性

肺
疾

患
（

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ

）
患

者
の

血
漿

ビ
タ

ミ
ン

Ｃ
濃

度
を

測
定

し
た

結
果

、
同

年
齢

の
健

常
者

に
比

べ
て

約
 

2
6
％
も
濃
度
が
低
い

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
こ

の
結

果
か

ら
、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ

の
治

療
に

ビ
タ

ミ
ン

Ｃ
が

有
用

で
あ

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ

る
。
 

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
患

者
の

脳
で

特
異

的
に

観
察

さ
れ

る
複

数
の

シ
ト

ル
リ

ン
化

タ
ン

パ
ク

質
を

世
界

で
初

め
て

同
定

し
、

こ
れ

を
指

標

と
し
た
認
知
症
診
断

薬
へ

の
応

用
の

可
能

性
が

示
さ

れ
、

特
許

を
出

願
し

た
。

【
再

掲
：

項
目

 1
1】

 

・
水
素
分
子
の
抗
炎
症

作
用

が
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

を
介

し
た

適
応

応
答

と
活

性
酸

素
の

消
去

と
い

う
異

な
る

 2
つ

の
作

用
機

序
に

よ
る

こ
と

を
細
胞
と
動
物
モ
デ

ル
で

確
認

し
た

。
 

・
生
き
た
細
胞
で
、

老
化

制
御

に
関

わ
る

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
内

部
の

ク
リ

ス
テ

構
造

可
視

化
に

成
功

し
た

。
 

〇
 
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
に
対
す
る
ピ
ル
ビ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
療
法
の
第

I
I
相
臨
床

試
験
を
実
施
し
、
成
人
に
お
け
る
安
全
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
患
者
へ
の
有
効

性
の
評
価
を
行
う
。
 

・
指
定
難
病
の
ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
病

の
う

ち
、
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

Ｄ
Ｎ

Ａ
変

異
型

で
あ

る
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

脳
筋

症
・
乳

酸
ア

シ
ド

ー
シ

ス
・

脳
卒
中
様
症
候

群
（

Ｍ
Ｅ

Ｌ
Ａ

Ｓ
）

の
成

人
例

に
つ

い
て

実
施

し
て

い
る

ピ
ル

ビ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

療
法

の
多

施
設

臨
床

治
療

研
究

に
お

い

て
、
第
Ⅱ
相
二

重
盲

検
プ

ラ
セ

ボ
対

照
試

験
が

ほ
ぼ

完
了

し
た

。
ま

た
、

同
じ

く
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

Ｄ
Ｎ

Ａ
変

異
型

の
Ｌ

ｅ
ｉ

ｇ
ｈ

脳
症

の

小
児
例
に
つ
い
て
は

、
第

Ⅱ
相

二
重

盲
検

プ
ラ

セ
ボ

対
照

試
験

を
継

続
し

て
進

め
て

い
る

。
 

○
遺

伝
子

発
現

制
御

や
タ

ン
パ

ク
質

の
分

子
修

飾
機

構
に

関
す

る
先

駆
的
な
研
究
を
遂
行
し
、
老

化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。
 

○
老
化
関
連
疾
患
の
病
態
解
明
を
目
指
し

、
遺
伝
子
発
現
や
タ
ン
パ
ク
質
発
現
及
び

タ
ン
パ
ク
質
修
飾
の
制
御
と
病
態
形
成
と
の
関
連
を
解
析
す
る
。
 

・
廃

用
性

及
び

脱
神

経
に

よ
る

筋
萎

縮
及

び
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
症

な
ど

の
筋

疾

患
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
で

特
徴

的
に

発
現

す
る

糖
鎖

構
造

を
解

析
し

、
筋

萎
縮

や
病

態
形
成
と
の
関
連
を
解
明
す
る
。
 

・
動

脈
硬

化
、

骨
粗

鬆
症

、
高

血
圧

、
肺

気
腫

及
び

腎
不

全
等

の
老

化
関

連
疾

患

を
発
症
し
短
寿
命
と
な
る

k
lo

th
o
マ
ウ
ス
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
タ
ン
パ
ク
質

の
糖
鎖
構
造
と
、

kl
ot
ho

タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
変
化
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
解

析
す
る
。
 

・
グ

ラ
イ

コ
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

解
析

法
（

糖
タ

ン
パ

ク
質

の
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析

法
）
に
よ
っ
て

1
05

歳
以
上
の
超
百
寿
者
血
漿
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
超
百
寿

者
に
特
徴
的
な
糖
タ
ン
パ
ク
質
を
抽
出
し

､そ
の
糖
鎖
構
造
を
解
析
す
る

｡ 

・
 ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
の
診
断
マ
ー
カ
ー
と
し
て
同
定
し
た

G
DF
15

に
つ
い
て
、

高
齢

者
コ

ホ
ー

ト
を

利
用

し
死

亡
率

や
健

康
状

態
と

の
関

連
を

包
括

的
に

解
析

す
る

｡ 

・
当
セ
ン
タ
ー
が
独

自
開

発
し

た
血

中
Ｇ

Ｄ
Ｆ

15
高

感
度

定
量

シ
ス

テ
ム

を
基

礎
に

、
指

定
難

病
で

あ
る

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
病

の
コ

ン
パ

ニ

オ
ン
診
断
シ
ス
テ
ム
の

開
発

を
民

間
企

業
と

共
同

で
進

め
た

結
果

､汎
用

型
自

動
検

査
装

置
に

適
合

し
た

定
量

キ
ッ

ト
の

開
発

に
成

功
し

た
｡

ま
た

、
同
高
感
度
定

量
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
行

な
っ

た
高

齢
者

コ
ホ

ー
ト

の
解

析
か

ら
、
血

中
Ｇ

Ｄ
Ｆ

15
濃

度
が

総
死

亡
率

と
関

連
す

る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

。【
再

掲
：

項
目

1
0】

 

・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器

研
究

機
構

と
の

共
同

研
究

に
よ

り
、
Ｘ

線
構

造
解

析
か

ら
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
原

因
タ

ン
パ

ク
質

Ｐ
Ｏ

Ｍ
Ｇ

Ｎ
Ｔ

1

の
糖
結
合
機
能
を
発
見

し
た

。
こ

の
糖

結
合

機
能

は
Ｏ

-マ
ン

ノ
ー

ス
型

糖
鎖

の
合

成
に

必
要

で
あ

り
、
そ

の
機

能
不

全
に

よ
り

筋
ジ

ス
ト

ロ

フ
ィ
ー
症
を
発
症
す
る

と
い

う
新

た
な

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
た

。
 

・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
の

原
因

タ
ン

パ
ク

質
の

一
つ

で
あ

る
Ｔ

Ｍ
Ｅ

Ｍ
5
が

糖
転

移
酵

素
で

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ

ィ
ー
症
の
発
症
に
関
わ

る
Ｏ

-マ
ン

ノ
ー

ス
型

糖
鎖

の
完

全
な

構
造

を
解

明
し

た
。

 

・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
(Ｍ

Ｄ
)の

原
因

遺
伝

子
の

一
つ

で
あ

る
Ｉ

Ｓ
Ｐ

Ｄ
遺

伝
子

を
人

工
的

に
Ｍ

Ｄ
型

に
変

異
さ

せ
た

培
養

細
胞

に
お

い

て
､Ｃ

Ｄ
Ｐ
－
リ
ビ

ト
ー

ル
を

添
加

す
る

こ
と

に
よ

り
､糖

鎖
構

造
が

正
常

型
に

回
復

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
｡こ

の
研

究
成

果
か

ら
､Ｉ

Ｓ
Ｐ
Ｄ
遺
伝
子
変
異
型

Ｍ
Ｄ

の
薬

物
治

療
の

可
能

性
を

世
界

で
初

め
て

示
し

た
（

論
文

発
表

及
び

特
許

出
願

済
）
｡本

疾
患

に
係

る
一

連
の

研

究
成
果
が
高
く
評
価
さ

れ
､遠

藤
玉

夫
副

所
長

の
学

士
院

賞
受

賞
が

決
定

し
た

｡ 

・
中
国
の
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
患

者
か

ら
原

因
遺

伝
子

Ｐ
Ｏ

Ｍ
Ｔ

1
の

新
た

な
変

異
を

発
見

し
た

。
 

【
項
目

13
】

 



－ 96 －

 
 

・
早
老
マ
ウ
ス
（
ｋ

ｌ
ｏ

ｔ
ｈ

ｏ
遺

伝
子

変
異

マ
ウ

ス
）

と
自

然
老

化
マ

ウ
ス

、
肺

気
腫

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

の
比

較
か

ら
、

肺
気

腫
に

関
連

し

て
各
モ
デ
ル
に
共
通

す
る

生
化

学
的

変
化

が
あ

る
こ

と
を

見
出

し
た

。
 

・
超
百
寿
者

、
高
齢
対

照
群
（

80
歳

代
）、

若
齢

対
照

群
（

20
-3
0
歳

）
の

血
漿

タ
ン

パ
ク

質
に

つ
い

て
グ

ラ
イ

コ
プ

ロ
テ

オ
ミ

ク
ス

解
析

を

行
い
、
超
百
寿
者
に
特

徴
的

な
糖

タ
ン

パ
ク

質
と

そ
の

糖
鎖

修
飾

を
解

明
し

た
。

 

 

    

○
 
高
齢
者
剖
検
例
に
お
け
る
全
エ
ク
ソ
ン
領
域
機
能
的
（
タ
ン
パ
ク
質
ア
ミ
ノ
酸
置

換
を
伴
う

2
4
万
個
の
）
遺
伝
子
多
型
の
解
析
を
行
い
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

及
び

骨
粗

鬆
症

な
ど

の
高

齢
者

に
特

有
の

疾
患

の
原

因
遺

伝
子

の

解
明
を
進
め
る
。
 

・
日
本
と
中
国
の
百
寿

者
の

全
エ
ク

ソ
ン

領
域

の
機

能
的

多
型

を
網

羅
的

に
解

析
し

、
長

寿
に

関
連

す
る

Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ｃ

3Ｂ
遺

伝
子

の
ｐ

.Ｓ
10
6

Ｇ
多
型
を
明
ら
か
に

し
た

。
Ｃ

Ｌ
Ｅ

Ｃ
3Ｂ

は
骨

に
お

い
て

発
現

し
て

い
る

遺
伝

子
で

あ
り

、
骨

強
度

が
長

寿
に

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ

た
。
腹
部
大
動
脈
瘤

、
胸

部
大

動
脈

瘤
、

心
筋

梗
塞

、
慢

性
腎

臓
病

、
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
、

脳
梗

塞
、

脳
出

血
、

高
血

圧
、

脂

質
異
常
症
に
関
連
す

る
複

数
の

遺
伝

子
多

型
を

明
ら

か
に

し
、

特
許

出
願

を
行

っ
た

。
 

 

 
 

 ○
 

高
齢

者
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

の
一

層
の

充
実

を
図

り
、

外
部

機
関

と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
な

が
ら

学
術

研
究

と
臨

床
応

用
の

発
展
に
貢
献
す
る
。
 

〇
 
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て

、
国
内
外
の
研
究
機
関
等
と
共

同
で
脳
老
化
・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
研
究
な
ど
を
進
め
、
高
齢

者
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
の
充
実
を
図
る
。
 

・
文
部
科
学
省
新
学
術

研
究

費
、

コ
ホ

ー
ト

・
生

体
試

料
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
拠

点
と

し
て

、
国

立
精

神
・

神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、

福
島

県
立

医
科

大
学

、
福

祉
村

病
院

、
美

原
記

念
病

院
と

、
献

脳
生

前
同

意
、

臨
床

縦
断

研
究

、
オ

ー
プ

ン
リ

ソ
ー

ス
を
前
提
と
す
る
神
経

科
学

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

拡
大

発
展

さ
せ

、
高

齢
者

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
と

し
て

3
4
施

設
と

の
共

同
研

究
が
実
施
可
能
と
な

っ
た

。
 

・
日
本
医
学
研
究
開

発
機

構
（

Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ

）
融

合
脳

横
断

リ
ソ

ー
ス

日
本

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト

（
主

任
：

国
立

精
神

・
神

経
医

療
研

究

セ
ン
タ
ー
）
に
当
セ

ン
タ

ー
が

老
化

・
認

知
症

拠
点

と
し

て
加

わ
り

、
神

経
病

理
学

会
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

委
員

会
の

支
援

を
受

け
、

本
邦

死

後
脳
リ
ソ
ー
ス
全
体

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

等
の

研
究

基
盤

構
築

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
特

に
精

神
疾

患
拠

点
と

し
て

都
立

松
沢

病
院

を
全

面

的
に
支
援
し
、
前
頭

側
頭

葉
型

認
知

症
の

病
因

解
明

に
向

け
た

共
同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
開

始
し

た
。

 

・
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ

 Ｊ
 Ｆ

ｏ
ｘ

財
団

研
究

費
を

受
け

、
シ

ド
ニ

ー
ブ

レ
イ

バ
ン

ク
、

英
国

ク
ィ

ー
ン

ズ
ス

ク
ェ

ア
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

等
海

外
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
及

び
北

里
大

学
と

共
同

で
、

孤
発

性
、

家
族

性
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
発

症
に

深
い

関
わ

り
を

持
つ

Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｋ

2
タ

ン
パ

ク
質
の
脳
内
分
布
を
解

析
し

、
家

族
性

と
孤

発
性

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
と

で
異

な
る

病
理

背
景

を
明

ら
か

に
し

た
。

 

 

○
 
病
院
と
研
究
所
が
一
体
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
独
自
性
を
発
揮
し

、
ブ
レ
イ
ン
バ
ン

ク
を
基
盤
に
髄
液
、
血
清
等
を
組
合
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
高
い
、
世
界
に
も
類

の
な
い
高
齢
者
コ
ホ
ー
ト
リ
ソ
ー
ス
を
構
築
し

、
学
術
研
究
と
臨
床
研
究
の
発
展
に

貢
献
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

高
齢
者
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
新
規
登
録
数

4
0
例
 

バ
イ
オ

リ
ソ
ー
ス
共
同
研
究
数
（
高
齢
者
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
含
む
）

50
件
 

 

・
日
本
神
経
科
学
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

主
任

、
日

本
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

ネ
ッ

ト
老

化
・

認
知

症
拠

点
（

分
担

）
と

し
て

死
後

脳

リ
ソ
ー
ス
構
築
を
推

進
し

た
。

オ
ー

プ
ン

リ
ソ

ー
ス

と
し

て
1
56

例
、

施
設

蓄
積

と
し

て
7
4
例

の
死

後
脳

リ
ソ

ー
ス

を
構

築
し

た
。

 

・
高
齢
者
ブ
レ
イ
ン
バ

ン
ク

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
基

盤
に

、
神

経
内

科
・

精
神

科
・

物
忘

れ
外

来
に

お
い

て
、

パ
ス

入
院

・
包

括
研

究
同

意
の

下
、
髄
液
・
血
清
の
蓄

積
を

継
続

し
、

本
年

度
1
60

例
の

リ
ソ

ー
ス

を
構

築
し

た
。

ま
た

正
常

圧
水

頭
症

例
の

タ
ッ

プ
テ

ス
ト

時
、

一
症

例

当
た
り
髄
液

3
0ｍ

ｌ
を

累
積

60
例

構
築

し
、

探
索

的
研

究
に

用
い

る
髄

液
リ

ソ
ー

ス
構

築
に

本
邦

で
初

め
て

成
功

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

高
齢
者
ブ
レ
イ
ン

バ
ン

ク
新

規
登

録
数

 
64

例
 

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス

共
同

研
究

数
（

高
齢

者
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

含
む

）
 

48
件

 

 

○
 

高
齢

者
ブ

レ
イ

ン
バ

ン
ク

な
ど

の
試

料
を

広
く

活
用

し
、

高
齢

者

疾
患
の
病
態
解
明
や
予
防
な

ど
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
。
 

    

○
 
診
断
確
定
し
た
消
化
管
リ
ソ
ー
ス
を
蓄
積
し

、
新
規
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
や

既
存
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
組
合
せ
に
よ
る
新
規
診
断
法
の
確
立
を
目
指
す
。
 

・
剖
検
診
断
確
定
例
を
用
い
た

V
SR
AD

新
版
（

MR
I
画
像
の
解
析
支
援
シ
ス
テ
ム
）

の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
診
断
に
お
け
る
有
用
性
の
検
討
を
行
う
。
 

 

・
神
経
内
科
と
共
同
で

、
剖

検
に

よ
り

病
理

学
的

に
診

断
の

確
定

し
た

症
例

を
用

い
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

早
期

診
断

に
お

け
る

髄
液

バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
の
有
用
性

を
実

証
し

た
。

さ
ら

に
レ

ビ
ー

小
体

病
理

の
存

在
を

示
す

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
を

確
立

、
英

文
誌

上
発

表
を

行
っ

た
。

 

・
高
齢
者
の
新
規
認

知
症

で
あ

る
エ

オ
ジ

ン
好

性
核

内
封

入
体

病
の

生
前

診
断

法
に

お
い

て
、

皮
膚

生
検

に
よ

る
診

断
基

準
と

し
て

、
電

子

顕
微
鏡
診
断
を
取
り

入
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
診

断
だ

け
で

な
く

病
態

解
明

に
お

い
て

独
自

の
貢

献
を

行
う

こ
と

が
出

来
た

。
高

齢
者

ブ
レ

イ

ン
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

内
死

後
脳

リ
ソ

ー
ス

を
用

い
た

病
態

解
明

研
究

を
、

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

と
共

同
で

開
始

し
た

。
 

 

【
項
目

13
】
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○
 
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
克
服
に
向
け
た
国
際
研
究
に
参
画
す
る
な
ど

、
国
内
外
の
多

く
の
施
設
と
連
携
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
や
、
世
界
で
開

発
が
始
ま
っ
た
タ
ウ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。
 

・
生
前
献
脳
登
録
者

を
集

め
、

生
前

撮
像

ア
ミ

ロ
イ

ド
ペ

ッ
ト

の
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

実
証

研
究

を
推

進
し

た
。

生
前

撮
像

[1
1Ｃ

]Ｐ
Ｉ

Ｂ
 Ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ

ｒ
ｄ

 Ｕ
ｐ

ｔ
ａ

ｋ
ｅ

 Ｖ
ａ

ｌ
ｕ

ｅ
と

、
剖

検
後

確
認

し
た

大
脳

皮
質

の
ア

ミ
ロ

イ
ド

沈
着

と
の

相
関

を
解

析
し

た
結

果
、
大
脳
皮
質
で
は
高

い
相

関
を

持
つ

が
、

皮
質

下
構

造
で

は
相

関
が

低
い

こ
と

を
初

め
て

明
ら

か
に

し
た

。
 

・
遺
伝
性
認
知
症
疾
患

の
国

際
多

施
設

共
同

研
究

（
Ｄ

Ｉ
Ａ

Ｎ
）

に
参

加
す

る
た

め
、

米
国

の
臨

床
研

究
施

設
認

証
（

Ｆ
Ｗ

Ａ
）

及
び

[1
1

Ｃ
]Ｐ

ｉ
Ｂ
の
薬
剤
製

造
認

証
を

取
得

し
、
症

例
の

登
録

検
査

を
開

始
し

た
。・

新
規

タ
ウ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

剤
､[
18
Ｆ

]-
Ｔ

Ｈ
Ｋ

53
51

に
つ

い

て
、
短
寿
命
放
射
性

薬
剤

臨
床

利
用

委
員

会
で

の
承

認
を

得
て

、
臨

床
使

用
を

開
始

し
た

。
 

（
※
）
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｎ
：

遺
伝

性
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

病
態

解
明

と
発

症
阻

止
を

目
指

し
、

米
国

ワ
シ

ン
ト

ン
大

学
を

中
心

に
実

施
さ

れ
て

い

る
国
際
共
同
研
究
で

、
高

齢
発

症
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
の

モ
デ

ル
と

な
る

。
日

本
か

ら
は

4
臨

床
施

設
と

2Ｐ
Ｅ

Ｔ
施

設
が

Ｄ
Ｉ

Ａ
Ｎ

−Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
と
し
て
参
画

。【
再

掲
：

項
目

1
1】

 

・
Ｊ
−Ａ

Ｄ
Ｎ
Ｉ
の

後
継

研
究

で
あ

る
Ａ

Ｍ
Ｅ

Ｄ
プ

レ
ク

リ
ニ

カ
ル

Ａ
Ｄ

研
究

に
ア

ミ
ロ

イ
ド

Ｐ
Ｅ

Ｔ
主

任
研

究
施

設
と

し
て

参
画

し
、
ア

ミ

ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
中
央

読
影

体
制

を
構

築
し

、
症

例
の

登
録

を
開

始
し

た
。

 

（
※
）
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
プ

レ
ク

リ
ニ

カ
ル

Ａ
Ｄ

研
究
：
日

本
医

療
研

究
開
発

機
構
（

Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ

）
が

支
援

し
、
全

国
約

40
の

臨
床

施
設

が
参

画
し

 

て
認
知
症
発
症
前
の

リ
ス

ク
保

有
者

を
追

跡
観

察
す

る
多

施
設

共
同

研
究

。
 

・
新
規
タ
ウ
イ
メ
ー

ジ
ン

グ
剤

､[
18

Ｆ
]
-Ｔ

Ｈ
Ｋ

5
35
1
に

つ
い

て
、
短

寿
命

放
射

性
薬

剤
臨

床
利

用
委

員
会

で
の

承
認

を
得

て
、
臨

床
使

用

を
開
始
し
た

。【
再
掲

：
項

目
11
】

 

 

 
 

○
 

学
術

論
文

の
発

表
の

み
な

ら
ず

、
老

年
学

関
連

学
会

の
運

営
に

も

積
極

的
に

関
与

す
る

と
と

も
に

、
海

外
研

究
機

関
等

と
の

交
流

を
進

め
る
。
 

          

○
 
国
内
外
の
学
会
等
に
お
い
て
、
研
究
成
果
の
発
表
を
着
実
に
行
う
と
と
も
に
、
学

会
役
員
と
し
て
の
活
動
や
学
会
誌
の
編
集
活
動
等
に
よ
り

、
老
年
学
に
関
連
す
る
学

会
運
営
に
も
積
極
的
に
関
与
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

論
文
発
表
数

5
85

件
 

学
会
発

表
数

8
35

件
 

  

 

・
米
国
老
年
学
会
、
日

本
老

年
社

会
科

学
会

、
日

本
基

礎
老

化
学

会
、

日
本

老
年

医
学

会
な

ど
国

内
外

の
学

会
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

研
究

成
果
の
公
表
、
普
及
啓

発
に

努
め

た
。

 

・
英
国
の
権
威
あ
る
学

術
雑

誌
Ｎ

ａ
ｔ

ｕ
ｒ

ｅ
に

お
い

て
、

先
進

的
研

究
に

よ
っ

て
日

本
の

健
康

科
学

を
け

ん
引

す
る

機
関

と
し

て
、

当
セ

ン
タ
ー
の
研
究
部
門
が

第
9
位

、
病

院
部

門
が

第
2
0
位

に
選

出
さ

れ
た

。【
再

掲
：

項
目

10
】

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 

論
文
発
表
数

 6
04

件
（

平
成

27
年

度
 6
78

件
）

 

学
会
発
表
数

 1
,4
31

件
（

平
成

27
年

度
 1
,3
77

件
）

 

研
究
員

1
人
あ

た
り

学
会

発
表

・
論

文
発

表
数

 2
2.
1
件

（
平

成
27

年
度

 2
2.
3
件

）
 

 

○
 
科
学
研
究
費
助
成
事
業
な
ど
、
競
争
的
研
究
資
金
へ
の
積
極
的
な
応
募
に
よ
り

、

独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
を
実
施
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

科
研
費
新
規
採
択
率

3
4.

0％
（
上
位

3
0
機
関
以
内
）
 

 
 

・
科
学
研
究
費
助
成

事
業

に
82

件
申

請
し

、
31

件
採

択
さ

れ
た

。
新

規
採

択
率

は
3
7.

8％
で

、
対

前
年

度
比

1
0.

8
ポ

イ
ン

ト
増

で
あ

っ
た

。

研
究
所
で
は
、
平
成

2
9
年

度
に

お
け

る
採

択
率

の
更

な
る

向
上

を
図

る
べ

く
、
幹

部
研

究
員

等
採

用
時

に
グ

ラ
ン

ト
獲

得
力

を
重

視
し

た
採

用
を
行
う
と
と
も
に

、
研

究
テ

ー
マ

リ
ー

ダ
ー

に
よ

る
所

属
研

究
員

へ
の

指
導

、
特

に
若

手
研

究
員

の
グ

ラ
ン

ト
獲

得
力

の
向

上
に

取
り

組

ん
だ
。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
科
研
費
新
規
採
択

率
 3
7.

8％
（

平
成

2
7
年

度
 
27
.0
%）

 

 

○
 
民
間
企
業
や
大
学
、
自
治
体
等
と
連
携
し
、
老
年
学
に
お
け
る
基
礎
・
応
用
・
開

発
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
 

・
セ
ン
タ
ー
の
独
自

技
術

の
社

会
還

元
を

め
ざ

す
べ

く
、

民
間

企
業

、
大

学
、

公
設

研
究

機
関

及
び

自
治

体
等

の
外

部
機

関
と

の
共

同
研

究

や
受
託
研
究
、
受
託

業
務

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
共
同
研
究
、
受
託

研
究

、
受

託
事

業
・

学
術

指
導

実
施

件
数

 6
7
件

（
平

成
27

年
度

 
55

件
）

 

 

【
項
目

13
】
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○

 
老

年
学

関
連

の
国

際
学

会
等

で
の

研
究

成
果

の
発

表
や

海
外

研
究

機
関

等
と

の

共
同
研
究
を
促
進
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
を
図
る
。
 

 
 

・
協
成
大
学
（
韓
国

）、
ナ

ザ
レ

大
学

（
韓

国
）、

ペ
ン

シ
ル

ベ
ニ

ア
州

立
大

学
（

Ｕ
Ｓ

Ａ
）、

ス
タ

ー
リ

ン
グ

大
学

（
イ

ギ
リ

ス
）、

カ
ン

ザ

ス
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
よ

り
国

外
研
究

員
を

各
1
名

受
け

入
れ

、「
高

齢
者

に
お

け
る

医
療

資
源

の
消

費
に

関
す

る
医

療
経

済
学

研
究

」、
「

日
韓

の
高
齢
者
に
お
け
る

社
会

関
係

及
び

公
的

サ
ポ

ー
ト

と
健

康
」、
「

多
世

代
共

助
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

と
評

価
」、
「

認

知
症
の
診
断
を
受
け

た
人

に
対

す
る

地
域

支
援

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」

及
び

「
Ｓ

Ｔ
Ｅ

Ｄ
顕

微
鏡

に
よ

る
老

化
及

び
Ａ

Ｌ
Ｓ

マ
ウ

ス
神

経
筋

接

合
部
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ゾ
ー

ン
の

解
析

」
に

つ
い

て
研

究
を

行
っ

た
。

 

・
「
認
知
症
と
共
に

暮
ら

せ
る

社
会

（
De
me
nt
ia
 F
ri
en
dl
y 
Co
mm
un
it
y
)」

を
テ

ー
マ

と
し

た
認

知
症

セ
ミ

ナ
ー

を
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

国
際

開
発
庁
と
共
に
開
催
し

た
。

 

■
国
際
学
会
で
の
研

究
成

果
発

表
 1
98

課
題

/3
37

件
 

 

○
 

セ
ン

タ
ー

内
に

お
い

て
、

セ
ミ

ナ
ー

や
研

修
な

ど
自

己
啓

発
の

機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
国

内
外

か
ら

も
研

究
員

や
留

学
生

等
の

受
入

れ
を

行
い

、
老

年
学

研
究

に
お

い
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る
人
材
育
成
を
図
る
。
 

○
 
連
携
大
学
院
等
か
ら
若
手
研
究
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に

、
指
導
や

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
中
核
を
担
う
若
手
研
究
者
の
養
成
を
図
る
。
 

 

・
「
首
都
大
バ
イ
オ
コ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

2
01

6」
（

主
催

：
首

都
大

学
東

京
生

命
科

学
専

攻
、

平
成

2
8
年

11
月

18
日

）
に

参
加

し
（

講
演

1

課
題
、
ポ
ス
タ
ー
発

表
5
課

題
）、

首
都

大
学

東
京

及
び

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

と
の

研
究

交
流

の
促

進
を

図
っ

た
。

 

・
所
属
研
究
チ
ー
ム

、・
研

究
テ

ー
マ

の
リ

ー
ダ

ー
や

ベ
テ

ラ
ン

研
究

員
に

よ
る

指
導

、・
助

言
（

Ｏ
Ｊ

Ｔ
）

を
基

本
と

し
て

、
若

手
研

究
者

の
育
成
を
行
っ
た
。

ま
た

、
発

表
の

機
会

の
少

な
い

若
手

研
究

者
に

発
表

の
場

を
提

供
し

、
座

長
等

の
運

営
役

も
委

ね
て

育
成

を
図

っ
て

い

く
こ
と
を
目
的
と
し

た
「

所
内

研
究

討
論

会
」

を
年

6
回

開
催

し
た

。
 

・
連
携
大
学
院
か
ら
の

大
学

院
生

を
受

け
入

れ
、

若
手

老
年

学
・

老
年

医
学

研
究

者
の

育
成

に
貢

献
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

連
携
大
学
院
生

 1
4
名

（
平

成
27

年
度

 6
名

）
 

研
究
生

 2
7
名
（

平
成

27
年

度
 
42

名
）

 

 

 
 

   

【
項
目

13
】

 



－ 99 －

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
 

＜
研
究
成
果

・
知
的
財
産
の
活
用
＞

 

【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
研
究
成
果

に
係
る
プ
レ
ス
発
表
や
老
年
学
・
老
年
医
学
公
開
講
座
等
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
ほ
か
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
サ

イ
エ

ン
ス

カ
フ

ェ
を

開
催

す
る

な
ど

、
研

究
成

果
の

普
及

や
セ

ン
タ

ー
の

Ｐ
Ｒ

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
当

セ
ン
タ

ー
の

職
員
が
各
種

学
会
の

委
員
を
務
め

、
セ
ン
タ
ー

の
研
究

成
果
を
活
用

し
て
、
種
々

の
高
齢

者
診
療
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

新
た

な
高

齢
者

の
定

義
を

提
言

す
る

な
ど

、
研

究
成

果
の

よ
り

一
層

の
社

会
還

元
に

向
け

て
積

極
的

に
取
り
組
ん

だ
。
 

【
特
記
事
項

】
 

 【
今
後
の
課

題
】
 

・
さ
ら
な
る

情
報
発
信
を
目
的
と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
研
究
所

の
Ｐ

Ｒ
に

取
り

組
む

。
 

・
さ
ら
な
る

研
究
推
進
を
目
的
と
し
、
産
学
公
連
携
支
援
や
知
的
財
産
の
管
理
・
活
用
、
倫
理
指
針
対
応
等
の
諸
課
題
に
対
応

す
る

た
め

の
研

究
支

援
組

織
の

立
ち

上
げ

に
向

け
た

検
討

に
取

り
組

む
。

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
報

告
 

オ
 
研
究
成
果
・
知
的
財
産
の
活

用
 

オ
 
研
究
成
果
・
知
的
財
産
の
活
用

 

1
4
 

Ａ
 

オ
 
研
究
成
果
・
知
的
財

産
の

活
用

 

○
 

都
民

向
け

の
セ
ミ

ナ
ー

、
講
演

会
の

定
期
的

な
開
催

及
び

種
々
の

広
報

媒
体

の
活

用
に

よ
り

、
研

究
成

果
や

研
究
所

に
関

す
る

普
及

活

動
を
積
極
的
に
行
う
。
 

                            

○
 
臨
床
と
研
究
の
両
分
野
が
連
携
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
、
「
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
老
年
学
・
老
年
医
学
公
開
講
座
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
将
来

の
科
学
者
と
な
り
う
る
中
・
高
校
生
を
対
象
と
す
る
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
実
施

す
る
。
 

■
平
成

28
年
度
目
標
値
 

老
年
学
・
老
年
医
学
公
開
講
座
４
回
出
席
者
数

2,
50
0人

 

科
学
技

術
週
間
参
加
行
事
１
回

15
0人

（
講
演
会
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
）
 

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
１
回

50
人
 

 

・
臨
床
と
研
究
の
両

分
野

が
連

携
で

き
る

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
「

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
老

年
学
・
老

年
医

学
公

開
講

座
」
を

開
催
し
、
当
セ
ン
タ

ー
が

実
施

す
る

最
新

の
高

齢
者

医
療

の
紹

介
や

サ
ル

コ
ぺ

ニ
ア

、
フ

レ
イ

ル
等

に
つ

い
て

講
演

を
行

っ
た

。
 

・
文
部
科
学
省
の
推
進

す
る

科
学

技
術

週
間

へ
の

参
加

行
事

と
し

て
、

平
成

2
8
年

度
は

「
知

ら
な

か
っ

た
！

細
胞

の
ア

ン
テ

ナ
「

糖
鎖

」

の
は
な
し
」
を
テ
ー

マ
に

講
演

会
を

開
催

し
、
併

せ
て

各
研

究
チ

ー
ム

に
よ

る
ポ

ス
タ

ー
発

表
を

行
い

、
積

極
的

な
研

究
成

果
の

普
及

活
動

に
努
め
た
。
 

・
実
験
な
ど
の
体
験
が

で
き

る
サ

イ
エ

ン
ス

カ
フ

ェ
「

～
夏

休
み

研
究

体
験

～
集

ま
れ

！
未

来
の

科
学

者
た

ち
」
を

今
年

度
も

引
き

続
き

開

催
し
、
研
究
所
の
活
動

に
つ

い
て

若
年

層
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

老
年
学
・
老
年

医
学

公
開

講
座

 4
回

 
出

席
者

数
 3
,0
14

人
（

平
成

2
7
年

度
4
回

/
1,

72
1
人

）
 

科
学
技
術
週
間

参
加

行
事

 
 

 1
回

 
  

 
 

 
 

1
99

人
（

平
成

2
7
年

度
1
回

/ 
19
3
人

）
 

サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ

 
 

 
 

 1
回

 
  

 
 

 
  

20
人

（
平

成
2
7
年

度
1
回

/ 
 2
0
人

）
 

・
研
究
成
果
等
を
広

く
周

知
す

る
た

め
、

マ
ス

コ
ミ

に
向

け
た

プ
レ

ス
発

表
（

6
件

）
等

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
(2
7
年

度
5
件

) 

「
加
齢
に
よ
り
神
経

筋
接

合
部

の
分

子
構

造
が

変
化

す
る

こ
と

を
発

見
-加

齢
に

よ
る

筋
肉

減
少

の
機

序
解

明
が

大
き

く
前

進
-」
（

平
成

28

年
6
月

2
7
日
）
 

「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
発

症
の

新
た

な
仕

組
み

を
発

見
」（

平
成

28
年

8
月

4
日

）
 

「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

と
特

定
で

き
る

画
期

的
な

診
断

方
法

を
発

見
・

開
発

 
不

要
な

検
査

な
く

な
り

早
期

治
療

に
道

 
Ｎ

ａ
ｔ

ｕ
ｒ

ｅ
 

Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｓ

 Ｄ
ｉ

ｓ
ｅ

ａ
ｓ

ｅ
 Ｐ

ｒ
ｉ

ｍ
ｅ

ｒ
ｓ

に
掲

載
」（

平
成

2
8
年

10
月

1
2
日

）
 

「
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

症
の

原
因

と
な

る
糖

鎖
構

造
を

解
明

」（
平

成
2
8
年

10
月

1
7
日

）
 

「
乳
酸
菌
ラ
ク
ト
バ
チ

ル
ス

 カ
ゼ

イ
 シ

ロ
タ

株
を

含
む

乳
製

品
の

習
慣

的
摂

取
が

高
齢

者
の

高
血

圧
発

症
リ

ス
ク

を
低

減
」（

平
成

28

年
1
2
月

7
日
）
 

「
日
本
・
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド

認
知

症
セ

ミ
ナ

ー
お

よ
び

認
知

症
ケ

ア
研

究
に

関
す

る
相

互
協

力
覚

書
調

印
式

開
催

」（
平

成
29

年
2
月

6

日
）
 

 

○
 
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
研
究
所
の
活
動
や
研
究
内
容
及
び
成
果
を
都
民
、
研

究
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
に
広
く
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
部
機
関
と
の
共

同
研
究
等

も
視
野
に
入
れ
、
研
究
シ
ー
ズ
集
を
引
き
続
き
公
開
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
（
研
究
所
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

55
,0
00

件
 

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「

耳
よ

り
研

究
情

報
」（

年
6
回

更
新

）
や
「

研
究

所
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｓ
」（

年
6
回

発
行

）
、「

講
演

会
の

ご
案

内
」
な

ど
を

掲

載
し
、
研
究
成
果
に

つ
い

て
都

民
、

研
究

者
、

マ
ス

コ
ミ

関
係

者
等

に
広

く
周

知
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ク
セ

ス
数

（
研

究
所

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）
 

50
,8
82

件
（

平
成

2
7
年

度
 
4
8,
60
5
件

）
 

【
項
目

14
】

 



－ 100 －

○
 
研
究
所

の
広
報
誌
「
研
究
所
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
や
各
種
講
演
集
及
び
出
版
物
を
通
じ
て

、

研
究
所
の

活
動
や
研
究
成
果
を
普
及
さ
せ
る
。
 

 

・「
研
究
所
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
」、

老
年

学
・
老

年
医

学
公

開
講

座
講

演
集
（

4
冊

）
を

発
行

し
た

ほ
か

、
テ

レ
ビ

、
新

聞
、
雑

誌
等

の
取

材
に

積
極

的
に
対
応
す
る
な
ど

、
研

究
所

の
活

動
や

研
究

成
果

の
普

及
に

努
め

た
。

 

○
 

審
議

会
へ

の
参

加
な

ど
に

よ
り

都
を

は
じ

め
と

す
る

自
治

体
や

国
、

公
共

団
体

へ
の
政

策
提

言
を
積

極
的

に
行
う

ほ
か
、

研
究

成
果
の

社
会

還
元
に
努
め
る
。
 

○
 
国
や
地
方
自
治
体
、
そ
の
他
の
公
共
団
体
の
審
議
会
等
へ
参
加
し
、
政
策
提
言
を

通
じ
て
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
努
め
る
。
 

・
当
セ
ン
タ
ー
職
員

が
メ

ン
バ

ー
を

務
め

る
日

本
老

年
学

会
・
日

本
老

年
医

学
会

合
同

の
「

高
齢

者
に

関
す

る
定

義
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ
」
が
、
平
成

29
年

1
月

に
、「

近
年

日
本

に
お

け
る

65
歳

か
ら

7
4
歳

の
世

代
の

身
体

的
、
精

神
・
心

理
的

機
能

の
向

上
が

著
し

い
こ

と
か
ら
、
65

歳
以
上

、
7
5
歳

未
満

は
前

期
高

齢
者

か
ら

准
高

齢
者
（

Ｐ
ｒ

ｅ
－

ｏ
ｌ

ｄ
）
と

し
、
75

歳
以

上
の

み
を

高
齢

者
と

す
る

」
こ

と
を
提
案
し
た
。
前

期
高

齢
者

の
機

能
の

向
上

を
裏

付
け

る
デ

ー
タ

と
し

て
当

セ
ン

タ
ー

の
種

々
の

デ
ー

タ
が

活
用

さ
れ

た
。

 

・
当
セ
ン
タ
ー
医
師

が
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

策
定

委
員

を
務

め
る

日
本

心
不

全
学

会
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
委

員
会

が
、
平

成
28

年
10

月
に
「

高
齢

心
不
全
患
者
の
治
療

に
関

す
る

ス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
」

を
公

表
し

た
。

 

・
当
セ
ン
タ
ー
医
師

が
委

員
を

務
め

る
「

高
齢

者
糖

尿
病

の
治

療
向

上
の

た
め

の
日

本
糖

尿
病

学
会

と
日

本
老

年
医

学
会

の
合

同
委

員
会

」

が
高
齢
者
糖
尿
病
の

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
中

心
と

な
る

新
し

い
「

高
齢

者
糖

尿
病

の
血

糖
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
目

標
（

Ｈ
ｂ

Ａ
1ｃ

値
）」

を
平

成
2
8
年

5
月
に
公

表
し

た
。
当

セ
ン

タ
ー

が
中

心
と

な
り

、
全

国
の

39
病

院
が

協
力

し
て

実
施

さ
れ

た
Ｊ

－
Ｅ

Ｄ
Ｉ

Ｔ
研

究
や

当
セ

ン
タ

ー
の
デ
ー
タ
が
活
用

さ
れ

た
。【

再
掲

：
項

目
1】

 

・
当
セ
ン
タ
ー
医
師
が

班
長

を
務

め
る

合
同

研
究

班
参

加
学

会
（

日
本

循
環

器
学

会
、

日
本

冠
疾

患
学

会
な

ど
）

が
、「

非
心

臓
手

術
に

お

け
る
合
併
心
疾
患
の
評

価
と

管
理

」
の

英
語

版
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
た

。
 

・
日
本
集
中
治
療
医

学
会

及
び

日
本

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

ケ
ア

看
護

学
会

と
の

共
同

で
、「

人
工

呼
吸

器
関

連
肺

炎
予

防
の

た
め

の
気

管
挿

管
患

者
の
口
腔
ケ
ア
実
践

ガ
イ

ド
（

案
）」

を
作

成
公

開
し

、
両

学
会

よ
り

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

募
集

し
た

。
 

・
国
や
自
治
体
の
審

議
会

等
に

委
員

と
し

て
多

数
参

画
し

、
政

策
提

言
等

に
関

与
す

る
こ

と
で

研
究

成
果

の
社

会
還

元
に

努
め

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

審
議
会
等
参
加
数

 7
1
件

（
国

・
自

治
体

 3
0
件

、
独

法
等

 8
件

、
学

会
 1
9
件

、
そ

の
他

 1
4
件

）（
平

成
2
7
年

度
 
46

件
）

 

 

○
 
研
究
所
の
知
的
財
産
を
適

切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
技
術
開
発
 
 

等
の
検
討
を
行
い
、
特
許
出

願
や
研
究
成
果
の
実
用
化
を
目
指
す
。
 

○
 
研
究
成
果
の
さ
ら
な
る
特
許
取
得
や
実
用
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
先
行
特
許
等

の
調
査
や
特
許
事
務
所
と
の
調
整
等
、
保
有
特
許
を
適
切
に
管
理
し
、
権
利
化
に
よ

る
費
用
対
効
果
を
再
検
討
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

特
許
新
規
申
請
数

2
件
 

 

・
研
究
成
果
の
実
用
化

に
向

け
、

職
務

発
明

審
査

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

（
9
回

）、
特

許
出

願
（

新
規

8
件

）
を

行
っ

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

特
許
出
願
（
新
規

）
8
件

（
国

内
7
件

、
国

際
1
件

）（
平

成
27

年
度

 国
内

1
件

）
 

○
 
介
護
予

防
主
任
運
動
指
導
員
養
成
事
業
の
運
営
を
通
じ
て
、
セ
ン
タ
ー
が
有
す
る

介
護
予
防

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
指
導
員
資
格
取
得
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ

研
修
の
充
実
や
自
治
体
な
ど
へ
の
広
報
を
行
う
。
 

 
 

 

・
介
護
予
防
主
任
運
動

指
導

員
養

成
講

習
（

1
回

）、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修
（

2
回

）
を

実
施

し
、
指

導
員

の
育

成
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
努

め
た
。
 

・
普
及
啓
発
活
動
の
一

環
と

し
て

第
7
5
回

日
本

公
衆

衛
生

学
会

総
会

、
リ

ハ
ビ

リ
・
介

護
産

業
展
（

Ｒ
Ｅ

－
Ｃ

Ａ
Ｒ

Ｅ
 Ｊ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

）
等

に
お
い
て
事
業
の
紹
介

ブ
ー

ス
を

出
展

し
、

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
介
護
予
防
主
任

運
動

指
導

員
（

セ
ン

タ
ー

主
催

）
 

 
 
 
養
成
数

 2
3
名

（
平

成
27

年
度

 2
0
名

）
 

 
 
 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研

修
参

加
者

数
 7
5
名

（
平

成
27

年
度

 
86

名
）

 

 
 
介
護
予
防
運
動
指

導
員

（
指

定
事

業
者

主
催

）
 

 
 
 
養
成
数

 1
,6
79

名
（

平
成

2
7
年

度
 
1,
71
0
名

）
 

 

 

【
項
目

14
】

 



－ 101 －

中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
1
 
都
民
に
対

し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

(3
) 
高
齢
者

の
医
療
と
介
護
を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成

 

 

中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
高
齢
者
の
医
療
と
介
護
を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成
＞

 
【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
都

派
遣

職
員

解
消

に
伴

う
看

護
師
確

保
対

策
と
し
て
、
新

た
な
処

遇
改
善

手
当

を
創

設
し
た
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の
全

面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

を
実

施
し
、
採

用
情

報
等

を
よ
り
分

か
り
や

す
く
掲

載
す

る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
閲

覧
も
可

能
と
す

る
な

ど
、
よ
り
効
果

的
な
情
報
発
信
体
制
を
整
備
し
、
看
護
師
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
新
た
に

2
施

設
と
連
携
大
学
院
協
定
を
締
結
し
、
昨
年
度
の
実
績
を
上

回
る
連
携
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
研

究
者

の
養

成
に
取

り
組

ん
だ
。

 
・
認
定
医
等

の
資
格
取
得
支
援
や
研
修
派
遣
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
医

療
専
門
職
の
専
門
的
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

 
・
た
ん
ぽ
ぽ
会

主
催

に
よ
る
地

域
の
訪

問
看
護

師
と
の
勉

強
会

の
開
催
や

認
知
症

支
援
推

進
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
医

療
専

門
職

等
に
対

す
る
認

知
症

対
応

力
向

上
に
向

け
た
研

修
会

等
の
開

催
な
ど
、
地

域
の
医

療
・
介

護
を
支

え
る
人

材
の
育

成
を
積

極
的

に
行
っ
た
。

 
【
特
記
事
項

】 
 【
今
後
の
課
題

】 
・
医
師
事
務

作
業
補
助
者
に
つ

い
て
、
施
設
基
準
上
の

2
0
対

1
補
助
体
制
加
算
の
取
得
を
目
指
し
、
積
極
的
な
人
員
確
保
及
び
定

着
に

向
け

た
取

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

 
都

に
お
け
る
高
齢
者
医
療
及
び

研
究
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
安
定
的

か
つ

継
続
的
に
都
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員

の
計

画
的
な
採
用
及
び
専
門
性
の

向
上
を
図
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
医
療

と
介

護
を
支
え
る
仕
組
み
の
構
築

に
資
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員
だ
け

で
は

な
く

、
次

世
代

の
高

齢
者

医
療

・
研

究
を

担
う

人
材

や
地

域
の

医

療
・

介
護
を
支
え
る
人
材
の
育
成

を
進
め
て
い
く
。
 

 
都
に

お
け
る
高
齢
者
医
療

及
び
研
究
の

拠
点
と
し
て
、
今
後

も
安
定
的
か

つ
継
続

的
に
都

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た

め
、
セ
ン
タ
ー
職
員

の
計
画
的
な

採
用
及

び
専
門

性
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
高
齢

者
の
医
療
と
介
護
を

支
え
る
仕
組

み
の
構

築
に
資

す
る
た
め
、
セ
ン
タ

ー
職
員
だ
け

で
は
な
く
、
次
世
代

の
高
齢
者
医

療
・
研

究
を
担
う
人
材
や
地
域
の
医
療
・
介
護
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
進
め
る
。
 

 

              

1
5
 

               

              Ｂ
                

・
看

護
師

の
採

用
に

つ
い

て
は

、
合

同
就

職
説

明
会

や
各

看
護

学
校

主
催

の
就

職
説

明
会

へ
積

極
的

に
参

加
す

る
と

と
も

に
、

看
護

学
生

の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

研
修

の
実

施
や

施
設

見
学

の
受

入
れ

な
ど

積
極

的
に

採
用

活
動

を
行

っ
た

。
 

・
医

師
に

対
し

て
は

、
学

会
等

参
加

、
認

定
医

資
格

取
得

、
資

格
取

得
講

習
会

の
参

加
に

係
る

費
用

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

知
識

や
技

術
、
専
門
性
の
向
上

を
図

っ
た

。
 

・
研

究
部

門
に

お
い

て
は

、
連

携
大

学
院

制
度

、
研

究
生

制
度

を
活

用
し

、
次

世
代

の
研

究
を

担
う

大
学

院
生

等
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

た
。
 

・
さ

ら
に

、
専

門
・

認
定

看
護

師
に

よ
る

専
門

相
談

窓
口

の
運

営
や

地
域

の
訪

問
看

護
師

と
の

勉
強

会
、

意
見

交
換

会
の

開
催

な
ど

、
地

域
の
医
療
・
介
護
を
支

え
る

人
材

の
育

成
を

進
め

た
。

 

 

ア
 
セ
ン
タ
ー
職
員
の
確
保
・
育
成

 
ア

 
セ
ン
タ
ー
職
員
の
確
保
・
育
成

 
ア

 
セ
ン
タ
ー
職
員
の
確

保
・
育

成
 

○
 

都
職
員
の
派
遣
解
消
計
画
を

踏
ま
え
、
質
の
高
い
医
療
及
び
研
究
の

継
続
的
な
実
施
と
安
定
し
た
セ

ン
タ
ー
運
営
を
行
う
た
め
、
各
職
種
の

必
要
性
や
専
門
性
に
応
じ
た
固

有
職
員
の
計
画
的
な
採
用
を
進
め
る
。
 

○
 
都

職
員
の
派
遣
解
消
計

画
を
踏
ま
え

、
就
職
説
明
会
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ

て
セ
ン

タ
ー
の
特
長
を

PR
し
、
計
画
的

に
固
有
職
員
の
採
用

を
進
め
る
と

と
も

に
、
即
戦

力
と
な
る
経
験
者
採
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
す
る
。
 

 

・
看

護
部

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
全

面
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

、
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

も
連

携
し

、
採

用
情

報
等

を
同

時
に

掲
載

で
き

る
よ

う
に
し
た
。
ま
た

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
に

設
定

し
、
看

護
師

や
看

護
学

生
が

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

。 

・
都

派
遣

職
員

解
消

に
伴

う
看

護
師

確
保

対
策

と
し

て
、

事
務

部
長

を
ト

ッ
プ

と
し

た
Ｗ

Ｇ
を

立
ち

上
げ

、
人

材
確

保
対

策
の

検
討

を
行

い
、
新
た
な
処
遇
改

善
手

当
を

創
設

し
た

。
 

・
医
師
・
歯
科
医
師

3
4
名

、
医

科
・

歯
科

研
修

医
2
2
名

を
採

用
し

、
高

齢
者

医
療

を
安

定
的

・
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
の

人
材

を
確

保
し

た
。

医
科

・
歯

科
研

修
医

の
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

募
集

案
内

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
臨

床
研

修
医

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
を
掲
載
し
、
セ
ン

タ
ー

の
特

長
を

積
極

的
に

Ｐ
Ｒ

し
た

。
 

・
看

護
師

の
採

用
に

つ
い

て
は

、
合

同
就

職
説

明
会

や
都

立
看

護
専

門
学

校
、

看
護

大
学

等
で

の
就

職
説

明
会

に
参

加
し

、
ブ

ー
ス

出
展

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
こ

と
で

セ
ン

タ
ー

の
特

長
を

広
く

Ｐ
Ｒ

し
た

。
ま

た
、
同

窓
生

を
1～

2
名

派
遣

す
る

な
ど

の
工

夫

を
行
う
と
と
も
に
、

高
齢

者
向

け
急

性
期

病
院

と
い

う
特

長
を

積
極

的
に

ア
ピ

ー
ル

し
、

80
名

の
看

護
師

を
採

用
し

た
。（

新
卒

採
用

53

名
、
経
験
者
採
用

2
7
名

）
(平

成
2
7
年

度
70

名
（

新
卒

採
用

53
名

、
経

験
者

採
用

1
7
名
））

 

 

○
 

認
定
医
・
指
導
医
や
認
定
看
護
師
な
ど
の
医
療
専
門
職
、
医
療
事
務

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
有
す

る
事
務
職
員
の
育
成
な
ど
、
職
員
の
専

門
的
能
力
向
上
を
図
る
た
め
の

人
材
育
成
を
組
織
的
に
行
う
。
 

     

○
 
医

療
専
門
職
の
専
門
的

能
力
向
上
を

図
る
た
め
、
認
定
医

や
専
門
医
、

認
定
看

護
師
な
ど
の
資
格
取
得
を
支
援
し
、
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

  

・
看
護
師
の
専
門
能

力
の

向
上

の
た

め
、
資

格
取

得
に

あ
た

っ
て

の
研

修
派

遣
等

を
計

画
的

に
推

進
し

た
。
そ

の
結

果
、「

人
工

心
臓

管
理

技
術
認
定
士
」

2
名

、「
糖

尿
病

療
養

指
導

士
」

5
名

、「
認

定
看

護
管

理
者

フ
ァ

ー
ス

ト
レ

ベ
ル

」
2
名

が
合

格
す

る
な

ど
、

よ
り

熟
練

し

た
看
護
技
術
を
有
す
る

看
護

師
の

育
成

を
図

っ
た

。
ま

た
、
認

定
・
専

門
看

護
師

主
催

の
院

内
勉

強
会

を
開

催
し
（

年
3
回

）、
高

齢
者

に

特
有
の
病
態
や
退
院

支
援

、
看

護
倫

理
に

関
す

る
内

容
等

に
つ

い
て

知
識

の
向

上
に

努
め

た
。

 

・
平
成

2
3
年
度
よ
り

実
施

さ
れ

て
い

る
認

定
医

等
資

格
取

得
支

援
を

継
続

し
て

実
施

し
、

日
本

骨
粗

鬆
学

会
認

定
医

、
糖

尿
病

専
門

医
、

が
ん
治
療
認
定
医
の
計

3
名

の
資

格
取

得
に

係
る

費
用

の
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
医
師
会
後
援
の
も
と

、
日

本
医

師
会

生
涯

教
育

制
度

に
お

け
る

単
位

取
得

が
可

能
な

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

 

 

 
【

項
目

15
】
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○
 
研

修
体
制
の
充
実
や
適

切
な
人
事
配

置
を
行
う
と
と
も
に

、
経
営
分
析

に
特
化

し
た
組

織
を
新
た
に
設
置
す

る
な
ど
、
病

院
特
有
の
事
務
や
経

営
に
強
い
事

務
職
員

を
組
織
的
に
育
成
す
る
。
 

   

                                           

                                          

・
経
営
分
析
に
特
化

し
た

部
門

と
し

て
、

平
成

2
8
年

4
月

1
日

付
で

、
新

た
に

医
療

戦
略

室
を

設
置

し
た

。
 

・
安
全
管
理
や
診
療
報

酬
等

に
関

す
る

医
療

従
事

者
向

け
研

修
に

つ
い

て
、

事
務

職
員

も
対

象
に

実
施

し
た

。
 

・
病

院
運

営
を

課
題

と
し

た
福

祉
保

健
局

・
病

院
経

営
本

部
主

催
の

研
修

に
、

セ
ン

タ
ー

固
有

職
員

等
を

研
修

生
と

し
て

派
遣

し
、

病
院

経
営
に
強
い
事
務
職
員

の
育

成
に

努
め

た
。

 

・
医
師
事
務
作
業
補
助

者
を

計
画

的
に

採
用

し
、

医
師

の
負

担
軽

減
を

図
る

よ
う

努
め

た
。

 

・
平
成

27
年
よ
り
医

師
事

務
作

業
補

助
者

体
制

加
算

に
つ

い
て

3
0：

1
か

ら
25
：
1
に

区
分

変
更

を
行

っ
た

が
、
医

師
の

負
担

軽
減

を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
的

に
は

2
0：

1
を

取
得

で
き

る
よ

う
医

師
事

務
作

業
補

助
者

の
募

集
を

随
時

行
っ

た
。

ま
た

、
勤

務
実

績
の

優
れ

た

医
師

事
務

作
業

補
助

者
に

つ
い

て
は

、
非

常
勤

か
ら

常
勤

へ
雇

用
を

切
替

え
る

こ
と

で
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

講
演
会
な
ど
を
実
施

し
個

人
能

力
の

向
上

に
努

め
た

。
 

 

○
 

臨
床

研
修

医
や

看
護

師
な

ど
医

療
専

門
職

を
目

指
す

学
生

に
対

す

る
研
修
・
実
習
体
系
の
工
夫
や

体
制
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
専
門
志

向
が
高
く
、
意
欲
あ
る
人
材
の
確
保
と

育
成
を
図
る
。
 

  

○
 
セ

ン
タ

ー
の
特
長
を
活

か
し
た
研
修

や
実
習
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、

臨
床
研

修
医
、

看
護

師
及
び
医
療
専

門
職
に
魅
力

あ
る
職
場
環
境
を
示

し
、
人
材
の

確
保
と

定
着
を
図
る

。
 

・
臨

床
研

修
医

や
看

護
師

、
医

療
専

門
職

に
向

け
た

、
実

地
医

療
に

役
立

つ
多

彩
な

研
修

や
講

演
会

を
開

催
し

、
魅

力
あ

る
職

場
環

境
の

創
出
に
取
り
組
ん
だ

。
 

※
研
修
…
全
医
師
を

対
象

に
し

た
お

昼
の

ク
ル

ズ
ス
（

勉
強

会
）、

臨
床

研
修

医
及

び
当

直
医

を
対

象
に

し
た

救
急

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
、
臨

床
研
修
医
を
対
象
に

し
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
研

究
に

携
わ

る
職

員
を

対
象

と
し

た
研

究
倫

理
研

修
な

ど
。

 

※
講

演
会

…
外

部
講

師
に

よ
る

植
込

型
補

助
人

工
心

臓
治

療
に

係
る

講
演

会
、

セ
ン

タ
ー

顧
問

弁
護

士
に

よ
る

臨
床

研
究

に
お

け
る

倫
理

と
利
益
相
反
に
関
す

る
講

演
会

、
Ｎ

Ｓ
Ｔ

主
催

の
栄

養
管

理
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
。

 

 
○
 

セ
ン
タ
ー
の
理
念
や
必
要
と

す
る
職
員
像
に
基
づ
き
、
各
職
種
に
つ

い
て

、
専

門
性

に
応

じ
た

人
材

育
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
体

系
化

を
図

る
。
 

 

○
 
セ
ン
タ
ー
の
理
念
や
必
要
と
す
る
職
員
像
に
基
づ
く
研
修
計
画
を
策
定
し
、
体

 

系
的
な
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
す
る
。
 

・
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

す
る

た
め

の
研

修
を

職
層

別
に

計
画

し
、
実

施
し

た
。
平

成
27

年
度

か
ら

係
長

研
修

を

都
職

員
と

の
合

同
研

修
（

人
材

支
援

事
業

団
が

実
施

）
に

参
加

す
る

方
式

に
変

更
し

、
監

督
者

の
役

割
や

監
督

者
に

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
法
、
職

場
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

、
組

織
を

統
率

し
業

務
を

円
滑

に
推

進
す

る
能

力
の

向
上

を
図

っ
た
（

参
加

者
数

11
名
）
。

主
任

研
修

は
外

部
講

師
に

よ
る

研
修

を
セ

ン
タ

ー
内

で
実

施
し

た
。

同
研

修
に

お
い

て
は

、
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
形

式
を

取
り

入
れ
る
な
ど
工
夫
を
行

い
、

専
門

性
や

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

の
向

上
を

図
っ

た
（

参
加

者
数

1
8
名

）。
ま

た
、

新
規

採
用

職
員

に
対

し
て

は
、

新
任

職
員

研
修

と
し

て
接

遇
マ

ナ
ー

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

、
各

部
署

の
業

務
内

容
に

関
す

る
説

明
等

を
実

施
し

た
（

接
遇

マ
ナ

ー
研

修
参
加
者
数

5
4
名

（
新

卒
対

象
）、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修
参

加
者

数
6
1
名
）。

 

 

○
 
職
員
の
業
務
に
対
す
る
意
識
や
職
場
環
境
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
「
職
員
ア
ン

 

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
人
材
育
成
計
画
等
に
活
用
す
る
。
 

  

・
平
成

29
年

3
月

に
全

職
員

を
対

象
と

し
た
「

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

実
施

し
た

。
職

場
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
研

修
、
福

利
厚

生
、
経
営
意
識
や
仕

事
に

対
す

る
や

り
が

い
な

ど
を

問
う

全
2
3
項

目
か

ら
な

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配

布
し

、
職

員
の

意
識
・
意

向
の

把
握

に

努
め
た
。
 

・
平
成

26
年
度
に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
お

い
て

、
研

修
に

対
す

る
事

務
職

員
の

高
度

な
研

修
希

望
が

多
か

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、

東
京
都
が
行
う
課
長

代
理

研
修

に
当

セ
ン

タ
ー

の
職

員
を

参
加

さ
せ

る
な

ど
、

実
際

の
業

務
運

営
へ

の
結

果
の

活
用

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 

イ
 
次
代
を
担
う
医
療
従
事
者
及
び
研
究
者
の
養
成

 
イ

 
次
代
を
担

う
医
療
従
事
者
及
び
研
究
者
の
養
成

 
イ

 
次
代
を
担
う
医
療
従

事
者

及
び
研

究
者

の
養

成
 

○
 

臨
床
研
修
医
や
看
護
師
な
ど

医
療
専
門
職
を
目
指
す
学
生
、
連
携
大

学
院
の
学
生
等
の
受
入
れ
な
ど

を
通
じ
て
、
セ
ン
タ
ー
が
蓄
積
し
て
き

た
高
度
な
技
術
・
成
果
を
次
世

代
の
医
療
従
事
者
及
び
研
究
者
に
継
承

し
、
今
後
の
高
齢
者
医
療
・
研

究
を
担
う
人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
。
 

 

○
 
高
齢
者
医
療
や
研
究
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
資
源
を
活
用
し
、
セ
ン
タ
ー
の
特

 

長
を
活
か
し
た
指
導
・
育
成
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
臨
床
研
修
医
や
看
護
師

、 

医
療
専
門
職
、
研
究
職
を
目
指
す
学
生
な
ど
の
積
極
的
な
受
入
れ
及
び
育
成
に
貢
献

 

す
る
。
 

  

・
平
成

2
8
年

7
月
に

医
学

生
・
研

修
医

を
対

象
と

し
た
「

高
齢

医
学

セ
ミ

ナ
ー

20
16
」
を

開
催

し
た

。
内

容
は

、
各

診
療

科
の

医
師

に
よ

る
高

齢
者

医
療

の
最

前
線

や
当

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

臨
床

研
修

医
制

度
に

つ
い

て
講

演
を

行
い

、
今

後
の

高
齢

者
医

療
・

研
究

を
担

う
人

材
の
積
極
的
な
受
入
れ

及
び

育
成

に
努

め
た

。（
参

加
者

数
：

35
名

、
平

成
2
7
年

度
：

46
名

）
 

・
看
護
学
生
を
対
象
と

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

研
修

を
2
回

実
施

し
、
6
5
名

の
参

加
が

あ
っ

た
（

平
成

2
7
年
度
：
79

名
）。

高
齢

者
医

療
の
実
践
の
場
を
提

供
す

る
こ

と
で

、
セ

ン
タ

ー
を

広
く

ア
ピ

ー
ル

す
る

と
と

も
に

、
次

世
代

を
担

う
看

護
師

の
育

成
に

貢
献

し
た

。
 

・
モ

ー
ニ

ン
グ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
、

研
修

医
の

た
め

の
ク

ル
ズ

ス
、

臨
床

病
理

検
討

会
、

症
例

検
討

会
等

を
実

施
し

、
教

育
体

制
の

充
実

に
努

め
た

。
症

例
検

討
会

に
つ

い
て

は
、

研
修

医
の

積
極

的
な

関
与

と
会

の
活

性
化

を
目

的
と

し
て

、
ジ

ュ
ニ

ア
レ

ジ
デ

ン
ト

に
よ

る
発

表
及
び
シ
ニ
ア
レ
ジ

テ
ン

ト
の

発
表

指
導

を
実

施
し

た
。

 

・
所

属
研

究
チ

ー
ム

・
研

究
テ

ー
マ

の
リ

ー
ダ

ー
や

ベ
テ

ラ
ン

研
究

員
に

よ
る

指
導

・
助

言
（

Ｏ
Ｊ

Ｔ
）

を
基

本
と

し
て

、
若

手
研

究
者

の
育

成
を

行
っ

た
。

ま
た

、
発

表
の

機
会

の
少

な
い

若
手

研
究

者
に

発
表

の
場

を
提

供
し

、
座

長
等

の
運

営
役

も
委

ね
て

育
成

を
図

っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た

「
所

内
研

究
討

論
会

」
を

年
6
回

開
催

し
た

。【
再

掲
：

項
目

13
】

 

・
学

部
学

生
・

大
学

院
生

等
に

関
し

て
は

、
研

究
生

又
は

連
携

大
学

院
生

と
し

て
積

極
的

に
受

入
れ

、
研

究
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

将
来

の
研
究
者
た
る
学
生
の

研
究

遂
行

力
を

育
ん

だ
。

 

 
【

項
目

15
】
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○
 
医
師
や
医
療
専
門
職
等
の
講
師
派
遣
を
通
じ
て
、
高
齢
者
医
療
へ
の
理
解
促
進

 

と
次
世
代
の
医
療
従
事
者
及
び
研
究
者
の
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
。
 

・
医

師
や

研
究

員
を

大
学

等
に

積
極

的
に

派
遣

し
、

高
齢

者
の

健
康

と
福

祉
、

社
会

参
加

等
に

関
す

る
講

義
や

講
演

を
多

数
実

施
す

る
こ

と
で
、
高
齢
者
医
療
へ

の
理

解
促

進
や

知
識

の
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

 

■
28

年
度
実
績
 

 
 
講
演
会
等
へ
の
参

加
に

係
る

講
師

派
遣

件
数

 

 
 
 
病
院
部
門
 
 

44
3
件

（
平

成
2
7
年

度
 
3
17

件
）

 

 
 
 
研
究
部
門
 
 

53
9
件

（
平

成
2
7
年

度
 
4
96

件
）

 

 

○
 
連

携
大
学
院
か
ら
の
学

生
や
大
学
・

研
究
機
関
か
ら
の
研

究
者
を
積
極

的
に
受

け
入
れ
、
老
年
学
・
老
年
医
学
を
担
う
研
究
者
の
育
成
に
取
り
組
む
。
 

 

・
連
携
大
学
院
に
関
し

て
は

、
新

た
に

2
施

設
（

日
本

大
学

医
学

研
究

科
、

帝
京

大
学

公
衆

衛
生

学
研

究
科

）
と

協
定

を
締

結
し

た
。

 

・
連
携
大
学
院
協
定

に
基

づ
き

、
連

携
大

学
院

か
ら

1
4
名

を
受

入
れ

、
若

手
老

年
学

・
老

年
医

学
研

究
者

の
育

成
に

貢
献

し
た

。（
平

成

2
7
年
度
：
6
名
）
 

※
協
定
先
：
東
京
農

工
大

学
大

学
院
（

連
合

農
学

研
究

科
、
農

学
教

育
部

）、
首

都
大

学
東

京
大

学
院
（

理
工

学
研

究
科

、
人

間
健

康
科

学

研
究
科

）、
早
稲

田
大

学
大

学
院
（

ス
ポ

ー
ツ

科
学

研
究

科
、
人

間
科

学
学

術
院

）、
東

京
医

科
歯

科
大

学
大

学
院
（

医
歯

学
総

合
研

究
科

）、

明
治
薬
科
大
学
大
学

院
（

薬
学

研
究

科
）、

東
邦

大
学

大
学

院
（

理
学

研
究

科
）、

帝
京

大
学

大
学

院
（

公
衆

衛
生

学
研

究
科

）、
日

本
大

学

大
学
院
（
医
学
研
究

科
）

 

・
研
究
所
協
力
研
究

員
制

度
に

よ
り

、
他

の
研

究
機

関
等

に
所

属
し

て
い

る
研

究
者

を
多

数
受

け
入

れ
た

。
 

 

○
 
外

国
人
臨
床
修
練
制
度

を
活
用
し
た

医
師
の
研
修
及
び
発

展
途
上
国
等

か
ら
の

視
察
を

積
極
的
に
受
け
入
れ

、
各
国
の
高

齢
者
医
療
を
担
う
人

材
の
育
成
に

寄
与
す

る
。
 

 

・
外
国
人
臨
床
修
練
制

度
を

活
用

し
、

Ｅ
Ｓ

Ｄ
や

Ｅ
Ｍ

Ｒ
な

ど
の

内
視

鏡
治

療
の

臨
床

研
修

を
目

的
と

し
た

英
国

の
医

師
を

1
名

受
け

入

れ
、
医
療
分
野
に
お
け

る
国

際
交

流
の

進
展

等
に

寄
与

し
た

。
 

ウ
 
地
域
の
医
療
・
介
護
を
支
え
る
人
材
の
育
成

 
ウ

 
地
域
の

医
療
・
介
護
を
支
え
る
人
材
の
育
成

 
ウ

 
地
域
の
医
療
・
介

護
を
支

え
る
人

材
の

育
成

 
○
 

セ
ン
タ
ー
の
専
門
性
を
活
用

し
、
地
域
の
医
療
と
介
護
を
支
え
 
 

 
る

人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施

設
等

と
連

携
し

た
高

齢
者

の
在

宅
療

養
を

支
え

る
人

材
育

成
の

仕
組

み
の
構
築
を
進
め
る
。
 

〇
 
他
病
院
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
看
護
師
の
研
修
受
入
を
行
う
ほ
か
、

 

地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
認
定
看
護
師
及
び
専
門
看
護
師
を
中
心
と
し

 

た
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」
に
て
、
勉
強
会
や
情
報
交
換
等
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
訪
問
看

 

護
師
と
の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
の
在
宅
療
養
を
支
え
る
人
材
育
成
に
貢
献
す
る

。 

 

・
専

門
・

認
定

看
護

師
に

よ
る

専
門

相
談

窓
口

「
た

ん
ぽ

ぽ
」

に
つ

い
て

、
セ

ミ
ナ

ー
・

研
修

会
等

の
場

で
周

知
し

、
訪

問
看

護
師

等
の

専
門
職
か
ら
電
話
相
談

を
2
2
件

受
け

付
け

、
高

齢
者

の
在

宅
療

養
を

支
え

る
人

材
育

成
の

一
助

と
し

た
ほ

か
、
東

京
都

ナ
ー

ス
プ

ラ
ザ

実

習
指
導
研
修
と
し
て

9
名

、
認

定
看

護
師

教
育

課
程

の
研

修
と

し
て

2
0
名

（
認

知
症

看
護

6
名

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

12
名

、
慢

性
心

不

全
看
護

2
名
）
実
習
を

受
入

れ
指

導
・

支
援

を
行

っ
た

。
ま

た
、

板
橋

区
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
よ

り
実

習
生

4
名

を
受

け
入

れ
る

と

と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
よ

り
訪

問
看

護
研

修
に

実
習

生
4
名

派
遣

し
、

地
域

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
セ

ン
タ

ー
の

認
定

看
護

師
・

専
門

看
護

師
と

地
域

の
訪

問
看

護
師

の
さ

ら
な

る
連

携
強

化
を

目
的

と
し

て
前

年
度

に
設

置
し

た
「

た
ん

ぽ
ぽ
会
」
に
お
い
て
、
平

成
28

年
7
月

に
「

認
知

症
の

人
を

支
え

る
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
の

実
際

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

勉
強

会

及
び
意
見
交
換
会
を
開

催
し

た
。

ま
た

、
平

成
2
8
年

1
2
月

に
は

「
慢

性
疾

患
の

あ
る

認
知

症
患

者
が

在
宅

医
療

す
る

た
め

に
必

要
な

看

護
介
入
と
訪
問
看
護

の
連

携
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
 

・「
病
院
と
地
域
を

結
ぶ

看
護

ケ
ア

セ
ミ

ナ
ー

」
を

2
回

開
催

し
た

。
板

橋
区

医
師

会
及

び
板

橋
区

内
の

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

よ
り

講
師

を

招
聘
し
、
病
院
か
ら

地
域

へ
の

切
れ

目
の

な
い

看
護

や
円

滑
な

地
域

連
携

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

演
会

を
開

催
し

た
。

 

・
平
成

2
8
年

1
0
月

、
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
認

知
症

多
職

種
協

働
研

修
を

開
催

し
た

。
板

橋
区

か
ら

集
ま

っ
た

様
々

な
職

種
に

対
し

、
認

知
症

支
援

に
向

け
た

認
知

症
多

職
種

協
働

の
重

要
性

に
つ

い
て

講
義

す
る

と
と

も
に

、
演

習
形

式
で

の
意

見
交

換
を

行
い

、
地

域
連

携
を

支
え
る
人
材
の
育
成
に

努
め

た
（

参
加

者
6
1
名

）。
ま

た
、

か
か

り
つ

け
医

認
知

症
研

修
（

年
5
回

）
を

開
催

し
、

各
区

医
師

会
及

び
地

域
連

携
型

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
地

域
の

実
情

に
合

っ
た

研
修

を
実

施
し

た
ほ

か
、

看
護

師
等

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

（
年

3
回
）
な
ど
地
域

の
医

療
従

事
者

を
対

象
と

し
た

認
知

症
対

応
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
研

修
会

を
開

催
し

た
。【

再
掲

：
項

目
3】

 

・
認
知
症
支
援
推
進
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修
（

年
6
回

、
受

講
者

数
1
,1
07

名
）、

認
知

症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
相

談
員

研
修
（

年
2
回

、
受

講
者

数
13
2
名

）、
認

知
症

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修
（

年
2
回

、
受

講
者

数
36
9
名

）

等
の

多
様

な
研

修
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
各

地
域

の
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

が
行

う
専

門
職

向
け

研
修

会
に

対
す

る
支

援
や

評
価

検
証

の
た

め
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

開
催

す
る

な
ど

、
医

療
専

門
職

等
の

認
知

症
対

応
力

の
向

上
を

図
り

、
都

内
全

域
の

認
知

症
医

療
・
福
祉
水
準
の
向

上
に

貢
献

し
た

。
 

・
島

し
ょ

地
域

に
お

け
る

認
知

症
対

応
力

の
向

上
に

向
け

、
セ

ン
タ

ー
職

員
が

各
島

へ
直

接
訪

問
し

、
医

療
・

介
護

従
事

者
や

行
政

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

症
例

検
討

会
を

実
施

し
た

。
各

島
の

地
域

特
性

に
応

じ
て

、
専

門
職

が
研

修
等

を
行

う
こ

と
で

、
島

し
ょ

地
域

の
認
知
症
患
者
と
そ
の

家
族

を
支

援
す

る
体

制
の

構
築

に
寄

与
し

た
。（

28
年

度
実

績
：

三
宅

島
、

八
丈

島
、

新
島

、
大

島
）【

再
掲

：
項

目
3】

 

 
【

項
目

15
】
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○
 
介

護
予
防
主
任
運
動
指

導
員
等
の
養

成
事
業
を
継
続
し
て

行
い
、
介
護

予
防
の

普
及
と
人
材
育
成
を
促
進
す
る
。
 

  

・
介
護
予
防
主
任
運
動

指
導

員
養

成
講

習
（

1
回

）、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
2
回

）
を

実
施

し
、

指
導

員
の

育
成

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

努
め
た

。【
再
掲
：
項

目
14
】

 

・
自
治
体
へ
の
広
報

普
及

啓
発

活
動

の
一

環
と

し
て

「
第

7
5
回

日
本

公
衆

衛
生

学
会

総
会

」
に

お
い

て
ブ

ー
ス

を
出

展
し

た
。【

再
掲

：

項
目

1
4】

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
【

再
掲

：
項

目
1
4】

 

 
  

介
護
予
防
主
任
運

動
指

導
員

（
セ

ン
タ

ー
主

催
）

 

 
  

 
養
成
数
 
23

名
（

平
成

27
年

度
 2
0
名

）
 

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
参

加
者

数
 7
5
名

（
平

成
27

年
度

 8
6
名

）
 

 
  

介
護
予
防
運
動
指

導
員

（
指

定
事

業
者

主
催

）
 

 
 
 

 養
成
数
 
1,
67
9
名

（
平

成
2
7
年

度
 
1,
71
0
名

）
 

 

○
 
病

院
と
研
究
所
の
一
体

化
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
、
ク
ロ

ー
バ
ー
の
さ

と
の
介

護
老
人
保
健
施
設
・
訪
問
看
護
部
門
な
ど
と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
。
 

 

・
高
齢
者
複
合
型
施

設
「

ク
ロ

ー
バ

ー
の

さ
と

 カ
ウ

ピ
リ

板
橋

」
と
の

医
療

協
力

に
関

す
る

協
定

に
基

づ
き

、
患

者
の

受
入

れ
や

施
設

へ

の
入

所
・

再
入

所
を

迅
速

に
行

っ
た

ほ
か

、
関

係
者

に
よ

る
連

絡
会

を
開

催
し

、
意

見
交

換
を

行
う

な
ど

、
ク

ロ
ー

バ
ー

の
さ

と
の

介
護

老
人
保
健
施
設
・
訪

問
看

護
部

門
な

ど
と

の
連

携
体

制
の

強
化

に
努

め
た

。【
再

掲
：

項
目

6】
 

 

 
〇
 
認

知
症
支
援
推
進
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
、
東
京
都
内
の
認

知
症
サ
ポ
ー

ト
医
、

認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

相
談
員
、
認

知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等

へ
の

研
修
や

島
し
ょ
地
域
へ
の
訪

問
研
修
等
を

実
施
し
、
地
域
の
認

知
症
対
応
力

の
向

上
を
図

る
。
ま
た
、
都
内
の

地
域
拠
点
型

認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
が
実

施
す

る
各
研

修
に
つ
い
て
評
価
・

検
証
を
行
う

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
事
務
局
と

し
て

活
動
を
推
進
す
る

。【
再
掲

3】
 

  

 
 

・
認
知
症
支
援
推
進

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修
（

年
6
回

）、
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

相
談

員
研
修
（
年

2
回

）、
認

知
症

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

研
修
（

年
2
回

）
等

の
多

様
な

研
修

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
各

地
域

の
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

が
行

う
専

門
職

向
け

研
修

会
に

対
す

る
支

援
や

評
価

検
証

の
た

め
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

開
催

す
る

な
ど

、
医

療
専
門
職
等
の
認
知
症

対
応

力
の

向
上

を
図

り
、

都
内

の
認

知
症

医
療

・
福

祉
水

準
の

向
上

に
貢

献
し

た
。【

再
掲

：
項

目
3】

 

・
島

し
ょ

地
域

に
お

け
る

認
知

症
対

応
力

の
向

上
に

向
け

、
セ

ン
タ

ー
職

員
が

各
島

へ
直

接
訪

問
し

、
医

療
・

介
護

従
事

者
や

行
政

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
や

症
例

検
討

会
を

実
施

し
た

。
各

島
の

地
域

特
性

に
応

じ
て

、
専

門
職

が
研

修
等

を
行

う
こ

と
で

、
島

し
ょ

地
域

の
認
知
症
患
者
と
そ

の
家

族
を

支
援

す
る

体
制

の
構

築
に

寄
与

し
た

。（
28

年
度

実
績

：
三

宅
島

、
八

丈
島

、
新

島
、

大
島

）【
再

掲
：

項

目
3】

 

 

 

 
【

項
目

15
】
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中
期
計
画

に
係
る
概
要
事
項

 
２

 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計

画
 

 
地

方
独

立
行
政

法
人

の
特
長

を
十

分
に
活

か
し
、

継
続

し
て

業
務
の

改
善

・
効

率
化
に

取
り

組
む
と

と
も

に
、
経

営
の
透

明
性

や
健
全

性
の

確
保
を
図
り
、
一
層
自
律
的
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行
っ
て
い
く
。
 

 
経
営
戦
略

会
議
等
に

お
い
て

、
地

方
独
立
行

政
法
人
と

し
て
の

特
長

を
活
か
し

た
業
務
改

善
や
効

率
化

に
積
極
的

に
取
り
組

む
と

と
も

に
、

運
営

協
議

会
な

ど
の

外
部

か
ら

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
経

営
の

透
明

性
・

健
全

性
を

確
保

し
、

組
織

体
制
の
強
化

を
図
る
。
 

中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
地
方
独
立
行
政
法
人
の
特
性
を
活
か
し
た
業
務
の
改
善
・
効
率
化
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
経
営
戦
略

会
議
や
病

院
運
営

会
議

、
研
究
推

進
会
議
等

に
お
い

て
、

セ
ン
タ
ー

の
諸
課
題

に
つ
い

て
迅

速
か
つ
十

分
な
審
議

及
び

改
善

策
の

検
討

を
行

っ
た

ほ
か

、
経

営
分

析
に

特
化

し
た

部
門

と
し

て
新

た
に

医
療

戦
略

室
を

設
置

し
、

各
種

加
算
の
取
得
に
伴
う
経
済
効
果
の
検
証
や
運
用
方
法
の
検
討
を
行
う
な
ど
、
よ
り
戦
略
的
な
病
院
経
営
を
行
う
た
め
の
体
制
強

化
に

努
め

た
。

 

・
職
員
提
案

制
度
を
通
じ
て
、
全
職
員
が
積
極
的
か
つ
自
由
に
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て
発
言
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り

、
組

織
の

活
性

化
を

図
っ

た
。
ま

た
、
平

成
2
7
年

度
の

職
員

提
案

制
度

に
お

い
て

最
優

秀
賞

を
受

賞
し

た
「

口

か
ら
食
べ
る
楽
し
み
を
支
援
－
経
口
開
始
チ
ャ
ー
ト
の
運
用
」
に
つ
い
て
、
全
病
棟
で
の
運
用
を
開
始
し
、
経
口
摂
取
患
者
の

増
加

や
禁

食
率

の
低

下
等

の
効

果
を

上
げ

る
な

ど
提

案
の

実
現

及
び

業
務

の
改

善
に

繋
げ

た
。

 

・
病
院
運
営
、
経
営
改
善
等
に
大
き
く
功
労
の
あ
っ
た
部
署
・
職
員
を
表
彰
す
る
職
員
表
彰
制
度
を
実
施
す
る
な
ど
、
職
員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
に

つ
な

が
る

取
組

を
推

進
し

た
。

 

 【
特
記
事
項
】
 

 【
今
後
の
課
題
】
 

・
医
療
戦
略
室
を
中
心
と
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
経
営
分
析
及
び
改
善
策
の
実
施
に
取
組
み
、
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
る
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

自
己
評
価
 

年
度

計
画

に
係

る
実

績
 

(1
) 
地
方
独
立
行
政
法
人
の
特
性
を
活
か
し
た
業
務
の
改
善
・
効
率
化

 
(1

) 
地
方
独
立

行
政
法
人
の
特
性
を
活
か
し
た
業
務
の
改
善
・
効
率
化

 

1
6
 

Ａ
 

(1
) 
地
方
独
立
行
政
法

人
の

特
性

を
活

か
し
た
業

務
の

改
善

・
効

率
化

 

○
 

機
動

的
な
経

営
判

断
や
予

算
執

行
を
可

能
に
す

る
組

織
体
制

を
確

保
し

、
都

民
ニ
ー

ズ
や
環

境
変

化
に

対
応
し

た
効
果

的
・
効

率
的

な

業
務
の
推
進
を
図
る
。
 

○
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
業
務
運
営
を
実
施
す
る
た
め
、
経
営
戦
略
会
議
や
病
院
運

営
会
議
、
研
究
推
進
会
議
等
で
迅
速
か
つ
十
分
な
議
論
を
行
い
、
体
制
の
適
時
の
見

直
し
や
弾
力
的
な
予
算
執
行
を
図
る
。
 

 

・
経

営
戦
略

会
議

や
病

院
運

営
会

議
、

研
究

推
進

会
議

等
に

お
い

て
、

病
院

運
営

を
は

じ
め

と
す

る
セ

ン
タ

ー
業

務
全

般
に

つ
い

て
迅

速

か
つ

十
分
な

議
論

や
審

議
を

随
時

行
い

、
在

院
日

数
短

縮
や

病
床

利
用

率
の

向
上

、
外

部
研

究
員

の
受

入
れ

等
の

様
々

な
検

討
や

取
組

み

を
行
っ
た
。
 

・
緊

急
性
の

高
い

医
療

機
器

等
の

購
入

に
つ

い
て

は
、

病
院

運
営

会
議

で
の

審
査

及
び

承
認

を
も

っ
て

備
品

等
整

備
委

員
会

の
決

定
に

代

え
る
な
ど
、
弾
力
的
な

予
算

執
行

を
図

っ
た

。
 

・
経

営
分
析

に
特

化
し

た
部

門
と

し
て

新
た

に
医

療
戦

略
室

を
設

置
し

た
。

医
療

戦
略

室
が

中
心

と
な

り
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
設

置

や
認

知
症
ケ

ア
加

算
、

退
院

支
援

加
算

等
の

取
得

に
伴

う
経

済
効

果
の

検
証

及
び

運
用

方
法

の
策

定
を

行
う

な
ど

、
診

療
報

酬
改

定
等

を

踏
ま
え
た
今
後
の
病
院

経
営

の
戦

略
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

 

 

○
 

人
事

考
課
制

度
の

適
切
な

運
用

や
職
員

の
適
性

に
応

じ
た
的

確
な

人
事

配
置

、
各
職

員
の
意

見
を

セ
ン

タ
ー
の

運
営
に

反
映
す

る
仕

組

み
の

整
備

な
ど
、

職
員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

向
上
に

つ
な
が

る
取

組

を
進
め
て
い
く
。
 

      

○
 
人
事
異
動
基
準
や
人
事
考
課
制
度
を
適
切
に
運
用
し
、
職
員
の
適
性
や
能
力
を
踏

ま
え

た
人

事
配

置
に

よ
る

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

と
組

織
の

活
性

化
を

図

る
。
 

 

・
研

究
部
門

に
お

い
て

、
学

会
等

で
の

発
表

件
数

や
論

文
発

表
件

数
等

に
よ

る
「

研
究

業
績

」
及

び
、

外
部

研
究

費
等

獲
得

実
績

や
講

演

会
で

の
発
表

実
績

、
特

許
出

願
実

績
等

を
指

す
「

都
民

・
社

会
へ

の
還

元
及

び
法

人
へ

の
貢

献
」

の
二

本
柱

か
ら

成
る

成
績

評
価

を
行

っ

た
。

数
値
的

達
成

度
及

び
自

身
で

設
定

し
た

目
標

へ
の

達
成

度
を

総
合

的
に

評
価

す
る

こ
と

で
、

客
観

的
か

つ
公

平
な

評
価

と
し

、
職

員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
と

組
織

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
制

度
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

 

○
 
職
員
提
案
制
度
を
継
続
し
、
全
職
員
が
主
体
的
に
セ
ン
タ
ー
運
営
や
職
務
に
つ
い

て
発
言
す
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
改
善
活
動
を
促
進
す
る
職
場
風
土
を
醸
成

す
る
。
ま
た
、
多
様
な
意
見
提
案
が
出
さ
れ
る
よ
う
審
査
方
法
等
を
工
夫
す
る
な
ど

、

制
度
の
充
実
を
図
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

職
員
提
案
制
度
提
案
数

4
0
件
 

 

・
セ

ン
タ
ー

に
勤

務
す

る
全

て
の

職
員

（
非

常
勤

職
員

、
シ

ニ
ア

ス
タ

ッ
フ

、
派

遣
職

員
、

再
任

用
職

員
及

び
医

療
事

務
・

施
設

管
理

等

の
委
託
先
職
員
を
含

む
）

を
対

象
に

「
職

員
提

案
制

度
」

を
実

施
し
た

。
一

般
選

考
の

ほ
か

、
特

別
選
考

と
し

て
、「

安
定

的
な

人
材

の
確

保
に
資
す
る
提
案

」「
セ

ン
タ

ー
Ｐ

Ｒ
策

に
資

す
る

提
案

」「
経

営
効

率
の

改
善

に
資

す
る

提
案

」
の

3
つ

の
テ

ー
マ

を
設

け
、

多
様

な
意

見
案
が
出
さ
れ
る
よ
う

工
夫

を
行

い
、
計

31
件

（
平

成
27

年
度

3
6
件

）
の

応
募

が
寄

せ
ら

れ
た

。
ま

た
、

応
募

の
あ

っ
た

31
件

の
内

、

特
別
賞
を
含
む
計

9
件

が
受

賞
し

、
受

賞
提

案
の

う
ち

一
部

の
取

組
み

に
つ

い
て

は
実

行
に

移
す

こ
と

と
し

、
改

善
活

動
を

促
進

す
る

職

場
風
土
の
醸
成
に
努

め
た

。
 

  
【

項
目

16
】
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・
平
成

27
年
度
職
員

提
案

制
度

に
お

い
て

最
優

秀
賞

に
選

ば
れ

た
「

口
か

ら
食

べ
る

楽
し

み
を

支
援

－
経

口
開

始
チ

ャ
ー

ト
の

運
用

」
に

つ
い
て
、
全
病
棟
に
て

運
用

を
開

始
し

た
。

全
病

棟
で

の
実

施
に

あ
た

り
、

医
師

、
看

護
師

を
対

象
と

し
た

e-
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
悉

皆

研
修

を
実
施

す
る

な
ど

、
体

制
整

備
に

努
め

た
。

多
職

種
が

協
働

し
、

入
院

早
期

か
ら

の
経

口
摂

取
開

始
に

取
り

組
ん

だ
結

果
、

経
口

摂

取
患
者
の
増
加
や
禁

食
率

の
一

層
の

低
下

等
(平

成
27

年
度

20
.2
％

、
平

成
28

年
度

1
5.

8%
)の

効
果

が
得

ら
れ

、
患

者
の

早
期

回
復

や

重
症
化
予
防
に
つ
な
が

っ
た

。【
再

掲
：

項
目

7】
ま

た
、

最
優

秀
賞

に
選

ば
れ

た
「

セ
ン

タ
ー

寄
付

者
銘

板
の

設
置

等
に

よ
る

新
た

な
寄

付
金

獲
得
策

」
に

つ
い

て
、

正
面

玄
関

ス
ペ

ー
ス

に
新

た
に

寄
付

者
銘

板
を

設
置

す
る

な
ど

、
寄

付
金

の
増

加
に

向
け

た
対

策
に

取
り

組

ん
だ
。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

職
員
提
案
制
度

 
提

案
数

 
31

件
 

 

〇
 
病
院
運
営
や
経
営
改
善
、
医
療
の
質
の
向
上
等
に
つ
い
て
、
秀
で
た
貢
献
を
し
た

部
門
・
部

署
、
職
員
を
表
彰
す
る
職
員
表
彰
制
度
を
実
施
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
職
員
の
創
意
工
夫
を
活
か

す
。
 

 

・
病
院
運
営
、
経
営
改

善
等

に
大

き
く

功
労

の
あ

っ
た

部
署

・
職

員
を

表
彰

す
る

職
員

表
彰

制
度

を
実

施
し

た
。
平

成
28

年
度

は
、

理
事

長
賞

、
セ
ン
タ
ー
長
賞

、
看

護
部

長
賞

、
事

務
部

長
賞

26
組

を
選

出
し

、
セ

ン
タ

ー
職

員
を

集
め

表
彰

式
を

行
っ

た
。

病
床

利
用

率
上

位

の
病

棟
や
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
開

設
・

運
営

チ
ー

ム
、

セ
ン

タ
ー

外
に

お
い

て
人

命
救

助
を

行
っ

た
職

員
な

ど
を

表
彰

し
、

職
員

の
モ

チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ

な
げ

た
。

 

  
【

項
目

16
】
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中
期
計
画
の
進
捗
状
況

 

＜
適
切
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行
う
た
め
の
体
制
の
強
化
＞

 

【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
会
計
監
査

人
監
査
や
内
部
監
査
を
実
施
し
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
た
ほ
か
、
研

究
費

の
適

正
な

執
行

や
事

務
処

理
ル

ー
ル

を
ま

と
め

た
「

研
究

費
使

用
等

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

2
01

6」
の

発
行

や
研

究
不

正
防
止
研
修
会
及
び
事
務
処
理
方
法
説
明
会
の
開
催
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
な
ど
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
防
止
対
策
に

取
り

組
む

な
ど

、
内

部
管

理
を

適
切

に
実

施
し

た
。

 

・
病

院
部
門
の
臨

床
試
験
審
査
委
員
会

及
び
研
究
部

門
倫
理
委
員
会
に
お

い
て
適
切
な

審
査
を
行
う
と
と
も

に
、
研
究
に

携
わ

る
職

員
を

対
象

と
し

た
悉

皆
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
高

齢
者

医
療

や
研

究
に

携
わ

る
職

員
の

倫
理

の
徹

底
を

図
っ

た
。
 

【
特
記
事
項
】
 

・
病
院
に
お
い
て
組
織
的
に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
な
活
動
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
第
三
者
が

審
査

す
る

病
院

機
能

評
価

を
平

成
2
8
年

10
月

に
受

審
し

、
平

成
2
9
年

1
月

4
日

付
で

認
定

を
受

け
た

。
 

【
今
後
の
課
題
】
 

・
さ
ら
な
る
研
究
推
進
を
目
的
と
し
、
産
学
公
連
携
支
援
や
知
的
財
産
の
管
理
・
活
用
、
倫
理
指
針
対
応
等
の
諸
課
題
に
対

応
す

る
た

め
の

研
究

支
援

組
織

の
立

ち
上

げ
に

向
け

た
検

討
に

取
り

組
む

。
 

・
情
報
発
信
力
の
強
化
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組
む
。
 

 
 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(2
) 
適
切
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行

う
た
め
の
体
制
の
強
化

 
(2

) 
適
切
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
行
う
た
め
の
体
制
の
強
化

 

1
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Ｂ
 

(2
) 
適
切
な
セ
ン
タ
ー
運

営
を
行

う
た
め
の

体
制

の
強

化
 

○
 

よ
り

適
切

な
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
た

め
の

組
織

体
制

の

整
備

や
業

務
監

査
の

実
施

に
よ

る
内

部
監

査
体

制
の

強
化

な
ど

を
進

め
、

一
層

の
経

営
機

能
の

向
上

と
セ

ン
タ

ー
運

営
の

透
明

性
・

健
全

性
の
確
保
を
図
る
。
 

○
 
法
人
の
業
務
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
内
部
監
査
を
行
い
、
必
要
な
改
善
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
内
部
監
査
担
当
者
の
監
査
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
り
、
実
効
性
を
担
保

し
て
い
く
。
 

 

・
会

計
監
査

人
監

査
で

指
摘

さ
れ

た
項

目
を

中
心

に
内

部
監

査
を

実
施

し
、

改
善

が
必

要
で

あ
る

事
項

に
つ

い
て

は
、

改
善

措
置

状
況

の

報
告
を
さ
せ
る
な
ど
、

法
人

運
営

の
透

明
性

及
び

健
全

性
の

確
保

を
図

っ
た

。
 

・
内

部
監
査

担
当

者
へ

は
、

被
監

査
組

織
ご

と
に

監
査

の
ポ

イ
ン

ト
を

共
有

し
た

こ
と

に
よ

り
、

監
査

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で

き
、
監
査
の
実
効
性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

○
 

会
計
監
査
人
監
査
に
よ
る
改
善
事
項
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

非
常
勤
監

事
、
会
計
監
査
人
と
連
携
を
強
化
し
、
法
人
運
営
の
適
正
を
確
保
す
る
。
 

 

・
会
計
監
査
人
監
査
で

挙
げ

ら
れ

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
事

務
部

門
に

お
い

て
必

要
な

対
策

を
講

じ
る

な
ど

、
改

善
の

た
め

の
取

組
み

を

適
宜
実
施
し
た
。
 

・
非
常
勤
監
事
か
ら
の

指
摘

事
項
に

つ
い

て
も

、
例

え
ば

、
平

成
27

年
度

に
策

定
し

た
医

療
機

器
の

長
期

更
新

計
画

に
つ

い
て

、
各

年
度

の
支
出
額
を
平
準
化
で

き
る

よ
う

見
直

し
を

行
う

な
ど

、
経

営
へ

の
負

担
軽

減
を

図
っ

た
。

 

・
非
常
勤
監
事
や
会
計

監
査

人
と

意
見

交
換

を
す

る
な

ど
情

報
を

共
有

し
、

連
携

を
図

っ
た

。
 

 

○
 
組
織
や

職
員
の
業
務
の
標
準
化
及
び
定
量
化
を
図
る
た
め
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
と
見

直
し
を
図
る
。
 

 

・
各

部
署
に

お
い

て
業

務
手

順
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

業
務

変
更

や
シ

ス
テ

ム
変

更
に

対
応

す
る

た
め

に
業

務
マ

ニ

ュ
ア
ル
の
改
定
を
継
続

し
て

進
め

、
業

務
の

標
準

化
・

定
量

化
を

図
っ

た
。

 

・
国

の
「
公

的
研

究
費

の
管

理
・

監
査

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

の
改

定
を

踏
ま

え
た

研
究

費
の

適
正

な
執

行
や

事
務

処
理

の
標

準
化

・
効

率

化
を

図
る
目

的
で

、
物

品
の

購
入

方
法

、
旅

費
の

請
求

方
法

等
の

基
本

ル
ー

ル
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

「
研

究
費

使
用

等
ハ

ン
ド

ブ

ッ
ク

20
16
」
を
発
行

し
、

研
究

に
関

わ
る

全
職

員
へ

配
布

す
る

と
と

も
に

、
適

宜
ル

ー
ル

を
確

認
で

き
る

よ
う

院
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

関
係
規
定
や
資
料
を
掲

載
し

た
。

 

 

○
 

運
営

協
議

会
や

研
究

所
外

部
評

価
委

員
会

を
は

じ
め

、
セ

ン
タ

ー

外
部

か
ら

の
意

見
・

評
価

等
を

受
け

る
場

を
確

保
し

、
そ

の
意

見
等

を
業
務
改
善
な
ど
に
積
極
的

に
活
か
し
て
い
く
。
 

 

○
 

運
営

協
議

会
や

研
究

所
外

部
評

価
委

員
会

な
ど

を
通

じ
て

外
部

か
ら

の
意

見
や

評
価
を
把
握
し
、
セ
ン
タ
ー
運
営
や
業
務
改
善
に
反
映
さ
せ
る
。
 

・
病
院
に
お
い
て
組
織

的
に

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

基
本

的
な

活
動

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

第
三

者
が

審
査

す
る

病

院
機
能
評
価
を
平
成

2
8
年

10
月

に
受

審
し

、
9
割

を
超

え
る

項
目

に
お

い
て

Ａ
評

定
以

上
の

評
価

を
受

け
る

と
と

も
に

、
改

善
要

望
事

項

と
な
る
Ｃ
評
定
も
な
く

平
成

2
9
年

1
月

4
日

付
で

認
定

を
受

け
た

。【
再

掲
：

項
目

9】
 

・
運
営
協
議
会
（
学
識

経
験

者
・
都

及
地

区
医

師
会

・
患

者
代

表
・
行

政
代

表
で

構
成

）
を

平
成

28
年

1
0
月

に
開

催
し

た
。

平
成

27
年

度
実
績
報
告
及
び
平
成

2
8
年

度
計

画
な

ど
の

報
告

を
行

い
、

セ
ン

タ
ー

運
営

に
関

す
る

意
見

及
び

助
言

な
ど

を
得

た
。

 

・
平
成

2
7
年
度
外
部

評
価

委
員

会
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

、
研

究
推

進
会

議
に

提
出

し
、

評
価

結
果

を
も

と
に

平
成

2
8
年

度
に

お
け

る

研
究
所
の
運
営
方
針

の
作

成
、

研
究

チ
ー

ム
・

テ
ー

マ
・

長
期

縦
断

研
究

等
の

研
究

計
画

・
体

制
等

の
見

直
し

、
研

究
費

予
算

の
配

分
等

に
活
用
す
る
な
ど
、

評
価

結
果

を
迅

速
か

つ
的

確
に

セ
ン

タ
ー

運
営

に
反

映
さ

せ
る

よ
う

努
め

た
。

ま
た

、
外

部
評

価
委

員
会

に
お

い
て

指
摘
等
が
あ
っ
た
項

目
に

つ
い

て
は

、
改

善
内

容
の

報
告

を
制

度
化

し
、

業
務

改
善

を
推

進
し

た
。

 

 

【
項
目

17
】
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○
 

中
期

計
画

や
年

度
計

画
、

こ
れ

ら
の

計
画

に
対

す
る

実
績

を
は

じ

め
と

す
る

経
営

情
報

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

て
積

極
的

に
公
表
し
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
透
明
性
確
保
と
理
解
促
進
に
努
め
る
。 

○
 
財
務
諸

表
な
ど
各
種
実
績
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
速
や
か
に
掲
載
し
、
法
人
運
営
に

係
る
情
報

公
開
と
透
明
性
を
確
保
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
（
法
人
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

81
,0
00

件
 

 

・
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

上
に

掲
載

し
た

中
期

計
画

や
年

度
計

画
、

業
務

実
績

報
告

、
財

務
諸

表
、

な
ど

の
各

種
情

報
を

迅
速

に
更

新
し

、
法

人

運
営
の
透
明
性
確
保

に
努

め
た

。
 

・
よ
り
適
正
な
研
究

の
遂

行
、

研
究

費
の

執
行

を
確

保
す

る
取

組
を

ま
と

め
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

し
た

。
  

■
平
成

2
8
年
度
実

績
  

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
（

病
院

）
18
7,
43
0
件

（
平

成
27

年
度

 1
75
,5
18

件
）

 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

ア
ク

セ
ス

件
数

（
研

究
所

）
50
,8
82

件
（

平
成

27
年

度
 4
8,
60
5
件

）
 

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

ア
ク

セ
ス

件
数

（
法

人
）

80
,5
26

件
（

平
成

27
年

度
 8
4,
73
8
件

）
 

 

○
 

医
療

法
（

昭
和

２
３

年
法

律
第

２
０

５
号

）
を

は
じ

め
と

す
る

関

係
法

令
及

び
高

齢
者

医
療

・
研

究
に

携
わ

る
者

と
し

て
の

行
動

規
範

の
遵
守
と
倫
理
の
徹
底
を
図

る
。
 

○
 

全
職

員
を

対
象

と
し

た
悉

皆
研

修
の

実
施

や
汚

職
等

非
行

防
止

月
間

を
活

用
し

て
、
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
を
徹
底
す
る
。
 

 
 

・
全
職
員
を
対
象
と
し

た
悉

皆
研

修
の

1
つ

と
し

て
、

聴
講

式
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

を
開

催
し

、
医

療
法

を
は

じ
め

と
す

る
関

係

法
令
や
高
齢
者
医
療
及

び
研

究
に

携
わ

る
者

の
行

動
規

範
と

倫
理

に
つ

い
て

の
講

義
を

実
施

し
た

。
 

・
東
京
都
汚
職
等
非
行

防
止

月
間

に
合

わ
せ

て
、

全
職

員
が

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
な

ど
に

よ
り

業
務

点
検

を
行

っ
た

。
 

・
啓
発
チ
ラ
シ
や
東
京

都
の

汚
職

等
非

行
防

止
に

関
す

る
資

料
を

配
布

し
、

各
所

属
に

て
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

見
直

し
を

図
っ

た
。

 

・
会

計
監
査

人
監

査
で

指
摘

さ
れ

た
項

目
を

中
心

に
内

部
監

査
を

実
施

し
、

改
善

が
必

要
と

み
な

さ
れ

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
改

善
措

置

状
況
の
報
告
を
さ
せ
る

な
ど

、
法

人
運

営
の

透
明

性
及

び
健

全
性

の
確

保
を

図
っ

た
。【

再
掲

：
項

目
17

】
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研

修
実

施
回

数
 

4
回

 
 

参
加

者
数

 
16
6
人

 

 

〇
 
病
院
部

門
の
臨
床
試
験
審
査
委
員
会
、
研
究
部
門
の
倫
理
委
員
会
を
適
正
に
運
用

し
、
高
齢

者
医
療
や
研
究
に
携
わ
る
者
の
倫
理
の
徹
底
を
図
る
。
 

 

・
病
院
部
門
の
臨
床
試

験
審

査
委
員

会
を

年
1
1
回

、
研

究
部

門
倫

理
委

員
会

を
年

5
回

開
催

し
、
医

療
や

研
究

を
適

正
に

行
う

た
め

の
審

議
と
判
定
を
行
っ
た

。
 

・
研

究
に
従

事
す

る
職

員
に

対
し

て
は

、
研

究
倫

理
研

修
の

受
講

を
義

務
付

け
、

高
齢

者
医

療
や

研
究

に
携

わ
る

職
員

の
倫

理
の

徹
底

を

図
っ
た
（
臨
床
試
験

審
査

委
員

会
主

催
2
回

、
研

究
部

門
倫

理
委

員
会

主
催

1
回

開
催

）。
 

・
研

究
部
門

倫
理

委
員

会
に

お
い

て
は

、
よ

り
厳

格
な

審
議

を
行

う
べ

く
、

本
審

査
の

実
施

前
に

小
委

員
会

に
お

い
て

予
備

審
査

を
実

施

し
た
。
 

 

○
 
国
の
「

公
的
研
究
費
の
管
理
・
監
査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」
及
び
「
研
究
活
動
に
お

け
る
不
正

行
為
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
を
踏
ま
え
て
整
備

し
た
不
正

防
止
対
策
を
的
確
に
実
施
し
、
研
究
不
正
の
防
止
を
図
る
。
 

 

・「
研
究
費
使
用
等
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
2
01

6」
を

発
行

す
る

と
と

も
に

、
研

究
不

正
防

止
研

修
会

及
び

事
務

処
理

方
法

説
明

会
を

開
催

し
、
研

究
不
正
防
止
を
推
進
し

た
。

 

・
研

究
費
不

正
使

用
が

発
生

す
る

リ
ス

ク
を

洗
い

出
し

、
不

正
が

発
生

す
る

要
因

を
把

握
す

る
た

め
、

不
正

防
止

計
画

推
進

部
署

（
事

業

支
援

係
）
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
洗

い
出

さ
れ

た
リ

ス
ク

の
内

、
特

に
課

題
と

考
え

ら
れ

た
点

に
つ

い
て

、
監

査

所
管
部
署
（
経
理
係
）

に
よ

り
実

際
に

監
査

を
行

い
、

不
正

防
止

の
徹

底
を

図
っ

た
。

 

・
兼

業
や
受

託
研

究
等

の
社

会
貢

献
活

動
に

伴
う

セ
ン

タ
ー

研
究

者
ら

個
人

の
利

益
が

、
セ

ン
タ

ー
職

員
と

し
て

の
本

来
の

責
務

や
公

共

の
利
益
と
相
反
し
て
い

な
い

か
等

を
審

査
す

る
利

益
相

反
委

員
会

を
開

催
し

、
研

究
費

に
係

る
適

正
な

運
営

・
管

理
を

行
っ

た
。

 

 

 

【
項
目

17
】
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中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
３

 財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

 
診
療
報
酬

改
定
を
踏
ま
え
、
急
性
期
病
院
と
し
て
よ
り
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
経
営
分
析
及
び
経
営
管
理
を

徹
底

し
、

安
定

し
た

収
入

の
確

保
と

費
用

の
削

減
に

努
め

る
な

ど
、

財
務

体
質

の
更

な
る

強
化

を
図

る
。

ま
た

、

経
営
分
析
に

特
化
し
た
部
門
を
新
た
に
設
置
し
、
組
織
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
る
。
 

 

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
収
入
の
確

保
＞

 
【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
地
域

連
携
の

推
進
や

救
急

患
者
の

積
極

的
な
受

入
れ
な

ど
に

よ
り
新

規
患

者
の
確

保
に
努

め
る

と
と
も

に
、

入
院
早

期
よ
り

退
院

支
援

を
必

要
と

す
る

患
者

を
把

握
し

、
患

者
・

家
族

と
の

面
談

及
び

多
職

種
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
実

施
に

努
め

る
な
ど
退
院
支
援
の
強
化
を
図
り
、
平
均
在
院
日
数
の
維
持
や
病
床
利
用
率
の
向
上
に
繋
げ
た
。
 

・
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
や
退
院
支
援
加
算

1、
認
知
症
ケ
ア
加
算

1
等
を
取
得
す
る
な
ど
、
診
療
報
酬
改
定
に
則
し
た

体
制

整
備

を
行

っ
た

。
 

・
保
険

請
求

に
お
け
る

請
求

漏
れ
や

査
定

を
減
ら

す
た
め

の
対

策
と
し

て
、

全
職
員

を
対
象

と
し

た
研
修

会
の

開
催
や

他
病
院

と
の

勉
強

会
等

を
実

施
し

た
ほ

か
、

未
収

金
対

策
と

し
て

、
未

収
金

回
収

担
当

者
を

複
数

人
配

置
し

体
制

強
化

を
図

る
な
ど
、
収
入
の
確
保
に
努
め
た
。
 

【
特
記
事
項
】
 

・
外
部
研
究
資
金
獲
得
件
数
、
研
究
員
一
人
あ
た
り
の
外
部
資
金
獲
得
金
額
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
 

【
今
後
の
課
題
】
 

・
平
成

3
0
年
度
診
療
報
酬
改
定
へ
の
適
切
な
対
応
を
図
る
べ
く
、
き
め
細
や
か
な
情
報
収
集
や
経
営
分
析
及
び
対
応
策
の
立
案

に
努

め
る

。
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(1
)収

入
の
確
保

 
(1

)収
入
の
確

保
 

1
8
 

Ａ
 

(1
)収

入
の
確
保

 
○
 
急
性

期
医
療
を
担
う
病
院

と
し
て
平
均

在
院
日
数
の
短
縮
を

図
る

と
と
も
に

、
前
方
連
携
の
強
化

な
ど
に
よ
り

新
規
患
者
の
確
保
に
努

め
、
病
床
利
用
率
の
向
上
を
図
る
。
 

                        

○
 
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
の
見
直
し
や
手
術
室
の
適
正
な
運
用
な
ど
、
急
性
期
医
療
を
よ

り
一
層
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
退
院
支
援
や
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど

に
よ
り
平

均
在
院
日
数
を
短
縮
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

平
均
在
院
日
数
（
病
院
全
体
）

14
.0

日
 

平
均
在
院
日
数
（
一
般
病
棟
）

13
.0

日
 

平
均
在
院
日
数
（
精
神
科
病
棟
）

35
.0

日
 

 

・
手
術
室
運
営
部
会
に

お
い

て
、
手

術
室

の
安

全
か

つ
効

率
的

な
運

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、
2
室

を
追

加
整

備
し

、
手

術
室

機

能
の
向
上
を
図
っ
た
。

 

・
患

者
及
び

そ
の

家
族

が
安

心
し

て
治

療
・

リ
ハ

ビ
リ

・
療

養
を

継
続

で
き

る
よ

う
、

ま
た

、
転

院
調

整
に

お
け

る
負

担
が

最
小

限
と

な

る
よ

う
、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

と
の

申
し

合
わ

せ
を

行
い

、
早

期
の

転
院

調
整

が
可

能
と

な
る

連
携

体
制

を
構

築
し

た
。

ま
た

、

医
療

連
携
室

、
病

床
管

理
、

在
宅

医
療

福
祉

相
談

室
が

連
携

し
、

積
極

的
な

早
期

介
入

・
早

期
退

院
支

援
を

実
施

す
る

な
ど

、
院

内
外

の

連
携
に
よ
る
患
者
一
人

ひ
と

り
の

症
状

や
環

境
に

応
じ

た
退

院
支

援
を

実
施

し
た

。【
再

掲
：

項
目

4】
 

・
平
成

28
年

5
月

に
退

院
支

援
加

算
1
を

取
得

し
た

。
ま

た
、
入

院
初

期
か

ら
の

早
期

介
入

や
看

護
師

、
Ｍ

Ｓ
Ｗ

等
に

よ
る

多
職

種
カ

ン

フ
ァ

レ
ン
ス

の
実

施
な

ど
円

滑
な

早
期

退
院

の
た

め
の

取
組

み
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
連

携
す

る
地

域
の

医
療

機
関

等
と

定
期

的
な

意

見
交
換
を
実
施
す
る
な

ど
施

設
間

の
連

携
を

強
化

し
、
退

院
後

の
生

活
を

見
据

え
た

退
院

支
援

を
実

施
し

た
。（

退
院

支
援

加
算

1
算

定
件

数
：

2,
01
7
件

）【
再

掲
：

項
目

4】
 

・
ク

リ
ニ
カ

ル
パ

ス
推

進
委

員
会

を
中

心
と

し
て

、
術

前
検

査
セ

ン
タ

ー
の

更
な

る
活

用
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
用

疾
患

の
拡

大
な

ど

に
努
め
、
医
療
の
標
準

化
と

効
率

化
を

推
進

し
た

。【
再

掲
：

項
目

7】
 

・
上
記
の
取
組
等
に
よ

り
、

診
療

報
酬

改
定

に
対

応
し

た
平

均
在

院
日

数
の

維
持

と
収

入
の

確
保

を
実

現
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
  

平
均
在
院
日
数

（
病

院
全

体
）

 
  
  

12
.3

日
（

平
成

27
年

度
 

12
.3

日
）

 

 
 

 平
均
在
院
日
数
（

一
般

病
棟

）
 

  
  

11
.4

日
（

平
成

27
年

度
 

11
.7

日
）

 

 
 

 平
均
在
院
日
数
（

緩
和

ケ
ア

病
棟

）
 

27
.6

日
（

平
成

27
年

度
 

26
.5

日
）

 

 
 

 平
均
在
院
日
数
（

精
神

科
病

棟
）

  
 

32
.0

日
（

平
成

27
年

度
 

30
.7

日
）

 

 

○
 
地
域
連

携
の
強
化
、
救
急
患
者
の
積
極
的
な
受
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
新
規
患
者
の

確
保
に
努

め
る
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
・
提
携
を
強
化
す
る
こ
と
で

平
均
在
院

日
数
の
短
縮
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
病
床
の
一
元
管
理
や
入
退
院
管
理
を

徹
底
す
る

こ
と
で
病
床
利
用
率
の
向
上
を
図
り
、
安
定
的
な
収
入
確
保
を
図
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

新
入
院
患
者
数

1
2,

50
0
人
 

・
セ
ン
タ
ー
の
連
携
強

化
の

た
め

、
医

療
機

関
へ

の
訪

問
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

CP
C
の

開
催

、
地

域
連

携
N
EW
S
の

発
行

、
WE
B
上

で
の
外
来
予
約
、
検
査

予
約

枠
の

設
置

な
ど

に
取

組
み

、
地

域
医

療
機

関
の

増
加

や
連

携
医

の
確

保
に

努
め

た
。【

再
掲

：
項

目
6】

 

・
平
成

28
年
度
よ
り

、
当

セ
ン

タ
ー

の
各

診
療

科
の

特
徴

に
つ

い
て

「
診

療
科

案
内

」
を

作
成

し
、

地
域

医
療

機
関

へ
の

配
布

、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
等
の
広

報
を

強
化

し
た

。【
再

掲
：

項
目

6】
 

・
東
京
都
 
CC
U 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
加

盟
施

設
、
急

性
大

動
脈

ス
ー

パ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
緊

急
大

動
脈

支
援

病
院

と
し

て
急

性
大

動
脈

疾
患

【
項
目

18
】
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初
診
料

算
定
患
者
数

1
5,

00
0
人
 

病
床
利
用
率
（
病
院
全
体
）

86
.0
％
 

   

患
者
を
積
極
的
に
受

け
入

れ
た

ほ
か

、
セ

ン
タ

ー
独

自
の

24
時

間
体

制
の

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
急

性
期

の
脳

卒
中

患
者

治

療
を

積
極
的

に
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
救

急
隊

や
地

域
の

医
療

機
関

と
の

意
見

交
換

、
当

直
体

制
検

討
委

員
会

や
診

療
委

員
会

救
急

部
会

の

開
催
等
、
断
ら
な
い
救

急
体

制
の

推
進

を
図

っ
た

。
こ

う
し

た
様

々
な

取
組

を
通

じ
て

、
新

規
患

者
の

確
保

を
実

現
し

た
。

 

・
整

形
外
科

医
師

や
消

化
器

内
科

医
師

、
血

管
外

科
医

師
の

連
携

病
院

へ
の

派
遣

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
セ

ン
タ

ー
か

ら
転

院
し

た

後
も
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー

が
行

え
る

体
制

の
確

保
に

努
め

た
。【

再
掲

：
項

目
4】

 

・
病

床
管
理

担
当

看
護

師
に

よ
り

、
緊

急
入

院
に

か
か

る
ベ

ッ
ド

調
整

や
空

床
情

報
の

総
括

、
入

院
に

関
す

る
電

話
相

談
、

退
院

支
援

カ

ン
フ

ァ
レ
ン

ス
へ

の
参

加
な

ど
を

通
じ

た
病

床
の

一
元

管
理

を
行

い
、

他
の

医
療

機
関

か
ら

の
受

診
・

入
院

依
頼

に
迅

速
に

対
応

し
、

新

規
患
者
の
確
保
や
病

床
利

用
率

の
向

上
を

実
現

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 
 
新
入
院
患
者
数

  
  
 

13
,1
79

人
 （

平
成

27
年

度
 

13
,0
53

名
）

 

 
 

 初
診
料
算
定
患
者

数
 

15
,2
98

人
 （

平
成

27
年

度
 

15
,9
66

名
）

 

 
 

 病
床
利
用
率

  
  
  
 

87
.4
％

  
 （

平
成

27
年

度
 

86
.2
％

）
 

 

○
 
料
金
改

定
後
の
有
料
個
室
の
有
料
使
用
状
況
等
の
分
析
を
継
続
し
、
使
用
率
の
更

な
る
向
上

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。
 

 

・
経

営
改
善

委
員

会
等

に
お

い
て

、
有

料
個

室
の

使
用

状
況

等
の

分
析

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

料
金

改
定

や
新

規
入

院
患

者
数

の
増

加

等
の
影
響
に
よ
り
、
増

収
な

ど
の

効
果

が
見

ら
れ

た
。

 

○
 
保
険

請
求
に
お
け
る
査
定

減
や
請
求
漏

れ
の
防
止
な
ど
適
切

な
請

求
事
務
を

行
う
と
と
も
に
、
未

収
金
の
発
生

防
止
と
早
期
回
収
に
努

め
、
過
年

度
未
収
金
に
つ
い
て

も
効
果
的
及

び
効
率
的
な
回
収
を
行

う
。
 

                     

○
 
セ
ン
タ

ー
が
請
求
で
き
る
診
療
費
等
に
つ
い
て
確
実
に
請
求
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
施

設
基
準
の
取
得
を
積
極
的
に
行
う
。
ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
に
則
し
た
体

制
整
備
を

行
う
。
 

 

・
診
療
報
酬
改
定
に
伴

い
、
平

成
28

年
4
月

に
腹

腔
鏡

下
膵

体
尾

部
腫

瘍
切

除
術

、
下

肢
末

梢
動

脈
疾

患
指

導
管

理
加

算
、
平

成
28

年
5

月
に
退
院
支
援
加
算

1、
認

知
症

ケ
ア

加
算

1、
平

成
2
8
年

6
月

に
在

宅
植

込
型

補
助

人
工

心
臓

(非
拍

動
流

型
)指

導
管

理
料

、
平

成
2
8

年
10

月
に
経
カ
テ

ー
テ

ル
的

大
動

脈
弁

置
換

術
、

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

入
院

料
、

平
成

29
年

1
月

に
磁

気
に

よ
る

膀
胱

等
刺

激
法

の
施

設
基
準
を
取
得
す
る
な

ど
、

新
た

な
施

設
基

準
の

取
得

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 

○
 

DP
C
デ

ー
タ
の
分
析
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
保
険
請
求
に
お
け
る
請
求
漏
れ
や

査
定
を
減

ら
す
た
め
、
保
険
委
員
会
等
の
各
種
委
員
会
に
お
い
て
、
査
定
率
減
少
の

た
め
の
改

善
策
を
検
討
し
、
適
切
な
保
険
診
療
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
確
実
な
収
入

に
つ
な
げ

る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

査
定
率

0
.3
％
以
下
 

 

 
 

・
Ｄ

Ｐ
Ｃ
・

原
価

計
算

経
営

管
理

委
員

会
に

お
い

て
、

Ｄ
Ｐ

Ｃ
解

析
ソ

フ
ト

「
Ｅ

Ｖ
Ｅ

」
に

よ
り

作
成

し
た

各
診

療
科

別
の

在
院

日
数

・

症
例
数
・
増
減
収
等

の
実

績
デ

ー
タ

の
検

証
や

他
病

院
と

の
比

較
を

行
い

、
医

療
の

標
準

化
と

効
率

化
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
保

険
委
員

会
に

お
い

て
、

カ
ル

テ
記

載
・

医
学

管
理

料
等

の
算

定
要

件
の

再
確

認
・

請
求

漏
れ

対
策

の
取

り
組

み
と

し
て

、
全

職
員

を

対
象

と
し
た

保
険

診
療

研
修

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

業
務

の
効

率
化

と
返

戻
・

査
定

数
を

減
ら

す
た

め
、

レ
セ

プ
ト

院
内

審
査

支
援

シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
、

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
ク

の
平

準
化

、
チ

ェ
ッ

ク
レ

ベ
ル

の
向

上
と

均
一

化
を

図
っ

た
。

 

・
保
険
請
求
に
お
け

る
請

求
漏

れ
や

査
定

を
減

ら
す

た
め

の
対

策
と

し
て

、
他

病
院

と
の

意
見

交
換

や
勉

強
会

を
実

施
し

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

査
定
率
 

0.
44
％

 
（

平
成

2
7
年

度
 

0.
38
％

）
 

 

○
 
「
未
収

金
管
理
要
綱
」
に
基
づ
き
、
未
収
金
の
発
生
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

専
門

の
職

員
を

活
用

し
た

出
張

回
収

や
督

促
な

ど

に
よ
り
、
早
期
回
収
に
努
め
る

。
ま
た
、
過
年
度
未
収
金
に
つ
い
て
は
、
回
収
可
能

性
の
高
い

債
権
か
ら
回
収
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
か
つ
効
率
的
な
回
収
を
行
う
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

未
収
金
率

1
.0

0％
以
下
 

 

・
入

院
・
外

来
双

方
に

つ
い

て
健

康
保

険
証

の
確

認
を

徹
底

し
、

入
院

費
の

負
担

が
困

難
な

場
合

に
つ

い
て

は
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ

ー
を
交
え
て
速
や
か
に

面
談

を
実

施
す

る
運

用
を

行
う

こ
と

で
、

未
収

金
発

生
防

止
に

努
め

た
。

 

・
個
人
未
収
金
回
収
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
則

り
、

個
人

未
収

金
の

早
期

回
収

の
促

進
及

び
事

務
処

理
の

円
滑

化
に

努
め

た
。

 

・
発

生
し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
電

話
催

告
、

外
来

受
診

時
の

納
入

及
び

分
割

納
入

を
促

す
こ

と
で

未
収

金
の

回
収

に
努

め
た

ほ
か

、

自
宅

訪
問
を

実
施

し
、

こ
れ

ま
で

未
収

金
と

な
っ

て
い

た
一

部
を

回
収

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

過
年

度
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

回

収
可
能
性
の
高
い
も
の

か
ら

効
率

的
に

回
収

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

未
収
金
率
 

0.
42
％

 （
平

成
27

年
度

 
0.
62
％

）
 

 
 

※
未
収
金
率
＝
個

人
分

収
入

未
済

額
／

個
人

分
調

定
額

×
10
0（

％
）

 

 

【
項
目

18
】
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○
 
未
収
金

の
現
状
を
分
析
し
、
セ
ン
タ
ー
に
適
し
た
未
収
金
の
発
生
防
止
策
、
回
収

策
の
検
討

を
行
う
。
ま
た
、
未
収
金
の
回
収
に
複
数
人
で
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な

人
材
育
成

を
積
極
的
に
行
う
。
 

     

・
医

療
費
等

の
窓

口
支

払
に

つ
い

て
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
決

済
の

取
り

扱
い

を
継

続
し

、
患

者
の

利
便

性
向

上
と

未
収

金
の

発
生

防
止

に

つ
な
げ
て
い
る
。
入
院

患
者

数
の

増
加

に
伴

い
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

の
利

用
者

も
大

幅
に

増
加

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド

利
用

件
数

 
20
,
29
7
件

（
平

成
27

年
度

 
1
7,

26
1
件

）
 

・
有
料
個
室
に
つ
い
て

は
、

入
院

予
納

金
制

度
を

活
用

し
、

未
収

金
の

発
生

防
止

に
努

め
た

。
 

・
個

人
面
談

や
家

族
面

談
を

通
じ

て
、

公
的

制
度

利
用

・
健

康
保

険
加

入
、

生
活

保
護

の
申

請
等

、
未

収
金

の
発

生
防

止
及

び
患

者
・

家

族
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
助

言
を

行
っ

た
。

 

・
患

者
別
の

債
権

管
理

表
を

作
成

し
医

事
係

全
体

で
情

報
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
未

収
金

回
収

担
当

者
を

複
数

人
配

置
し

自
宅

訪
問

を

行
う
な
ど
、
未
収
金
回

収
の

た
め

の
体

制
整

備
に

努
め

た
。

 

 

○
 
医
療

と
研
究
と
の
一
体
化

と
い
う
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
、
受

託
・

共
同
研
究

、
競
争
的
研
究
資
金

な
ど
、
外
部

研
究
資
金
の
積
極
的
な

獲
得
に
努
め
る
。
 

    

○
 
文
部
科

学
省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
研
究
費
補
助
金
へ
の
応
募
や
共
同
研
究
・
受

託
研
究
を

推
進
し
、
外
部
研
究
資
金
の
積
極
的
な
獲
得
に
努
め
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

外
部
資
金
獲
得
件
数
（
再
掲
）

23
0
件
 

外
部
資
金
獲
得
金
額
（
研
究
員
一
人
あ
た
り

）（
再
掲
）
6
,5
00

千
円
 

共
同
・

受
託
研
究
等
実
施
件
数
（
受
託
事
業
含
む

）（
再
掲
）
65

件
 

科
研
費

新
規
採
択
率
（
再
掲
）

34
.0

％
（
上
位

30
機
関
以
内
）
 

  

・
公

的
研
究

費
（

科
研

費
等

）
へ

の
応

募
や

産
学

公
連

携
活

動
（

共
同

研
究

・
受

託
研

究
・

受
託

事
業

等
）

を
推

進
し

、
外

部
研

究
資

金

の
積
極
的
な
獲
得
に
努

め
た

。
 

・
平
成

29
年
度
に

向
け

た
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

力
向

上
を

図
る

べ
く

、
研

究
費

等
の

申
請

内
容

に
つ

い
て

研
究

テ
ー

マ
リ

ー
ダ

ー
ら

に

よ
る
教
育
・
指
導
を
行

う
な

ど
、

若
手

研
究

員
の

育
成

に
努

め
た

。
 

・
Ｔ

Ｍ
Ｉ
Ｇ

研
究

シ
ー

ズ
集

の
発

信
や

Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ｉ

Ｒ
Ａ

と
の

連
携

等
に

よ
り

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
受

託
事

業
等

の
獲

得
に

取
り

組

ん
だ
。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

外
部
資
金
獲
得

件
数

 2
70

件
（

平
成

2
7
年

度
 
21
6
件

）【
再

掲
：

項
目

1
0】

 

外
部
資
金
獲
得
金

額
（

研
究

員
一

人
あ

た
り

）
8,
60
8
千

円
（

平
成

27
年

度
 6
,3
44

千
円

）【
再

掲
：

項
目

1
0】

 

共
同
・
受
託
研
究

等
実

施
件

数
（

受
託

事
業

含
む

）
67

件
（

平
成

27
年

度
 5
5
件

）【
再

掲
：

項
目

1
0】

 

科
研
費
新
規
採

択
率

 3
7.

8％
（

平
成

2
7
年

度
 
27
.0
%）
【

再
掲

：
項

目
1
3】

 

 

○
 
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
や

産
・
学
・
公
の
連
携

を
推

進
す
る
と

と
も
に
、
研
究
内
容

や
成
果
を
積

極
的
に
公
表
し
、
特
許

や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
な
ど
知
的
財
産
の
活
用
を
図
る
。
 

 

○
 
研
究
所

外
部
評
価
委
員
会
評
価
結
果
や
研
究
シ
ー
ズ
集
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

T
O
BI

RA
や
東
京
都
と
の
情
報
交
換
等
を
活
用
し
、
共
同
研
究
等
の
産
学
公
連
携
活
動

を
推
進
す

る
。
ま
た
、
特
許
や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
な
ど
の
知
的
財
産
を
活
用
し
、
研

究
成
果
の

実
用
化
を
図
る
。
 

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研

究
成

果
を

掲
載

し
、

都
民

、
研

究
者

、
マ

ス
コ

ミ
関

係
者

に
広

く
周

知
し

た
。

 

・
Ｔ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
研
究
シ
ー

ズ
集

の
発

信
等

に
よ

り
、

研
究

内
容

の
積

極
的

な
広

報
活

動
を

行
っ

た
。

 

・
研
究
成
果
の
実
用
化

に
向

け
、

職
務

発
明

審
査

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

（
9
回

）、
特

許
出

願
（

新
規

7
件

）
を

行
っ

た
。

 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ク
セ

ス
件

数
（

研
究

所
 ※

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

）
5
0,

88
2
件

（
平

成
27

年
度

 
48
,6
05

件
）【

再
掲

：
項

目
17
】

 

 

【
項
目

18
】
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中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
コ
ス
ト
管
理

の
体
制
強
化
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
経
営
分
析
に
特
化
し
た
部
門
と
し
て
新
た
に
設
置
し
た
医
療
戦
略
室
に
お
い
て
、
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
等

を
活

用
し

た
診

療
情

報
の

分
析

や
施

設
基

準
の

取
得

に
伴

う
経

済
効

果
の

検
証

を
行

う
な

ど
、

よ
り

精
度

の
高

い
収

支
改
善
策
の
検
討
及
び
実
施
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
後
発
医
薬
品
の
積
極
的
導
入
に
取
組
み
、
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
を
達
成
す
る
な
ど
医
薬
品
費

の
削

減
に

努
め

た
ほ

か
、

診
療

材
料

の
購

入
に

あ
た

っ
て

は
、

診
療

材
料

委
員

会
や

病
院

運
営

会
議

に
お

い
て

価
格

や
必
要
性
等
に
つ
い
て
十
分
に
審
議
を
行
う
な
ど
、
コ
ス
ト
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
平
成

2
7
年
度
に
策
定
し
た
医
療
機
器
の
長
期
更
新
計
画
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
支
出
額
の
平
準
化
や
更
新
年
度
の
妥
当
性

の
再

検
討

な
ど

の
見

直
し

を
行

い
、

経
営

へ
の

負
担

軽
減

を
図

っ
た

。
 

【
特
記
事
項
】
 

 
 

【
今
後
の
課
題
】
 

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(2
) 
コ
ス
ト
管
理
の
体
制
強
化

 
(2

)コ
ス
ト
管
理
の
体
制
強
化

 

1
9
 

Ａ
 

(2
)コ

ス
ト
管
理
の
体
制

強
化

 

○
 

電
子

カ
ル

テ
デ

ー
タ

や
Ｄ

Ｐ
Ｃ

 
デ

ー
タ

な
ど

診
療

実
績

に
関

す

る
各

種
情

報
と

コ
ス

ト
を

は
じ

め
と

す
る

財
務

情
報

と
を

あ
わ

せ
て

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
、

収
支

改
善

の
方

策
の

検
討

及
び

実
施

を
図

る
。
 

○
 

各
部

門
シ

ス
テ

ム
や

デ
ー

タ
ウ

エ
ア

ハ
ウ

ス
か

ら
得

ら
れ

る
診

療
情

報
と

月
次

決
算
な
ど

の
財
務
情
報
を
合
わ
せ
て
経
営
分
析
を
行
い

、
収
支
状
況
の
把
握
と
改
善

に
向
け
た

取
組
を
迅
速
に
行
う
。
ま
た
、
経
営
分
析
に
特
化
し
た
部
門
を
新
た
に
設

置
し
、
よ

り
精
度
の
高
い
収
支
改
善
策
等
の
検
討
及
び
実
施
を
図
る
。
 

 

・
各

種
シ
ス

テ
ム

か
ら

抽
出

さ
れ

る
診

療
情

報
と

月
次

決
算

な
ど

の
財

務
情

報
を

合
わ

せ
て

経
営

分
析

を
行

い
、

経
営

戦
略

会
議

や
経

営

改
善
委
員
会
で
毎
月
報

告
を

行
い

、
収

支
の

改
善

策
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
経

営
分
析

に
特

化
し

た
部

門
と

し
て

、
新

た
に

医
療

戦
略

室
を

設
置

し
た

。
医

療
戦

略
室

に
お

い
て

、
電

子
カ

ル
テ

の
診

療
デ

ー
タ

や

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー

タ
等

を
活

用
し

、
セ

ン
タ

ー
の

疾
患

構
成

や
診

療
状

況
の

分
析

を
行

い
、

外
来

機
能

向
上

や
病

棟
運

営
に

活
用

す
る

と
と

も

に
、

地
域
包

括
ケ

ア
病

棟
の

設
置

や
認

知
症

ケ
ア

加
算

、
退

院
支

援
加

算
等

の
取

得
に

伴
う

経
済

効
果

の
検

証
及

び
運

用
方

法
の

検
討

を

行
う
な
ど
、
よ
り
精
度

の
高

い
経

営
分

析
や

戦
略

の
策

定
に

取
り

組
ん

だ
。

 

 

○
 
経
営
改
善
委
員
会
等
の
各
種
会
議
を
通
じ
て

、
セ
ン
タ
ー
の
実
績
や
経
営
に
関
す

る
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に

、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
経
営
改
善
や
コ
ス
ト
意
識
を

持
ち
、
業
務
を
遂
行
で
き
る
環
境
と
体
制
を
確
保
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
る
。
 

 

・
経

営
戦
略

会
議

や
病

院
運

営
会

議
な

ど
各

種
会

議
に

お
い

て
、

セ
ン

タ
ー

の
収

支
、

実
績

、
課

題
な

ど
を

報
告

し
、

経
営

や
コ

ス
ト

に

関
す
る
職
員
の
意
識

向
上

を
図

り
、

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

げ
た

。
 

○
 

診
療

実
績

な
ど

各
部

門
の

活
動

状
況

や
経

営
改

善
の

取
組

状
況

を

適
切

に
把

握
・

比
較

す
る

こ
と

が
可

能
な

部
門

別
等

の
原

価
計

算
実

施
手

法
を

確
立

し
、

年
度

管
理

、
経

年
比

較
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
全
体
で
コ
ス

ト
の
意
識
向
上
を
図
る
。
 

    

○
 
原
価
計
算
委
員
会
に
お
い
て

、
医
師
を
中
心
に
配
賦
ル
ー
ル
の
見
直
し
や
妥
当
性

の
検
証
な
ど
を
進
め
る
。
さ
ら
に

、
病
院
部
門
に
お
け
る
原
価
計
算
の
精
度
の
向
上

を
図
り
、
適
切
な
コ
ス
ト
管
理
に
向
け
着
実
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
職
員
の
経

営
意
識
を
高
め
る
。
 

 

・
病

院
部
門

に
お

け
る

原
価

計
算

の
精

度
向

上
の

た
め

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

・
原

価
計

算
経

営
管

理
委

員
会

に
お

い
て

、
材

料
費

や
人

件
費

等
の

配

賦
ル

ー
ル
適

正
化

の
検

討
を

継
続

し
て

行
い

、
経

営
指

標
と

し
て

の
有

用
性

向
上

に
努

め
た

ほ
か

、
原

価
計

算
結

果
を

病
院

部
門

ヒ
ア

リ

ン
グ
時
に
使
用
し
、
各

診
療

科
の

現
在

の
収

益
状

況
を

明
示

し
た

進
捗

管
理

を
試

み
た

。
 

○
 
診
療
や
経
営
に
関
す
る
目
標
を
部
門
別
に
設
定
し

、
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
を

確
実
に
実
施
す
る
。
ま
た

、
中
間
期
及
び
期
末
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
進
行
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
課
題
の
洗
い
出
し
と
共
有
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
の

解
決
や
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。
 

 

・
下
記
の
取
組
を
実

施
し

、
セ

ン
タ

ー
と

し
て

課
題

の
共

有
及

び
改

善
に

よ
る

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

た
。

 

〔
病
院
部
門
〕
 

・
年

度
当
初

に
診

療
科

・
部

門
ご

と
に

目
標

値
を

設
定

し
、

そ
の

達
成

状
況

や
課

題
の

共
有

・
改

善
、

進
行

管
理

を
行

う
た

め
、

中
間

及

び
期
末
に
幹
部
に
よ

る
各

科
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

〔
研
究
部
門
〕
 

・
幹

部
に
よ

る
中

間
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
テ

ー
マ

ご
と

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

年
度

末
に

は
外

部
評

価
委

員
会

を
開

催
し

、
研

究
の

評
価

及

び
進
行
管
理
を
行
っ

た
。

 

 

○
 
予
算
編
成
を
よ
り
適
切
に
行
い

、
当
初
予
算
明
細
書
に
基
づ
く
厳
格
な
予
算
管
理

体
制
を
維
持
す
る
。
 

・
予

算
編
成

に
お

い
て

は
、

事
務

部
門

や
看

護
部

、
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
等

を
対

象
に

予
算

要
求

に
対

す
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
第

二

期
の
目
標
達
成
状
況

等
も

踏
ま

え
つ

つ
、

過
去

の
決

算
や

執
行

状
況

・
費

用
対

効
果

等
を

踏
ま

え
た

よ
り

適
切

な
予

算
編

成
を

行
っ

た
。

 

・
各

事
業
別

や
各

部
門

別
に

予
算

額
の

把
握

等
を

可
能

と
し

た
当

初
予

算
明

細
書

を
作

成
し

た
ほ

か
、

予
算

の
執

行
管

理
に

つ
い

て
看

護

部
や

コ
メ
デ

ィ
カ

ル
の

職
員

を
対

象
と

し
た

説
明

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
予

算
に

基
づ

い
た

適
切

な
業

務
運

営
が

図
ら

れ
る

よ
う

各
種

取

組
を
行
っ
た
。
 

【
項
目

19
】
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○
 

新
施

設
で

の
事

業
の

実
施

状
況

や
財

務
状

況
の

検
証

を
行

い
、

事

業
部

門
、

事
務

部
門

と
も

に
、

業
務

の
シ

ス
テ

ム
化

や
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン
グ
等
の
コ
ス
ト
の
適
正

化
を
進
め
る
。
 

○
 
希
望
制
指
名
競
争
入
札
を
活
用
し
、
実
施
案
件
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
契
約
履

 

行
の
確
実
性
を
確
保
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
。
 

 

・
平
成

2
8
年
度
は

17
件

の
希

望
制

指
名

競
争

入
札

を
実

施
し

、
平

成
2
7
年

度
の

12
件

か
ら

実
施

案
件

の
拡

大
を

図
っ

た
。

 

 
 

○
 
診
療
材
料
、
薬
剤
管
理
な
ど
の

S
PD
（
物
流
・
在
庫
）
業
務
に
つ
い
て
、
効
率
的

な
業
務
運

営
を
行
い
コ
ス
ト
の
適
正
化
を
図
る
。
 

・
Ｓ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
に

よ
る

診
療

材
料

の
定

数
管

理
の

実
施

及
び

在
庫

の
削

減
等

に
よ

り
、

効
率

的
な

業
務

運
営

に
努

め
た

。
 

・
新
規
の
診
療
材
料
の

採
用

に
あ

た
っ

て
は

、
納

入
価

に
つ

い
て

保
険

償
還

額
に

基
づ

く
一

定
の

基
準

を
定

め
る

と
と

も
に

、
こ

れ
に

満

た
な
い
場
合
は
病
院
運

営
会

議
に

て
価

格
や

必
要

性
等

に
つ

い
て

審
議

を
行

う
こ

と
と

す
る

な
ど

、
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
た

。
 

 

○
 

材
料

費
な

ど
の

診
療

活
動

と
連

動
す

る
コ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

費

用
対

効
果

を
踏

ま
え

た
支

出
と

そ
の

実
績

の
検

証
を

行
い

、
一

層
の

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
て
い

く
。
 

 

○
 
材
料
費
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
安
全
性
、
使
用
実
績
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
他
病
院
と
の
比
較
を
行
い

、
さ
ら
な
る
縮
減
に
取

り
組
む
。
 

 

・
診
療
材
料
に
つ
い
て

は
、
他

病
院

に
お

け
る

購
入

価
格

と
の

比
較

が
可

能
な

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
数

値
を

参
考

と
し

て
活

用
し

、

価
格
交
渉
を
行
っ
た

。
ま

た
、

医
薬

品
の

購
入

に
つ

い
て

も
、

単
品

ご
と

に
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

数
値

と
の

比
較

を
行

い
、

価
格

交
渉

に
活

用
し
た
。
 

○
 
後
発
医
薬
品
の
採
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に

、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
一
層

活
用
し
、
医
薬
品
費
の
削
減
に
つ
な
げ
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

後
発
医
薬
品
使
用
割
合

7
0％

 

 
 

・
昨

年
度
よ

り
引

き
続

き
後

発
医

薬
品

の
積

極
的

導
入

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

後
発

医
薬

品
の

使
用

割
合

は
目

標
値

を
大

き
く

上

回
っ
た
。
 

・
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
品

質
や

安
全

性
、
使

用
実

績
等

を
考

慮
す

る
な

ど
医

薬
品

費
の

削
減

に
つ

な
げ

た
。 

・
後
発
医
薬
品
の
採

用
促

進
お

よ
び

医
薬

品
費

の
削

減
に

努
め

、
年

間
約

1
,7
00

万
円

の
削

減
を

達
成

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

後
発
医
薬
品
使
用

割
合

平
均

 
85
.9

％
(平

成
2
7
年

度
 
66
.1
％

) 

後
発
医
薬
品
採
用

品
目

総
数

 
47
7(

平
成

27
年

度
 4
07

) 

 

○
 
医
療
機
器
等
の
整
備
に
つ
い
て

、
医
療
機
能
の
充
実
と
健
全
経
営
を
両
立
さ
せ
る

た
め
、

MR
I
や

C
T
に
代
表
さ
れ
る
高
額
機
器
に
関
す
る
長
期
的
な
更
新
計
画
を
策

定
す
る
。
ま
た
、
医
療
機
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
内
の
保
有
状
況
、
稼

働
目

標
や

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

な
ど

の
費

用
対

効
果

を
明

確
に

し
た

う
え

で
購

入

を
決
定
し

、
効
果
的
な
運
用
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
。
 

 

・
医

療
機
器

の
長

期
更

新
計

画
に

つ
い

て
、

可
能

な
限

り
各

年
度

の
支

出
額

を
平

準
化

し
経

営
へ

の
負

担
を

極
力

軽
減

す
る

た
め

、
使

用

期
間
や
稼
働
状
況
を
確

認
し

た
上

で
、

各
機

器
の

更
新

年
度

の
妥

当
性

を
再

検
討

し
た

。
 

 

【
項
目

19
】
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中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
４

 
予
算

(人
件
費
の
見
積
も
り
を
含
む
。

)、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

 

 

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

＜
予
算

(人
件

費
の
見
積
も
り
を
含
む
。

)、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
平
成

2
8
年
度
決
算
に
お
い
て
、
△

86
百
万
円
の
当
期
総
損
失
を
計
上
し
た
。

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(1
)予

算
(平

成
2
5
年
度
～
平
成

29
年
度

) 
(1

)予
算

(平
成

2
8
年
度

) 

 
 

(1
)予

算
(平

成
2
8
年
度

) 

１
 
予
算

(平
成

25
年
度
～
平

成
2
9
年
度
) 

 
 
 

(単
位
：
百
万
円

) 

区
分
 

金
額
 

収
入
 

 

営
業
収
益
 

8
5
,9

66
 

医
業
収
益
 

5
8
,6

95
 

研
究
事
業
収
益
 

1
,
62

6 

運
営
費
負
担
金
 

1
1
,7

70
 

運
営
費
交
付
金
 

1
2
,4

78
 

補
助
金
 

8
6
2 

寄
附
金
 

1
9
0 

雑
益
 

3
4
5 

営
業
外
収
益
 

3
6
0 

寄
附
金
 

―
 

雑
収
益
 

3
6
0 

資
本
収
入
 

2
,
65

1 

運
営
費
交
付
金
 

2
,
65

1 

 
長
期
借
入
金
 

―
 

 
そ
の
他
の
資
本
収
入
 

―
 

そ
の
他
の
収
入
 

―
 

計
 

8
8
,9

77
 

支
出
 

 

営
業
費
用
 

7
7
,2

56
 

医
業
費
用
 

5
9
,6

23
 

給
与
費
 

3
3
,4

37
 

材
料
費
 

1
5
,9

05
 

委
託
費
 

5
,
92

1 

設
備
関
係
費
 

1
,
66

0 

研
究
研
修
費
 

5
6
9 

経
費
 

2
,
13

1 

研
究
事
業
費
用
 

8
,
12

1 

給
与
費
 

5
,
54

4 

研
究
材
料
費
 

3
2
5 

委
託
費
 

1
,
00

9 

設
備
関
係
費
 

4
6
4 

研
修
費
 

1
8 

経
費
 

7
6
1 

一
般
管
理
費
 

9
,
51

2 

営
業
外
費
用
 

―
 

資
本
支
出
 

8
,
93

9 

建
設
改
良
費
 

5
,
07

9 

 
長
期
借
入
金
償
還
金
 

3
,
86

0 

そ
の
他
の
支
出
 

6
7
4 

計
 

8
6
,8

69
 

(注
)計

数
は

端
数

を
そ

れ
ぞ

れ
四

捨
五

入
し

て
お

り
、

合
計

と
は

一
致

し
な

い
も

の
が

あ
る

。
 

 

１
 
予
算

(平
成

28
年
度
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単
位
：
百
万
円

) 

区

分
 

金
額
 

収
入
 

 

営
業
収
益
 

1
7
,7

47
 

医
業
収
益
 

1
2
,6

53
 

研
究
事
業
収
益
 

6
3 

運
営
費
負
担
金
 

2
,
85

3 

運
営
費
交
付
金
 

1
,
99

1 

補
助
金
 

1
1
4 

寄
附
金
 

－
 

雑
益
 

7
3 

営
業
外
収
益
 

1
0
3 

寄
附
金
 

－
 

財
務
収
益
 

3
 

雑
収
益
 

1
0
0 

資
本
収
入
 

－
 

運
営
費
交
付
金
 

－
 

 
長
期
借
入
金
 

－
 

 
そ
の
他
の
資
本
収
入
 

－
 

 
 
受
託
研
究
等
外
部
資
金
収
入
 

4
5
5 

 
受
託
研
究
等
収
入
 

3
8
6 

 
補
助
金
 

3
5 

 
寄
付
金
 

3
4 

計
 

1
8
,3

05
 

支
出
 

 

営
業
費
用
 

1
6
,8

64
 

医
業
費
用
 

1
3
,3

13
 

給
与
費
 

7
,
15

3 

材
料
費
 

3
,
94

5 

委
託
費
 

9
6
1 

設
備
関
係
費
 

6
6
4 

研
究
研
修
費
 

5
2 

経
費
 

5
3
8 

研
究
事
業
費
用
 

1
,
49

2 

給
与
費
 

1
,
00

6 

研
究
材
料
費
 

3
7 

委
託
費
 

8
0 

設
備
関
係
費
 

1
1
3 

研
修
費
 

1
8
9 

経
費
 

6
8 

一
般
管
理
費
 

2
,
05

9 

営
業
外
費
用
 

－
 

資
本
支
出
 

1
,
75

6 

建
設
改
良
費
 

9
9
7 

 
長
期
借
入
金
償
還
金
 

7
5
9 

そ
の
他
の
支
出
 

－
 

 
 
受
託
研
究
等
外
部
資
金
支
出
 

4
0
9 

 
受
託
研
究
等
支
出
 

3
4
3 

 
補
助
金
支
出
 

3
5 

 
寄
付
金
支
出
 

3
1 

計
 

1
9
,0

29
 

(注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
お
り
、
合
計
と
は
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
 

１
 
予
算

(平
成

28
年
度

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(単

位
：
百
万
円
) 

区
分
 

  

当
初

予
算

額
 

決
算

額
 

差
額

（
決

算
額

－
当

初
予

算
額

）
 

備
考

 

収
入
 

 
 

 
 

 
 
 

営
業
収
益
 

1
7
,7

47
 

1
8
,0

95
 

3
4
8 

 
 

医
業
収
益
 

1
2
,6

53
 

1
3
,0

01
 

3
4
8 

 
 

研
究
事
業
収
益
 

6
3 

5
3 

△
10
 

 
 

運
営
費
負
担
金
 

2
,
85

3 
2
,
85

3 
0
 

 
 

運
営
費
交
付
金
 

1
,
99

1 
1
,
99

1 
0
 

 
 

補
助
金
 

1
1
4 

1
0
8 

△
6 

 
 

寄
附
金
 

－
 

－
 

－
 

 
 

雑
益
 

7
3 

9
1 

1
8 

 
 

営
業
外
収
益
 

1
0
3 

9
8 

△
5 

 
 

寄
附
金
 

－
 

－
 

－
 

 
 

財
務
収
益
 

3
 

－
 

△
3 

 

雑
収
益
 

1
0
0 

9
8 

△
2 

 
 

資
本
収
入
 

－
 

－
 

－
 

 
 

運
営
費
交
付
金
 

－
 

－
 

－
 

 
 

 
 
 
長
期
借
入
金
 

－
 

－
 

－
 

 
 

そ
の
他
の
資
本
収
入
 

－
 

－
 

－
 

 
 

受
託
研
究
等
外
部
資
金

 
4
5
5 

6
2
0 

1
6
5 

 
 

 
受
託
研
究
等
収
入
 

3
8
6 

5
4
9 

1
6
3 

 

 
補
助
金
 

3
5 

3
8 

3
 

 

 
寄
附
金
 

3
4 

3
2 

△
2 

 

計
 

1
8
,3

05
 

1
8
,8

13
 

5
0
8 

 
 

支
出
 

 
 

 
 

 
 
 

営
業
費
用
 

1
6
,8

64
 

1
5
,9

84
 

△
88
0 

 
 

医
業
費
用
 

1
3
,3

13
 

1
2
,7

63
 

△
55
0 

 
 

給
与
費
 

7
,
15

3 
7
,
06

0 
△

93
 

 
 

材
料
費
 

3
,
94

5 
3
,
75

3 
△

19
2 

 
 

委
託
費
 

9
6
1 

8
6
9 

△
92
 

 
 

設
備
関
係
費
 

6
6
4 

6
2
2 

△
42
 

 
 

研
究
研
修
費
 

5
2 

3
0 

△
22
 

 
 

経
費
 

5
3
8 

4
2
9 

△
10
9 

 
 

研
究
事
業
費
用
 

1
,
49

2 
1
,
34

3 
△

14
9 

 
 

給
与
費
 

1
,
00

6 
9
4
9 

△
57
 

 
 

研
究
材
料
費
 

3
7 

2
9 

△
8 

 
 

委
託
費
 

8
0 

7
3 

△
7 

 
 

設
備
関
係
費
 

1
1
3 

9
4 

△
19
 

 
 

研
修
費
 

1
8
9 

1
5
7 

△
32
 

 
 

経
費
 

6
8 

4
1 

△
27
 

 
 

一
般
管
理
費
 

2
,
05

9 
1
,
87

8 
△

18
1 

 
 

営
業
外
費
用
 

－
 

－
 

－
 

 
 

資
本
支
出
 

1
,
75

6 
1
,
55

8 
△

19
8 

 
 

建
設
改
良
費
 

9
9
7 

8
0
0 

△
19
7 

 
 

長
期
借
入
金
償
還
金

 
7
5
9 

7
5
8 

△
1 

 
 

そ
の
他
の
支
出
 

－
 

－
 

－
 

 
 

受
託
研
究
等
外
部
資
金

支
出

 
4
0
9 

5
0
6 

9
7 

 

 
受
託
研
究
等
支
出
 

3
4
3 

4
3
9 

9
6 

 

 
補
助
金
支
出
 

3
5 

3
5 

0
 

 

 
寄
附
金
支
出
 

3
1 

3
2 

1
 

 

計
 

1
9
,0

29
 

1
8
,0

48
 

△
98
1 

 
 

(注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
お
り
、
合
計
と
は
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

 

<建
設
改
良
費
に
充
当
さ
れ
る
運
営
費
負
担
金
等
に
つ
い
て
> 

 

建
設
改
良
費
に
充
当
さ
れ
る
運
営
費
負
担
金
等
に
つ
い
て
は
、
資
本
助
成
の
た
め
の
運
営
費
負
担
金
等
と
す
る
。
 

<人
件
費
の
見
積
り
> 

 

中
期
目
標
期
間
中
総
額
 
40
,9
40

百
万
円
を
支
出
す
る
。
 
 

な
お
、
当
該
金
額
は
、
役
員
報
酬
並
び
に
職
員
基
本
給
、
職
員
諸
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
及
び
休
職
者
給
与
の
額
等
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
。
 



－ 115 －

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(2
)収

支
計
画

(平
成

2
5
年
度
～
平
成

2
9
年
度

) 
(2

)収
支
計
画

(平
成

2
8
年
度

) 

 
 

(2
)収

支
計
画

(平
成

2
8
年
度

) 

２
 

収
支
計
画

(平
成

25
年
度
～
平
成

2
9
年
度
) 

 
(単

位
：
百
万
円

) 

区
分
 

金
額
 

収
入
の
部
 

8
6
,1

73
 

営
業
収
益
 

8
5
,8

13
 

医
業
収
益
 

5
8
,5

77
 

研
究
事
業
収
益
 

1
,
54

9 

運
営
費
負
担
金
収
益
 

1
1
,7

70
 

運
営
費
交
付
金
収
益
 

1
2
,4

78
 

補
助
金
収
益
 

8
6
2 

寄
附
金
収
益
 

1
9
0 

資
産
見
返
寄
附
金
戻
入
 

4
2 

資
産
見
返
戻
入
勘
定
 

―
 

雑
益
 

3
4
5 

営
業
外
収
益
 

3
6
0 

寄
附
金
 

―
 

雑
収
益
 

3
6
0 

臨
時
利
益
 

―
 

支
出
の
部
 

8
9
,6

72
 

営
業
費
用
 

8
9
,6

72
 

医
業
費
用
 

6
8
,6

50
 

給
与
費
 

3
4
,5

55
 

材
料
費
 

1
5
,1

49
 

委
託
費
 

5
,
63

9 

設
備
関
係
費
 

9
,
70

2 

減
価
償
却
費
 

8
,
22

0 

そ
の
他
 

1
,
48

2 

研
究
研
修
費
 

5
4
2 

経
費
 

3
,
06

3 

研
究
事
業
費
用
 

1
0
,8

07
 

給
与
費
 

5
,
49

9 

材
料
費
 

3
0
9 

委
託
費
 

9
6
1 

設
備
関
係
費
 

3
,
25

2 

減
価
償
却
費
 

2
,
80

9 

そ
の
他
 

4
4
3 

研
修
費
 

1
7 

経
費
 

7
6
9 

一
般
管
理
費
 

1
0
,2

15
 

営
業
外
費
用
 

―
 

臨
時
損
失
 

―
 

純
利
益
 

△
3,
49
9 

目
的
積
立
金
取
崩
額
 

―
 

総
利
益
 

△
3,
49
9 

(
注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ
れ
四

捨
五
入
し
て
お
り
、
合
計
と
は
一
致
し

な
い

も
の
が
あ
る
。
 

２
 
収
支
計
画

(平
成

28
年
度

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単
位
：
百
万
円

) 

区
分
 

金
額
 

収
入
の
部
 

1
8
,3

97
 

営
業
収
益
 

1
8
,2

95
 

医
業
収
益
 

1
2
,6

89
 

研
究
事
業
収
益
 

4
1
3 

運
営
費
負
担
金
収
益
 

2
,
85

3 

運
営
費
交
付
金
収
益
 

2
,
13

8 

補
助
金
収
益
 

6
3 

寄
附
金
収
益
 

3
3 

資
産
見
返
寄
附
金
戻
入
 

3
3 

資
産
見
返
戻
入
勘
定
 

－
 

雑
益
 

7
3 

営
業
外
収
益
 

1
0
3 

寄
附
金
 

－
 

雑
収
益
 

1
0
0 

臨
時
利
益
 

－
 

支
出
の
部
 

1
9
,8

52
 

営
業
費
用
 

1
9
,8

52
 

医
業
費
用
 

1
5
,3

12
 

給
与
費
 

7
,
31

2 

材
料
費
 

3
,
95

2 

委
託
費
 

9
6
3 

設
備
関
係
費
 

2
,
49

1 

減
価
償
却
費
 

1
,
82

2 

そ
の
他
 

6
6
6 

研
究
研
修
費
 

5
2 

経
費
 

5
4
3 

研
究
事
業
費
用
 

2
,
38

0 

給
与
費
 

1
,
29

6 

材
料
費
 

4
8 

委
託
費
 

1
0
2 

設
備
関
係
費
 

8
1
2 

減
価
償
却
費
 

5
2
2 

そ
の
他
 

2
9
0 

研
修
費
 

1
 

経
費
 

1
2
3 

一
般
管
理
費
 

2
,
15

9 

営
業
外
費
用
 

－
 

臨
時
損
失
 

－
 

純
利
益
 

△
1,
45
5 

目
的
積
立
金
取
崩
額
 

－
 

総
利
益
 

△
1,
45
5 

(
注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
お
り
、
合
計
と
は
一
致
し
な
い
も

の
が
あ
る
。
 

２
 
収
支
計
画

(平
成

28
年

度
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(単

位
：

百
万

円
) 

区
分
 

当
初

 

予
算

額
 

決
算

額
 

差
額
(決

算
額
－
 

当
初
予
算
額
) 

収
入
の
部
 

1
8
,3

97
 

1
8
,8

61
 

4
6
4 

営
業
収
益
 

1
8
,2

95
 

1
8
,7

63
 

4
6
8 

医
業
収
益
 

1
2
,6

89
 

1
3
,1

29
 

4
4
0 

研
究
事
業
収

益
 

4
1
3 

5
3
4 

1
2
1 

運
営
費
負
担

金
収

益
 

2
,
85

3 
2
,
85

3 
0
 

運
営
費
交
付

金
収

益
 

2
,
13

8 
1
,
99

1 
△

14
7 

補
助
金
収
益

 
6
3 

1
2
6 

6
3 

寄
附
金
収
益

 
3
3 

4
3 

1
0 

資
産
見
返
寄

附
金

戻
入

 
3
3 

3
0 

△
3 

資
産
見
返
補

助
金

等
戻

入
 

－
 

－
 

－
 

雑
益
 

7
3 

5
9 

△
14
 

営
業
外
収
益
 

1
0
3 

9
8 

△
5 

寄
附
金
 

－
 

－
 

－
 

雑
収
益
 

1
0
0 

9
8 

△
2 

臨
時
利
益
 

－
 

－
 

－
 

支
出
の
部
 

1
9
,8

52
 

1
8
,9

47
 

△
90
5 

営
業
費
用
 

1
9
,8

52
 

1
8
,9

44
 

△
90
8 

医
業
費
用
 

1
5
,3

12
 

1
5
,7

95
 

4
8
3 

給
与
費
 

7
,
31

2 
7
,
54

3 
2
3
1 

材
料
費
 

3
,
95

2 
3
,
74

2 
△

21
0 

委
託
費
 

9
6
3 

1
,
30

5 
3
4
2 

設
備
関
係
費

 
2
,
49

1 
2
,
29

3 
△

19
8 

減
価
償
却

費
 

1
,
82

2 
1
,
73

0 
△

92
 

そ
の
他
 

6
6
6 

5
6
3 

△
10
3 

研
究
研
修
費

 
5
2 

6
7 

1
5 

経
費
 

5
4
3 

8
4
4 

3
0
1 

研
究
事
業
費
用

 
2
,
38

0 
2
,
36

3 
△

17
 

給
与
費
 

1
,
29

6 
1
,
06

9 
△

22
7 

材
料
費
 

4
8 

1
2
9 

8
1 

委
託
費
 

1
0
2 

2
9
3 

1
9
1 

設
備
関
係
費

 
8
1
2 

5
9
0 

△
22
2 

減
価
償
却

費
 

5
2
2 

4
8
5 

△
37
 

そ
の
他
 

2
9
0 

1
0
6 

△
18
4 

研
修
費
 

1
 

5
 

4
 

経
費
 

1
2
3 

2
7
8 

1
5
5 

一
般
管
理
費
 

2
,
15

9 
7
8
6 

△
1,
37
3 

営
業
外
費
用
 

－
 

－
 

－
 

臨
時
損
失
 

－
 

3
 

3
 

純
利
益
 

△
1,
45
5 

△
86
 

1
,
36

9 

目
的
積
立
金
取
崩
額
 

－
 

－
 

－
 

総
利
益
 

△
1,
45
5 

△
86
 

1
,
36

9 

(
注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ

れ
四

捨
五

入
し

て
お

り
、

合
計

と
は

一
致

し
な

い
も

の
が

あ
る

。
 

 



－ 116 －

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(3
)資

金
計
画

(平
成

2
5
年
度
～
平
成

2
9
年
度

) 
(3

)資
金
計
画

(平
成

2
8
年
度

) 

 
 

(3
)資

金
計
画

(平
成

2
8
年
度

) 

３
 

資
金
計
画

(平
成

25
年
度
～
平
成

2
9
年
度
) 

（
単
位
：
百
万
円

) 

区
分
 

金
額
 

資
金
収
入
 

9
2
,0

12
 

業
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

8
5
,9

66
 

診
療
業
務
に
よ
る
収
入
 

5
8
,6

95
 

研
究
業
務
に
よ
る
収
入
 

1
,
62

6 

運
営
費
負
担
金
に
よ
る
収
入
 

1
1
,7

70
 

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入
 

1
2
,4

78
 

補
助
金
に
よ
る
収
入
 

8
6
2 

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

5
3
5 

投
資
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
,
01

1 

 
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入
 

2
,
65

1 

 
そ
の
他
の
投
資
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
6
0 

財
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

―
 

長
期
借
入
れ
に
よ
る
収
入
 

―
 

補
助
金
に
よ
る
収
入
 

―
 

そ
の
他
の
財
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

―
 

前
期
中
期
目
標
の
期
間
よ
り
の
繰
越
金
 

3
,
03

5 

資
金
支
出
 

9
2
,0

12
 

業
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

7
7
,9

30
 

給
与
費
支
出
 

4
0
,9

40
 

材
料
費
支
出
 

1
6
,2

30
 

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

2
0
,0

86
 

 
積
立
金
の
精
算
に
係
る
納
付
金
の
支
出

 
6
7
4 

投
資
活
動
に
よ
る
支
出
 

5
,
07
9 

有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
よ
る
支
出
 

5
,
07

9 

そ
の
他
の
投
資
活
動
に
よ
る
支
出
 

―
 

財
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

3
,
86

0 

次
期
中
期
目
標
の
期
間
へ
の
繰
越
金
 

5
,
14

3 

 
(
注
)
計
数
は
端

数
を
そ
れ

ぞ
れ
四
捨

五
入
し
て

お
り
、
合

計
と
は
一
致

し
な
い
も
の
が
あ
る
。
 

３
 
資
金
計
画

(平
成

28
年
度

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
百
万
円

) 

区
分
 

金
額
 

資
金
収
入
 

1
9
,5

05
 

業
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

1
8
,2

68
 

診
療
業
務
に
よ
る
収
入
 

1
2
,6

53
 

研
究
業
務
に
よ
る
収
入
 

4
4
9 

運
営
費
負
担
金
に
よ
る
収
入
 

2
,
85

3 

運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入
 

1
,
99

1 

補
助
金
に
よ
る
収
入
 

1
5
0 

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

1
7
3 

投
資
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
4 

 
運
営
費
交
付
金
に
よ
る
収
入
 

－
 

 
そ
の
他
の
投
資
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
4 

財
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
 

長
期
借
入
れ
に
よ
る
収
入
 

－
 

補
助
金
に
よ
る
収
入
 

－
 

そ
の
他
の
財
務
活
動
に
よ
る
収
入
 

3
 

前
事
業
年
度
よ
り
の
繰
越
金
 

1
,
20

0 

資
金
支
出
 

1
9
,0

29
 

業
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

1
7
,2

73
 

給
与
費
支
出
 

8
,
93

6 

材
料
費
支
出
 

3
,
98

3 

そ
の
他
の
業
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

4
,
35

5 

 
積
立
金
の
精
算
に
係
る
納
付
金
の
支
出
 

－
 

投
資
活
動
に
よ
る
支
出
 

9
9
7 

有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
よ
る
支
出
 

9
9
7 

そ
の
他
の
投
資
活
動
に
よ
る
支
出
 

－
 

財
務
活
動
に
よ
る
支
出
 

7
5
9 

 
長
期
借
入
金
の
返
済
に
よ
る
支
出
 

7
5
9 

翌
事
業
年
度
へ
の
繰
越
金
 

4
7
6 

 
(
注

)計
数

は
端
数

を
そ

れ
ぞ

れ
四
捨

五
入

し
て

お
り

、
合

計
と

は
一
致

し
な
い

も
の
が
あ
る
。
 

３
 
資
金
計
画

(平
成

28
年

度
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(単
位

：
百

万
円

)
 

区
分

 
当

初
 

予
算

額
 

決
算

額
 

差
額
（
決
算
額
－
 
 

当
初
予
算
額
）
 

資
金
収
入
 

1
9
,5

05
 

1
9
,8

49
 

3
4
4 

業
務
活
動
に
よ
る
収

入
 

1
8
,2

68
 

1
8
,8

31
 

5
6
3 

診
療
業
務
に
よ
る

収
入

 
1
2
,6

53
 

1
3
,0

96
 

4
4
3 

研
究
業
務
に
よ
る

収
入

 
4
4
9 

5
6
5 

1
1
6 

運
営
費
負
担
金
に

よ
る

収
入

 
2
,
85

3 
2
,
85

3 
－
 

運
営
費
交
付
金
に

よ
る

収
入

 
1
,
99

1 
1
,
99

1 
－
 

補
助
金
に
よ
る
収

入
 

1
5
0 

1
2
7 

△
23
 

そ
の
他
の
業
務
活

動
に

よ
る

収
入

 
1
7
3 

1
9
9 

2
6 

投
資
活
動
に
よ
る
収

入
 

3
4 

1
,
00

1 
9
6
7 

 
運
営
費
交
付
金
に

よ
る

収
入

 
－

 
－

 
－

 

 
そ
の
他
の
投
資
活

動
に

よ
る

収
入

 
3
4 

1
,
00

1 
9
6
7 

財
務
活
動
に
よ
る
収

入
 

3
 

1
7 

1
4 

長
期
借
入
れ
に
よ

る
収

入
 

－
 

1
7 

1
7 

補
助
金
に
よ
る
収

入
 

－
 

－
 

－
 

そ
の
他
の
財
務
活

動
に

よ
る

収
入

 
3
 

－
 

△
3 

前
事
業
年
度
よ
り
の

繰
越

金
 

1
,
20

0 
2
,
22

4 
1
,
02

4 

資
金
支
出
 

1
9
,0

29
 

1
8
,3

26
 

△
70
3 

業
務
活
動
に
よ
る
支

出
 

1
7
,2

73
 

1
7
,1

99
 

△
74
 

給
与
費
支
出
 

8
,
93

6 
9
,
73

5 
7
9
9 

材
料
費
支
出
 

3
,
98

3 
3
,
92

7 
△

56
 

そ
の
他
の
業
務
活

動
に

よ
る

支
出

 
4
,
35

5 
3
,
53

6 
△

81
9 

 
積
立
金
の
精
算
に
係
る
納
付
金
の
支
出
 

－
 

－
 

－
 

投
資
活
動
に
よ
る
支

出
 

9
9
7 

3
0
3 

△
69
4 

有
形
固
定
資
産
の

取
得

に
よ

る
支

出
 

9
9
7 

2
3
2 

△
76
5 

そ
の
他
の
投
資
活

動
に

よ
る

支
出

 
－

 
7
1 

7
1 

財
務
活
動
に
よ
る
支

出
 

7
5
9 

8
2
4 

6
5 

 
長
期
借
入
金
の
返

済
に

よ
る

支
出

 
7
5
9 

7
5
8 

△
1 

翌
事
業
年
度
へ
の
繰

越
金

 
4
7
6 

3
,
74

7 
3
,
27

1 

(
注
)計

数
は
端
数
を
そ
れ
ぞ

れ
四

捨
五

入
し

て
お

り
、

合
計

と
は

一
致

し
な

い
も

の
が

あ
る

。
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中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
５

 
短
期
借
入
金
の
限
度
額

 

 

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 
＜
短
期
借
入
金
の
限
度
額
＞

 
【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

実
績
な
し
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

(１
)限

度
額

 
(１

)限
度
額

 

 
 

(１
)限

度
額

 

2
0
億
円
 

2
0
億
円
 

な
し

 

(２
)想

定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の

発
生
理
由

 
(２

)想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の
発
生
理
由

 
(２

)想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金

の
発

生
理

由
 

ア
 運

営
費
負
担
金
の
受
入
遅
延
等
に
よ
る
資
金
不
足
へ
の
対
応

  

イ
 予

定
外
の
退
職
者
の
発
生
に

伴
う
退
職
手
当
の
支
給
等
偶
発
的
な
 

出
費
へ
の
対
応

  

ウ
 
高

額
医

療
機

器
の

故
障

に
伴

う
修

繕
等

に
よ

る
予

期
せ

ぬ
出

費
へ

の
対
応
 

エ
 新

施
設
へ
の
移
転
に
伴
う
予

期
せ
ぬ
資
金
不
足
や
出
費
へ
の
対
応
 

 

ア
 
運
営
費
負
担
金
の
受
入
遅
延
等
に
よ
る
資
金
不
足
へ
の
対
応
 

イ
 

予
定

外
の

退
職

者
の

発
生

に
伴

う
退

職
手

当
の

支
給

等
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対
応

 

ウ
 
高
額
医

療
機
器
の
故
障
に
伴
う
修
繕
等
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
出
費
へ
の
対
応
 

エ
 
新
施
設

へ
の
移
転
に
伴
う
予
期
せ
ぬ
資
金
不
足
や
出
費
へ
の
対
応
 

 

な
し

 

 
 

中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
６

 
重
要
な
財

産
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 

 
 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

６
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 
６

 
重
要
な
財

産
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 

 
 

６
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
ま
た
は

担
保

に
供

す
る
計

画
 

な
し
 

 

な
し
 

な
し

 

 

中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
７

 
剰
余
金
の
使
途

 

 

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 
＜
剰
余
金
の
使
途
＞

 

【
中
期
計
画
の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

実
績
な
し
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年
度
計
画
に
係
る
実
績

 

７
 
剰
余
金
の
使
途

 
７

 
剰
余
金
の
使
途

 

 
 

７
 
剰
余
金
の
使
途

 

決
算
に
お
い
て
剰
余
が
生
じ
た
場
合
は
、
施
設
の
整
備

、
環
境
改
善
、

医
療
・
研
究
機
器
の
購
入
等
に

充
て
る
。
 

 

決
算
に
お
い
て
剰
余
が
生
じ
た
場
合
は
、
病
院
施
設
の
整
備

、
環
境
改
善
、
医

療
・
研
究
機
器
の
購
入
等
に
充
て
る
。
 

 

な
し
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中
期
計
画
に
係
る
該
当
事
項

 
８

 
料
金
に
関
す
る
事
項

 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 

(1
)診

療
料
等

 
(1

)診
療
料

等
 

セ
ン

タ
ー

を
利

用
す

る
者

は
、

次
の

範
囲

内
で

セ
ン

タ
ー

が
定

め
る

額
の
使
用
料
及
び
手
数
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
は
、
次
の
範
囲
内
で
セ
ン
タ
ー
が
定
め
る
額
の
使
用
料
及
び
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

ア
 
使
用
料

 
ア

 
使
用
料

 
 

 
ア

 
使
用
料

 

(ｱ
) 
診
療
料

 
(ｱ

) 
診
療
料

 
(ｱ

) 
診
療
料

 

健
康
保
険
法

(大
正

11
年
法
律
第

70
号

)第
76

条
第

2
項
及

び
第

85

条
第

2
項
又
は
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

(昭
和

5
7
年
法

律
第

80
号

)第
71

条
第

1
項

及
び
第

74
条
第

2
項
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法

(以
下
単
に
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
算
定
方
法
」
と
い
う
。
)に

よ
り
算
定
し
た
額
。
た
だ
し
、
自
動
車

損
害
賠
償
保
障
法

(昭
和

3
0
年
法
律
第

97
号

)の
規
定
に
よ
る
損
害
賠

償
の
対
象
と
な
る
診
療
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
に

10
分
の

1
5
を
乗
じ

て
得
た
額
 

健
康
保
険
法

(大
正

1
1
年
法
律

第
7
0
号

)第
7
6
条
第

2
項
及
び
第

85
条
第

2

項
ま
た
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

(昭
和

57
年
法
律
第

80
号

)

第
7
1
条
第

1
項
及
び
第

7
4
条
第

2
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
算

定
方

法
(
以

下
単

に
「

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

」
と

い
う

。
)

に
よ
り
算
定
し
た
額
。
た
だ
し

、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

(昭
和

30
年
法
律
第

9
7
号
)の

規
定
に
よ
る
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
診
療
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に

1
0
分
の

15
を
乗
じ
て
得
た
額
 

 

(ｲ
) 
先
進
医
療
に
係
る
診
療
料

 
(ｲ

) 
先
進

医
療
に
係
る
診
療
料

 
(ｲ

) 
先
進
医
療
に
係
る
診

療
料

 

健
康
保
険
法
第

6
3
条
第

2
項

第
3
号
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す

る
法

律
第

６
４

条
第

２
項

第
３

号
に

規
定

す
る

評
価

療
養

の
う

ち
、

別
に

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

先
進

医
療

に
関

し
、

当
該

先
進

医

療
に
要
す
る
費
用
と
し
て
算
定
し
た
額
 

 

健
康
保
険
法
第

63
条
第

2
項
第

3
号
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第

64
条
第

2
項
第

3
号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
の
う
ち
、
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
先
進
医
療
に
関
し
、
当
該
先
進
医
療
に
要
す
る
費
用
と
し
て
算
定

し
た
額
 

 

(ｳ
) 
個
室
使
用
料

(希
望
に
よ
り
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。

) 
(ｳ

) 
個
室
使
用
料

(希
望
に
よ
り
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。

) 
(ｳ

) 
個
室
使
用
料

(希
望
に
よ
り
使

用
す
る
場

合
に
限

る
。

) 

1
日

 2
万

6
千
円
 

  

1
日
 

26
,0
00

円
 

 

 

(ｴ
) 
非
紹
介
患
者
初
診
加
算
料

(理
事
長
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。

) 
(ｴ

) 
非
紹
介
患
者
初
診
加
算
料

(理
事
長
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。

) 
(ｴ

) 
非
紹
介
患
者
初
診
加

算
料

(理
事

長
が

別
に
定

め
る
場

合
を
除

く
。

) 

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

に
よ

る
診

療
情

報
の

提
供

に
係

る
料
金
に
相
当
す
る
額
と
し

て
算
定
し
た
額
 

  

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

算
定

方
法

に
よ

る
診

療
情

報
の

提
供

に
係

る
料

金

に
相
当
す
る
額
と
し
て
算
定
し
た
額
 

 

(ｵ
) 
特
別
長
期
入
院
料

 
(ｵ

) 
特
別
長
期
入
院
料

 
(ｵ

) 
特
別
長
期
入
院
料

 

健
康
保
険
法
第

6
3
条
第

2
項

第
4
号
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
第

6
4
条
第

2
項

第
4
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養

で
あ

っ
て

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

入
院

期
間

を
超

え
た

日
以

後
の

入

院
に

係
る

入
院

料
そ

の
他

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

も
の

に
つ

い
て

、

厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
 

  

健
康
保
険
法
第

63
条
第

2
項
第

4
号
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第

64
条
第

2
項
第

4
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
で
あ
っ
て
厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

入
院

期
間

を
超

え
た

日
以

後
の

入
院

に
係

る
入

院
料

そ
の

他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
 

 

(ｶ
) 
居
宅
介
護
支
援

 
(ｶ

) 
居
宅

介
護
支
援

 
(ｶ

) 
居
宅
介
護
支
援

 

介
護
保
険
法

(平
成

9
年
法
律
第

12
3
号
)第

46
条
第

2
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
 

 

 
介
護
保

険
法

(平
成

9
年
法
律
第

1
23

号
)第

46
条
第

2
項
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
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イ
 手

数
料

 
イ

 手
数
料

 
 

 
イ

 手
数
料

 
(
ｱ
) 
診
断
書

 1
通
 
5
千
円
  

(
ｲ
) 
証
明
書

 1
通
 
3
千
円
 

 

(
ｱ
) 

診
断

書
 1

通
 

5,
00
0
円
 

(
ｲ
) 

証
明

書
 1

通
 

3,
00
0
円
 

 

 

(2
) 

(2
) 

(2
) 

生
活
保
護
法

(昭
和

25
年
法
律
第

1
44

号
)、

健
康
保
険
法
、
国
民
健

康
保
険
法

(昭
和

33
年
法
律

第
1
92

号
)そ

の
他
の
法
令
等
に
よ
り
そ
の

額
を

定
め

ら
れ

た
も

の
の

診
療

に
係

る
使

用
料

及
び

手
数

料
の

額
は

、

(
1
)に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
法

令
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

 

生
活
保
護
法

(昭
和

2
5
年
法
律
第

1
4
4
号
)、

健
康
保
険
法
、
国
民
健
康
保
険

法
(昭

和
3
3
年
法
律
第

19
2
号

)そ
の
他
の
法
令
等
に
よ
り
そ
の
額
を
定
め
ら
れ

た
も
の

の
診

療
に

係
る

使
用

料
及
び

手
数

料
の

額
は

、
(
1
)に

か
か

わ
ら

ず
当
該

法
令
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

 

(3
) 

(3
) 

(3
) 

理
事

長
は

こ
の

他
、

使
用

料
及

び
手

数
料

の
額

を
定

め
る

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
算

定
方

法

に
準
じ
て
得
た
額
又
は
実
費

相
当
額
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

理
事
長
は
こ
の
他
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
方
法
に
準
じ
て
得
た
額
又

は
実
費
相
当
額
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

(4
) 

(4
) 

(4
) 

特
別

の
理

由
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

使
用

料
及

び
手

数
料

を
減

額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

 

 
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料
を
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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中
期
計
画

に
係
る
該
当
事
項

 
９

 
そ
の
他
業

務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
（
セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
）
 

 

中
期
計

画
の
進
捗
状
況

 

<そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
（
セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
）
> 

【
中
期
計
画

の
達
成
状
況
及
び
成
果
】
 

・
医
療

事
故

調
査
制
度

の
開

始
や
医

療
法

の
改
正

に
伴
い

、
死

亡
事
例

に
お

け
る
院

内
で
の

病
理

解
剖
の

推
進

や
死
亡

時
画
像

診
断

の
適

切
な

運
用

に
努

め
る

と
と

も
に

、
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
策

等
を

検
討

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

す
る

な
ど
組
織
的

な
医
療
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
介
護

を
し
な

が
ら
勤

務
す

る
職
員

や
有

期
契
約

職
員
が

介
護

・
育
児

休
業

を
取
得

し
や
す

く
な

る
よ
う

諸
制

度
の
改

正
を
行

っ
た

ほ
か

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
制

度
の

導
入

や
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
関

す
る

要
綱

の
制

定
、

事
務

部
門

に
お

け
る
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
本
格
実
施
な
ど
、
職
員
が
働
き
や
す
い
健
全
か
つ
安
全
な
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
た
。
 

・
障
害
者
差

別
解
消
法
に
よ
り
制
定
し
た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、
障
害
者
に

対
す

る
不

当
な

差
別

的
取

扱
い

の
禁

止
や

相
談

体
制

の
整

備
等

、
法

整
備

に
則

し
た

取
組

み
に

努
め

た
。

 

【
特
記
事
項

】
 

 

・
平
成

2
8
年

12
月
に
板
橋
区
と
の
間
で
「
緊
急
医
療
救
護
所
の
設
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
 

・
熊
本

地
震

の
発
生
に

際
し

て
、
東

京
都

か
ら
の

要
請
に

基
づ

き
医
療

救
護

班
を
現

地
に
派

遣
す

る
と
と

も
に

、
被
災

者
支
援

の
た

め
、

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
を

予
防

す
る

た
め

の
弾

性
ス

ト
ッ

キ
ン

グ
や

介
護

予
防

体
操

の
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
提

供
し
た
。
 

【
今
後
の
課

題
】
 

・
次
期
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。
 

 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

９
 そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る
重

要
事

項
（
セ
ン
タ
ー
運

営
に
お
け
る
リ

ス
ク
管
理
）
 

９
 そ

の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
（
セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
）
 

2
0
 

Ｂ
 

９
 そ

の
他
業
務
運
営
に
関

す
る
重
要

事
項

（
セ
ン
タ
ー
運

営
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理
）
 

日
々
生
じ
る
様
々
な
リ
ス
ク

や
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
 

危
機

管
理

体
制
を
整
備
し
、
都

民
が
安
心
し

て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け

ら
れ

る
よ
う
、
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
運
営
を
目
指
す
。
 

経
営
戦
略

会
議
等
に
お
い
て
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
分
析
及
び
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
理
事

長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
セ
ン
タ
ー
全
体
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
適

切
に

運
用

し
、

安
定

か
つ

信
頼

さ
れ

る
セ

ン
タ

ー
運

営
を

行
う

。
さ

ら
に

、
平

成
2
7

年
10

月
に
施
行
さ
れ
た
医
療
事
故
調
査
制
度
を
受
け
、
院
内
事
故
調
査
体
制
を
確
立

し
、
組
織
的

な
医
療
安
全
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
更
な
る
医
療
安
全
の
確
保
を
図

る
。
 

 

・
理

事
長
を

ト
ッ

プ
と

す
る

経
営

戦
略

会
議

等
の

場
に

お
い

て
、

災
害

や
職

場
環

境
問

題
の

セ
ン

タ
ー

運
営

に
係

る
各

種
リ

ス
ク

に
つ

い

て
の
分
析
・
検
討
を
行

い
、

適
切

に
対

応
を

図
っ

た
。

 

・
医

療
事
故

調
査

制
度

の
開

始
に

伴
い

、
死

亡
事

例
に

お
け

る
院

内
で

の
病

理
解

剖
の

推
進

を
図

っ
た

ほ
か

、
死

亡
時

の
画

像
診

断
に

お

い
て

は
死
亡

時
画

像
診

断
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
適

切
な

運
用

に
努

め
た

。
ま

た
、

医
療

安
全

室
を

中
心

と
し

、
医

療
安

全
対

策
カ

ン

フ
ァ

レ
ン
ス

や
医

療
安

全
管

理
委

員
会

等
を

開
催

し
、

医
療

安
全

対
策

の
企

画
・

立
案

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・

ア
ク

シ
デ

ン
ト

報
告

に
対

す

る
改
善
策
や
再
発
防
止

策
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

更
な

る
医

療
安

全
の

確
保

の
た

め
、

組
織

的
な

医
療

安
全

対
策

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
医

療
事
故

調
査

制
度

の
開

始
に

伴
い

、
医

療
事

故
発

生
時

の
対

応
策

等
を

検
討

す
る

た
め

の
組

織
体

制
な

ど
を

定
め

た
「

医
療

安
全

対

策
室

設
置
要

綱
」

及
び

「
事

例
検

討
会

議
設

置
要

綱
」

を
改

訂
し

、
医

療
安

全
体

制
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

っ
た

。
さ

ら
に

、
医

療
事

故

発
生

時
の
院

内
で

の
事

故
調

査
体

制
等

を
定

め
た

「
院

内
事

故
調

査
委

員
会

設
置

要
綱

」
を

改
訂

し
、

委
員

と
し

て
外

部
の

専
門

家
を

含

め
る
こ
と
と
す
る
な
ど

、
公

平
性

や
中

立
性

を
踏

ま
え

た
よ

り
厳

格
な

体
制

を
構

築
し

た
。【

再
掲

：
項

目
8】

 

・
平
成

28
年

6
月
改

正
の

医
療

法
施

行
規

則
に

基
づ

き
、
医

療
機

関
の

管
理

者
は

、
院

内
で

の
死

亡
事

例
を

遺
漏

な
く

把
握

で
き

る
体

制

を
確
保
す
る
た
め
に
、

全
死

亡
患

者
の

サ
マ

リ
を

作
成

し
、

医
療

安
全

対
策

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

1
回

/週
）

に
お

い
て

、
検

討
を

行
う

体

制
を
確
保
し
た

。【
再

掲
：

項
目

8】
 

・
研

究
部
門

に
お

い
て

、
新

た
に

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
報

告
制

度
の

試
行

を
開

始
し

た
。

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト

発
生

時
の
初

動
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
改

善
策

の
迅

速
か

つ
的

確
な

構
築

・
運

用
を

図
る

な
ど

、
危

機
管

理
体

制
の

強
化

に
努

め

た
。
 

 

○
 
法
令

や
セ
ン
タ
ー
の
要
綱

に
基
づ
き
、

個
人
情
報
の
管
理
・

保
護

及
び
情
報

公
開
を
適
切
に
行
う

と
と
も
に
、

研
修
等
を
通
じ
て
職
員

の
意
識
向
上
を
図
る
。
 

 

○
 
個
人
情

報
の
保
護
及
び
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び
セ
ン
タ
ー
の
要
綱
に

基
づ
き
、

適
切
な
管
理
及
び
事
務
を
行
う
。
 

・
個

人
情
報

保
護

及
び

情
報

公
開

に
つ

い
て

、
東

京
都

の
関

係
条

例
及

び
セ

ン
タ

ー
の

要
綱

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
適

切
な

管
理

等
を

行

っ
た
。
 

 

〇
 
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
を
適
切
に
行
う
。
 

・
マ

イ
ナ
ン

バ
ー

の
管

理
に

つ
い

て
は

、
特

定
個

人
情

報
保

護
委

員
会

が
示

し
た

「
特

定
個

人
情

報
の

適
切

な
取

り
扱

い
に

関
す

る
ガ

イ

ド
ラ
イ
ン
（
事
業
者

編
）」

に
基

づ
く

安
全

管
理

措
置

が
適

切
に

と
ら

れ
て

い
る

企
業

に
外

部
委

託
し

、
適

切
に

職
員

の
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

収
集

、
保
管

を
行

っ
た

。
給

与
等

の
手

続
き

に
係

る
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

利
用

に
あ

た
っ

て
は

、
専

用
パ

ソ
コ

ン
を

設
置

す
る

と
と

も
に

担

当
者
を
限
定
し
て
取

り
扱

う
こ

と
と

す
る

な
ど

、
個

人
情

報
の

管
理

を
徹

底
し

た
。

 

【
項
目

20
】
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○
 

全
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
合

同
研

修
を

実
施
し
、

職
員
の
意
識
向
上
に
よ
る
管
理
の
徹
底
を
図
る
。
 

・
職

員
（
委

託
を

含
む

）
の

よ
り

広
い

研
修

出
席

を
促

す
た

め
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

と
個

人
情

報
保

護
研

修
を

合
同

研
修

と
し

て

実
施
し
た
。
 

■
平
成

2
8
年
度

実
績

 

 
 
平
成

2
8
年
度
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

個
人

情
報

保
護

合
同

研
修

 
 

 

 
 
  

研
修
開
催
回
数

 
8
回

/参
加

者
数

1
,1
56

名
（

平
成

2
7
年

度
 

8
回

/9
51

名
）

 

 

〇
 
カ
ル
テ

等
の
診
療
情
報
に
つ
い
て
は
、
法
令
等
に
基
づ
き
適
切
な
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
理
念
と
セ
ン
タ
ー
の
指
針
に
基
づ
き

、

診
療
情
報

の
提
供
を
行
う
。
 

  

・
カ

ル
テ
等

の
診

療
情

報
に

つ
い

て
、

円
滑

か
つ

適
正

な
運

用
を

行
う

た
め

病
歴

委
員

会
に

て
診

療
科

ご
と

に
カ

ル
テ

の
点

検
を

実
施

し

た
。
 

・
患
者
や
家
族
の
要

望
に

応
じ

て
診

療
録

等
の

開
示

を
引

き
続

き
行

い
、
適

切
な

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
と

信
頼

の
確

保
に

努
め

た
。【

再

掲
：
項
目

9】
 

・「
患
者
権
利
章
典
」
を

院
内

掲
示

す
る

と
と

も
に

外
来

・
入

院
案

内
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
患

者
や

家
族

等
へ

の
周

知
を

継
続

し

た
。

ま
た
、

病
状

や
治

療
方

針
な

ど
を

分
か

り
や

す
く

説
明

し
た

上
で

同
意

を
得

る
こ

と
に

努
め

る
な

ど
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ

ン
ト
の
徹
底
を
図
り

、
患

者
満

足
度

の
向

上
に

つ
な

げ
た

。【
再

掲
：

項
目

9】
 

 

○
 
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
情
報

基
盤
整
備
の

強
化
に
よ
り
セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
の
向
上
を
図
り
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
漏
洩
を
防
止
す
る
。
 

       

○
 
セ
ン
タ

ー
で
稼
働
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
評
価
・
分
析
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
な
ど
の
情
報
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
漏

え
い
を
防

止
す
る
。
 

・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
対

し
て

、
固

定
Ｉ

Ｐ
ア

ド
レ

ス
形

式
で

接
続

す
る

こ
と

と
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

自
由

に
接

続
で

き
な

い
設

計
に

し

て
い
る
。
 

・
外
部
か
ら
の
攻
撃
に

備
え

た
設

定
に

な
っ

て
い

る
か

、
フ

ァ
イ

ヤ
ー

ウ
ォ

ー
ル

設
定

の
再

確
認

を
行

っ
た

。
 

○
 

全
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
合

同
研

修
を

実
施
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
職
員
の
意
識
向
上
と
管
理
方
法
の
徹
底
を

図
り
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
。
 

■
平
成

2
8
年
度
目
標
値
 

研
修
参
加
率

1
00
％
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

研
修

と
個

人
情

報
保

護
研

修
の

合
同

開
催

と
し

て
は

3
年

目
と

な
る

が
、

参
加

率
の

向
上

を
図

る
た

め
、

研
修

内

容
を
要
点
を
絞
っ
た

資
料

に
す

る
こ

と
や

、
参

加
し

や
す

い
研

修
時

間
を

設
定

す
る

な
ど

、
職

員
が

参
加

し
や

す
い

環
境

作
り

に
努

め
た

。

ま
た
、
前
年
度
同
様

研
修

に
参

加
で

き
な

か
っ

た
職

員
に

対
し

て
は

研
修

会
終

了
後

に
ビ

デ
オ

上
映

会
を

実
施

し
た

。
前

年
度

よ
り

実
施

回
数
を
増
や
す
こ
と

に
よ

り
、

フ
ォ

ロ
ー

体
制

を
強

化
し

た
。

さ
ら

に
欠

席
者

に
つ

い
て

資
料

の
配

布
や

理
解

度
確

認
シ

ー
ト

の
送

付
を

行
い
、
自
己
採
点
及

び
そ

の
結

果
の

提
出

を
行

わ
せ

る
な

ど
を

実
施

し
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

個
人

情
報

保
護

に
対

す
る

理
解

の
確

認
と
徹
底
を
図
っ
た

。
研

修
内

容
に

つ
い

て
は

、
「

医
療

機
関

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

」
も

含
め

、
個

人
情

報
保

護
を

テ
ー

マ
と

し
、
外
部
講
師
に
よ

る
研

修
を

実
施

し
た

。
 

■
平
成

2
8
年
度
実

績
 

 

 
 
参
加
率
：
研
修
及

び
ビ

デ
オ

上
映

会
参

加
者

数
＋

理
解

度
確

認
シ

ー
ト

提
出

者
数

/対
象

者
数

＝
9
6％

（
平

成
2
7
年

度
 
8
7％

）
 

 

○
 
職
員

が
安
心
し
て
医
療
・

研
究
活
動
に

従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る

よ
う
、
健

康
管
理
及
び
安
全
に

業
務
を
遂
行

で
き
る
良
好
な
職
場
環

境
の
確
保
に
取
り
組
む
。
 

 

○
 
超
過
勤

務
時
間
の
管
理
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
健
康
診
断
の
受
診
促
進
や
メ

ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
等
の
充
実
を
図
り
、
安
全
衛
生
委
員
会
を
中
心
に
快
適
で
安
全

な
職
場
環

境
を
整
備
す
る
。
 

 
 

・
育

児
・
介

護
休

業
法

の
改

正
に

伴
い

、
介

護
を

し
な

が
ら

勤
務

す
る

職
員

や
、

有
期

契
約

職
員

が
介

護
・

育
児

休
業

を
取

得
し

や
す

く

な
る
よ
う
、
セ
ン
タ

ー
の

諸
制

度
の

改
正

を
行

っ
た

。（
改

正
内

容
：
①

介
護

休
業

(無
給

)の
更

新
可

能
期

間
の

上
限

の
撤

廃
、
②

介
護

時

間
制

度
の
導

入
、

③
介

護
を

す
る

職
員

の
超

過
勤

務
の

免
除

制
度

の
導

入
、

④
非

常
勤

ス
タ

ッ
フ

の
介

護
休

業
取

得
要

件
の

緩
和

、
⑤

非

常
勤
ス
タ
ッ
フ
の
育
児

休
業

取
得

要
件

の
緩

和
、

⑥
育

児
休

業
等

に
係

る
「

子
」

の
範

囲
の

拡
大

)。
 

・
労
働
安
全
衛
生
法
の

改
正

に
伴

い
、

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

を
導

入
し

、
職

員
の

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
に

役
立

て
た

。
 

・
超
過
勤
務
対
策
の
一

環
と

し
て

、
平

成
28

年
3
月

に
試

行
し

た
事

務
部

門
に

お
け

る
月

一
回

の
ノ

ー
残

業
デ

ー
に

つ
い

て
、

6
月

よ
り

本
格
実
施
を
行
っ
た

。
 

・
安
全
衛
生
委
員
会

に
お

い
て

、
職

場
内

巡
視

に
よ

る
改

善
策

及
び

公
務

災
害

防
止

策
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
健
康
診
断
に
つ
い

て
、

安
全

衛
生

委
員

会
や

メ
ー

ル
で

の
周

知
を

徹
底

し
、

受
診

促
進

を
行

っ
た

。
 

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

研
修

に
つ

い
て

、
新

規
採

用
職

員
対

象
・

昇
任
職

員
対

象
（

主
任

・
係

長
）・

全
職

員
対

象
と

、
対

象
に

よ
り

内
容

を

変
更
し
な
が
ら
年

4
回

実
施

す
る

な
ど

、
職

員
の

健
康

と
安

全
な

職
場

環
境

の
確

保
を

図
っ

た
。

 

・
院

内
会
議

の
場

を
活

用
し

、
年

休
の

取
得

促
進

と
併

せ
て

、
超

過
勤

務
の

縮
減

を
促

進
す

る
よ

う
、

管
理

職
に

対
し

て
働

き
か

け
を

行

っ
た
。
 

  

【
項
目

20
】
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○
 
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な

ど
の
相
談

窓
口
を
職
員
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
内
部
通
報
制
度
を
適
切
に
運

用
し
、
職

員
が
働
き
や
す
い
健
全
か
つ
安
全
な
職
場
環
境
を
整
備
す
る
。
 

 

・
育

児
・
介

護
休

業
法

、
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

の
改

正
に

伴
い

、
セ

ン
タ

ー
で

既
に

制
定

・
運

用
さ

れ
て

い
た

「
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ

ラ
ス

メ
ン
ト

の
防

止
に

関
す

る
要

綱
」

及
び

「
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
に

関
す

る
要

綱
」

の
内

容
を

盛
り

込
ん

だ
「

ハ
ラ

ス
メ

ン

ト
の

防
止
に

関
す

る
要

綱
」

を
新

た
に

制
定

し
た

。
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
窓

口
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト

対
策

委
員
会

を
設

置
す

る
こ

と
と

す
る

な
ど

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

た
め

の
対

応
に

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
相

談
窓

口
や

内
部

通
報

制

度
に

つ
い
て

メ
ー

ル
や

基
幹

シ
ス

テ
ム

上
の

掲
示

版
な

ど
に

よ
り

周
知

を
図

り
、

引
き

続
き

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

作
り

に
努

め

た
。
 

 

○
 
全
職
員

を
対
象
と
し
た
「
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
職
員
の
意
識
や
意
向

を
セ
ン
タ

ー
の
運
営
や
職
場
環
境
の
改
善
に
活
用
す
る
。
 

・
平
成

29
年

3
月

に
全

職
員

を
対

象
と

し
た

「
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
た

。
職

場
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
研

修
、

福
利

厚

生
、
経
営
意
識
や
仕

事
に

対
す

る
や

り
が

い
な

ど
を

問
う

全
2
3
項

目
か

ら
な

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配

布
し

、
職

員
の

意
識

・
意

向
の

把
握

に

努
め
た

。【
再
掲
：
項

目
15
】

 

・
平
成

2
6
年
度
に
実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
、
研

修
に

対
す

る
事

務
職

員
の

高
度

な
研

修
希

望
が

多
か

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、

東
京
都
が
行
う
課
長

代
理

研
修

に
当

セ
ン

タ
ー

の
職

員
を

参
加

さ
せ

る
な

ど
、
実

際
の

業
務

運
営

へ
の

結
果

の
活

用
に

取
り

組
ん

だ
。【

再

掲
：
項
目

1
5】

 

 

○
 
障
害
者

差
別
解
消
法
に
基
づ
き
、
職
員
対
応
要
領
を
作
成
す
る
な
ど
、
障
害
者
に

対
す
る
適

切
な
対
応
に
努
め
る
。
 

 

・
障

害
者
差

別
解

消
法

に
よ

り
制

定
し

た
「

障
害

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

に
関

す
る

要
綱

」
に

基
づ

き
、

障
害

者
に

対
す

る

不
当
な
差
別
的
取
扱
い

の
禁

止
や

合
理

的
配

慮
の

提
供

、
相

談
体

制
の

整
備

等
、

適
切

な
対

応
に

努
め

た
。

 

○
 
大
規

模
災
害
や
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
等
の
非
常
事
態

に
備

え
、
行
政

の
方
針
や
地
域
の
医

療
機
関
等
と

の
役
割
分
担
な
ど
を
踏

ま
え
な
が

ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）

を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー

内
部
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
図
る
。
 

   

○
 
二
次
医

療
圏
（
区
西
北
部
）
に
お
け
る
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
必
要
な
体
制
を
整

備
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
発
災
時
に
迅

速
な
対
応

を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
。
 

・
災

害
医
療

対
策

業
務

を
所

掌
す

る
「

災
害

医
療

対
策

室
長

」
の

職
を

救
急

診
療

部
内

に
設

置
し

、
課

長
級

の
医

師
を

兼
務

さ
せ

る
こ

と

で
、
大
規
模
災
害
時
等

に
お

け
る

診
療

体
制

の
充

実
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
東

京
都
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

、
東

京
都

ト
リ

ア
ー

ジ
研

修
会

や
大

規
模

災
害

訓
練

な
ど

セ
ン

タ
ー

の
災

害
対

応
力

を
高

め
る

取
り

組

み
を
行
っ
た
。
平
成

28
年

10
月

に
開

催
し

た
大

規
模

災
害

訓
練

に
お

い
て

は
、
板

橋
看

護
専

門
学

校
学

生
に

よ
る

模
擬

患
者

役
を

設
け

、

よ
り

実
際
の

災
害

に
近

い
形

で
の

対
応

訓
練

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
（

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
）

に
つ

い
て

は
、

内
閣

府
が

主

催
す
る
大
規
模
地
震

時
医

療
活

動
訓

練
に

参
加

す
る

な
ど

、
災

害
発

災
時

の
対

応
力

の
更

な
る

向
上

に
努

め
た

。【
再

掲
：

項
目

6】
 

・
平
成

28
年

12
月

に
板

橋
区

と
の

間
で

、
板

橋
区

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

板
橋

区
が

緊
急

医
療

救
護

所
を

開
設

し
て

軽
症

者
の

治
療

を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ

い
て

定
め

た
「

緊
急

医
療

救
護

所
の

設
置

に
関

す
る

協
定

書
」

を
締

結
し

た
。【

再
掲

：
項

目
6】

 

・
平
成

28
年
熊
本

地
震

の
発

生
に

際
し

て
は

、
東

京
都

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
医

療
救

護
班

1
班

（
医

師
、

看
護

師
2
名

、
薬

剤
師

、
事

務
）
を
現
地
に
派
遣
し

、
阿

蘇
医

療
セ

ン
タ

ー
の

準
夜

帯
に

お
け

る
救

急
外

来
診

療
の

支
援

を
行

っ
た

。【
再

掲
：

項
目

6】
 

・
ま

た
、
熊

本
地

震
の

被
災

者
に

対
す

る
支

援
と

し
て

、
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

を
予

防
す

る
た

め
の

弾
性

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

や
介

護

予
防
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

提
供

し
た

。【
再

掲
：

項
目

6】
 

・
今

後
予
想

さ
れ

る
首

都
圏

災
害

へ
の

準
備

に
向

け
た

資
料

と
し

て
、

宮
城

県
気

仙
沼

市
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

の
従

事
者

と
関

連
行

政

職
職
員
を
対
象
と
し
、

東
日

本
大

震
災

直
後

か
ら

の
活

動
状

況
の

聴
き

取
り

を
報

告
書

（
東

日
本

大
震

災
被

災
後

3
年

時
点

の
保

健
・

福

祉
・
医
療
の
従
事
者

と
関

連
行

政
職

職
員

の
活

動
実

態
に

関
す

る
調

査
）

に
ま

と
め

た
。【

再
掲

：
項

目
1
2】

 

 

○
 
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
等
を
想
定
し
た
事
業
継
続
計
画
 

（
BC
P
）

や
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に

基
づ

き
、

防
災

・
医

薬
品

等
の

備
蓄

及
び

防

災
訓
練
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の
更
な
る
強
化
を
図
る
。
 

・
発
災
時
の
患
者
、

職
員

及
び

帰
宅

困
難

者
に

対
応

す
る

た
め

、
食

品
及

び
薬

品
の

備
蓄

を
適

切
に

管
理

し
た

。
 

・
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
会

議
及

び
安

全
管

理
委

員
会

に
お

い
て

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
・

ア
ク

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

の
集

約
・

分
析

を

行
い

、
特
に

注
意

喚
起

事
例

に
関

し
て

は
、

部
門

別
で

具
体

的
な

事
例

を
挙

げ
、

そ
の

要
因

と
再

発
防

止
策

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、

病
院

幹
部
会

議
で

の
報

告
や

全
職

員
が

閲
覧

で
き

る
フ

ォ
ル

ダ
に

掲
載

し
周

知
徹

底
を

図
る

な
ど

、
医

療
安

全
管

理
体

制
の

強
化

及
び

業

務
改

善
を
図

っ
た

。
ま

た
、

他
の

医
療

機
関

に
お

け
る

事
故

事
例

や
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
か

ら
提

供
さ

れ
る

医
療

安
全

情
報

な
ど

、

広
く
情
報
収
集
を
行

い
、

院
内

で
の

事
故

防
止

に
役

立
て

た
。【

再
掲

：
項

目
8】

 

 

 

【
項
目

20
】
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中
期
計
画
に
係
る
該
当
事
項

 
1
0
 
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

(平
成

25
年
度
～
平
成

29
年
度

) 

 

中
期

計
画
の
進
捗
状
況

 

<
施
設
及
び
整
備
に
関
す
る
計
画
> 

【
中
期
計

画
の
達
成
状
況
】
 

実
績
な
し

 

【
今

後
の

課
題

】
 

  

 
中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

特
記

事
項

 

1
0
 
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

(平
成

25
年
度
～
平
成

29
年
度

) 
1
0
 
施
設

及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

(平
成

25
年
度
～
平
成

29
年
度

) 

 
 

1
0
 
施
設
及
び
設
備
に
関

す
る
計

画
(平

成
25

年
度

～
平

成
29

年
度

) 
 

 施
設
及
び
設
備
の
内
容
 

予
定
額

(百
万
円
) 

財
源
 

医
療
・
研
究
機
器
等

整
備
 

総
額
 

5,
07
9 

運
営
費
交
付
金
 

自
己
財
源
 

 

     

 
 

 
 

 

中
期
計
画
に
係
る
該
当
事
項

 
1
1
 
積
立
金
の
処
分
に
関
す
る
計
画

 

 
 

 
 

 
 

中
期
計
画

 
年
度
計
画

 
自
己
評
価

 
年

度
計

画
に
係

る
実

績
 

特
記

事
項

 

1
1
 
積
立
金
の
処
分
に
関
す
る
計
画

 
1
1
 
積
立

金
の
処
分
に
関
す
る
計
画

 

 
 

1
1
 
積
立
金
の
処
分
に
関

す
る
計

画
 

 

前
期

中
期

目
標

期
間

繰
越

積
立

金
に

つ
い

て
は

、
医

療
・

研
究

機
器

の

購
入
等
に
充
て
る
。
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